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　第十八章　アンダーワールド大戦　人界暦三八〇年十一月七日　午後六時




　ソルスの残照が、二つの世界を隔へだてる門を、血のような赤色に染め上げている。

《東の大門》。

　神の手によって築きずかれ、三百年以上にもわたって人界と暗黒界を隔て続けてきた巨大構造物は、いままさに崩ほう壊かいせんとしていた。

　五千の人界守備軍と五万の侵略軍が声もなく見守るなか、無限にも等しかったはずの天命の最後の一滴が尽きた瞬しゆん間かん、大門は死に瀕ひんした巨きよ獣じゆうの雄お叫たけびの如ごとき地じ響ひびきを世界中に轟とどろかせた。それは不吉な遠えん雷らいとなって、西は人界の央都セントリアから、東は闇やみの国の帝都オブシディアまで届き、全アンダーワールドの民が空を仰あおいだ。

　数秒後。

　高さ三百メルにも及ぶ大門の中央に、一条の亀裂が走った。内側から白い光がほとばしり、東西に布陣した兵士たちの眼めを灼やいた。

　亀裂は無数に枝分かれしながらたちまち大門の隅すみ々ずみにまで延び、それを追って白光も網目のように広がった。次いで、門の両面に、炎に包まれて燃え上がる巨大な神聖文字が出現した。

【Final最 Tolerance終負 Experiment荷実験】というその文字列の意味を理解できた人間は、広大な戦場にたった二人しかいなかった。

　文字が燃え尽きるのとほぼ同時に。

　天まで届くほどの閃せん光こうを放ちながら、東の大門は上部から崩壊しはじめた。
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「ウォウ……」

　指揮車の手すりから上体を乗り出したヴァサゴ・カザルスが、さすがに興こう奮ふんを隠せない声を漏もらした。

「《最終負荷実験》か、こいつはハリウッド・ムービーも形無しだな。ＡＩよりこの映像技術を頂いたほうがいいんじゃないか、兄ブ弟ロ？　ＶＦＸスタジオでも作れば、あっという間に億万長者だぜ」

　それを聞いたガブリエル・ミラーは、彼方かなたの一大スペクタクル・シーンに眼めを奪われつつも、冷静に指摘した。

「残念ながら、映像をメディアに記録はできない。この世界の万物はポリゴンじゃないからな。ＳＴＬに接続している者にしか見られない、豪華なショーだ」

　東の大門は、すでに半なかばまでが無数の瓦が礫れきとなって崩くずれ落ちようとしている。轟ごう音おんも震動も凄すさまじいものがあるが、巨大な岩塊は全て、地面に激げき突とつする直前に光を発して溶け消えていく。あの様子なら、門の残ざん骸がいがバリケードとなってしまうことはなさそうだ。

　ガブリエルは漆しつ黒こくの毛皮マントを翻ひるがえして指揮車の屋根に据えられた玉ぎよく座ざから立ち上がると、闇やみの国十侯のひとり、暗黒術師ギルド総長ディー・アイ・エルが設置していった大型の髑髏スカルに歩み寄った。

　小テーブルに載のっているそれは、音声伝達能力を持つ魔法の小道具アーテイフアクトらしい。この親髑髏に向かって話せば、将軍たちに持たせてある子髑髏へと声が伝わるということだ。ストライカー装甲指揮車のマルチチャンネル通信システムには劣おとるが、いちいち伝令を走らせるよりは遥はるかに効率的だ。

　髑髏のうつろな眼がん窩かを見下ろしながら、ガブリエルは《暗黒界の皇帝にして闇の神ベクタ》という配役に相応ふさわしい冷れい厳げんたる声を響ひびかせた。

「闇の国の将兵どもよ！　貴様らが待ち望んだ刻ときが来た！　命ある者は全て殺せ！　奪える物は余さず奪え！　────蹂じゆう躙りんせよ!!」

　陣列のそこかしこから、大門の崩ほう壊かい音おんを上回るボリュームで、ウォー、ウォーという鬨ときの声が沸き起こる。突き上げられた無数の蛮刀や長ちよう槍そうが、夕ゆう陽ひを反射して血の色に輝く。

　ダークテリトリー軍の第一陣は、山ゴブリン族五千、平地ゴブリン族五千、オーク族二千、ジャイアント族一千の合計一万三千ユニット。まずはこれを突とつ撃げきさせ、敵軍の対応を見る。

　掲げた右手を鋭するどく前方に振り下ろしながら、ガブリエルはこのウォーゲームのプレイヤーとして最初の命令コマンドを下した。

「第一陣──突撃開始!!」
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　五万の侵略軍の第一陣を構成するゴブリン部隊の右う翼よく、五千の山ゴブリン族を指揮するのは、コソギという名の新たな長おさだった。暗黒将軍シャスターの叛はん乱らん劇げきに巻き込まれて死んだ先代の長ハガシの、十七人もいる息子のひとりだ。

　ハガシは歴代の長のなかで最も残忍で貪欲だと讃たたえられていた。コソギはその資質を色いろ濃こく受け継ついでいるが、それだけではなく、ゴブリン族にあるまじき高度な知性を醜しゆう貌ぼうの下に隠し持っていた。

　今年で二十歳になるコソギは、闇やみの国の五種族──すなわち人ヒト族、ジャイアント族、オーガ族、オーク族、そしてゴブリン族の中で、なぜゴブリンが最下層に位置づけられているのかとかれこれ五年以上も考え続けてきた。

　確かにゴブリンは、五族の中で最も矮わい軀くであり力も弱い。しかしかつてはその不利を補うに足る頭数があり、事実いにしえの《鉄血の時代》には、オークや人族黒イウムどもと対等の戦いを繰くり広げた。

　やがて全種族が疲ひ弊へいするとともに戦乱は終結し、五族和平条約が結ばれ、ゴブリン族の長も闇の国の最高機関である十侯会議に席を得た。しかし条約の実情は、まったく公平なものではなかった。山ゴブリンも、平地ゴブリンも、与えられた領土は北方の瘦やせ細った荒れ地で、一族全員の天命を保つのに必要なだけの作物や獲え物ものは到底得られず、子供は常に餓うえ、年寄りはばたばた死んでいった。

　つまるところ、他種族の長どもにしてやられたのだ。

　ゴブリン族最大の強みである頭数を抑えるために、広いが地力の乏とぼしい土地に押し込めた。ゆえにゴブリン族は、現在に至るまで生きのびることだけに精一杯で、文明を育てられない。黒イウムのように、整備された養よう成せい機関で子供を訓練するどころか、口減らしのために川船で流すような有あり様さまだ。他種族の領土に流れ着いた子供たちがどのような扱いを受けるか、承知の上で。

　肥ひ沃よくな土地と充分な資源さえあれば、いま兵士たちが握っているような粗悪な鉄を鋳ちゆう造ぞうした蛮刀や板金鎧よろいではなく、鍛きたえ上げられた鋼鉄製の装備を与えることもできる。たっぷりと飯を喰くわせて天命を蓄たくわえ、剣技と戦術を学ばせられる。いずれは、黒イウムどもに独占されている暗黒術すらも習得できるかもしれない。

　そうなれば、もうゴブリンを下等種族だとは誰にも言わせない。

　コソギの亡父ハガシも、常に黒イウムどもへの怒りや妬ねたみ、劣等感に苛さいなまれていたが、そのために何をすればよいのか考える頭がなかった。この大おお戦いくさで武功を立て、皇帝ベクタの覚えをめでたくする程度の知恵しかなかったのだ。

　愚おろかなことを。武功など立てられるものか。全軍の配置を見ればそれが解わかる。

　恐らく、皇帝に入れ知恵したのは暗黒術師の長おさだろう。あの女は、はなから両ゴブリン族を使い捨てにするつもりで《一いち番ばん槍やりの栄誉》を押し付けてきたのだ。先陣を切って突とつ撃げきしたゴブリンが、伝説の悪鬼たる人界の整せい合ごう騎き士しどもにばたばた斬きり伏せられているところを、安全な後方から暗黒術でまとめて焼き払い、勲くん功こうを搔かっ攫さらう肚はらだ。

　──そうはさせるものか。

　だが、もちろん命令に背そむくわけにはいかない。降こう臨りんした皇帝ベクタは、ゴブリンの長二人と暗殺者ギルドの長を一いつ瞬しゆんで絶命させた暗黒将軍シャスターの攻撃を浴びても、毛ほどの傷すら負わなかった。皇帝は絶対的な強者であって、強いものには従わなくてはならないのが闇やみの国の掟おきてだ。

　だが、あの黒イウムの女は違う。いまやコソギも十侯の一人であり、立場は対等だ。腹黒い姦かん計けいに諾だく々だくと従ってやる義理はない。

　ゴブリン族に与えられている命令は、実に単純。先陣を切って突撃し、敵軍を殲せん滅めつせよ。

　それだけだ。後方から術師どもの炎が降り注ぐまで戦線を支えろなどとは言われていない。そこに、あの女の裏をかく余地がある。

　コソギは、大門が崩ほう壊かいする直前、腹心の隊長たちにひそかな指令を下していた。

　与えられた子髑どく髏ろがカタカタと顎あごを鳴らし、皇帝の突撃命令を伝えた時、彼は鎧よろいの下に手を入れ、かねて準備していた小さな球体を取り出した。今頃、隊長たちも同じことをしているはずだ。

　轟ごう音おんとともに、かつて東の大門だった岩の塊かたまりが完全に崩くずれ落ち、光となって消えた。

　眼前にまっすぐ開けた谷の奥に、多くのかがり火と、煌きらびやかな武器防具の輝きが見えた。

　白イウムの守備部隊だ。

　奴やつらの向こうには、山ゴブリン族が光の時代を取り戻すに充分な、豊かな土地と無限の資源、そして労働力がたっぷりと満ちている。

　捨て石になどなってたまるものか。その役は、哀れにも再び無能な長を戴いただいてしまった平地ゴブリン族と、いっそう愚かなオーク族どもに担になってもらおう。

　コソギは、左手で球をしっかり握り締しめ、右手で分厚い山刀を突き上げながら、野太い声で喚わめいた。

「てめえら、しっかり固まって俺についてこい!!　──突撃ぃぃぃぃッ!!」
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「第一部隊、抜剣、戦せん闘とう用意！　修道士隊、治ち癒ゆ術じゆつ、詠唱用意！」

　人界守備軍の副長を務つとめる整合騎士、ファナティオ・シンセシス・ツーの張りのある声が、宵よい闇やみを貫つらぬいた。

　じゃりぃぃん!!　という鞘さや走ばしりの重唱が谷間に響ひびく。数を抑えられたかがり火が、鋼はがねの刀身を赤く輝かせる。

　ついに崩ほう壊かいした東の大門の向こう側から、地鳴りのような轟ごう音おんが迫ってくる。

　ゴブリンの小刻みな足音。オークの間延びした足音。地面に大おお槌づちを叩たたき付けるようなジャイアントの足音が混じり合い、それらに無数の鬨ときの声が重なる。かつてどのような人間も聞いたことのない、戦争という名の巨きよ獣じゆうの咆ほう哮こう。

　大門から二百メル手前の防ぼう衛えい線せんに並ぶわずか三百人の衛士たちは、その場に踏ふみ留とどまるのが精一杯だった。ちょっとしたきっかけで、剣を一合も交えぬうちに隊列が瓦が解かいし、散り散りに逃げ惑まどっても不思議はなかった。全ての衛士にとって、戦争はおろか、命の懸かかった実戦すらもこれが初めての経験なのだ。

　彼らを持ち場に踏み留まらせたのは、防衛線の最前列に間隔を空けて立つ、三人の整せい合ごう騎き士しの背中だった。

　左さ翼よくを受け持つのは、《霜そう鱗りん鞭べん》エルドリエ・シンセシス・サーティワン。

　中央には、部隊の指揮官でもある《天てん穿せん剣けん》ファナティオ・シンセシス・ツー。

　そして右翼を、《熾し焰えん弓きゆう》デュソルバート・シンセシス・セブンが守る。

　闇の底でも美しく煌きらめく全身鎧よろいをまとった三騎士は、両足でしっかと地面を踏みしめ、微動だにせず敵軍を待ち受けた。

　騎士たちの胸中にも、恐れや怯おびえは存在した。衛士たちと違って実戦経験があると言っても、そのほとんどが暗黒騎士との一対一の戦せん闘とうでしかないのだ。これほどの大軍勢と戦った経験は、副騎士長のファナティオにも、後方の第二部隊を指揮する整合騎士長ベルクーリ・シンセシス・ワンにすらなかった。

　そのうえ、人界の支配者たる公こう理り教きよう会かい最高司祭アドミニストレータはもういない。

　教会が象徴していた絶対的な正義も見失って久しい。

　この戦場に立つ騎士たちの、最後の拠より所どころ。それは皮肉にも、かつて《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》によって破は壊かいされたはずの、たった一つの感情だった。




　デュソルバート・シンセシス・セブンは、敢かん然ぜんと胸を張って敵軍を待ち受けながら、熾焰弓を握る左手の薬指に嵌はまる古びた指輪を、右手の指先でそっと撫なでた。

　最古の整合騎士に列せられる彼は、百年を超える年月を、人界北方の秩序を守ることだけに費ついやしてきた。

　果ての山脈を超えようとするダークテリトリーからの侵入者を退しりぞけ、任地内に発生した大型魔ま獣じゆうを駆除し、まれには禁きん忌きを犯した罪人を連行した。それらの任務が自分になぜ与えられているのかを考えることは、遠い昔にやめてしまった。自分は神界から召しよう喚かんされた騎士なのだと信じて疑わず、地上に暮らす人間たちの営みには一抹の興きよう味みも抱くことはなかった。

　そんなデュソルバートをときおり途と惑まどわせたのは、決まって夜明けの間ま際ぎわに訪れる不思議な夢だった。

　透き通るように白い、小さな手。その薬指には、簡かん素そな銀色の指輪が光っている。

　手は彼の髪を撫なで、頰ほおに触れてから、そっと肩を揺する。

　優しい囁ささやき声ごえが聞こえる。

　──起きて、あなた。朝よ……。

　デュソルバートは、その夢のことを誰にも言わなかった。もし元老長の耳に入れば、術式で消去されてしまうと思ったからだ。彼はその夢を失いたくなかった。夢に出てくる小さな手に光っているものと同じ意い匠しようの指輪が、騎き士しとして目覚めたその時から、自分の左手の薬指にも嵌はまっていたからだ。

　あの夢は、神界での記憶なのだろうか。もしこの下界で騎士としての使命を全まつとうし、天上への帰き還かんが許されれば、再びあの手、あの声の持ち主と巡り逢あえるのだろうか。

　デュソルバートは長い間、その疑問──あるいは望みを、心の奥底に秘め続けてきたのだ。

　しかし半年前、セントラル・カセドラルを激げき震しんさせた大事件のさなか。

　教会への反逆者たる二名の若者と戦ったデュソルバートは、武装完全支配術まで用いながら敗北した。見たこともない剣技で熾し焰えん弓きゆうの炎を打ち破った黒髪の若者は、戦いが終わったのち、信じがたいことを口にした。

　整合騎士は、神界から召しよう喚かんされてなどいない。人界に生まれた一般民が、記憶を封印されて騎士に仕立てられているに過ぎない。

　至高の善、絶対の秩序、完全なる正義を体現しているはずの最高司祭アドミニストレータがそのような行いに手を染め、全ての騎士を欺あざむいているなど、到底受け入れられないことだった。しかし、あの若者たちは副騎士長ファナティオ、騎士長ベルクーリ、元老長チュデルキンを退しりぞけ、セントラル・カセドラルの最上階に到達し、アドミニストレータその人にすらも勝利してしまった。彼らが単なる反逆の徒であれば、剣にそれほどの力が宿るはずがない。

　本当は、最初に戦った時から解わかっていたのだ。彼らのまっすぐな剣筋には、偽いつわりやまやかしなど一ひと欠片かけらも含まれていなかったと。

　ならば、夢に現れる小さな手の持ち主もまた、神界ではなく、地上に生まれた人間であるということになる。

　それが真実なのだと悟った時、デュソルバートは騎士となって以来はじめてすることをした。左手の指輪を胸に抱き、両りよう眼めから涙を流したのだ。

　なぜなら、整合騎士と違って、人界の民の天命は長くとも七十年ほどで尽きてしまうから。つまりもう、デュソルバートを「あなた」と呼んでくれた誰かには、二度と会えないと解ってしまったから。

　それでも彼は、騎き士し長ちようベルクーリの求めに応じ、決戦の地に赴おもむいた。

　遥はるかな過去のことであったにせよ、小さな手の持ち主が、彼と共に暮らしたこの世界を守るために。

　つまり、整合騎士デュソルバート・シンセシス・セブンに、闇やみの国の大軍勢を前にしながら一歩も退しりぞかぬ力を与えているのは、消し去られたはずのひとつの感情──《愛》の力だった。

　そして彼のあずかり知らぬことではあったが、同じ場所に立つ騎士ファナティオ、騎士エルドリエも、それぞれの愛する者のために戦おうとしていた。

　デュソルバートは指輪から右手を離すと、傍かたわらの地面に据えられた巨大な矢筒から、鋼はがねの矢を四本同時に摑つかみ出した。

　それをまとめて、水平に構えた神器・熾し焰えん弓きゆうにつがえる。

　武装完全支配術の詠唱はすでにほぼ完了している。ファナティオたちは温存するようだが、デュソルバートの奥おう義ぎは混戦では力を発揮できない。愛弓の天命を半なかばまで消費する覚悟で、整合騎士は大きく息を吸い、最後の一句を放った。

「エンハンス・アーマメント！」

　紅ぐ蓮れん。

　銅の大弓から迸ほとばしった巨大な火炎が、二百メル先にまで近づいた侵略者たちの姿を赤々と照らし出した。

　弦につがえられた四本の矢もまた、真紅の炎をまとって輝いた。

「──整合騎士デュソルバート・シンセシス・セブンである！　我が前に立つ者は、骨すら残らず燃え尽きると知れッ!!」

　本人の記憶には残っていないが、八年前、北部辺境の小村から一人の少女を連行した際に、彼は同じように名乗った。しかし分厚い鋼の仮面を外したいま、その声は抑揚豊かに、高らかに響ひびいた。

　騎士の指が、限界まで引き絞られた弦を解放し。

　ズドオッ!!　という轟ごう音おんとともに、四本の火線が放射状に発射された。




　のちに《アンダーワールド大戦》と呼ばれることになる戦争の、最初の犠ぎ牲せい者しやとなったのは、谷の左側を突進する平地ゴブリン族の兵士たちだった。

　平地ゴブリンの新たな長おさシボリは、山ゴブリン族の新族長コソギほどの知恵も企たくらみもなく、ただ体格と腕力だけが自慢の若者だった。ゆえに、単騎でも圧倒的な戦せん闘とう力りよくを持つ整合騎士に対して一いつ切さいの策を用意せず、五千人の兵士たちに愚ぐ直ちよくな突とつ撃げきを命じただけだった。

　デュソルバートの火矢四本は、密集して走る平地ゴブリン軍を正面から貫つらぬき、最大の効果を上げた。その第一撃で四十二人ものゴブリン歩兵が瞬しゆん時じに焼き尽くされ、その周囲の兵たちも大きく浮き足立った。しかし彼らの突撃には統制など最初から存在せず、血に餓うえた蛮兵たちの大部分は、焼け焦こげた同族の死体を踏ふみ超え、ひるんだ仲間を突き飛ばして無秩序な疾しつ駆くを続けた。

　迎え撃うつデュソルバートは、再び熾し焰えん弓きゆうに四本の矢をつがえた。

　今度は照準を広げず、矢を一ひと束たばにまとめたまま発射する。

　劫ごう火かをまとう大おお槍やりは、隊列の真ん中に着弾し、凄すさまじい爆ばく発はつを引き起こした。甲かん高だかい悲ひ鳴めいを振りまきながら、多くの兵たちが高々と吹き飛ばされる。犠ぎ牲せい者しやの数は五十を超えていたが、しかし平地ゴブリンの突進は止まらない。

　止められるはずもないのだ。並進する両ゴブリン族の後ろからは、二千のオーク族と一千のジャイアント族が追つい随ずいしてきており、立ち止まろうものなら何倍もの体たい軀くを持つ彼らにあっという間に踏み潰つぶされてしまう。

　平地ゴブリンたちにも、山ゴブリンの新族長コソギのように具体的な考えは持てないまでも、最下層種族として蔑さげすまれ、虐しいたげられてきたことへの怒りと恨みがあった。そしてその感情は、いずれ彼らよりも下位の奴隷となるはずの人界人、彼らの言葉では《白イウム》たちへの憎ぞう悪おへと転換された。

　長おさシボリは、ゴブリンとしては図抜けて逞たくましい両腕に握った無骨な戦せん斧ぷを振り上げ、獰どう猛もうな絶叫を放った。

「てめェら！　まずあの弓使いを殺せ！　囲んで刻んで叩たたき潰せ!!」

「オラララ──!!　殺せ!!　殺せ!!　殺せ!!」

　鬨ときの声が、五千の兵士たちに広がっていく。




　デュソルバートは、膨ぼう大だいな怒りと殺意を無言で受け止めつつ、三度目の火矢を放った。またしても五十以上のゴブリンが消けし炭ずみへと変わったが、敵部隊の突進は止まらない。

　彼ひ我がの距離が五十メルを切ったところで熾焰弓の炎を収め、通常の射しや撃げきへと切り替える。矢筒から猛烈な勢いで鋼矢を摑つかみ出しては、目標も定めずに乱射する。一本の矢が最低でも二人、または三人のゴブリンを貫つらぬいていく。

　そのデュソルバートの両側に、抜剣した衛えい士したちがだだっと走り出てきた。

「騎き士し殿を守れ！　奴やつ等らの刃やいばを触れさせるなッ!!」

　叫んだのは、まだ二十歳そこそこの若い衛士長だった。猛訓練で使い込まれた両手用の大剣を体の前で構える。しかしその切きっ先さきは、ごくかすかに震えている。

　下がれ、無理をするな、とデュソルバートは言いたかった。騎士たちの厳きびしい指し導どうを受けたとはいえ、若い衛士たちの心技が血で血を洗う実戦に耐たえられるほどの域に達しているという確信は持てなかったからだ。

　しかし、彼はぐっと息を溜ためてから、低く叫んだ。

「済まん。左右を頼む」

「お任まかせあれ!!」

　衛えい士し長ちようが、ニッと太く笑った。

　数秒後。

　殺到してきた平地ゴブリン兵の蛮刀と、迎え撃うつ衛士隊の長剣が、最初の剣けん戟げきを音高く響ひびかせた。
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　それより数秒前。

　峡谷の中央では、副騎き士し長ちようファナティオ・シンセシス・ツーが、この世界の常識に照らせば奇妙としか言いようのない体勢で敵軍を迎え撃うとうとしていた。

　両足を大きく開き、左前の半身で立っている。肩の高さにある右手には、神器・天てん穿せん剣けんの柄つかがしっかり握られている。しかし拳こぶしの向きは逆さか手てで、水平に倒された剣の石突きを鎧よろいの肩当てで支えている状態だ。

　いっぽう左手は前方に伸ばされ、掌てのひらで天穿剣の刀身を支えている。もしこの光景をガブリエルやヴァサゴが見れば、まったく同じ感想を抱いたことだろう。つまり──まるでライフルを構える狙そ撃げき兵へいのようだ、と。

　ある意味ではそのものだと言える。ファナティオは、殺到する敵軍を限界まで引き付けつつ、もっとも効果的な狙そ点てんを見定めているのだ。

　デュソルバートの熾し焰えん弓きゆうは、矢の放ち方で攻撃範はん囲いを絞ったり広げたりできるが、天穿剣はあくまで極ごく細ぼその光線を一点に発射することしかできない。ゆえに、膨ぼう大だいな敵軍にただ撃ち込んでも効果は薄うすい。

　狙ねらうべきは、敵軍のどこかにいるはずの指揮官──暗黒界十侯の誰か。

　ダークテリトリーの軍勢は、力と恐怖によって統率されている。一般兵たちは指揮官に絶対服従し、どんな状況だろうと命ぜられるまま最後の一兵までが挑みかかってくる。だがそれは、裏を返せば、指揮官が斃たおれれば瞬しゆん時じに全体の統率が失われるということだ。

　──私たちも、かつてはそうだった。

　ファナティオは、刹せつ那なの感慨を抱く。

　最高司祭アドミニストレータ死す、の報は整合騎士団を一夜にして崩ほう壊かいさせかけた。混乱の極きわみにあった騎士たちを立ち直らせたのは、ベルクーリの言葉だった。

　──オレたちの使命、存在意義は、最高司祭と元老院の命令に従うことか？

　──違う。人界を、そこに暮らす人々を守ることだ。

　──守りたいという意思がある限り、オレたちは死ぬまで騎士だ。

　現実には、全ての整合騎士がその言葉を理解し、騎士長に従ったわけではない。この戦場に集つどった騎き士しは、わずか二十名にも満たなかったのだから。

　しかしその全員が、たとえ最後の一人となろうとも戦い抜く意志を持っている。恐らくは、死地に馳はせ参じてくれた五千の衛えい士したちも。そこがダークテリトリーの軍勢とは決定的に違うところだ。

　ファナティオは、銀面を脱いだ素顔を愛剣の鍔つばに寄せ、大きく見開いた両りよう眼めでしかと敵軍を見据えた。

　地響きを立てて突進するゴブリン部隊は、すでに百メルの距離まで肉迫している。右翼では、デュソルバートが武装完全支配術による攻撃を開始し、赤々とした爆炎が二度、三度と宵闇を照らす。

　その、刹せつ那なの輝きに──。

　ファナティオは、ついに探していた標的を発見した。

　先陣のゴブリン部隊を追い立てるように、後方中央を突き進んでくる巨大な影かげたち。人間の倍以上もの体格を誇るジャイアント族だ。その先頭に立つ、周囲より頭ひとつ抜きん出た偉い軀くは、かつて一度だけ目もく撃げきしたことのある長おさ、十侯のひとりシグロシグに違いない。

　ジャイアントは誇り高い、あるいは凄すさまじく高慢な一族だ。体の大きさだけを優劣の尺度とする彼らは、闇やみの国の実質的支配階級である浅黒い肌の人間たちすらも内心では見下しているらしい。

　となれば、戦せん端たんが開かれる前に族長を一撃で倒されれば、その動揺もまた巨大だろう。

　ファナティオは深く息を吸い、溜ため、囁ささやいた。

「エンハンス・アーマメント」

　低く震動するような音を立てて、天てん穿せん剣けんの刀身が太陽ソルスの如ごとき白光に包まれた。

　鋭えい利りな切きっ先さきが指し示す直線上に、遥はるか彼方かなたを走るシグロシグの巨体をぴたりと捉とらえ、鋭するどく叫ぶ。

「貫つらぬけ──光よ!!」

　ズバァァァッ!!　と空気を震わせ、ソルスの力を凝ぎよう縮しゆくした眩まばゆい熱線が戦場を貫いた。
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「……始まった……」

　整合騎士レンリ・シンセシス・トゥエニセブンは、遠くで連続する爆ばく発はつ音おんを聞きながら、ぽつりと呟つぶやいた。

　レンリは、人界防衛の任を志願した七人の上位騎士のひとりだ。つまり守備軍の全戦力の、少なからぬ割合を個人で担になう主力中の主力と言っていい。

　しかしいま彼が膝ひざを抱えてうずくまっている場所は、本来立っているべき守備軍第二部隊の左さ翼よく最前列ではなかった。その遥はるか後方、薄うす暗ぐらい物資備蓄用天幕の片かた隅すみだった。

　逃げ出してしまったのだ。

　十数分前に、開戦直前の慌ただしさにまぎれて走り去り、無人の天幕を見つけて潜もぐり込んだあとは、ただひたすら息を殺し、耳をそばだてていたのである。

　レンリがそのような挙に出てしまった理由は、彼が守備軍に参加した動機とまったく同一のものだった。

　失敗作。

　最高司祭アドミニストレータにそう判断されたレンリは、整せい合ごう騎き士しとしてさしたる働きをすることもなく、五年間も凍結されていた。その汚名を返上するべくこの戦場に身を投じたはずなのに、最後の最後で恐怖に耐たえることができなかったのだ。

　レンリの記憶からは消去されていることだが、彼はかつて、サザークロイス南帝国で不世出の天才剣士と呼ばれた少年だった。弱冠十三歳で央都セントリアに上り、その翌年には四帝国統一大会で優勝するという快挙を成し遂とげて、整合騎士へと取り立てられた。

《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》によってそれまでの記憶を全て失い、騎士として目覚めてからも、彼は剣に凄すさまじい天分を示した。異例の早さで上位騎士に任ぜられ、最高司祭に手ずから神器を与えられた。

　セントラル・カセドラルに秘蔵されている神器の下か賜しに際しては、最高司祭や騎士が武器を選ぶわけではない。実際にはその逆、神器が使い手を選ぶのだ。騎き士しの魂たましいと、神器の記憶との間に発生する、ある種の共鳴現象によって。

　レンリと彼の神器、二枚一対の投刃《雙そう翼よく刃じん》は確かに強く共鳴した。

　しかし、ありうべからざることに、彼は一度として発動できなかったのだ。上位騎士の証あかしたる、武装完全支配術を。

　最高司祭がレンリから興きよう味みをなくすには、それだけで充分だった。彼の後に整合騎士となったアリス・シンセシス・サーティの圧倒的な才能が、レンリの存在意義をいっそう霞かすませた。

　それをレンリの責に帰すのは酷というものだろう。アリスの才能は、一足飛びに騎士団の第三位にまで登り詰め、最強最古の神器《金きん木もく犀せいの剣》を与えられるほどのものだったのだから。しかし現実として、レンリは失敗作の烙らく印いんを押され、長い眠りを強制されることとなった。

　元老長の《ディープ・フリーズ》術式によって氷の彫像へと変ずる瞬しゆん間かん、彼が強く意識していたのは、巨大な欠落感だった。

　自分には大切な何かが欠けている……だから雙翼刃と共鳴すれども支配できなかったのだ、という。

　長い時が過ぎ、レンリは再び目覚めた。

　時あたかもセントラル・カセドラルを激げき震しんさせた反逆事件の真まっ只ただ中なかだった。常駐する騎士たちが騎士団長ベルクーリに至るまで敗北し、切り札たるアリスも生死不明となるに及んで、元老チュデルキンの判断で解凍されたのだ。

　しかし、レンリはまたしても役目を果たせなかった。完全な覚醒へと至る前にチュデルキンと最高司祭アドミニストレータが斃たおれ、ようやく動けるようになった彼が目にしたのは、混乱の極きわみにある整合騎士団の有あり様さまだった。

　闇やみの国からの大規模侵攻に立ち向かうという絶望的な任務への参加を、最高司祭に代わって指揮を執とるベルクーリは求めていた。

　それに応じて立ったファナティオやデュソルバート、アリスら上位騎士たちの姿は、敗北を経験したというのに、以前にも増して輝いているようにレンリには感じられた。

　彼らと共に行けば、解わかるかもしれない。自分に、いったい何が欠けているのか。なぜ神器は応こたえてくれないのか。

　広間の隅すみでうずくまっていたレンリは、おずおずと立ち上がり、手を挙げた。ベルクーリは力強く頷うなずきながらレンリの肩に大きな手を置き、ただひと言だけ口にした。頼りにしているぞ、と。

　なのに。

　初めての戦場、それ以前に初めての実戦の重圧は、予想を遥はるかに超えるものだった。千メルも離れた場所にひしめく闇の軍勢の殺意や欲望が、焼け付くような鉄臭さとなって押し寄せてきて、気付けばレンリは逃げ出していたのだった。

　──立つんだ。持ち場に戻らなきゃ。いま戦わなければ、僕は永遠に失敗作のままだ。

　潜もぐり込んだ天幕の中で、何度そう己おのれを叱しつ咤たしただろう。

　だが、膝ひざを抱える両手すら解ほどけずにいるうちに、重々しい地じ響ひびきと猛たけ々だけしい鬨ときの声が開戦を告げた。

「…………始まった…………」

　レンリは、もう一度呟つぶやいた。

　両腰に装備した一対の投刃が、主あるじを責めるようにかすかに震えた気がした。

　けれど、もう戻れない。いまさらどんな顔で、自分を信じてくれた騎き士し長ちようや衛えい士したちの前に立てよう。

　──僕なんか、いてもいなくても同じなんだ。武装完全支配術が使えない上位騎士なんて、むしろ邪じや魔まなだけだ。

　言い訳のような思考を巡らせながら、いっそう深く両膝のあいだに顔をうずめようとした、その時。

　天幕の入り口から小さな声が届いてきて、レンリはびくっと全身を震わせた。

「ティーゼ、ここはどう？」

　まさか僕を探しにきたのか、とレンリは騎士らしくもなく竦すくみ上がったが、すぐに別の声が聞こえた。どちらも、若い女性らしい。

「うん、この天幕なら大丈夫そうだね、ロニエ。先せん輩ぱいを奥に隠して、あたしたちは入り口を守りましょう」
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　ジャイアント族の長おさシグロシグは、銅あかがね色の顎あご髭ひげと蓬ほう髪はつ、魁かい偉いな容よう貌ぼう、そして無数の傷が縦じゆう横おうに走る小山の如ごとき体たい軀くを持つ伝説的な闘とう士しだった。

《力ある者が支配する》というダークテリトリー唯一の法を、もっとも純粋に体現しているのが彼ら巨人たちだろう。物心つくかつかない頃から、ありとあらゆる種類の力比べ、技比べ、胆きも比くらべで繰くり返し選別が行われ、暗黒騎士団以上の厳げん密みつな序列が決定される。ジャイアント族の領地はダークテリトリー西方の高原地帯だが、豊富に湧ゆう出しゆつするはずの巨きよ獣じゆうや魔ま獣じゆうの類たぐいは常に枯こ渇かつしている。巨人たちが、さまざまな通過儀ぎ礼れいのターゲットとして、片かた端はしから狩り尽くしてしまうからだ。

　なぜそこまでして、彼らは強者たらんとするのか。

　そうしなければ、魂たましいすなわち《フラクトライト》が崩ほう壊かいしてしまうのだ。

　ダークテリトリーの亜人四種族は、人ならぬ肉体に人の《精神原型》を封じ込めた、ひどく歪いびつな存在だ。意識の崩壊を防ぐためには、精神的な安全弁が必要となる。

　たとえばゴブリン族は、その矮わい軀くから生じる人間への劣等感を、恨みや憎しみのエネルギーに転換することで自己を保っている。

　ジャイアント族は逆に、人間に対する優越感を手に入れることで、人にして人に非あらざる歪ゆがみを抑え込んできた。

　あらゆる巨人は、少なくとも一対一の戦いならば、人間には絶対に負けない。それが彼らの精神の拠より所どころであり、絶対の掟おきてだった。だからこそ過剰なまでの通過儀ぎ礼れいを若者たちに課し、種族の総数を削ってまでも、個体の優先度を引き上げてきたのである。

　ゆえに──。

　この戦場に召集された千人のジャイアント族戦士は、その寡か黙もくさとは裏腹に、強烈な闘とう志しを滾たぎらせていた。いにしえの《鉄血の時代》以降に生まれた世代である彼らにとっては、初めて経験する大規模な戦争なのだ。

　族長シグロシグは、本気で考えていた。

　初回の突進で敵全軍を屠ほふり、戦争を終わらせてやる、と。

　皇帝ベクタに軍の主力と位置づけられているらしい暗黒騎士団、暗黒術師団、拳けん闘とう士し団だんには出番を与えない。連中抜きで勝利することで、ジャイアントこそが最も優すぐれた種族であることを証明するのだ。

　与えられた子髑どく髏ろが、カタカタと顎あごを鳴らして皇帝の突とつ撃げき命令を響ひびかせた時、シグロシグは全身に刻まれた古傷がかあっと熱を帯びるのを感じた。これまで素手で引き裂いてきた無数の大型魔ま獣じゆうの力が乗り移っている証あかしだと思えた。

「──踏ふみ潰つぶせ!!」

　轟ごう雷らいめいた声で発した命令は、ただひと言だった。

　それで充分だった。周囲の頼もしい勇士たちと同時に、右手の巨大な戦いくさ鎚づちを振り上げ、大地を揺るがせながらシグロシグは突進を開始した。

　前方の谷底には、人界の兵士どもがぎっしりとひしめいている。

　身長三メル半に達するジャイアントにとっては、ほとんどゴブリンと変わらないひ弱な姿だ。装備する剣など、生まれたばかりの岩がん鱗りん竜りゆうの牙きばよりも小さい。

　かたっぱしから叩たたき潰し、蹴けり飛ばし、引き千切る。

　シグロシグの魂たましいに刻まれた優越意識の回路が赤熱し、快感のスパークを散らした。四角い顎が歪み、凶暴な笑みが漏もれた。

　刹せつ那な。

　異質な、しかし初めてではない感覚が、背骨を下から上へと駆かけ抜けた。

　冷たい。痺しびれる。まるで、氷の針に貫つらぬかれたような。

　遠い遠い昔に、同じ感覚を味わった。村からほど近い《ひよっこ谷》の奥で。最初の試練。カミツキ鳥の卵を獲とりに行って、頭上から親鳥が舞まい降りてきた時に……。

　シグロシグは、突進を続けながらも両りよう眼めを見開き、感覚の源みなもとを探した。

　人界人どもの隊列の手前、谷底の真ん中に、小さな小さな人間が見えた。髪が長くて、体が細い。女──きらきらする銀色の鎧よろいを着込んだ、騎き士し。

　果ての山脈の上を飛ぶ人界の竜騎士を、かつて一度だけ見かけたことがあった。降りてきたら叩たたき潰つぶしてやろうと思ったが、上空を二、三度旋せん回かいしてから、そのまま山脈の内側へと飛び去ってしまった。

　あんな連中、何ほどのこともない。

　なのに。あの女騎士の、黒い眼。

　三百メル以上も離れているのに、シグロシグは騎士から発せられる視線をまざまざと感じた。そこには、本来あるべき恐れも、怯おびえも、大おお釜がまの湯に落とした塩一粒ぶんほども含まれていなかった。

　代わりに存在するのは、獲え物ものを見定め、狙ねらいを付ける冷れい徹てつさ。

　…………狩られる？

　巨人族の長おさ、つまり暗黒界五族の中でも最強の戦士たる、このシグロシグが？

「ヒゴッ…………」

　喉のどの奥から、厳いかつい容よう貌ぼうに相応ふさわしくない、裏返った悲ひ鳴めいが漏もれた。

　両脚から力が抜け、右手の大おお鎚づちが途方もなく重くなった。シグロシグは体勢を崩くずし、つんのめった。

　直後。

　ズバァッ!!　という、これまで聞いたどんな音にも似ていない唸うなりを上げて、女騎士が構える剣からまばゆい光が一直線に発射された。それは、シグロシグのすぐ前を走っていたジャイアントの右胸を呆あつ気けなく貫通した。

　もしシグロシグが転ばなければ、光は次に彼の心臓を吹き飛ばしていただろう。

　その代わりに、白い光は巨人の長の赤い蓬ほう髪はつの一部と、獲物の牙きばで飾り立てた右耳を蒸発させた。

　更に、背後を走る味方二人の頭を貫つらぬき、致命傷を与えてからようやく小さな光の粒となって消滅した。

　一いつ瞬しゆんで天命を全損させられた三人の巨人が、丸太のようにどうと倒れる様を、シグロシグはほとんど意識できなかった。頭の右側を焼き焦こがされた猛烈な痛みすらも、彼を襲おそった巨大な感情の前には小虫に刺されたようなものだった。

　それはつまり、恐怖。

　シグロシグは情けなく尻しり餅もちをついたまま、がくがくと顎あごを震わせた。

　暗黒将軍シャスターの謀む反ほん騒さわぎを目まの当あたりにした時ですら、彼は驚おどろきこそすれ恐れはしなかった。黒い竜巻と化したシャスターが殺したのは、所しよ詮せんは虚弱な暗殺者やらゴブリンどもに過ぎない。皇帝ベクタの力のほどは認めざるを得なかったが、人間ではなく古いにしえの神なのだから問題はない。

　なのになぜ、あんなちっぽけな女騎き士し一人に、これほどまでに恐怖させられるのだ。

　たかが人間相手に、このシグロシグが、腰を抜かすなどということがあってはならない。

「噓うそだ……。噓だ、うそだ、うぞだ」

　焦こげた髪からぶすぶすと煙を立ち上らせながら、巨人の長おさは呻うめいた。

　有り得ない。自分が恐怖するはずがない。そう念じれば念じるほど、頭の奥に白い火花が弾はじけ、強い痛みが走る。口と舌が高速で痙けい攣れんし、奇妙な音と化した言葉が途切れることなく漏もれ続ける。

「うぞだうぞだうぞだ、殺す、ころす、ころすごろすごろでぃる、でぃるでぃるでぃるでぃるでぃる」

　この瞬しゆん間かん、シグロシグのフラクトライトの中心に強固に築きずかれた《主体》──最強者であるというセルフ・イメージと、腰を抜かして立てないという《状況》が迂う回かい不可能な衝しよう突とつを発生させ、ライトキューブ内で光量子回路の崩ほう壊かいを引き起こし始めた。

　巨人の両りよう眼めから、真紅の光が迸ほとばしった。

「ディルッ、ディルッ、ディ────────────」

　周囲で立ち尽くすジャイアント族の戦士たちが呆ぼう然ぜんと見守る中、シグロシグは突然がばっと飛び上がり。

　巨大な戦いくさ鎚づちを小枝のようにぶんぶん振り回しながら、凄すさまじい勢いで突進を再開した。

　前方にいた同族たちを左右に跳ね飛ばし、たちまち先陣のゴブリン部隊に追いつく。勢いを緩ゆるめずに突き進むと、足あし許もとで湿った音と甲かん高だかい悲ひ鳴めいが立て続けに湧わき上がったが、意識を崩壊させつつある巨人はもうそれを知覚することはなかった。

　あの女騎士を殺せ、という命令だけが頭の芯しんで割われ鐘がねのように響ひびいていた。
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　つまるところ、平地ゴブリン族の長シボリも、ジャイアント族の長シグロシグも、整合騎士という存在を過小評価していたのだ。

　しかし、侵略軍先陣の右う翼よくを率ひきいる山ゴブリン族の長コソギだけは違った。彼は、整合騎士が持つ圧倒的な武力を、大きな犠ぎ牲せいを払って学んだばかりだった。

　ゴブリンとオークの大部隊が、果ての山脈北方の埋められた洞どう窟くつを掘り返し、ルーリッドの村に侵入した事件はコソギの仕掛けたものだ。彼自身はオブシディア城から動けなかったが、血を分けた三人の兄弟に手勢を与え、オーク族をも唆そそのかして、侵入作戦を実行させた。

　しかしその結果は惨さん憺たんたるものだった。部隊は全滅、兄弟たちも揃そろって戦死の一報に愕がく然ぜんとするコソギの前で、命からがら生せい還かんしたわずかな兵たちは、ひときわ信じがたいことを口々に喚わめいた。

　いわく、二百を超えるゴブリンとオークの合同侵略部隊は、たった一人の騎き士しと一匹の飛竜に敗走させられたのだ、と。

　まったく信じがたいことだったが、しかしコソギは、多くの犠ぎ牲せいを払って得た教訓を無駄にするほど愚おろかではなかった。人界の整合騎士に真まっ向こうから挑いどむ愚ぐ挙きよは二度と犯さない、と彼は決意した。

　しかし、此こ度たびの大侵攻に於おいて、皇帝ベクタが山ゴブリン族に命じた役割は、それそのものだった。

　暗黒術師の長おさディー・アイ・エルは、整合騎士の恐ろしさを熟じゆく知ちしているのだろう。だからこそ、この作戦を立てて皇帝に上奏した。ゴブリン、オーク、ジャイアントを使い捨てにし、谷間に無秩序な混戦状態を作り出したところで、整合騎士ともどもまとめて暗黒術で焼き払う、という。

　ディーの作戦を皇帝が承認してしまった以上、従わざるを得ない。コソギは三日三晩かけて知恵を絞った。どうすれば愚直な突とつ撃げき命令を遂すい行こうしつつ、前方の整合騎士、後方の暗黒術師という死のあぎとから逃れられるか。

　ようやくひねり出した奇策こそが、部下たちに配布した、灰色の小球だった。

　皇帝からの命令が発せられるや否いなや谷底を突進したコソギは、遥はるか前方に、煌きらびやかな鎧よろいをまとった長身の整合騎士を発見した。

　それは、ルーリッドの村で侵略部隊を壊かい滅めつさせたアリス・シンセシス・サーティではなく、その弟子エルドリエ・シンセシス・サーティワンだったのだが、コソギには判別しようもない。どちらにせよ、ゴブリン族にとっては、無慈悲な死をばらまく悪あく魔まだ。

「よしっ……投げろ!!」

　騎士までの距離が五十メルを切った時点で、コソギは新たな命令を発した。

　同時に、自みずからの左手に握った小球を強く押し潰つぶす。

　バチッという音とともに、ひび割れた球から小さな炎が漏もれた。もちろん火薬の類たぐいではない。現在のアンダーワールドに、その文明レベルのオブジェクトは存在しない。

　そしてまた、術式によって生成される熱ねつ素そでもなかった。球の中央に仕込まれているのは、山ゴブリン族の聖地である、闇やみの国最北の火山にのみ生息する《火ヒ打ウチ虫ムシ》という小型の甲虫だ。うっかり潰してしまうと高温の炎を撒まき散らし、手に火傷やけどを負わされる。

　火打虫をくるんでいた灰色の球は、これも北方に産するコケの一種を天日で干し、粉にして練ってから再び乾かしたものだった。火を点つけると大量の煙を出すので、本来は狼煙のろしに使用される。しかしコソギは暗殺ギルドと同様の濃のう縮しゆく技術を用いて、オブジェクトの効果を数十倍に増強していた。

　結果──。

　コソギと配下が一いつ斉せいに投げたコケ球は、強力なスモーク・グレネードとでも言うべき代しろ物ものになっていた。火打虫によって着火された球は、鼻先も見えなくなるほどの煙をもうもうと吐き出し、東西に延びる峡谷の北半分を覆おおい尽くした。

　いかに夜目の利きくゴブリンといえども、この煙の中ではまともに戦えない。

　しかしコソギの策は、煙に紛れて敵を倒すことではなかった。濃のう密みつな煙幕に突入する寸前、彼は三つ目の命令を叫んだ。

「てめえらぁ、走れェェェェ!!」

　すかさず山刀を背中の鞘さやに戻し、両手を地面につける。もともと矮わい軀くのゴブリンは、四よつん這ばいになると人間の膝ひざ上うえほどの高さしかない。地面付近は煙が薄うすく、どうにか敵兵たちの位置が見て取れる。

　族長コソギと五千の山ゴブリン兵は、エルドリエと衛えい士し隊たいを完全に無視してすり抜け、谷の奥へと走り続けた。

　皇帝の命令は、ただ敵軍に突とつ撃げきすること。敵軍のどこを目指して、とは指定されていない。コソギは敵主力、ことに整せい合ごう騎き士しは相手にせずにやり過ごし、後方にいるであろう補給部隊を襲おそう策を立てたのだ。

　前線の向こう側に潜もぐり込めば、いずれ後方から降り注ぐはずの暗黒術師とオーガ弓兵の一いつ斉せい攻こう撃げきは回かい避ひできる。炎と矢で整合騎士と衛士隊が壊かい滅めつ的打撃を受ければ反転して止とどめを刺し、そうでない場合も、無限に広がる人界に逃げ込めばいい。

　こうして、幅百メルの谷間で同時に開かれた三つの戦せん端たんのうち、北側だけは血が流れぬまましばし進行することとなった。

　エルドリエの背後に布陣する人界守備軍第二部隊の衛士たちは、指揮官たる上位整合騎士、レンリ・シンセシス・トゥエニセブンの姿がいつの間にか消えていることに、ようやく気付きつつあるところだった。
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　守備軍最初の犠ぎ牲せい者しやは、第一部隊が受け持つ前線右う翼よくに於おいて、デュソルバートのすぐ傍そばで奮ふん闘とうしていた初老の衛士だった。

　ゴブリンが投げた手て斧おのを、盾たてで受け止め損そこねてしまったのだ。

　彼は、ウェスダラス西帝国の近この衛え軍ぐんで長らく小隊長を務つとめた下級貴族だった。剣の腕は確かだったが、天命降下線の先端に近づきつつあるという事実はいかんともしがたく、皺しわ深ぶかい首筋に食い込んだ斧は完全な致命傷を与えた。後方に待機する修道士隊が急いで唱となえた治ち癒ゆ術じゆつも、そのダメージをカバーすることはできなかった。

　デュソルバートは、咄とつ嗟さに弓の乱射を止やめ、倒れた老ろう衛えい士しに高位の治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこそうとした。しかし衛士は首を振り、激はげしく吐と血けつしながら叫んだ。

「なりませぬ!!　これぞ、この老いぼれの天職であり天命……騎き士し殿、我らの国を、お任まかせ……します、ぞ…………」

　直後、いくばくかの生命力を空間リソースとして放散しながら、老衛士は絶命した。

　デュソルバートはぎりりと歯を食い縛しばり、老衛士の命を熾し焰えん弓きゆうの炎に変えて、手て斧おのを投げたゴブリン兵を射い貫ぬいた。




　その後も、散発的に、しかし途切れることなく守備軍の衛士たちは斃たおれ続けた。数十倍もの亜人たちもまた、無慈悲な突とつ撃げき命令に諾だく々だくと従い、命を散らした。

　戦場に放散される、大量の天命リソースのほとんどは、光の粒となって舞まい上がり──。

　峡谷の遥はるか上空。

　闇やみに紛まぎれて滞空する、一匹の飛竜。

　その背中にしっかと立つ、黄金の鎧よろいをまとった整合騎士の元へと、渦巻きながら凝ぎよう縮しゆくされていった。
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　身を隠す時間も、そのための場所もなかった。

　レンリは、物資天幕奥の暗がりで背中を丸め、膝ひざを抱えたまま、近づいてくる人ひと影かげを待ち受けた。

　明かり取りの丸穴から差し込む仄ほのかな光に照らし出されたのは、年の頃十五、六とおぼしき少女たちだった。一人は見事な赤毛で、もう一人の髪は濃こい茶色。どこかの学院の制服らしい灰色のチュニックとスカートの上から、軽装鎧よろいを身に着けている。左腰には細身の直剣。顔に見覚えはなく、装備の等級からしても、騎士ではなく一般民の衛士だろう。

　奇妙なのは、焦げ茶の髪の少女が押している金属製の椅い子すだった。脚のかわりに四つの車輪が取り付けられた椅子には、黒髪の若者が項うな垂だれるように腰掛けている。彼の顔に、レンリの眼めは吸い寄せられた。

　二十歳くらいか。恐ろしく瘦やせているうえに、右腕が肩口から欠損している。一いち瞥べつした限りでは、少女たちより弱々しい印象しか受けない。しかし、青年が左腕でしっかりとかき抱いている二本の長剣──鞘さやに収められていてもなお圧倒的な存在感を放つそれらが、ことによると雙そう翼よく刃じんよりも上位の神器であることをレンリは即座に見抜いた。

　いったいどういうことだろう。正式な所有権を得ることはもちろん、あのように膝ひざに載のせるだけでも、整せい合ごう騎き士し並みの腕力が要求されるはずだ。しかし、虚うつろに宙を見詰める青年には、とてもそのような力があるとは思えない。

　そこまで考えた時、少女たちも暗がりにうずくまるレンリに気付いたらしく、鋭するどく息を吸い込みながら立ち止まった。

　赤毛の少女が、少々意外なほどの速さで右手を剣の柄つかに伸ばす。

　抜剣されてしまう前に、レンリは掠かすれた声で言った。

「敵じゃないよ……驚おどろかせてすまない。立っていいかな？　両手は見せておくから」

「……はい」

　硬い声で少女が応じるまで待って、レンリはゆっくり腰を上げた。両手を持ち上げたまま、一歩、二歩と前に出ると、屋根の穴から入り込む残照が最上級の鎧よろいと両腰の神器を輝かせた。少女たちは鋭く息を吞のみ、慌てたように背筋を伸ばす。剣の柄と椅い子すから離れた右手が、左胸の前で敬礼の形を作る。

「き……騎き士し様！　失礼いたしました！」

　青ざめた顔で謝しや罪ざいを続けようとする赤毛の少女を、レンリはかぶりを振って制した。

「いや……脅おどかした僕が悪い。それに、僕はもう……整合騎士じゃない……」

　後半は消え入るような呟つぶやき声ごえになってしまったが、少女らはきょとんとした顔で瞬まばたきした。途と惑まどうのも無理はない。レンリの背中に垂たれる縁ふち取どりつきの白マント、そして胸当ての中央に輝く、十字に円を組み合わせた公こう理り教きよう会かいの紋章は、整合騎士の証あかしに他ならないのだから。

　レンリは、右手の指先で紋章を隠すようにしながら、自じ虐ぎやく的に歪ゆがめた口から真実を吐と露ろした。

「さっき、持ち場を放り出して、逃げてきたんだよ。もう最前線では戦せん闘とうが開始されている。今頃、僕が指揮するはずの部隊は大おお騒さわぎだろう。死者だって出てるはずだ。なのに、ここから動けない僕が、騎士なんかであるものか」

　きつく唇を嚙かみ締しめながら、ちらりと視線を持ち上げる。

　赤毛の少女の、大きく見開かれた紅葉もみじ色の瞳ひとみに、自分が映っているのが見えた。

　額ひたいに短く垂れる灰色の髪。丸みのある頰ほおの輪郭。そして、騎士らしい剛ごう毅きさなど欠片かけらも見み出いだせない、女の子のように睫まつ毛げの長い両りよう眼め──。十五歳の幼さの中に封じ込められた、失敗作の騎士。

　大だい嫌きらいな自分の容姿から、素早く眼を逸そらす寸前。

　赤毛の少女が、新たな驚きに打たれたかのように片手で口くち許もとを押さえた。

「…………？」

　レンリが訝いぶかしむように眉まゆを寄せると、今度は少女が眼を伏せ、小さくかぶりを振った。

「す、すみません。なんでも、ありません……」

　そのまま俯うつむいてしまう赤毛の少女に代わって、いままで黙だまっていた焦こげ茶の髪の少女が進み出て、か細いが芯しんのある声で名乗った。

「申し遅れました。私たちは、補給部隊所属のロニエ・アラベル初等練士とティーゼ・シュトリーネン初等練士。そしてこちらが……キリト上級修剣士どのです」

《キリト》。

　その名前を聞いた途と端たん、レンリは驚きよう愕がくのあまり小さな声を漏もらしてしまった。

　知っている。半年前、セントラル・カセドラルにたった二人で斬きり込んだ反逆者の片方ではないか。レンリが迎え撃うつために解凍され、しかし覚醒が間に合わずに戦い損そこねた、まさにその当人。

　それでは、この瘦やせた剣士が、最高司祭アドミニストレータを斃たおしたのか。欠損した右腕は戦いの傷きず痕あとなのか。

　虚うつろな表情で黙だまり込んだままの青年に、レンリはどうしようもなく気け圧おされるものを感じて右足を引いた。その動きに気付いた様子もなく、ロニエという名前らしい小柄な少女は、懸けん命めいさの滲にじむ口調で続けた。

「あの……私は、騎き士し様の御事情については何を申し上げることもできません。私たちだって、守備軍の一員でありながら、前線で戦うことなくこうして後方に下がっているんですから。……でも、いまは、それが私たちの任務なのです。騎士アリス様から託された、この方を絶対に守り抜くことが……」

　アリス。──アリス・シンセシス・サーティ。

　あらゆる面でレンリと対照的な、若き天才騎士。いまこの瞬しゆん間かんも最前線に単騎で留とどまり、守備軍の秘策である大規模術式の発動に備そなえているはずだ。

　いっそうの矮わい小しよう感かんに苛さいなまれるレンリを追い込むかのように、必死の表情を浮かべたアラベル初等練士が言葉を連ねた。

「騎士さま、勝手なことを申すようですが……どうか、私たちに手を貸してくださいませんか。正直、私たち二人では、たった一匹のゴブリンの相手すらも覚おぼ束つかないのです。なんとしても……なんとしても、私たちはキリト先せん輩ぱいをお守りしなくてはならないのです！」

　ロニエの瞳ひとみに宿る光の眩まぶしさに、レンリは眼めを眇すがめた。

　それは、己おのれの使命をしかと心に刻み、天命を投げ打ってでも成し遂とげようと決意した者だけが持つ光だと思えた。

　──初等練士ということは、まだ学校を卒業してもいない女の子でさえも持っているものを、僕はどこに置き忘れてきてしまったのか。あるいは、整合騎士としてこの人界で目覚めたその時にはもう欠落していたのか……。

　自分の口から乾いた声が流れるのを、レンリは聞いた。

「ここにいれば大丈夫……だと思うよ。守備軍第二部隊を指揮するのは騎士長ベルクーリ閣下だし、あの人の守りが抜かれるようなことがあれば、それはもう人界の終わりと同じことだ。どこに逃げても、結末は一緒さ。僕は、戦いが終わるまでここに座ってるつもりだ。近くにいるっていうなら、邪じや魔まはしないよ……」

　語尾を無音の吐と息いきに溶かし、レンリは再び天幕の奥に戻るとどさりと腰を下ろした

　ちょうどその頃──。

　整せい合ごう騎き士しエルドリエが受け持つ最前線左さ翼よくでは、山ゴブリン族長コソギらが投じた煙幕弾が次々に炸さく裂れつしていた。立ち込めた濃のう密みつな煙に乗じて、大量のゴブリンたちが、粗い布目から零こぼれる水のように防ぼう衛えい線せんをすり抜けはじめた。

　彼らの狙いが、まさに人界守備軍最後方・補給部隊の殲せん滅めつであることを、レンリも、二人の少女衛士も知り得るはずもなかった。




　　　＊＊＊




　ジャイアント族の長おさシグロシグの魂たましいを構成する光量子の集合体、すなわちフラクトライトの崩ほう壊かいは急速に進行した。

　しかし崩壊は全体的なものではなく、局所的に甚じん大だいなダメージを引き起こすものであったがゆえに、フラクトライトの機能停止に至るまでにはしばしの猶ゆう予よがあった。いっぽうその現象は、とある《副作用》をも生み出すこととなった。

　シグロシグが数十年間も蓄積し続けてきた人族への憎ぞう悪おと殺意が一気に解き放たれた結果、それは彼のフラクトライトから溢あふれ出し、ライトキューブ・クラスターを制御する《メイン・ビジュアライザー》を経由して、副騎士長ファナティオの魂たましいが格納されるライトキューブまで届いたのだ。

　イマジネーションによる事象の直接制御。整合騎士たちが《心シン意イ》と呼ぶその力は、歴戦の騎士であるファナティオの体からいっとき自由を奪った。

　身の丈四メル近い巨体を恐るべき勢いで突進させながら、巨人族の長は、右手に握った大おお鎚づちを高々と振り上げた。




　──なぜ、動けない!?

　ファナティオは、言うことを聞かない両脚を殴りつけようとしたが、そのために拳こぶしを握ることすらできなかった。

　いくら相手が巨人族の長とはいえ、整合騎士団の副長たる者が、たかだか睨にらまれたぐらいで竦すくみ上がるなどということがあってはならない。

　そう自分に言い聞かせるが、右みぎ膝ひざを地面についた狙そ撃げき姿勢のまま、体が凍り付いてしまったかのようだ。

　騎士長ベルクーリとの手合わせで、剣を構えたままどうしても踏ふみ込めない──そんな経験をしたことはある。しかしその時感じた、ずしりと重く、それでいてどこか柔らかく包み込んでくるような騎き士し長ちようの気配とはまるで異なる。鉄の棘とげが生えた革帯で幾いく重えにも締しめ付けられるかの如ごとき痛みが、全身を苛さいなんでいる。

　巨人の長おさシグロシグは、異様な叫び声を轟とどろかせながら、味方であるはずのゴブリンやオーク兵を蹴け散ちらして突っ込んでくる。距離はたちまち五十メルを切る。

　一対一であれば敵ではない、はずだった。

　暗黒界の十侯で、ファナティオが実力を認めるのは暗黒騎士団長シャスターだけだ。以前に戦った時は、三十分を超える激げき闘とうの末に不覚にも兜かぶとの面を割られ、ファナティオの素顔を見たシャスターが剣を引くという屈くつ辱じよくを舐なめさせられた。

　しかし、あの時ですら、負けたとは思っていない。ベルクーリの厳げん命めいにより、暗黒騎士との戦いでは武装完全支配術の使用を禁じられていたのだから。ならば、それ以外の者に遅れを取るはずはない。ましてや、睨にらまれただけで竦すくみ上がるなど、考えられない。

　しかし、ファナティオの理解を超えた現実が、刻一刻と眼前に迫ってくる。

　巨大な鉄てつ鎚ついが振り下ろされるまで、あと十秒もあるまい。いますぐに立ち、剣を構え直さなければ。斬きり結ぶことさえできれば、有数の神器たる天てん穿せん剣けんがシグロシグの粗雑な鉄鎚などに打ち負ける道理はない。

　なのに、立てない。不可視の枷かせに縛しばられるファナティオの眼前に迫った、両りよう眼めに赤黒い光を滾たぎらせた巨人の長が、

「ニンゲンゴロディルディルディ──────」

　もはや言葉とも思えない絶叫を迸ほとばしらせながら、鉄鎚を轟ごう然ぜんと振りかぶった。

　────閣下。

　ファナティオは動かない口で小さく呟つぶやいた。




　下位整合騎士ダキラ・シンセシス・トゥエニツーは、騎士として目覚めて以降、己おのれの全てをただ一人に捧げてきた。

　支配者たる最高司祭アドミニストレータではない。騎士団の長ベルクーリでもない。

　副騎士長ファナティオこそがその相手だ。彼女の苛か烈れつなまでの激はげしさと、その裏に隠された苦悩に、ダキラは強く惹ひかれた。

　人界の基準に従えば、その感情は恋れん慕ぼに他ならない。

　しかし様々な理由によってダキラは完全なまでに己の感情を封じ込め、ファナティオの直属部隊《四シ旋セン剣ケン》の一員として顔と名前さえも捨て去った。傍そばに置いてもらえるだけで、ダキラにとっては望外の幸福だったのだ。

　四旋剣は、決して下位騎士内の精せい鋭えい部隊などではない。ファナティオが、単騎で前線任務に出すのは不安と判断した実力不足の騎士を集め、連れん携けい技わざを学ばせることで生存率を高めようとした、いわば《落ちこぼれ部隊》だ。

　ゆえに最高司祭や元老長の評価は低く、事実半年前の反はん乱らん劇げきでは、一般民の学生剣士二人を相手に四シ旋セン剣ケンの全員が重傷を負わされるという失態を演じた。だがそのことよりも、ダキラには、ファナティオを守り切れなかったことのほうが何倍も辛つらかった。いっそ、あの時命を落としていればよかったのにと、病棟のベッドで何度も思った。

　しかし、傷が癒いえたダキラたちに、ファナティオは叱しつ責せきではなく労いたわりの言葉を掛けたのだ。

　公おおやけの場では一度も外したことのなかった銀面を外し、美び貌ぼうに微ほほ笑えみを浮かべた副騎き士し長ちようは、順番に四人の肩を叩たたきながら言った。

　──私も死にかけた挙あげ句く、反逆者たちに命を救われたのだ。諸君らが恥じることなど何もない。それどころか良く戦ったぞ。あの時の《環かん刃じん旋せん舞ぶ》の連れん携けい技わざは、私が見た中でいちばん見事だった。

　その時、兜かぶとの下で、ダキラは涙を滲にじませながら決意した。

　次こそは、決して敬愛する副騎士長を傷つけさせはしない、と。

《次》はまさにいま、この瞬しゆん間かんだった。

　指示があるまで持ち場を動いてはならないと命令されていたにもかかわらず、ファナティオの様子に異常を感じるや否いなや、ダキラは隊列から単身飛び出していた。

　膝ひざを突くファナティオと、その頭上に巨大な鉄てつ鎚ついを振り下ろそうとしている巨人の長おさまでは、二十メル以上も離れている。

　下位騎士の身体能力では、届くはずのない間合いだった。しかしダキラは、全身が光の筋となって霞かすむほどの速度で疾しつ駆くし、ファナティオの前に飛び込むと、轟ごう然ぜんと落下してくる鉄鎚を両手持ちの大剣で受けた。

　大地を震わせる衝しよう撃げき音おんと、赤みを帯びた閃せん光こうが激はげしく散った。

　ダキラの大剣は、衛えい士したちの武器に比べれば業わざ物ものではあるが、優先度は上位騎士の神器にはほど遠い。対して、シグロシグの鉄鎚は、流れ込んだ《殺の心シン意イ》によって恐るべき優先度にまで高められていた。

　拮きつ抗こう状態はわずか半秒で崩くずれ、大剣の刀身に何本もの亀裂が走った。次の瞬間、剣は儚はかない光こう芒ぼうを散らして砕け散った。ダキラはすかさず柄つかを投げ捨て、落下してくる巨大な鉄鎚を素手で受け止めた。

　幾つもの鈍にぶい音が、体を通して響ひびいた。

　両腕の手首から二の腕までの骨が、あちこちで砕けたのだ。

　視界が白く飛ぶほどの激げき痛つう。鎧よろいの継つぎ目めから噴ふき出した鮮血が、兜の表面に飛び散った。

「く……うっ……おおお!!」

　歯を食い縛しばり、漏もれそうになる悲ひ鳴めいを気合に変えて、ダキラは両手で支え切れなくなった鉄鎚を兜の額ひたいで受けた。

　鋼鉄の十字面が呆あつ気けなく粉ふん砕さいされ、首や背骨、両りよう膝ひざからも嫌いやな音が聞こえた。痛みは灼しやく熱ねつの炎と化して全身を駆かけ巡り、視界が真っ赤に染まった。

　しかし、下位騎き士しダキラ・シンセシス・トゥエニツーは倒れなかった。

　すぐ後ろにはファナティオがいる。この醜みにくい武器を振り下ろさせるわけにはいかない。

　──守るんだ。今度こそ。

「い……ぃああああああ!!」

　十字面の変声機能から解放された、高い叫び声が喉のどから迸ほとばしった。

　全身の傷口から滴したたる血液が、青白い炎と化してダキラを包んだ。

　炎は砕けた両腕に集まり、眩まばゆく炸さく裂れつした。鉄てつ鎚ついは勢いよく弾はじき返され、シグロシグの巨体を道連れに十メル以上も後方へと吹き飛んだ。

　巨人が倒れる重い地じ響ひびきを聞きながら、ダキラもゆっくりと崩くずれ落ちた。

「……ダキラ!!」

　すぐ耳みみ許もとで、悲ひ鳴めいのような叫びが放たれた。

　──ああ、ファナティオ様が、名前を呼んでくれた。

　──いったい、何年ぶりだろう。

　兜かぶとを失い、麦わら色の短いおさげ髪と、そばかすの残る頰ほおを露ろ出しゆつさせたダキラは、副騎士長が伸ばした腕の中に倒れ込みながらかすかに微ほほ笑えんだ。

　ダキラが生まれ育ったのは、サザークロイス南帝国の海辺の小村だった。両親は姓を持たない貧しい漁師だったが、男おとこ勝まさりの体力に恵まれた彼女は、親の仕事を手伝いながら健康に成長した。

　そんな彼女が、十六の齢よわいに犯した禁きん忌き。それは、一つ年上の、同性の親友に恋してしまったこと。

　もちろん告白などできようはずもない。苦しみのあまり、ダキラは深夜、誰もいない教会の祭さい壇だんで懺ざん悔げし、ステイシア神に許しを乞こうた。しかしその祭壇はセントラル・カセドラルの自動化元老機関と直結していて、禁忌違反者として検出されたダキラは公こう理り教きよう会かいへと連行され、全ての記憶を奪われて整合騎士となった。

　もう名前も思い出せない、ダキラの恋した年上の少女は、少しだけ副騎士長ファナティオに似ていた。

　ぼんやりと霞かすむ視界のなかで、ファナティオの美び貌ぼうが大きく歪ゆがみ、長い睫まつ毛げから涙が滴るのを、ダキラは穏おだやかな気持ちで見詰めた。

　──副騎士長様が、私のために泣いてくださっている。

　これ以上の幸福は考えられなかった。長く苦しい日々の果てに、ついに成すべきことを成し、死すべき時が訪れたのだという充足感だけがあった。

「ダキラ……死ぬな!!　すぐに手当てをしてやる!!」

　再び、悲痛な声が耳みみ許もとで響ひびいた。

　ダキラは最後の力を振り絞って砕けた左手を持ち上げ、震える指先でファナティオの頰ほおを伝う雫しずくをそっと拭ぬぐった。

　にっこりと微ほほ笑えみ、ダキラは、胸の奥に秘め続けてきた想おもいを囁ささやき声ごえに変えた。

「ファナティオ……さま……。いつまでも……お慕したい……もうして、おりま……す…………」

　その瞬しゆん間かん、整せい合ごう騎き士しダキラ・シンセシス・トゥエニツーの天命が完全に尽きた。

　騎士団最初の犠ぎ牲せい者しやは、その瞼まぶたを永遠に閉じた。




　私は────私は、何をしているのだ!!

　ファナティオは、傷だらけの小柄な体を強くかき抱きながら胸中で絶叫した。

　涙に歪ゆがむ視界には、立ち上がろうとする巨人の長おさシグロシグと、それに向かって猛然と突進していく《四シ旋セン剣ケン》の残り三人の姿が映っている。

　ダキラ。ジェイス。ホーブレン。ジーロ。彼らを直属としたのは、鍛きたえ上げ、守るためだ。厳きびしい言葉しか掛けなかったが、皆が愛する弟であり妹だった。なのに、逆に守られ、あまつさえ命を落とさせてしまうなど──。

「…………許さぬ!!」

　それは、シグロシグと同時に、己おのれ自身にも向けた言葉だった。

　これ以上の犠牲者は絶対に出さない。ダキラのためにも、三人は何があろうと守り抜く。

　その決意は、シグロシグが滾たぎらせる異常な殺意を大きく上回る強度の《愛の心シン意イ》となって、ファナティオの魂たましいから迸ほとばしった。

　全身を縛しばっていた氷の棘とげが瞬時に溶け消えた。

　ダキラの遺い骸がいを横たえ、すっくと立ったファナティオの右手に、地面から音もなく浮き上がった天てん穿せん剣けんの柄つかが収まった。

　前方では、大剣を振りかざして飛びかかるジェイス、ホーブレン、ジーロの三人を、シグロシグが左腕の一ひと薙なぎでまとめて叩たたき落としたところだった。

　巨人の両りよう眼めに宿る赤い光は、大地の遥はるか下にあるという魔ま界かいの炎のようだ。周囲のゴブリンやオーク兵ですら、恐れをなしたように足を止めている。

「ゴロッ……ゴロッ……ゴロオオオオオ!!」

　うっそりと立ち上がった巨人が、異様な咆ほう哮こうを轟とどろかせた。しかしファナティオの胸中には、もう一片の怯おびえも恐れもなかった。

　す、と右手でまっすぐ空に向けた天穿剣が──。

　低い震動音とともに純白の光をまとった。その眩まばゆい輝きは、剣けん尖せんから五メル以上も伸長すると、そこで状態を保った。

「ニンゲンゴロオオオアアアアアア────ッ!!」

　シグロシグが、鉄てつ鎚ついを両手で振りかぶりながら、ファナティオめがけて跳ちよう躍やくした。

「……地の底に帰れ」

　囁ささやきながら、ファナティオは天てん穿せん剣けんを無む造ぞう作さに振り下ろした。更に倍以上も伸びた光の刃やいばが、空中に白い残像を引きながら鉄鎚の打だ撃げき面めんと接触し。

　ずばっ、と歯切れのいい音を響ひびかせて、巨大な武器を真っ二つに分断した。真っ赤に灼やけた断面から、溶けた鉄の飛沫しぶきが散った。

　長大な光の剣は、そのままシグロシグの頭に触れ──勢いをわずかにも衰えさせることなく、一気に地面まで斬きり下げた。

　世界最大の巨きよ軀くを誇る伝説の闘とう士しが、空中で左右に切断される光景に、後方のジャイアント族も、人界の衛えい士したちも言葉を失った。

　湿った音を立てて落下した、かつてシグロシグだった二つの肉塊の中央で、ファナティオはブンッと小気味よい音を立てて光の刃を振りかざすと高らかに叫んだ。

「第一部隊中央、前進!!　敵を押し戻せ!!」




　　　＊＊＊




　無限に湧わき出してくるかのような平地ゴブリン族の波状攻撃に、デュソルバートは焦しよう燥そう感かんを深めていた。

　一対一の戦せん闘とうならば、ゴブリンの兵卒如ごとき、何匹連続で相手をしようとも後れを取るものではない。事実、前方には矢に射い貫ぬかれ、炎に灼やかれた死し骸がいが山と積み上がっている。

　しかし、広く横一列の波となって押し寄せる敵兵の全てを、単独で迎え撃うつのは不可能だ。左右に離れた敵の大部分は、守備軍の衛士たちに任せるしかない。

　個々の練度を比較すれば、敵兵よりも衛士たちのほうがかなり高いだろう。半年間の厳きびしい訓練で磨みがかれた剣技は、ゴブリンどもが力ちから任まかせに振り回す蛮刀よりも確実に速く、鋭するどい。だがその実力差は、整せい合ごう騎き士しとゴブリン兵の間にある圧倒的乖かい離りと比べれば遥はるかに不確実なものだ。数倍にも及ぶ兵力差を、練度だけで覆くつがえすのは難むずかしい。

　我が身に備そなわった強大な力を、全ての衛士たちに分け与えたい、とデュソルバートは痛切に感じた。しかしもちろん、そのような術式は存在しない。

　配下の衛士たちは、ある者は複数のゴブリンに飛びかかられ、ある者は疲労の極きわみに達して、次々と命を落としていった。彼らの悲ひ鳴めいが戦場に響くたびに、デュソルバートは自みずからの天命が激はげしく削られていくような感覚を覚えた。

　これが、《戦争》というものか。

　飛竜に跨またがって地上の侵入者を掃討したり、一対一で暗黒騎士と決闘したりするだけだったこれまでの戦いとはまったく異なるものだ。刻一刻と積み重なる戦死者の数を戦略に織おり込んだうえで展開される、醜しゆう悪あくな消耗戦。

　この戦場では、整せい合ごう騎き士しの誇りなど何の役にも立たない。

　まだか。まだ部隊後退の命令は出ないのか。

　開戦からどれくらいの時間が経過したのかも、すでに解わからなくなっていた。デュソルバートは押し寄せる敵兵を右手の長剣で斬きり払い、少しでも間合いが開くや左手の熾し焰えん弓きゆうで矢を乱れ撃うちした。いつしか冷静を失った彼は、敵兵の一部が奇妙な行動を取り始めているのに気付かなかった。




　平地ゴブリンの新族長シボリは、山ゴブリンの長おさコソギと較べて遥はるかに愚ぐ鈍どんで、そして残忍だった。

　当初シボリは、敵軍を率ひきいる整合騎士という存在について、大型の魔ま獣じゆう程度にしか認識していなかった。どれほど強かろうと所しよ詮せんは白イウム一匹、取り囲んで叩たたき潰つぶせばそれで終わるとたかをくくっていたのだ。

　しかしいざ戦いが始まってみれば整合騎士は魔獣よりもずっと厄やつ介かいで、どれだけ手勢を突とつ撃げきさせてももう少しのところで取り囲めない。大だい爆ばく発はつする火矢は一発で十人もの手勢を吹き飛ばし、普通の矢も恐ろしいほど正確に脳天や心臓を狙ねらってくる。

　さて、どうしたものか。

　しばらく考えたあげく、シボリが出した結論は、この上なく単純かつ無慈悲なものだった。

　敵騎士の矢が尽きるまで、兵を突撃させ続けることにしたのだ。

　とは言え、無策で突撃させられる兵たちもまた、当然のように「たまったものじゃない」と考えた。彼らの中にはシボリより知恵の回る者もそれなりにいて、命令に抗あらがうとまではいかずとも可能な限りの工夫はすることにした。

　倒れた仲間の死し骸がいを持ち上げてその陰に隠れ、騎士からつかず離れず左右に移動しながら矢を射掛けさせ始めたのである。




　デュソルバートも、常の彼ならばそのような単純な策など即座に見抜いたはずだ。しかし、次々と力尽きていく衛えい士したちの悲ひ鳴めいが、彼の冷静さを気付かぬうちに削り取っていた。開戦が夕刻だったことも、ゴブリン側に利した。

　敵が倒れるのが、やけに遅い。

　とデュソルバートが気付いた時には、充分すぎるほど用意させたはずの鋼鉄の矢があらかた尽きかけていた。




「よーしよし、やっとこ矢ぁが切れやがったな」

　シボリは両肩に担かついだ二本の蛮刀の峰で、ごりごり首筋を搔かきながらほくそ笑んだ。

　無数の同族たちが無残な骸むくろを晒さらしている光景も、彼の精神にはさしたる影えい響きようを与えなかった。かつての酸さん鼻び極きわまる《鉄血の時代》を生き抜いた父祖から受け継ついだ、戦争への耐性がもたらす強きよう靱じんさだった。

　味方は三分の一ほどもやられたようだが、まだ三千以上の兵が残っている。白イウムどもの国に攻め込んでたっぷりの肉と土地を手に入れれば、部族はいくらでも殖ふやせる。

　しかし広い領土を得るためには、それなりの手柄を立てなければならない。まずは、赤い鎧よろいの整せい合ごう騎き士しを片付ける。

「うっしゃ、いくぞテメェら。あの弓使いを囲んで摑つかんで引き摺ずり倒せ。首はこのシボリ様が落とす」

　周囲を固める屈強で粗暴な側近たちに指示し、シボリはうっそりと歩を進めた。




「……不覚……」

　デュソルバートは低く呻うめいた。

　暗がりをひょこひょこ動いている敵兵が、死し骸がいを持ち上げただけの即席の案か山か子しであることにようやく気付いたのだ。

　心臓ではなく足あし許もとを狙ねらって案山子を操あやつるゴブリンを仕留め、背後の大矢筒を探さぐった右手が、むなしく空気だけを摑んだ。

　矢が尽きてしまえば、神器たる熾し焰えん弓きゆうもただの長弓と変わらない。神聖術で鋼こう素そから矢を作り出すことは可能だが、それは術式を詠唱する余裕のある、一対一の戦いでのみ使える技だ。そもそもこの戦場では、空間神聖力はほぼ全て上空で待機する整合騎士に吸収されて、大気はからからに乾いているはずだ。

　歯は嚙がみしながら熾焰弓の弦を左肩に引っ掛け、デュソルバートは再び腰から長剣を抜いた。

　まさにその時、前方の薄うす闇やみを突いて急接近してくる、ゴブリンにしては大柄な一団が見えた。これまで相手にしてきた雑兵とは出いで立たちが異なる。胸から腰回りを分厚い板金の鎧で覆おおい、逞たくましい両腕には鋲びようを打った革帯が巻かれている。右手に握っているのは、牛でさえ両断できそうな肉厚の大おお鉈なた。

　その七匹の後ろから、いっそう巨きよ軀くの──背丈だけならオークすら超えるであろうゴブリンが近づいてくるのをデュソルバートは視認した。

　黒光りする鋳ちゆう鉄てつの鎧や、両手にぶら下げた二丁の大おお斧おの、頭に揺れる極ごく彩さい色しきの飾り羽からして、それが一軍の将であることは間違いないと思われた。

　盛り上がった額ひたいの下で赤く光る大将ゴブリンの両りよう眼めと、デュソルバートの双そう眸ぼうが衝しよう突とつした瞬しゆん間かん、周囲の空気がぎしりと軋きしんだ。前線で絶え間なく撃うち合わされていた剣と蛮刀が、徐々に剣けん戟げきの音を間ま遠どおにしていき、やがて途絶えさせた。衛えい士したちも、ゴブリンたちも無言で間合いを取り、固かた唾ずを吞のんで双方の将の対たい峙じを見守った。

　デュソルバートは、駆かけ寄ってこようとする数名の衛えい士しらを左手で制した。右手の剣を油断なく構えながら、低く錆さびた、しかしよく通る声で問う。

「貴様は、暗黒界十侯のひとり……ゴブリン族の長おさか」

「おうよ」

　大柄なゴブリンは、黄ばんだ牙きばを剝むき出して応こたえた。

「平地ゴブリンの族長、シボリ様だ」

　デュソルバートは、長い激げき戦せんで荒れた呼吸を整えながら、敵将を真正面から見据えた。

　──この敵将と側近どもを倒せば、ゴブリン軍はいっときにせよ戦意を失うだろう。その機を逃さず戦列を押し上げれば、先陣の役目は果たしおおせる。

　たとえ、熾し焰えん弓きゆうが使えなくとも。

　たとえ八対一でも、かくなるうえは必勝あるのみ。整せい合ごう騎き士しは一騎当千、ここでその真なるを証あかさずしてなんとする。

「我は整合騎士、デュソルバート・シンセシス……」

　高らかに名乗りかけた声を、シボリの野や卑ひな叫びが断ち切った。

「おおっと、イウムの名前なんざ興きよう味みはねえ！　おめぇは肉だ、俺様が取る首級にくっついた邪じや魔まっけな肉だ!!　おら……てめぇら、かかれ!!」

　ウ────ラアアアアアッ!!

　凶暴な鬨ときの声を上げて飛びかかってくる七匹の精せい鋭えいゴブリンを、デュソルバートは単身待ち受けた。

　剣士の誇りを持たぬ奴やつ原ばらならば、あのまま泥臭い戦いくさを続けていればよかったものを。それがこのような決けつ闘とうの真ま似ね事ごとをしようなどと──

「笑止!!」

　全ての整合騎士は、鞭むち使つかい、槍やり使つかい、弓使いである以前に練達の剣士である。

　デュソルバートが右手の長剣を上段に構え、振り下ろすその挙動を、しかと視認できた者はその場には一人もいなかった。

　仄ほの白じろい光こう芒ぼうを引く、神速の斬ざん撃げき。ぴきん、とかすかな音が響ひびき、先頭のゴブリンが振り上げた大おお鉈なたが半なかばから分断された。

　直後、そのゴブリンの頭頂部から腹までが真っ二つに裂け、大量の鮮血が迸ほとばしった。しかし、その飛沫しぶきが届く範はん囲いには、すでに騎士はいなかった。

　一匹目が己おのれの死に気付くよりも速く二匹目の前まで移動したデュソルバートは、次の一撃を繰くり出した。

　騎士ファナティオや、かつて戦った反逆者たちが操あやつったような連続剣技ではない。伝統的な構えから単発の斬撃を繰り返す古式の剣技だ。しかしデュソルバートの技は、無限にも等しい年月をかけて磨みがき上げられ、神技の域にまで達していた。この一撃に反応できるのは、上位の暗黒騎き士しや拳けん闘とう士しだけだろう。

　事実、一匹目とほとんど同時に左側から斬きりかかった二匹目も、大おお鉈なたをようやく振り下ろし始めたところで板金鎧よろいごと心臓を断ち割られて絶命した。

　誰の目から見ても圧倒的な実力差。

　しかし、ゴブリンの精せい鋭えいたちは臆おくするということを知らなかった。族長シボリもまた彼らにとっては恐るべき上位者であり、その命令に抗あらがうという思考はもとより存在しないのである。

　同族が撒まき散らす血煙を浴びながら、デュソルバートの真横に回りこんだ二匹が、左右から同時に襲おそいかかった。

　歴戦の騎士はいささかも慌てることなく、まず左のゴブリンを真下から斬り上げ、そのまま大きな円弧を描いて右のゴブリンを真上から斬り伏せた。刹せつ那なの一挙動で左右の敵を絶命させる、まさしく神技だ。

　残り三匹、いや大将を加えて四匹。

　同時に来るか、それとも連続か。

　後ろに跳んで赤黒い血ち飛沫しぶきを避よけつつ、デュソルバートは次の攻こう撃げきに備そなえた。

　視界左から、五匹目が愚ぐ直ちよくに斬りかかってくる。他の方向に、刃やいばの光はない。

「ぬん！」

　短い気合とともに、左に構えた剣を水平に斬り払う。銀光の弧を描く切きっ先さきが、敵の右腹へ吸い込まれる。

　瞬しゆん間かん、デュソルバートは両りよう眼めを見開いた。

　彼の斬ざん撃げきとまったく同時に、敵ゴブリンの胸を背後から貫つらぬいた大鉈が、そのまま突き込まれてくる。

　分厚い刃は、まだ息のある仲間の鮮血を激はげしく飛び散らせながら、デュソルバートの喉のど元もとへと迫る。

　回かい避ひも、剣での防御も不可能。

　咄とつ嗟さに判断し、持ち上げた左の前腕部に、鈍にぶく光る大鉈の先せん端たんが激げき突とつした。

　痺しびれるような激痛。赤しやく銅どうの籠こ手てはどうにか持ちこたえたものの、衝しよう撃げきが肉から骨まで伝わる。

「く……おおッ!!」

　驚きよう愕がくを気合で吹き飛ばし、デュソルバートは強引に敵刃を左へ受け流した。びきっ、という音が体の中から響ひびき、左腕の骨がひび割れたことを告げる。

　たかが、片腕!!

　精神力を振り絞って斬撃を止めたデュソルバートは、そのまままっすぐに突き込んだ。捨て石となった五匹目の腹を貫通した剣が、重なっている六匹目の体を捉とらえた。

　しかし、手て応ごたえが浅い。

　早く剣を抜き、距離を取って、次撃の構えに繫つなげねば。

　いつしか額ひたいに汗を浮かべながら、デュソルバートは一気に剣を引き戻した。

　絶息し、ぐらりと倒れる五匹目の向こうに見えたのは──。

　大おお鉈なたを投げ捨て、地を這はうような低さで両腕を広げて飛びかかってくる、六匹目と七匹目の姿だった。

　そして、そのような体勢を取る敵を攻こう撃げきし得る型は、デュソルバートが身につけた流派には存在しなかった。

　刹せつ那なの硬直に陥おちいる騎き士しの両脚を、同時に二匹のゴブリンが抱え込んだ。凄すさまじい膂りよ力りよくに抗あらがえず、デュソルバートは背中から地面に倒れ込んだ。

　見開いた両りよう眼めが、残忍な喜悦を浮かべつつ二丁の戦せん斧ぷを振りかざして飛びかかってくる敵将シボリの巨体を捉とらえた。

　──まさか、こんなところで。ゴブリン相手に。

　──整合騎士たるこのデュソルバートが後れを取るなど、有り得ない。

《有り得ない》。

　その思考は、頑強な意志を持つ者であればあるほど、精神を冒おかす危険な猛毒になり得た。シグロシグのような暴走状態に陥るには至らなかったが、凍りついた意識が、デュソルバートの動きを完全に封じた。

　迫り来る致死の刃やいばを、ただ見上げることしかできない騎士の耳に──。

　疲労に掠かすれた、しかし雄々しい叫び声が届いた。

「騎士どの────ッ!!」

　凶悪な面相の敵将に向かって、一人の衛えい士しが突進していく。それは、あの若い衛士長だった。名前すらまだ聞いていない若者は、両手で握った大剣を高々と掲げ、渾こん身しんの上じよう段だん斬ぎりを放とうとした。

　対する敵将は、煩わずらわしげに左手の戦斧を払った。

　ガギィン!!　と、鈍にぶくけたたましい金属音が響ひびいた。

　敵将ほどではないにせよ、大柄なうえに重装鎧よろいを着込んだ衛士長が、まるで紙人形のように吹き飛ばされ、地面に二転、三転した。技術、速度、装備の差をいとも容た易やすく覆くつがえす、圧倒的な膂力だった。

　赤く光る亜人の双眼が、すうっと細められた。獣けもののような殺気を滾たぎらせながら跳ちよう躍やくし、いまだ立てない衛士長に止とどめを刺すべく、右手の斧おのを振りかぶった。

　──だめだ。

　──騎士として、指揮官として、これ以上の犠ぎ牲せいは容認できない！

　一いつ瞬しゆんの思考が、デュソルバートの硬直した精神を、雷らい光こうの如ごとく貫つらぬいた。

　両脚を拘こう束そくする二匹の精せい鋭えいゴブリンを振り解ほどいて立ち上がり、衛士長の前まで移動する時間はもうない。右手の剣を投げつけても、結果を数秒遅らせるだけだ。

　どうすれば、と考えるよりも速く、右手と左手がほとんど自動的に閃ひらめき──彼は、これまで考えもしなかったことをした。

　水平に構えた熾し焰えん弓きゆうの弦に、矢の代わりに右手の長剣をつがえて、強く引き絞ったのだ。

　まるで、大地に繫つながれた縄なわを引くような重い手て応ごたえ。意識を根こそぎ搔かき消すほどの激げき痛つう。

　しかしデュソルバートは、食い縛しばった歯の間から唸うなり声ごえを漏もらしながら、最後まで弦を引き切った。発射態勢を取るや、叫ぶ。

「炎よッ!!」

　術式を唱となえずとも、神器は主あるじの意志に応えた。

　弓全体から吹き上がった火焰の勢いは、かつて発動させた全ての武装完全支配術を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　弓につがえられた長剣は、神器に列せられてはいないが、最高司祭手ずから生成した銘品だ。量産品の鋼矢とは、桁けた違ちがいの優先度を持つ。その刀身に内包された神聖力を、余さず火焰へと変えたのである。

　炎熱に耐性のあるはずの、デュソルバートの全身鎧よろいがたちまち赤熱し始めた。

　脚に取り付く二匹のゴブリンが、悲ひ鳴めいを上げる暇ひまも与えられずに眼めと口から炎を吹き出して燃え始めた。

　異常に気付いて振り向いた敵将が、驚おどろきと怒りに両眼を見開きながら、右手の斧おのを投げつけようとした。

　しかしそれより速く──。

「──灼やき尽くせッ!!」

　叫びながら、デュソルバートは弦を離した。轟ごう音おんとともに撃うち出された長剣は、真紅の炎を翼つばさの如ごとく羽ばたかせながら、一直線に飛ひ翔しようした。それはあたかも、熾焰弓のかつての姿──南帝国で最大最古の火山に棲すんでいたという不死鳥のようだった。

「グラアッ!!」

　敵将が、唸り声を上げながら、体の前で二本の大斧を交差させた。その中心に、炎をまとう不死鳥が接触した、次の瞬しゆん間かん。

　しゅっと音を立てて、銑せん鉄てつの大斧があっけなく蒸発した。

　そして、その持ち主たる平地ゴブリン族長シボリもまた、燃焼の過程を辿たどりさえせずに一瞬で黒い炭と化し──。直後に粉々に崩くずれて跡形もなく消滅した。

　大将の恐ろしい死に様を目もく撃げきしたゴブリン兵たちは、たちまち後ろを向いて遁とん走そうし始めた。しかし不死鳥の炎からは逃れられず、実に三百名もの兵士が消けし炭ずみとなって消えた。
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　第一部隊中央のファナティオと、右う翼よくのデュソルバートの苦く闘とう。

　更に、エルドリエの指揮する左翼を見み舞まった煙幕による混乱を、後方の第二部隊を指揮する人界守備軍総司令たる整せい合ごう騎き士し長ちようベルクーリ・シンセシス・ワンは明めい瞭りように察知していた。

　しかし、彼は動かなかった。

　第一の理由は、手塩にかけて育てた騎士たち、衛えい士したちを信頼していたから。第二の理由は、敵地上部隊の主力たる暗黒騎士団と拳けん闘とう士し団だんが動かないうちは、人界側も第二部隊を投入するわけにはいかなかったから。

　そして、第三の理由は、ダークテリトリーについて誰よりも知る彼が懸け念ねんせざるを得ない、奇き襲しゆうの可能性だった。

　すなわち、敵の飛行戦力である。

　空中飛行術の存在しない──正確には、最高司祭アドミニストレータだけが呼び出せる術式総覧インデツクスに記され、彼女の死とともに永遠に喪失した──この世界では、整合騎士団と暗黒騎士団にのみ少数存在する《竜騎士》は規格外の戦力である。剣の届かない空を自在に飛ひ翔しようし、騎士の術式や竜の熱線で地上の兵を薙なぎ払う。

　だが、貴重すぎるがゆえに、容た易やすくは戦線に投入できない。敵より先に出しゆつ撃げきさせて、万が一地上からの術式や弓矢で落とされでもしたら、その瞬しゆん間かんから巨大な不利を背負うことになってしまう。

　ゆえにベルクーリは、アリスの騎乗する《雨アマ縁ヨリ》以外の飛竜を戦場の後方に温存させたし、敵も同様にするだろうと確信していた。だから、彼が懸念した奇襲は、竜騎士によるものではない。

　それ以外に、闇やみの軍勢には、彼らだけが持つ飛行兵力が存在するのだ。

《ミニオン》と称する、醜しゆう悪あくな有翼怪物である。暗黒術師によって粘土やその他の材料から生成され、知性は持たないが幾つかの簡かん単たんな命令だけを解する。

　実はミニオンとまったく同じものを、最高司祭も密ひそかに作り研究していたらしいという話をベルクーリはアリスから聞いていた。しかし、さしもの最高司祭といえども、醜悪なミニオンをそのまま公こう理り教きよう会かいに配備するのは躊躇ためらったようだ。適切な姿への改変が間に合わないうちに彼女が入寂してしまったのは、いまとなっては惜しいと言わざるを得ないが、ない物ねだりをしても仕方がない。

　以上の理由によって、ベルクーリは、上空からのミニオンの奇襲に備そなえておく必要があった。そして飛竜を出せず、また修道士隊も怪け我が人にんの治ち癒ゆに手一杯の状況では、広こう範はん囲いの対空防衛が可能なのは彼ひとりだけだった。

　正確には、ベルクーリの持つ神器《時じ穿せん剣けん》だけが。

　第二部隊の中央で仁に王おう立だちになり、鞘さやに収めた愛剣の柄つか頭がしらに両手を預けながら、ベルクーリはひたすら精神を集中していた。

　三人の整せい合ごう騎き士しと第一部隊の衛えい士したちの苦しい戦いぶりは、間断なく彼の知覚に届いてくる。左さ翼よくの大混乱とゴブリン部隊の侵入も、手に取るように察知できる。

　しかし、一歩も動くわけにはいかない。

　なぜならベルクーリは、愛剣の武装完全支配術をすでに発動しているのだ。

　遥はるかな古いにしえの時代、セントラル・カセドラルの壁かべに据え付けられて、央都セントリアの住民に時を教えていた超大型の時計。その長針と短針を一本の剣に鍛きたえ直したのが神器、時穿剣だ。秘められた力は、《未来を斬きる》こと。剣を振った軌道に斬ざん撃げきの威力を保持し、そこに触れた者を斬るという、これも規格外の技である。

　東の大門が崩ほう壊かいする直前、ベルクーリは騎竜《星ホシ咬ガミ》にまたがり、大門すぐ手前の空間に、横幅百メル、奥行二百メル、高さ百五十メルという巨大な《斬撃空間》を作り出しておいた。微細な上下動と後退を繰くり返しながら剣を振り続け、虚空にびっしりと網目を描いたのである。斬撃線の総数は、実に三百本以上。

　それだけの規模を持つ《心シン意イの刃やいば》を数十分以上も保持し続けるのは、三百年以上を生きた不死人たるベルクーリにも初めての経験だった。肉体から意識を離し、ただひたすらに精神を集中してどうにか可能となる絶技だ。第一部隊の指揮をファナティオに任まかせたのは、ひとえにこのためなのだ。

　──早く……来るなら、早く来い。

　無駄な焦あせりとは無む縁えんの境地に達しているベルクーリとても、ひたすらそう念じずにはいられなかった。精神的な消耗はともかくとして、時穿剣の神聖力をすでに半分以上も消費してしまっている。いちど完全支配術を解除してから同じことを繰くり返すのは不可能だ。敵のミニオンを殲せん滅めつし損そこない、奴やつらが第一部隊の上空で大規模術式の準備をしているアリスを襲おそえば、唯一の望みが潰ついえる。

　────早く、来い。
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　東の大門に集つどった上位整合騎士七名のうち、もっとも後ろ向きな心理状態に陥おちいっていたのは持ち場を放棄してしまったレンリ・シンセシス・トゥエニセブンだったが、彼より多くの実戦経験があるはずのエルドリエ・シンセシス・サーティワンもまた追い詰められていた。

　エルドリエは、騎士アリスの弟子であり、崇拝者である。

　その感情は、《四シ旋セン剣ケン》のダキラがファナティオに抱いていたような、まっすぐな恋れん慕ぼとは異なる。己おのれの全てを捧げてアリスに仕つかえたい、しかし同時に年長者として庇ひ護ごもしたいという、相反する感情。

　整せい合ごう騎き士しとして覚醒したその直後から、アリスは教会史上最高の天才と謳うたわれた。修道士や司祭たちすらをも大きく上回る神聖術の才能に加え、これまでいかなる騎士とも共鳴を拒こばんできた最古の神器、永えい劫ごう不ふ朽きゆうの二つ名を持つ《金きん木もく犀せいの剣》の主あるじに選ばれ、更には騎士長ベルクーリの絶技を片かた端はしから吸収していく武才をも併せ持っていたのだ。

　外見こそうら若い少女だったが、アリスは大多数の騎士にとって、近寄りがたい北天の孤星のような存在だった。最高司祭アドミニストレータの後継者であるという噂うわさも、状況に拍車をかけた。

　ゆえにエルドリエも、騎士として目覚めた直後は、アリスに近づこうともしなかった。忌き避ひしていた、とすら言っていい。

《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》によって人界での記憶は全て奪われているが、エルドリエはノーランガルス北帝国随ずい一いちの大将軍にして一等爵しやく士し、エシュドル・ウールスブルーグの嫡ちやく男なんである。そしてまた、人界暦三八〇年次の北帝国第一代表剣士にして、四帝国統一大会の優勝者。整合騎士となっても、貴族として生まれ持った誇り高さや自負心は消えなかった。

　そんな彼にとって、年下の少女でありながら騎士としては遥はるかに上位であり、騎士長ベルクーリの唯一の弟子でもあるアリスの存在は、不愉快に感じこそすれ親しみなど抱けようはずもなかったのだ。

　しかし、騎士となってからしばらく経たった、ある夜よ更ふけ。

　エルドリエは、アリスの思いもよらぬ姿を偶然目もく撃げきしてしまった。

　密ひそかに剣の修業をしようと、足を運んだ薔ば薇ら園えんの奥深くで、簡かん素そな寝巻き姿のアリスが粗雑な墓標の前に身を投げ出し、すすり泣いていた。白木を切り出し、十字に組んだだけの墓標に刻まれていた名は、数日前に天命が尽きた老飛竜──アリスの騎竜《雨アマ縁ヨリ》と、エルドリエの騎竜《滝タキ刳グリ》を生んだ母竜のものだった。

　いかに貴重な戦力とはいえ、たかが竜。所しよ詮せんは下等な使し役えき獣じゆうではないか。なぜ墓など作り、嘆なげき悲しむ必要があるのだ。

　と、その時のエルドリエは考えた。

　しかし、鼻で笑って身を翻ひるがえそうとした彼は、自分の目め頭がしらに熱く込み上げてくるものに気付き、驚きよう愕がくした。

　死んだ母竜を悼いたんで泣くアリスの姿。それがどうして、エルドリエの心を引き裂かんばかりに震わせたのかはいまでも解わからない。しかしエルドリエは、涙を拭ぬぐうこともできずに立ち尽くしながら悟った。この嫋たおやかで儚はかない姿こそが、本当のアリス・シンセシス・サーティなのだ、と。

　その日以降、エルドリエの眼めには、孤高の騎士アリスがそれまでとはまったく異なるように映り始めた。あらゆる逆風に毅き然ぜんと頭をもたげながらも、しかしいまにも折れてしまいそうな水晶の花──。

　守りたい。あの少女を苛さいなむ寒風を防いでやりたい。

　エルドリエのその思いは、日々強くなるばかりだった。しかし、守るなどという発想は余りにおこがましかった。アリスの才能は、術に於おいても剣に於いても、エルドリエを遥はるかに凌りよう駕がするのだから。

　唯一可能だったのは、弟子としてアリスの指し導どうを欲することだけだった。

　以来、エルドリエはただ一つの望みを抱いて生きてきた。師アリスに、一人の剣士として、また男として認めてもらうこと。

　それは至し難なんというよりない目標だ。天才騎き士しアリスの実力は騎士長ベルクーリですら認める高みに達しており、エルドリエは追いつくというより愛想を尽かされないために必死になって修練に励はげんだ。

　同時に、アリスにあれこれ話しかけ、食事を共にし、いつしか身につけた気き障ざな話術で──実際には整合騎士となる以前の性格が戻っていただけだが──少しでも師の笑顔を引き出そうと努力した。

　そのような日々は少しずつ実を結び、剣力も上昇し、またごく稀まれなことではあるが師の唇に微かすかな笑みを浮かべることにも成功し始めた頃。

　カセドラルを、教会史上最大の事件が襲おそった。

　最初は、単なる通常任務だったはずなのだ。確かに、二人の修剣士が犯した《殺人》という大罪は恐るべきものだったが、広い人界では諍いさかいに偶発的な不幸が重なって血が流れてしまう事件も時には起こる。実際、カセドラルに連行されてきた時に見かけた学生たちは、まるで危険にも凶悪にも感じられなかった。ただのしょげ返った一般民の若者でしかないと思えた。

　だから、彼らをカセドラルの地ち下か牢ろうに叩たたき込んだ後、師アリスが黙もつ考こうのすえに、

『念のため、一晩だけ地下牢の出口を警けい護ごしておきなさい』

　とエルドリエに命じた時は少々驚おどろいた。そして、薔ば薇ら園えんでの夜明かしもたまにはよかろうと任に就つき、東の空が白み始めた頃、本当に罪人たちが脱だつ獄ごくしてきた時は大いに驚きよう愕がくした。

　師の慧けい眼がんに感服しつつ、役目を果たすべくエルドリエは彼らの前に立ち──あろうことか、言い訳のしようもないくらいに敗れた。武器代わりの千切れた鎖くさりだけを持った一般民相手に、神器《霜そう鱗りん鞭べん》の記憶解放術まで用いながら。

　いや、敗北は受け入れざるを得ない。あの二人は結局、上位騎士デュソルバートや副騎士長ファナティオ、師アリスから騎士長ベルクーリに至るまで突破し、最終的に最高司祭アドミニストレータまでをも斃たおしてしまったのだから。アリスも、名も知れぬ北の寒村の丸太小屋で、罪人の片割れを前に確かに言っていた。この人は、整合騎士すら上回る最強の剣士なのだ、と。

　あの黒髪の若者に、剣力で劣おとる事実が悔しいのではない。

　そうではなく、自分ではなかったのだ、と思うことがどうしようもなく辛つらい。

　師アリスの心を閉ざす氷の庭から、彼女を解き放つ者は、自分ではなくあの若者だったのだ。その認識は、エルドリエの心を激はげしく揺さぶった。

　東の大門が崩ほう壊かいする数時間前、師アリスは、これまで一度として見せたことのない穏おだやかな微ほほ笑えみとともに言った。

『そなたが支えてくれたから、私は険けわしい道を今日まで歩き続けることができました。ありがとう、エルドリエ』……と。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、エルドリエは感涙とともに決意した。せめて、アリスの指し導どうがどれほど自分を育ててくれたか、それをこの戦場で伝えねば──と。

　強い決意は、心シン意イとなってエルドリエの力を引き上げると同時に、追い込みもしていた。

　仮に、彼の率ひきいる第一部隊左さ翼よくを襲おそった山ゴブリン軍が尋じん常じような戦いを仕掛けていれば、エルドリエは右翼のデュソルバートに優まさるとも劣おとらない獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せただろう。

　しかし実際には、山ゴブリンは濃のう密みつな煙幕で左翼部隊の視界を完全に奪い、足元を潜くぐり抜けて後背を襲うという予想もしなかった作戦に出た。

　ゴブリン如ごときにしてやられた。空から見守るアリスの目の前で醜しゆう態たいを晒さらしてしまった。

　その焦あせりが、エルドリエから冷静な判断力を奪った。彼は、鼻先も見えない濃密な煙の中で闇やみ雲くもに周囲を見回しながら、衛えい士したちに指示を飛ばそうとした。だがどうにか気付けたのは、この状況で攻こう撃げき命令を出せば同士討ちになってしまうということだけで、煙を除去する方法はまるで思いつけなかった。

　藤ふじ色いろの髪を振り乱し、血が滲にじむほど唇を嚙かみ締しめながら、エルドリエはただ立ち尽くした。
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「あのぉ、なんだか、左のほうが危なそうなんですが」

　相棒のフィゼルが、少々のんびりした声で指揮官にそう注進したので、リネルもお下げ髪を揺らしてこくこくと頷うなずいた。しかし指揮官からの答えはない。ほんとに無口な人だなあ、と思いながら視線を前方に移す。

　見習い騎き士しであるリネル・シンセシス・トゥエニエイトとフィゼル・シンセシス・トゥエニナインが配置されたのは、人界守備軍第二部隊右翼の最前部だった。百メル前方に陣取る第一部隊右う翼よくは混戦模様だが、防ぼう衛えい線せんを抜けてくる敵はいない。古参の上位騎士デュソルバートが、なかなか頑張っているようだ。

　副騎士長ファナティオが預かる第一部隊中央も、いまのところ持ちこたえている。リネル、フィゼルにとっては天敵のようなお姉さんだが、実力は折り紙付きだ。以前の張り詰めすぎた感じも、鉄面を脱ぎ素顔を晒さらして以来、ほとんどなくなっている。

　心配なのは、やはり第一部隊の左翼。

　指揮を執とるエルドリエ・シンセシス・サーティワンは、たった七ヶ月前に目覚めた新米で、最近かなり実力を伸ばしてはいるようだが、いきなりの大役は少々荷が重かったのではないだろうか。前線指揮は本人の希望だったとはいえ、他の古参騎士に任まかせたほうがよかったような──。

　などと考えながら、頭の中に、各騎士の配置状況を思い描く。

　この戦場に集つどった上位整合騎士は、たった七人。

　第一部隊左翼にエルドリエ、中央にファナティオ副長、右翼にデュソルバート。

　第二部隊左翼にレンリ少年、中央にベルクーリ騎士長、右翼に無口な女性騎士。

　そして上空にアリス・シンセシス・サーティという配置である。

「……どう見ても、左翼が不安なんですよねえ……」

　リネルの呟つぶやきに、今度はフィゼルがこくこく頭を縦たてに振る。事実、数分前から左翼の様子がおかしいのだ。損害が出ている気配はないのだが、無数の混乱した叫び声が中央隊の頭越しに届いてくる。よくよく眼めを凝こらすと、谷底の暗くら闇やみよりもなお濃こい煙のようなものがたなびいているようだ。

　万が一、第一部隊のエルドリエが抜かれても、レンリ少年の指揮する第二部隊が控えているはず──なのだが、

「あの子、大丈夫かなあ」

　フィゼルの言葉にこくこくしてから、リネルは相棒に頭を寄せて囁ささやきかける。

「ベルクーリのオジサマには何か考えがあると思ったから言わなかったんですけど、やっぱり第二部隊の左と右は入れ替えるべきでしたよ。エルドリっちとレンリっちの並びが、いかにも不安すぎです」

　するとフィゼルは、いっそう声をひそめて答えた。

「あたし思ったんだけどさー、オッサンはたぶん、あたしらの隊長をなるべく戦わせたくないって考えたんじゃないかなあ……」

「…………あー……」

　納得し、リネルは少し離れた場所にひっそりと立つ華きや奢しやな姿を見やった。

　薄うす手での鎧よろいは、整せい合ごう騎き士しには珍しい艶つや消けしの灰色。やはり濃こい灰色の髪は、白い額ひたいの真ん中できっちりと分けられ、首の後ろでひとつに束たばねられている。外見的な年齢は二十歳くらいで、両りよう眼めはすっきりと切れ長の一ひと重え瞼まぶた、唇に紅は差していない。

　名前は、シェータ・シンセシス・トゥエルブ。《無音》という二つ名を持っているらしいが、その由来は不明だ。しかし少なくとも、見た目ほど無害な相手ではないことは、フィゼルたちには解わかりすぎるほど解る。この騎士は危ない。もし彼女が左腰の細剣を抜いたら、絶対に近くにはいたくないと思わせられるくらいに。

　恐らく騎士長ベルクーリも、シェータが戦う展開は避さけたいと考えたから、若いエルドリエではなく古参のデュソルバートの後ろに配置したのだろう。つまり、弓使いがこのまま踏ふん張り続ければ、リネルたちの出番はない。

　だから、というわけではないのだが──。

「あの、シェータさま」

　リネルはもういちど、無口な指揮官に話しかけた。ちらりと視線が向けられたので、続きを口にする。

「あたしたち、後ろのほう見てきていいですか」

　すると、騎士の細い右みぎ眉まゆが、ほんの二ミリセほど動いた。そこに「なぜ」という問いかけを感じたので、急いで答える。

「えっと、その、ちょっと不安で……」

　再び眉が動く。きっと「何が」と訊きかれたのだろう。答えづらい答えを、四苦八苦しながらなんとか言葉にする。

「ええーっと……補給部隊と一緒にいるはずの、アイツです。反逆者の……キリト」
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　すると、隣となりでフィゼルが小刻みに頷うなずいた。

　フィゼルとリネルは、七ヶ月前の大だい騒そう動どうの時に、セントラル・カセドラルの大階段で反逆者キリト、ユージオと戦った。正確には、隠し持った毒剣で不意打ちして麻ま痺ひさせ、副騎士長の前まで引き摺ずっていってから首を落とそうとした。

　簡かん単たんな仕事のはずだった。しかし、反逆者キリトがいつの間にか解毒の術式を唱となえていて、毒剣を奪われた挙あげ句くにこちらが麻痺させられてしまった。

　床に倒れたリネルたち目掛けて、キリトが毒剣を振り下ろそうとした時も、別に恐怖は感じなかった。あーあ、もう少しで見習いから本物の整せい合ごう騎き士しになれたのに、と少し残念に思った程度だ。キリトが上う手まく──つまり綺き麗れいに、あまり痛くなく殺してくれればいいんだけど、と考えながら、リネルは天命が断たれる瞬しゆん間かんを待った。

　けれど、キリトは二人を殺さなかった。毒剣を床に突き立ててリネルたちに背を向け、副騎士長ファナティオに立ち向かっていった。そして、勝てるはずのない戦いに、全身傷だらけになりながら勝利した。

　立ち去る寸前、キリトの相棒である反逆者ユージオがフィゼルとリネルに掛けていった言葉は、いまでもよく憶おぼえている。

　──君たちのことだから、ファナティオさんやキリトがあんなに強いのは、神器と武装完全支配術を持ってるからだって思ってるかもしれないけど、それは違うよ。あの二人はもともと強い。技や武器じゃなくて、心が強いから、あんなに傷だらけになっても戦えるんだ。

　その言葉の意味は、正直、七ヶ月が経たってもよく解わからない。

　しかし事実として、反逆者キリトとユージオは最高司祭アドミニストレータまでをも斃たおしてしまった。その代だい償しようとしてユージオは命を落とし、キリトは心と片腕を失った。

　二人の反逆者は、何を求めて戦ったのか。心の強さとは、いったい何なのか。

　それを知りたかったから、フィゼルとリネルは人界守備軍に参加し、はるばる東の大門までやってきたのだ。

　答えはまだ見つからない。けれど、騎き士しアリスの押す車くるま椅い子すに乗って戦場に現れたキリトを見た時、馴な染じみのない感覚がリネルの胸を過よぎった。自分が何を感じ、何を考えているのか、自分でも分析できないのは初めてのことだった。

　見習い騎士リネル・シンセシス・トゥエニエイトとフィゼル・シンセシス・トゥエニナインは、セントラル・カセドラルで生まれた。親は公こう理り教きよう会かいの修道士と修道女だと聞かされているが、名前は知らないし顔も覚えていない。

　両親は、最高司祭アドミニストレータの命令で子供を作り、塔内のとある施設に引き渡した。その施設には、同じような境遇の子供が全部で三十人もいたが、いまも生きているのはリネルたちだけだ。他の二十八人は、最高司祭が行った《蘇そ生せい術じゆつ式しき》の実験に耐たえきれず、みんな死んでしまった。

　フィゼルとリネルが生き残れたのは、肉体と精神への負荷が少ない《上じよう手ずな死に方》を一いつ生しよう懸けん命めい研究したからだ。二人は命じられるまま互いの心臓を刺し、死に、術式で蘇生させられた。最高司祭が実験を諦あきらめた時には、相棒をほぼ無痛で殺せるようになっていた。

　二人にとって、強さとは、上手に殺す技術のことだ。相手が自分より上手ければ、速すみやかに逃げる。逃げて、練習して、相手より上手くなれば次は殺せる。その時点で自分より強い相手に、傷だらけになりながら立ち向かうなんて何の意味もない。ずっとそう思っていた。

　反逆者キリトとユージオは、戦せん闘とう技術だけを見れば下位騎士程度の腕前しかなかったはずだ。しかし二人は、片腕や、命さえも投げ出してあの最高司祭と戦い、勝利した。

　何のために？

　それで二人は、何を得たのか？

　再会したキリトにそう訊たずねたかったが、彼の傍そばには常に整合騎士アリスが貼はり付いていて、接触する機会を見つけられなかった。いまの彼と会話できるのかどうかは解わからないが、試してみる前に死なれては困る。第二部隊が突破されないかぎり後方の補給部隊は安全なはずだが、左さ翼よくの混乱がどうも気になる。

　──というような事情を、この場で指揮官のシェータに全て説明することもできないので、二人ははらはらしながら裁可を待った。

《無音》の騎士は、灰色の瞳ひとみでちらりと左翼を見やり、二秒ほど考えてから左手で後方を指さした。

「えっ……あの、い、移動していいんですか？」

　シェータが無言で頷うなずいたので、急いでフィゼルと同時に略式の騎士礼をする。

「ありがとうございます、安全を確認したらすぐに戻ります！」

　振り向き、隊列の脇わきを走り始める。

　──ありがとうございます、だって。そんな言葉、最高司祭様にも言ったことないのに。

　相棒と顔を見合わせ、一いつ瞬しゆんの苦笑を交換してから、リネルは走る速度を上げた。
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　物資天幕の奥で再び膝ひざを抱え込もうとした整せい合ごう騎き士しレンリ・シンセシス・トゥエニセブンは、耳に届いた複数の叫び声の、予想外の近さに鋭するどく息を吸い込んだ。

　まさか。これほど早く、敵軍が谷間の防ぼう衛えい線せんを突破してくるなどということは有り得ない。まだ、開戦からたかだか十数分しか経過していないのだ。

　気が高ぶっているせいだ、だから遠くの音が明めい瞭りように聞こえるんだ、とレンリは思い込もうとした。

　しかし、刻一刻近づいてくる兵士の声が空耳ではないことを、同じ天幕に避ひ難なんしてきている二人の少女たちの反応が教えた。

「うそ……もうこんな後方まで!?」

　ティーゼ・シュトリーネンという名の赤毛の練士がさっと顔を上げ、素早く天幕の入り口に走った。垂たれ幕まくを持ち上げ、外を確認する。即座に、いっそう緊きん張ちようした囁ささやき声ごえが響ひびく。

「……煙が……！」

　その声に、ロニエ・アラベルという練士も体を強こわ張ばらせた。

「えっ……ティーゼ、火も見えるの!?」

「ううん、変な色の煙が流れてきてるだけ……。──いえ、待って。煙の中から……たくさんの人が……」

　垂たれ幕まくの隙すき間まから外を覗のぞくティーゼの言葉が、分厚い綿に吸い込まれるように途切れた。

　張り詰めた沈ちん黙もくの中、レンリは腰を浮かせながら改めて耳を澄すませた。

　いつの間にか、叫び声は聞こえなくなっている。しかし、その静けさの底を、何者かが近づいてくる気配。ひたひた、ひたひた、と湿った足音が聞こえる。

　突然、ティーゼがぎこちない足取りで天幕の真ん中まで後退した。小刻みに震える右手が、左腰に伸びていく。

　剣を抜こうとしているのだ、とレンリが気付いたのと、ほぼ同時に。

　ばりっ！　と入り口の垂れ幕が乱暴に引き千切られた。

　外はいつしか宵よい闇やみに包まれていて、篝かがり火びの光だけが薄うす赤あかく揺らめいている。それを背景に、無言で立つ人ひと影かげ。小柄で猫背だが両腕は異様に逞たくましく、そこに握られているのは、板金を切り出したかのような粗雑な蛮刀。

　入り口から吹き込む空気に混ざる臭気が、レンリの鼻を刺した。

　シュトリーネン練士が鞘さやをカタカタ鳴らしながら抜剣し、車くるま椅い子すの傍そばのアラベル練士が低く叫んだ。

「──ゴブリン!?」

　その声に、異相の闖ちん入にゆう者しやが、しゅうしゅうと擦さつ過か音おんの混ざる嗄かすれ声ごえで応じた。

「おほう……白イウムの、娘っこだぁ……おれの獲え物ものだぁ……」

　あまりにも生々しい欲望の響ひびきに、ティーゼがじりっと下がる。

　上位整せい合ごう騎き士しでありながら、レンリが己おのれの眼めでダークテリトリーの亜人を見るのは、これが初めてのことだった。果ての山脈まで飛んでいくための騎竜を与えられる前に、凍結処分されてしまったからだ。

　ぜんぜん……違う。

　レンリは、呆ぼう然ぜんとそう考えた。

　古参騎士の講義や、カセドラルの書物を通して、ダークテリトリーの亜人四種族についてはそれなりに学んでいるつもりだった。しかし、お伽とぎ話ばなしに出てくる悪戯いたずら好きな妖よう精せいのような姿で想像していたゴブリンと、いまほんの八メル離れたところに立つ醜しゆう悪あくな生物は、似ても似つかない代しろ物ものだった。

　指先まで痺しびれ上がり、動くこともできないレンリの視線の先で、のそりとゴブリンが一歩前に進んだ。汚れた板金の鎧よろいが、鱗うろこのように鈍にぶく光る。

　ティーゼは両手で握った長剣をゴブリンに向けて構えたが、膝ひざが激はげしく震えるせいで切きっ先さきが定まらない。小さくかちかちと聞こえるのは、彼女の歯が鳴る音か。

「ティ……ティーゼ……」

　ロニエが、細い声を喉のどから漏もらした。キリトが座る車くるま椅い子すを背後にかばい、右手で剣の柄つかを握っているが、こちらも脚が震えている。

　立たなければ。

　立ち上がり、腰の《雙そう翼よく刃じん》を抜いて、ゴブリン兵と戦わなければ。

　そう思うものの、レンリの体はまるで石になってしまったかのように動いてくれない。敵は、たかだか亜人の兵一匹。一騎当千の上位整合騎士には、このゴブリンを千匹まとめて相手にしても勝利できる力が与えられているはずなのに。

「ぐふぅ……うんまそうだぁ……」

　ゴブリン兵が舌なめずりすると、粘っこい唾だ液えきがぼたぼたと垂たれた。

「さ……下がりなさい！　さもなくば……！」

　ティーゼが懸けん命めいに絞り出した警けい告こくも、ゴブリンの欲望を煽あおっただけだった。ニタリと笑った亜人は、蛮刀を構えもしないまま、更に一歩前に出ようとした。その時──。

　すとん。

　乾いた音が、天幕の中に響ひびいた。

　ゴブリン兵が、黄色い両りよう眼めを不思議そうに見開きながら自分の胸を見下ろした。

　粗雑な板金の鎧から、鋭するどく滑なめらかな金属が生えている。鮮血の雫しずくを宿すそれは、剣の切きっ先さき。何者かが、亜人の心臓を背後から正確に貫つらぬいたのだ。

「……なんだぁ、こりゃあ……？」

　それが、ゴブリン兵の最後の言葉となった。逞たくましい体から力が抜け、くたくたと天幕の床に崩くずれ落ちる。

　その向こうに立っていたのは、二人の少女練士より頭半分ほども小柄な剣士、もしくは修道女だった。茶褐色の髪を三つ編みにして、黒い修道衣の上から銀色の胸当てを装備している。右手に握られた剣は、体格に合わせて短めだがかなりの業わざ物ものだ。まだ子供と言ってもいい年齢なのに──そして恐ろしい亜人の兵を殺したばかりなのに、可愛かわいらしい顔には恐怖の色ひとつ浮かんでいない。

　ぼんやりとそこまで見て取ってから、レンリはようやく気付いた。

　この女の子は、剣士でも修道女でもない。

　騎き士しだ。整合騎士見習いの、確か名前はリネル・シンセシス・トゥエニエイト。彼女の前に二十八番だった騎士を立ち合いで殺し、番号を奪った、《恐るべき双子たち》の片割れ。

　間抜けな格好でへたり込むレンリを見ても、リネルは表情を変えなかった。二人の練士と車くるま椅い子すのキリトの無事を確認すると、くるりと振り向く。

　直後、天幕の入り口に、もう一人の見習い騎士が現れた。リネルと同じ色合いの髪を短く切っているフィゼル・シンセシス・トゥエニナインは、小声で相棒に囁ささやきかけた。

「ネル、この近くのゴブリンはぜんぶ片付けたけど、まだ来るよ。移動したほうがいいかも」

「ん、解わかりました、ゼル」

　頷うなずいたリネルは、入り口近くの床を塞ふさいでいるゴブリンの死体に右足のつま先を引っかけ、邪じや魔まにならない場所まで転がした。血がほとんど零こぼれていないのは、背後からの一いち撃げきがあまりにも速く、精密だったからだろう。

　振り向くと、声も出ない様子の練士たちに声を掛ける。

「あたしはリネル、こっちはフィゼル、二人とも見習い騎士です」

「は、はい、訓練中にお見かけしました。ティーゼ・シュトリーネン練士とロニエ・アラベル練士です。た……助けていただいて、ありがとうございます」

　いまだ震えの取れない声でティーゼが名乗り、ロニエも頭を下げた。するとリネルは、大人びた仕草で肩をすくめる。

「まだ助かったかは解らないです。第一部隊と第二部隊の左さ翼よくが煙幕に巻かれてるあいだに、ゴブリンが百匹以上も防ぼう衛えい線せんを抜けてきたみたいですから」

　そこでいったん口を閉じたリネルは、ようやくまっすぐにレンリを見た。

　紫がかった灰色の瞳ひとみが、すっと細められる。

「その第二部隊左翼の指揮を執とってるはずの上位騎士様が、こんなとこで何をしてるんですか？　あなたの部下たち、煙幕の中で右往左往してますよ？」

　見習い騎き士しの視線から逃れるように顔を背そむけながら、レンリは低く答えた。

「……君たちには関係ない。その二人と病人を、安全なところまで連れていってくれ」

　途と端たん、リネルの気配が変質するのを、レンリは強く感じた。

　子供のものとは思えない殺気が冷ややかに頰ほおを撫なでる。ゴブリンの血に濡ぬれた剣が、篝かがり火びの橙だいだい色いろをきらりと反射する。

　以前の二十八番のように、殺すつもりなのか。

　なら、いっそ、それでもいい。出で来き損そこないの騎士として永久に凍結されているべき自分が、本物の戦場に身を投じたのがそもそも間違っていたのだ。いまさら第二部隊には戻れないし、カセドラルまで逃げ帰っても居場所はない。見習いではあっても騎士の位を持つリネルに処刑されるなら、それは臆おく病びよう者ものに相応ふさわしい末路だ。

　顔を逸そらしたまま、レンリは断罪の刃やいばを待った。

　しかし、聞こえたのは、近づく足音ではなく小さな呟つぶやき声ごえだった。

「……とんだ腰抜けですが、上位騎士であるからには、何らかの強さを持っているんでしょう。あなたが病人と言ったそこの剣士に感かん謝しやするんですね」

　──どういう意味だろう、とレンリが思わず顔を上げた時にはもう、リネルは修道衣の裾すそを翻ひるがえしていた。

「練士たち、キリトと一緒に着いてきなさい」

　というリネルの指示に、

「ネル、来たよ！　八……じゃなくて、十匹はいる！」

　というフィゼルの声が重なった。確かに、複数の足音が東側から近づいてくる。

　立ち尽くすティーゼとロニエに、振り向いたリネルが素早く指示した。

「命令撤てつ回かいです、しばらくそこで待機。ゴブリンたちを片付けてきます」

「は……はい、騎士様」

　ティーゼが頷うなずくと、リネルは滑すべるように天幕から出てフィゼルと一緒に姿を消した。すぐにゴブリンの「いたぞ！　イウムのガキだぁ！」という叫び声が聞こえ、足音が遠ざかっていく。引き離してから始末するつもりなのだろう。

　十匹ものゴブリンに臆おくさず立ち向かうとは、とても見習いとは思えない胆力だ。しかしあの二人は、それができるだけの強さを持っている。

　強さ。

　リネルはレンリを腰抜けと評したが、同時に「何らかの強さを持っているんでしょう」とも言っていた。そして、彼女たちにとってもかつての敵であるはずの、反逆者キリトに感謝しろとも。

　その言葉の意味は解わからないし、自分の中に欠片かけらほどの強さがあるとも思えない。なぜなら、敵兵を目まの当あたりにしても、立ち上がることすらできなかったのだから。

　ロニエとティーゼがどんな表情を浮かべているのか確かめる勇気すら出せず、レンリは深く俯うつむいた。

　だが、そうしていられたのはほんの数秒だった。突然、レンリのすぐ左側で、天幕の内と外を隔へだてていた分厚い麻布が一直線に引き裂かれたのだ。さすがにうずくまってはいられず、腰を浮かせて大きく飛び退すさる。

　裂けた麻布の向こうに立っていたのは、先刻の兵士よりも小柄だが、いくぶん高級そうな鎧よろいをまとったゴブリン兵だった。革鎧ながらしっかりした仕立てで、しかも黒く染められている。リネルたちが気付けなかったことからしても、どうやら隠おん密みつ行動に長たけた偵察兵らしい。

　レンリは無意識のうちに、腰の投刃に手を伸ばしていた。しかし、抜くことはできなかった。最初のゴブリンを見た時と同じように、腹の底から染み出してくる恐怖が、指先を冷たく痺しびれさせている。

　レンリ自身は明確には自覚できていないが、その恐怖の源みなもとは、初めて間近に見る亜人の兵士ではない。

　戦うことそのものへの恐れだ。より正確には、ゴブリンと戦えばそれは殺し合いになる、という認識からくる恐れ。

　殺されることも怖い。しかし、殺すことは、もっと怖い。

　凍り付くレンリの耳に、複数の足音が届いた。リネルとフィゼルが引き連れていったのとは別の部隊だろう。防ぼう衛えい線せんを抜けてきたゴブリンは、やはり十や二十ではないのだ。

　立ち尽くすレンリの恐怖を見抜いたか、偵察兵はにやりと笑うとティーゼたちに向き直った。二人の少女練士は、車くるま椅い子すに乗るキリトを背後にかばい、再び気丈に剣を構える。だが直後、その顔に絶望の気配が過よぎる。偵察兵の後方にたなびく煙幕の煙の向こうから、幾つもの影かげが近づいてくる。

　偵察兵が、右手に持つ鎌かまのような武器を構え、ティーゼたちににじり寄る。

「と……止まりなさい！　それ以上近づけば、斬きります！」

　赤毛の少女は、敢かん然ぜんと叫んだ。しかしその声はか細く掠かすれ、震えていた。

「…………」

　ゴブリンが、無言で距離を詰める。先刻の一般兵と違って無駄口を叩たたかないあたりも、よく訓練された上級兵士であることを示している。しかしティーゼは一歩も退ひかず、決死の表情で剣を振りかぶろうとする。

　──無理だ、逃げろ。

　そう言いたかった。しかし、レンリの口は動こうとしない。この期ごに及んでも、体が、いや魂たましいが、戦うという選択を拒否している。

　と、その時──。

　レンリの耳に、ぎしぎしと何かが軋きしむような、かすかな音が届いた。

　ちらりと視線だけを右に動かす。

　天幕奥の暗がりで、車くるま椅い子すに力なく腰掛けたまま、虚うつろな表情で俯うつむく黒髪の若者。音の源みなもとは、彼の左手だった。二本の剣を抱く手には血管が浮き、関節が盛り上がって、そこに恐ろしい力が込められていることを示している。

　あたかも、剣を抜く右手が存在しないことを憤いきどおるかのように。

「君は…………」

　レンリは、音にならない声で囁ささやいた。

　君は、あの子たちを助けようというのか。立つことも、抜剣することも、それどころか喋しやべることすらできないのに。

　不意に、気付く。

　リネルとフィゼルが言い残していった、強さという言葉。それはきっと、剣技でも、術力でも、神器でも、武装完全支配術でもなく。

　整せい合ごう騎き士しも一般民も、誰もが最初から持っているのに、容た易やすく見失ってしまうささやかな力。

　勇気。

　レンリの右手が、ゆっくりと動き始める。痺しびれたままの指先が、腰の《雙そう翼よく刃じん》に触れる。途と端たん、手の感覚が甦よみがえる。神器が何かを語りかけてくる。

　ゴブリンが、ティーゼに向けて、凶悪な鎌かまを無む造ぞう作さに振り上げる。

　刹せつ那な──。

　しゅっ、と鋭するどく空気を裂く音が響ひびき、青白い光が天幕内部の薄うす闇やみに閃ひらめいた。

　光はレンリの手て許もとから弧を描いて跳ね上がり、天幕の屋根を掠かすめて急降下。ゴブリンの体をすり抜けて再び角度を変え、レンリがまっすぐに伸ばす右手の、人差し指と中指の間にぴたりと収まった。

「……ぐ、ひ……？」

　何が起きたのか訝いぶかしむような、ゴブリンの唸うなり声ごえ。その顔の真ん中を、薄赤い線が音もなく横切った。

　直後、ゴブリンの頭の上半分がずるりと滑すべり、湿った音を立てて地面に落ちた。

　神器《雙翼刃》は、中央で屈曲した、ごく薄い鋼鉄の投刃である。

　長さ四十センほどのその刃やいばに、握るための柄つかは存在しない。両りよう端たんとも鋭えい利りな切きっ先さきになっていて、そこを指先で挟んで投とう擲てきする。高速回転しながら飛ひ翔しようする刃は、自在に軌道を変化させつつ主あるじの手許に戻り、それを再び二指で受けとめる。

　つまり、通常の使用に際してすらも、剣とは比較にならないほどの集中力を必要とするのだ。少しでも精神を乱せば、戻ってきた刃を受け損そこねて、容易く手指を落とされる。

　そのような武器を軽々と扱えるというだけで、レンリの技量の並々ならぬことは証明されていると言っていい。しかし本人にその自覚はまったくない。武装完全支配術を発動できない、という巨大な負い目が、彼の精神を萎い縮しゆくさせているからだ。

　ゆえに、たった一いち撃げきでゴブリンを即死させたからといって、レンリが戦意を取り戻せたわけではなかった。

　伸ばした右手の先で、りぃぃ……ん、と微かすかに震えている鋼はがねの冷たさを感じながら、レンリは浅い呼吸を繰くり返した。殺した、殺してしまった、という言葉だけが頭の中で何度も繰り返される。

「……騎き士しさま」

　静寂を破ったのはティーゼだった。紅葉もみじの色の瞳ひとみに薄うすく涙を滲にじませながら、練士は囁ささやくように言った。

「ありがとう……ございます。助けて、くださったんですね」

　その言葉は、恐怖に凍えるレンリの胸に温かく染み込んだ。しかし、応じる余裕はなかった。煙幕の向こうから、複数の影かげがまっすぐに近づいてくる。その数は、恐らく十を超えている。

　──無理だ。僕はもう戦えない。一匹のゴブリンですら、あんなに恐ろしかったのに。

　全身からかき集めた、なけなしの勇気が霧む散さんしていく。

　呼吸が浅くなる。脚から力が抜ける。

　逃げ場所を探して泳いだ瞳が、もういちど、黒髪の若者が隻せき腕わんで抱える二振りの長剣に吸い寄せられた。

　その片方、柄つかに精せい緻ちな薔ば薇らの象ぞう嵌がんを施ほどこされた剣が、薄うす闇やみの中で仄ほのかに発光している。薄青い、しかしどこか温かみのあるかすかな光が、まるで心臓のようにとくん、とくんと脈打つ。全身を包む冷たい恐怖が、ゆるゆると溶かされていく。

　胸いっぱいに空気を吸い込み、レンリは言った。

「……君たちは、ここでキリトさんを守っていて」

「は……はい！」

　ティーゼとロニエが、張りのある声で答える。軽く頷うなずき返すと、レンリはゴブリン偵察兵が切り裂いた箇所から天幕を出た。押し寄せる敵兵の先頭に立つ二匹のゴブリンが、レンリに気付いて牙きばを剝むいた。

　右手が閃ひらめき、青白い輝きが宙を走る。

　指先に投刃が戻ってくるのと、二つの首が落ちるのは同時だった。しかしレンリはその結果を確かめることなく視線を動かし、新たな目標に向けて左腰の刃やいばを放った。更に二匹のゴブリンが、瞬しゆん時じに天命を断たれてどさりと崩くずれ落ちる。

　わずか四秒で四匹のゴブリンを始末したレンリを、更なる新手が取り巻いた。

「騎士だ……」

「大将首だ！」

「殺せ！　殺せ!!」

　獰どう猛もうな声を浴びながら、レンリは敵を背後の天幕から引き離すべく、前線のほうへと走った。ゴブリンたちが、がちゃがちゃと鎧よろいを鳴らして追いかけてくる。

　やがて、整然と並ぶ物資天幕の列が途切れる。すぐ左には垂直に切り立つ岩肌、前方は濃のう密みつな煙幕に遮さえぎられ、その奥から次々にゴブリンが湧わき出してくる。更に後方からは、追ってくる敵が十数匹。

　自みずから死地に飛び込んだレンリは、足を止めると、二枚の投刃を挟み持った両手を左右に広げ、叫んだ。

「──僕の名前はレンリ!!　整せい合ごう騎き士し、レンリ・シンセシス・トゥエニセブン!!　この首が欲しければ、命を投げ出す覚悟でかかってこい！」

　ありったけの勇気を振り絞った口上に、ゴブリンたちは凶暴な雄お叫たけびで応じた。

　いっせいに蛮刀を振り上げ、前後から飛びかかってくる敵兵の群れ目掛けて、レンリは二枚の投刃を同時に放った。

　右手の刃やいばは右へ。左手の刃は左へ。最前列のゴブリンたちを、円弧を描いて飛ひ翔しようする二枚の刃が迎え撃うつ。

　ばらばらと幾つもの首が次々に胴から離れ、地面に転がった。少し遅れて、どす黒い鮮血を噴ふき上げながら体が前のめりに倒れる。

　レンリは、戻ってきた二枚の刃を、指で挟むのではなく、人差し指を引っかけるようにして受け止めた。威力を殺さないように高速で回転させながら、間を置かずに再度投とう擲てきする。

　まったく同じ光景が、もういちど繰くり返された。通常攻こう撃げきの威力だけを単純比較するなら、デュソルバートの《熾し焰えん弓きゆう》や、ファナティオの《天てん穿せん剣けん》をも上回るだろう。《雙そう翼よく刃じん》の刃は紙よりも薄うすく、それが超高速で回転しているため、半はん端ぱな防具ならないも同然の切れ味を発揮するのだ。

　二回連続の投擲で十匹以上が斃たおされ、さしもの恐れ知らずなゴブリンたちも、仲間の呆あつ気けない死に様に怯ひるんだか突進の勢いが鈍にぶった。

　いける──。もう少しだけ持ち堪こたえれば、煙幕の薄れた前線から援軍が来てくれるはずだ。

　レンリは、自分が行った大量殺さつ戮りくへの恐怖心を抑え込みながら、三度目の投擲を行った。

　しかし、耳に届いたのは、小枝を鉈なたで落とすようなそれまでの切断音ではなく。

　かきぃぃん！　という甲かん高だかい衝しよう撃げき音おんだった。

　軌道を激はげしくぶれさせつつも、どうにか戻ってきた二枚の刃を、レンリは思い切り伸ばした両手で受け止めた。とても指先に引っかけるという芸当を見せる余裕はなく、致死の刃を辛からくも静止させる。

　見開いた眼めが捉とらえたのは、煙幕の奥からうっそりと姿を現した、一匹のゴブリンだった。

　大きい。

　背丈そのものは、肉体年齢十五歳のレンリとたいして変わらない。しかし、全身を包む筋肉の盛り上がりと、黄色い両りよう眼めから放射される炎のような殺気は、他のゴブリンたちとはまるで異なっている。動きやすさを優先しているのか、革に鋲びようを打った軽そうな鎧よろいを着込み、右手にぶら下げるのは肉厚の山刀。

「……お前が、大将か」

　レンリは低い声で問うた。

「おう。山ゴブリンの族長、コソギだ」

　平然と答えたゴブリンは、おもむろに周囲を見回す。

「あーあ、派手に殺してくれたよなあ。まさかこんな後ろに整せい合ごう騎き士しが居残ってるとはねえ。まったくアテがはずれちまったよ」

　体格のみならず、言こと葉ば遣づかいも他のゴブリンとはまったく違う。強烈な殺気を滾たぎらせながらも、それを高い知性で抑えているようだ。

　──関係ない、そんなの。たった一度、たまたま雙そう翼よく刃じんを跳ね返せたからって、それが何度も続くわけはない。

　レンリは両腕を体の前で交差させると、叫んだ。

「ここで、お前たちの戦争は終わりだ!!」

　全力、最速の投射。

　右の刃やいばは斜め上から舞まい降り、左の刃は地面を掠かすめて跳ね上がって、正確にコソギの首へと飛んだ。だが。

　今度もまた、響ひびいたのは高く澄すんだ金属音だった。

　敵将コソギは、刀身が灰色に霞かすむほどの速度で山刀を動かし、左右からの同時攻こう撃げきを見事に防いだのだ。

　跳ね返された投刃を、ぎりぎりのところで摑つかみ止める。

　──なぜ!?　雙翼刃は、ゴブリンの武器くらい切断できるはず……！

　驚きよう愕がくするレンリの視線が、コソギの山刀に吸い寄せられた。

　ゴブリン兵たちが装備している蛮刀と同じく無骨な作りだが、刀身の色合いが違う。あれは原始的な鋳ちゆう造ぞう品ひんではない。精せい錬れんされた鋼はがねを、長い時間をかけて鍛きたえた高優先度の業わざ物ものだ。

　レンリの驚おどろきを見抜いたか、コソギは山刀を顔の前まで持ち上げながらにやりと笑った。

「こいつか。試作品だが、なかなかの出来だろ？　暗黒騎き士し団だんから素材と製法を盗むために、そりゃあ血が流れたもんさ。だがな……それだけが、お前の攻撃が防がれた理由じゃないぞ、騎士の坊や」

「…………なら、これでどうだ！」

　両手を、真上に振り抜く。暗い夜空へと舞った投刃は敵の視界から消え、大きな弧を描いて背中を襲おそう。これは弾はじけないはず──。

「…………!!」

　確信は、即座に裏切られた。コソギという名のゴブリンの長おさは、あろうことか山刀を背後に回し、見ることもなく超高速の刃やいばを弾はじいたのだ。

　不規則に揺れながら戻ってきた刃を、レンリはわずかに受け止め損そこね、左手の中指に切り傷を負った。しかしその痛みを感じる余裕もいまはない。

「軽いんだよ、坊や。それに、音がな」

　コソギの短い台詞せりふは、完かん璧ぺきなまでに雙そう翼よく刃じんの弱点を言い当てていた。

　投刃一枚の重量は、神器と呼ばれる武器としては有り得ないほどに軽い。鋭するどさと回転力だけを追求しているがゆえに仕方のないことではあるのだが、それゆえに、速度に反応でき充分な優先度の装備を持つ敵の防御を、強引に押し切るということができないのだ。

　また、高速回転しながら飛ひ翔しようする刃は、特徴的な風切り音を発する。耳をよく鍛きたえている者なら、軌道を予測することは不可能ではない。

　わずか数回の攻こう撃げきを見ただけで、そこまで看破してのけたコソギの知性にレンリは戦せん慄りつした。粗野で下等な亜人であるはずのゴブリンが、まさかこれほどの──。

「ゴブリンのくせに……ってツラだな、坊や」

　にやりと、しかしどこか凄せい愴そうなものを秘めた笑みを浮かべ、コソギが囁ささやいた。

「だが、俺としちゃこう言わせてもらいたいね。お偉い騎き士しさまのくせに、ってな。整合騎士は一騎当千……そう聞いていたんだが、どうやらお前さんはそうでもないようだな？　だからこんな後ろに隠れてた、そうなんだろ？」

「……ああ、そうさ」

　目の前の敵を、ゴブリンと侮あなどったのがそもそもの間違いだった。そう悟ったレンリは、虚勢を捨てて頷うなずいた。

「僕は失敗作の騎士だ。だけどね……勘かん違ちがいするなよ。出来損ないなのは僕であって、こいつじゃない」

　両手の指先で挟んだ銀色の刃を、顔の前まで持ってくる。

　雙翼刃の弱点。それをなくすたった一つの方法は、整合騎士の奥おう義ぎたる武装完全支配術だ。

　この神器はかつて、左と右の翼つばさを失ったつがいの神鳥だったのだという。一羽だけでは飛べない彼らは、互いの体を繫つなぎ合わせることで、他の鳥たちには飛べない高みまでも舞まい上がり、無限に等しい距離を往いくことができた。

　その伝説は、レンリ自身も気付けないほどの心の深みに、鋭く小さな傷を生じさせた。

　シンセサイズの秘ひ儀ぎによって彼の記憶から奪われた、愛する者。

　それは四帝国統一大会の決勝戦で刃を交え、極限の戦いの果てに事故で命を奪ってしまった、幼おさな馴な染じみの親友だった。

　レンリと彼は、まさしく一対の鳥だった。物心つくやつかずの頃から二人で腕を競きそい合い、故郷を出て央都に上ってからも、互いの存在を心の支えにしてあらゆる試練を突破して最高峰の舞ぶ台たいにまで達した。

　だが、そこで二人の翼つばさは折れてしまった。

　記憶を封印され、整せい合ごう騎き士しとなってからも、レンリの心にぽっかりと開いた巨大な喪失感は埋まることはなかった。剣を取って戦う勇気、誰かと心を繫つなぐ喜び、その二つを見失ったレンリに、一枚ずつの翼を繫いで飛ひ翔しようする神鳥の姿を呼び覚ませるはずもなかったのだ。

　しかし。

　この戦場で出会った、誰よりも深く傷ついた黒髪の若者と、彼の腕に抱かれた二本の剣が。

　その片方が放った仄ほのかな光が、レンリに声なき声で語りかけた。

　この世界には、たとえ命尽きようとも、決して失われないものがあると。

　それは記憶。思い出。

　誰かの命は、心を繫いだ誰かに受け継つがれ、そしてまた次の命へ繫がっていく。永遠に、この世界が存在する限り。

　レンリは、勝利を確信した表情を浮かべて近づくゴブリンの将から視線を外し、そっと瞼まぶたを閉じた。

　何もかもを諦あきらめたが如ごとき少年騎士の体から、突然、熱風のような剣気が放たれた。かっ、と両りよう眼めが見開かれる。二枚の鋼刃を挟み持った両腕が、顔の下半分を隠すように交差される。

「────飛べ、雙そう翼よく!!」

　叫び声とともに、腕が真横に振り抜かれた。舞まい上がった二条の光は高い弧を描き、右と左からコソギへと襲おそい掛かる。

「何度やろうが……無駄だッ!!」

　ゴブリンの長おさは、山刀を構えると、投刃を全力で弾はじき返した。

　甲かん高だかい金属音と真っ赤な火花。二枚の刃やいばは呆あつ気けなく跳ね返されたが、地面に落ちることなく再び空へと飛ひ翔しようした。まるで二羽の鳥が寄り添うように、螺ら旋せんの軌道を描いて絡み合い、近づいていく。

　刃たちが触れ合った、その瞬しゆん間かん。

「リリース……リコレクション!!」
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　レンリは、武装完全支配術ではなく、その上位技たる真の秘ひ奥おう義ぎ、《記憶解放術》の式句を高らかに唱となえた。

　純白の輝きが、谷間を照らし出した。

　向かい合う二枚の鋼刃が、光の中で頂点を接合させ、一体化する。

　ゆるゆると回転するそれは、十字となった刃を、まるで遠い夜空の星のように青く煌きらめかせていた。神器雙翼刃、その解放された姿。

　遥はるか高みで光を放ち続ける己おのれの分身に、レンリはそっと右手を差し伸べた。

　──綺き麗れいだ。

　──まるで僕と……──のようだ。

　高々と掲げた右手を、力強く握り締しめる。

　十字の刃やいばが、凄すさまじい勢いで回転し始める。風切り音が急きゆう激げきに高まり、やがて聴覚の限界を超えて消失する。

　レンリは、力みのない動作で右手を振り下ろした。

　光の円えん盤ばんと化した雙そう翼よく刃じんが、音もなく宙を滑すべり、ゴブリンへと向かった。

「無駄……なんだよ!!」

　吼ほえたコソギが、上空から襲おそいかかる雙翼刃を、山刀で叩たたき落そうとした。

　しかし、分厚い鋼はがねが極ごく薄うすの刃を捉とらえる、その寸前。神器はそれまでの軌道を急激に変化させ、いったん垂直に跳ねて山刀を空振りさせると、再度真下へと加速した。

　カッ。

　かすかな、乾いた音だった。

　次の瞬しゆん間かん、コソギの鍛きたえ抜かれた体の正中線に、青白い輝きが走った。

「ガアアアアッ!!」

　獰どう猛もうな雄お叫たけびを迸ほとばしらせ、コソギはレンリに飛びかかろうとした。だが、右半身の動きに、左半身が遅れた。一歩、二歩走ったところで体が完全に分離し、右と左にどうと倒れた。




　死の瞬しゆん間かん、コソギは、なぜ自分が敗れたのかをその傑出した知力で考えた。

　彼の認識に従うなら、ひ弱な小僧騎き士しは、コソギよりも大きな殺意と欲望を秘めていたのだということになる。しかし、分離していく視界の中でどれほど凝ぎよう視ししようとも、騎士の子供っぽい顔にはいかなる殺気をも見み出いだすことはできなかった。

　──なら、いったい俺は何に負けたのか。

　どうしてもそれを知りたかったが、しかし直後、視界が完全な闇やみに包まれた。




　戻ってきた雙そう翼よく刃じんを両手で受け止めると、それは音もなく分離し、元の姿に戻った。

　レンリは、一滴の血もついていない二枚の刃やいばを無言で見詰めた。

　封印された記憶が戻ったわけではない。そもそもレンリに、自分が記憶を封印されているという自覚はない。

　それでも、自分の中に、かつて心を繫つないだ誰かの思い出がわずかにせよ残っていることは確信できた。いまはそれだけで充分だと思えた。

　一瞬瞑めい目もくしてから、ふと気付いて顔を上げる。敵の大将コソギの後ろには、まだ多くのゴブリン兵が控えていたはずだ。しかし、周囲が奇妙に静かだ。

　ようやく薄うすれてきた煙幕の向こうに眼を凝こらしたレンリは、無数の死体が折り重なっていることに気付いた。全て、数分前までは生きていたはずの敵兵たちだ。誰がいつの間に、と驚おどろいていると。

「……少しは騎士っぽくなったじゃない」

　そんな声が聞こえて、慌てて体の向きを変える。右側からとことこと歩いてくるのは、見習い騎士のフィゼル・シンセシス・トゥエニエイトだった。隣となりには、リネル・シンセシス・トゥエニナインの姿もある。敵兵を残らず片付けたのは、間違いなくこの二人だろう。

　どう答えていいか解わからず立ち尽くしていると、お下げ髪のリネルがふんと鼻を鳴らしてから、わざとらしく騎士礼をした。

「上位騎士さま、命令をお願いします」

　半分は皮肉だろうが、侮ぶ蔑じよくされるよりは幾らかましだ。レンリは咳せき払ばらいしてから、二人に訊たずねた。

「……ティーゼたちと、彼は無事？」

「うん。さっき、補給部隊に合流させてきた」

　フィゼルが頷うなずいたのでほっと息を吐き、頷く。

「侵入してきた敵兵は？」

「全部片付けたです」

　今度はリネルが答える。

「じゃあ……僕は部隊に戻るから、君たちもそうしたほうがいいよ」

「はぁい」「了解です」

　戦せん闘とうの疲れをまったく感じさせない動作で振り向き、たたっと走っていく見習い騎き士したちを見送ってから、もういちど後方の天幕群に眼めを向ける。

　…………ありがとう。

　二人の少女練士と一人の青年剣士に心の中で礼を言い、上位整合騎士レンリ・シンセシス・トゥエニセブンは、第二部隊左さ翼よくに合流するために東へと走り始めた。
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　激げき戦せんの続く峡谷から約五百メル離れて布陣する、ダークテリトリー第二軍の最後方。

　皇帝ベクタの地竜戦車には見み劣おとりするが、それでも充分に豪ごう奢しやな四輪馬車の二階席に、肌も露あらわな長身の女が腕組みをして立っている。暗黒界十侯の一人、暗黒術師ギルド総長ディー・アイ・エルである。

　脇わきに控える黒衣の伝令術師が、主あるじを見上げて低い声で告げた。

「シグロシグ殿、シボリ殿、コソギ殿、共に討ち死にとのこと」

　途と端たん、ディーは唇を歪ゆがめて吐き捨てる。

「ええい、使えぬ……所しよ詮せんは頭の足りない亜人どもか」

　艶つややかな胸元の肌に垂たらした首飾りをちらりと一いち瞥べつ。銀の円えん環かんに十二の貴石を配したそれは、色合いの変化で時刻を教えるという秘蔵の神器だ。六時の石は橙だいだい色いろに光り、七時の石はいまだ闇やみ色いろ。つまり、午後六時の開戦から、わずか二十分ほどしか経過していないことになる。

「整合騎士どもの位置は摑つかめたか」

　苛いら立だちを隠さない声で訊たずねると、伝令術師は短い術式を唱となえ、戦場に潜ひそむ術師の応答に耳を傾かたむけてから答えた。

「最前線に視認できた三名は照準済みです。後方にもう二名を発見していますが、位置固定にはいましばらく」

「まだたった五人か。あるいは、そもそも数が少ないのか……。しかし、どうあれその五人は確実に屠ほふらねば……」

　ディーは、皇帝を前にした時の媚び態たいとはかけ離れた冷酷な表情でひとりごちると、少し考え、命じた。

「よし、ミニオンを出せ。コマンドは……」

　眼めを細めて、崩ほう壊かいした大門とその彼方かなたの戦線までの距離を測り、続ける。

「……《七百メル飛行》、《地上に降下》、《無制限殲せん滅めつ》だ」

「その距離ですと、最前線の亜人部隊を巻き込みますが」

「構わん」

　無感動に言い切る。

　伝令の女術師も、一いつ切さいの感情を見せずに「は」と頷うなずいてから問いを重ねた。

「数は如何いかがなさいます。現状で孵ふ化か済みの八百体、全て運んできておりますが」

「ふむ、そうだな……」

　ディーは更に数すう瞬しゆん、思考を巡らせた。

　作成に多くの資源と長い時間が必要となるミニオンは、彼女にとってはゴブリンなどよりもよほど貴重な戦力だ。出し惜しみしたいのはやまやまだが、『後方からの術式集中斉せい射しやによる敵主力殲滅』というディーの献策がもし失敗すれば、皇帝の不ふ興きようを買うことは間違いない。

「……八百、全部だ」

　命じた唇に、酷こく薄はくな笑みが浮かんだ。

　ディーの秘めたる野望。それは、この戦いくさに勝利して《光の巫み女こ》とやらを手に入れれば再び地の底に戻るという闇やみの神ベクタから、皇帝の位を受け継つぎアンダーワールド全土を支配することだ。

　帝位に就ついた暁あかつきには、ミニオンなど何万体でも作れる。最大の障害だった暗黒将軍シャスターはすでに亡く、残る実力者は金の亡者でしかない商人や戦いにしか興味のない拳けん闘とう士しだけ。大望成じよう就じゆの時はもはや目前と言っていい。

　かの半神半人、最高司祭アドミニストレータにすら不可能だった全世界の征服を成し遂とげ、公こう理り教きよう会かいの本拠地に秘ひ匿とくされていると言われる天命無限化の術式を手に入れるのだ。

　不老不死。永遠の美。

　ディーは、背筋を這はい登る甘美な戦せん慄りつに身を震わせた。青く塗った唇を、赤い舌先でちろりと舐なめる。

　ちょうどその時、伝令術師の指令が前方の暗黒術師団に行き渡り、まるで闇が翼つばさを得たかの如ごとく、漆しつ黒こくの人造怪物が一斉に飛び立った。

　ぬらりと光る皮ひ膚ふに篝かがり火びを反射させながら、八百体のミニオンは命ぜられるままに上昇し、まっすぐに峡谷目指して飛んでいった。
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　──来た。

　騎き士し長ちようベルクーリは、開戦からずっと彫像のように引き結んでいた口くち許もとに、にやりと太い笑みを刻んだ

　大門手前の上空に保持している武装完全支配術の圏内に、多くの飛行兵が侵入してくるのを察知したのだ。

　暗黒騎士が駆かる飛竜ではない。泥のように冷たい、魂たましいを持たないミニオンどもの気配。

　しかし、まだ発動はさせない。敵の放ったミニオンの全てが《斬ざん撃げき圏けん》に吞のみ込まれるまで、たっぷりと引き付ける。

　ベルクーリの研とぎ澄すまされた知覚は、すでにファナティオやデュソルバートの奮ふん戦せんと、一時は逃亡してしまったレンリの覚醒までをも捉とらえていた。

　侵略軍先陣の将を三人とも討ったとなれば、もうこの局面で戦線を押し込まれることはない。あとは、目もく論ろ見みどおり上空で待機する七人目の上位騎士が空間神聖力を根こそぎ使い果たして敵の遠距離術式を無力化してくれれば、無傷の守備軍第二部隊で敵の主力である暗黒騎士団と拳けん闘とう士し団だんを迎え撃うてる。

　自分の、真の出番はその先だろう、とベルクーリは推測していた。

　長年の好敵手たる暗黒将軍シャスターとの一騎打ち、ではない。

　ベルクーリは、敵本陣にシャスターの気配がないことを既すでに察している。恐らく、数日前に遥はるか東方で感じた巨大な剣気の消滅──あれが、かの剣豪の最さい期ごだったのだ。

　最古の整合騎士として、無限にも等しい年月を生きてきたベルクーリは、限られた天命を持つ者たちの死を嘆なげき哀かなしむことはもはやない。それでも、この男ならばいつか闇やみの国と人界の無血融ゆう和わを成し遂とげてくれるやもと期待していたシャスターの死は、無念以外のなにものでもなかった。

　かくなる上は、シャスターの命を絶った、凍いてつく虚無にも似た気配の持ち主──何者かは不明だが、ダークテリトリー軍を率ひきいているのであろう敵の総司令官を、この手で斬きることで弔とむらいに代えるまでだ。

　あるいはそこで、ついに自分の命も終わるのかもしれないとベルクーリは感じている。

　しかし、もう生への執着は、彼の中には欠片かけらも残っていなかった。

　死すべき時じ宜ぎを得たならば、ただ死するのみ。

　ファナティオ配下の下位騎士が、いまわの際きわに放ったその心シン意イに、ベルクーリは見事と感かん嘆たんすると同時にかすかな羨せん望ぼうを覚えてもいた。

　とはいえ無論、いまはまだその時ではない。

　上空の暗くら闇やみを切り裂いて侵入してくるミニオンの群れが、ようやく斬ざん撃げき圏けんに残らず吞のみ込まれた。

　ベルクーリは両りよう眼めを爛らんと見開き、地面に突き立てていた愛剣《時じ穿せん剣けん》を、ゆったりとした動作で大上段に振りかぶった。

「────斬ッ!!」

　気合一いつ閃せん、虚こ空くうを白刃が切り裂く。

　同時に、前方上空で、無数の白い光条が立体の格こう子し模様を描いて眩まばゆく輝いた。

　奇怪な断だん末まつ魔まの大合唱に続いて、どす黒い雨が敵亜人部隊の頭上に滝のように降り注いだ。ミニオンの血液は弱い毒性を持っていて、それが将を失った部隊の混乱に拍車をかけた。
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　これまでまったくの無感情を貫つらぬいていた伝令術師の声に、かすかな怯おびえの響ひびきを聞き取った時点で、ディーは不吉な予感に囚とらわれた。それは一秒後、現実へと変わった。

「恐れながら閣下……ミニオン八百体、降下直前に全滅した模様にございます」

「な…………」

　絶句。

　続いた破砕音は、馬車の床に叩たたきつけられた高価な水晶杯の悲ひ鳴めいだ。

「何ゆえだ！　敵に大規模な術師部隊がいるとは聞いていないぞ！」

　それ以前に、術式だけで八百ものミニオンを屠ほふることは不可能に等しい。主な素材が粘土であるがゆえに、火炎術や凍結術に高い耐性を持っているのだ。最も有効なのは鋭えい利りな刃やいばによる斬撃だが、空中にいるミニオンに地上の兵どもの剣が届くはずがない。

「……敵の飛竜はまだ出ていないのだな？」

　どうにか怒りを抑え込み、ディーは訊たずねた。伝令術師が、低く頭こうべを垂たれたまま肯定する。

「は。戦場上空には、現時点まで一匹の飛竜も確認しておりません」

「となると……アレか。整せい合ごう騎き士しどもの切り札……《武装完全支配術》。しかし……よもや、これほどの……」

　語尾を吞み込みながら、剝むき出した糸切り歯をぎりりと擦こすり合わせる。

　暗黒将軍シャスターと同じく、ディーもまた整合騎士の隠し持つという秘術については情報収集を試こころみていた。しかし、いかんせんこれまでは実例を目撃することすら至し難なんだったのだ。神器と騎士本人の力の相乗効果であろう、ということくらいしか解明できていない。

「だが、武器をそのように使えば、天命を大量に消費してしまうはずだ。そうそう連発はできまい……」

　全力で思考を回転させながら、ディーがそう呟つぶやいた時。

　前線からの報告に耳を傾かたむけていた伝令術師がさっと顔を上げ、わずかに張りの戻った声で伝えた。

「総長閣下、後方の整せい合ごう騎き士し二名の位置把握、完了いたしました。合わせて五の目標を照準中」

「……よし」

　頷うなずき、更に考える。

　最大の不確定要素たる敵の武装完全支配術を更に消費させるべく、第二軍主力の暗黒騎士団と拳けん闘とう士し団だんを投入するか。それとも、こちらの切り札たる暗黒術師団をここで動かし、一気に勝負を決めるか。

　ディーは本来、念入りに策を巡らせ、万ばん難なんを排してから動く用心深い性格だ。

　しかし、虎とらの子このミニオン八百体を瞬しゆん時じに喪失するという予想外の展開が、彼女を自覚なき焦しよう燥そうに追い込んでいた。

　新たな水晶杯に黒紫色の酒を満たしながら、ディーは自分に言い聞かせた。

　──私は冷静だ。いまこそ、最初の栄光を摑つかみ取る時。

　ひと息に干した杯さかずきを掲げ、ディー・アイ・エルは高らかに命じた。

「オーガ弩ど弓きゆう兵団、及び暗黒術師団、総員前進！　峡谷に進入後、《広域焼却弾》術の詠唱を開始せよ!!」
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　くるるる……。

　高く、心細そうな喉のど声ごえ。飛竜《雨アマ縁ヨリ》が、主あるじを気き遣づかっているのだ。

　整合騎士アリスは、どうにか微笑らしきものを唇に浮かべ、囁ささやいた。

「大丈夫よ、心配しないで」

　だが、実際のところは、まったく大丈夫ではない。視界は奇妙に歪ゆがみ、呼吸は荒く、手足は氷のように冷たい。次の瞬しゆん間かんに気を失ってもおかしくない。

　アリスを消耗させているのは、開戦直後から詠唱を続けている、いまにも暴発しそうなまでに内圧を高めた巨大術式ではなく。

　その術式が消費している神聖力の発生源となっている、無数の死そのものだった。

　騎士。衛えい士し。修道士。そして敵たるゴブリン、オーク、ジャイアント。凄すさまじい勢いで喪うしなわれていく命たちの、消え去る瞬間の恐怖や悲哀、絶望がアリスを絶え間なく苛さいなむ。

　かつてのアリスは、人界の一般民や、ましてダークテリトリーの民の生き死になど気にかけたことさえなかった。

　半年間のルーリッドでの暮らしを経て、村人たちのささやかだが懸けん命めいな営みの貴とうとさを知り、それは守るべきものだという認識を得たが、しかし暗黒界に暮らす者たちに思いを致すまでには至らなかった。事実、ほんの十日ほど前にルーリッドを襲おそったゴブリンとオークの集団を、アリスは何の躊躇ためらいもなく殲せん滅めつしている。

　闇やみの軍勢は血も涙もない侵略者であり、一兵残らず討ち果たすべき敵。

　ベルクーリに託された任務に就つくまで、そう信じて疑うことはなかった。

　しかし。

　なんということか──。

　眼下の戦場で次々と倒れる両軍の兵士たちの天命から生じた神聖力は、人界人のものも亜人たちのものも、まったく同質だったのだ。全てが同じように温かく、清らかで、それを生み出したのがどちらの軍の兵士なのかを感じ分けることは完全に不可能だった。

　これはどういうことなのか、とアリスは激はげしく動揺した。仮に人界の民も、闇の国の怪物も、本質的に同一の魂たましいを持ち、ただ生まれた場所が山脈のあちらかこちらかだけの違いしかないのだとすれば。

　いったいなぜ彼らは、そして私たちは戦っているのか。

「…………キリト。お前が無事なら……」

　もっと違う道を見つけられたのかもしれない、という言葉は口にせずに押し殺す。いまは、術式に集中しなくてはならない。

　開戦前の軍議で、アリスは副騎き士し長ちようファナティオに向かって疑義を呈した。いったい何者が、広大な峡谷の空間神聖力を消費し尽くすような巨大術式を行使できるのか、と。

　するとファナティオは、まっすぐにアリスを見て答えたのだ。

　──それはあなたです、アリス・シンセシス・サーティ。

　──自分では気付いていないかもしれませんが、現在のあなたの力は、整合騎士の範はん疇ちゆうをも超えています。いまのあなたなら行使できるはず。天を割り地を裂く、まことの神の力を。

　買いかぶられているのだとその時は思った。しかし同時に、自分は命に代えてもこの役目を果たさねばならない、とも感じた。それが、最高司祭に剣を向け、公こう理り教きよう会かいの支配体制を大いに揺るがした自分の責任なのだと。

　アリスは、そこで思考を中断し、峡谷に放出される神聖力を集めて術式に換えることだけに集中しようとした。

　しかし、悲ひ鳴めいは絶え間なく峡谷に響ひびき渡り、否いや応おうなくアリスの心を締しめ付ける。

　死ぬ。死んでいく。誰かの父が、兄が、姉妹が、そして子が。

　……早く。

　アリスは心の裡うちで呟つぶやく。

　いっそ、一秒でも早く《その時》が来てほしい。これまでに数倍する、膨ぼう大だいな死を生み出すことでこの惨さん劇げきを終わらせるその時が──。
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　侵略軍の第一陣を構成する、山ゴブリン、平地ゴブリン、ジャイアント族の亜人混成部隊は壊かい走そうの一歩手前で踏ふみとどまっていた。

　三人の長おさはみな戦死した。それはつまり、敵軍を率ひきいる騎き士しが、亜人部隊の誰よりも強いということだ。《力ある者が支配する》──それが、ダークテリトリーの住人たちの魂たましいに刻まれた唯一の掟おきてである。

　もしこの戦いが亜人たちだけのものだったなら、兵士たちは、指揮官が討たれた直後に全面降伏していただろう。

　その事態を辛からくも食い止めていたのが、ダークテリトリーに降こう臨りんした闇やみの神、皇帝ベクタの存在だった。皇帝は十侯の誰よりも強く、そしていまはまだ、人界の騎士とどちらが上なのかは決定されていない。

　だから亜人たちは最初の命令を固守せざるを得ず、勢いに乗る人界守備軍と懸けん命めいに刃やいばを打ち合わせ続けた。

　その必死の奮ふん戦せんが稼かせぎ出した数分間を利用して、ダークテリトリー軍の切り札である遠距離戦力、すなわちオーガ族の弓兵部隊とディー配下の暗黒術師部隊が、崩ほう壊かいした大門ぎりぎりの位置まで前進した。

　作戦は、三千のオーガ部隊が前方で巨大な弩ど弓きゆうを構え、後方で同じく三千の暗黒術師が攻こう撃げき術じゆつを詠唱するというものだ。全体の指揮を執とるのはオーガ族の長フルグルではなく、ディーの側近である練達の高位術師だった。

　その術師は、後方から届いた命令に耳を澄すませ、ひとつ頷うなずくや叫んだ。

「オーガ隊、弩弓発射用意！　術師隊、《広域焼却弾》術式、詠唱開始!!　照準係、敵整合騎士座標への誘ゆう導どう術式、詠唱開始!!」

　広域焼却弾とは、この作戦のためにディー・アイ・エルが設計した、大規模殲せん滅めつ術式である。戦場に満ちる空間暗黒力を全て熱ねつ素そに転換し、それをオーガの矢に乗せることで長距離の射程を実現する。《バードシェイプ》や《アローシェイプ》といった変形式句で暗黒力を消費しないため、威力は想像を絶するものになるはずだった。皇帝ベクタの下で全種族が共きよう闘とうするこの戦いくさだからこそ実現できる、《鉄血の時代》にも存在しなかった史上最大最強の攻撃術だ。

　更にディーは、風ふう素そ術じゆつが得意な術師を照準係に採用し、敵軍の主力である整合騎士を精密に狙ねらうための《風の道》を作らせるという周到な策を用意していた。仮に全ての焼却弾を一点に着弾させれば、かの最高司祭アドミニストレータですら無傷では防ふせげなかったであろう超高優先度の攻撃となるはずだった。

　それはまさしく、かつて賢けん者じやカーディナルが危き惧ぐした、《個の力では対抗できない数の力》そのものだったのだ。
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　再び、雨アマ縁ヨリが低く唸うなった。

　しかし今度は、鋭するどい牙きば鳴なりの混ざる警けい戒かい音おんだった。

　アリスは、気力を振り絞って朦もう朧ろうとし始めていた意識を立て直し、じっと遥はるか前方の宵よい闇やみを見据えた。

　──来た!!

　守備軍と混戦を続ける亜人部隊の向こうから、新たな軍勢が統制の取れた動きでひたひたと接近してくる。金属鎧よろいの輝きは見えない。恐らく遠距離攻こう撃げき部隊──ダークテリトリーの暗黒術師団だ。

　彼らこそ、騎き士し長ちようベルクーリが最も警戒していた、人界守備軍を一掃し得るほどの破は壊かい力りよくを秘めた者たち。

　しかしそれは、騎士アリスにも言えることだった。

　アリスが詠唱を続けている大規模な術式。それは、伝え聞いた副長ファナティオとキリトの戦いに着想を得た、《反射凝ぎよう集しゆう光線》術とでも言うべきものだ。

　これまでの戦せん闘とうで失われた無数の命を源みなもととする膨ぼう大だいな空間神聖力をもとに、アリスはまず、晶しよう素そを変形させて差し渡し三メルはあろうかという巨大な硝子ガラス球を生成した。

　次に、鋼こう素そによって分厚い銀膜を造り、硝子球をくまなく覆おおう。

　出来上がったのは、《閉じた鏡》だ。それを雨縁の背中、翼つばさと翼の間のちょうどいいくぼみに載のせて、滑なめらかな曲面に両手を押し当て、次々生み出される空間神聖力から生成した光こう素そを閉じ込めていく。

　素因エレメントの保持。

　それは古来、幾多の高位術者たちを悩ませてきた、基本であり究極の技術だ。

　生成された熱ねつ素そや凍とう素そ、風ふう素そといった素因は、常に意識を繫つないでおかねば気ままに宙を漂ただよい、やがて熱や冷気を放散、消滅してしまう。同時に保持し得る素因の上限は、術者が持つ端たん末まつ、つまり両手の指の数となる。

　元老長チュデルキンは、その特異な体型を利用して、頭のみで倒立することで両足の指をも端末化し、二十の素因を保持した。更に最高司祭アドミニストレータは、いかなる技を用いてか銀色の髪をも端末とすることで、百以上もの素因を同時に操あやつった。

　しかし、そのどちらもアリスには真ま似ねできない技術だ。そもそも、十が百でもこの状況ではまったく足りない。敵の暗黒術師は三千人──一人が平均で五個の素因を保持できるとしても、合計では実に一万五千個を超えるのだから。

　ゆえにアリスは、発生させた素因エレメントから意識を切っても保持できる方法を模索した。真っ先に考えついたのは、何らかの容器に入れることだ。しかし、攻こう撃げき術じゆつとして一般的な熱ねつ素そや凍とう素そは、物体に触れた途と端たんそれを熱し、あるいは冷やして消えてしまう。

　だが、カセドラル五十階での戦いに於おいて、キリトがファナティオの神器《天てん穿せん剣けん》の光を、わずかな鋼こう素そと晶しよう素そから生成した鏡で反射してのけたと聞いて、アリスは閃ひらめきを得た。

　光は、鏡に触れても跳ね返るだけなのだとしたら──完全に閉じた鏡を造ってやれば。

　そして、その内側に光こう素そを生成すれば。

　理論上、鏡の天命が尽きるまで、無限個の光素を保持しておけるのではないか。




　　　＊＊＊




　屈強なオーガ兵たちの引き絞る弩ど弓きゆうが、ぎりぎりと軋きしみながら暗い空を向いた。

　鈍にぶく光る無数の鏃やじりに炎熱の力を宿すべく、三千の暗黒術師たちが両手を高々と差し伸べて、一いつ斉せいに起句を詠唱した。

「「「システム・コール!!」」」

　女声のみによって吟ぎんじられたそれは、まさしく死の合唱だった。術師たちは、生み出されるであろう力の巨大さに陶酔しながら、次の式句を詠うたい上げた。

「「「ジェネレート・サーマル・エレメント!!」」」

　しなやかな指先に、仄ほのかに赤い輝点が瞬またたき──。

　しかし即座にその色はくすみ、ささやかな煙を発して消滅した。

　部隊を指揮する高位術師は、いったい何が起きたのか即座に理解することができず、再び式句を唱となえた。だが結果は同じ。

　呆ぼう然ぜんとする彼女の耳に、部下たちの狼ろう狽ばいした声が届く。

「熱素、生成できません！」

「このままでは《広域焼却弾》術式の発動は不可能です！」

　現象の理由を求めて周囲を見回すと、傍かたわらにいた側近が、恐る恐る口を開く。

「ぶ、部隊長さま……これは、空間暗黒力が、枯かれ切っているのでは……」

「そ、そんなはずがあるわけないでしょう!!」

　指揮官は、愕がく然ぜんとして叫んだ。幾つもの指輪が嵌はまった左手で、彼方かなたの最前線を指さす。

「あの悲ひ鳴めいが聞こえないの!?　人界人も、亜人も、あんなに死んでるじゃないの！　あれだけの命が、いったいどこに消えてしまったっていうのよ!!」

　それに答えられる者はいなかった。オーガ兵たちも、発射命令が出ないことに苛いら立だちながら、ただ弩弓を引き続けるしかなかった。
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　時、来きたれり。

　アリスは一いつ瞬しゆんだけ瞼まぶたを閉じ、念じた。

　たった一人のために数あま多たの命を奪う罪は、己おのれの両肩に背負ってみせる。

　雨アマ縁ヨリの逞たくましい背中に載のった直径三メルの銀球は、内圧を限界まで高めている。触れさせていた両手を離し、左腰の剣を抜く。

「──咲け、花たち！　エンハンス・アーマメント！」

　高らかに叫ぶと、神器《金きん木もく犀せいの剣》の刀身が、無数の小球へと分離した。山吹色の群れを操あやつりながら、騎き竜りゆうに指示する。

「雨縁、首を下げて！」

　命令に従い、飛竜が体を前傾させる。銀球は音もなく転がり、ちょうど一回転したところで竜の頭を越えて虚空へと転がり出る。それを小球たちで慎重に受け止め、銀球のある一点が前方斜め下を向くように調整する。

　照準……よし。

　すうっと息を吸い、囁ささやく。

「……バースト・エレメント」

[image: ]

　恐るべき威力を内包した術式にしては、あまりに短く、単純な式句だった。

　銀鏡の球は、一箇所だけがわざと薄うすく造られていた。

　炸さく裂れつする無限個の光こう素そが生み出した膨ぼう大だいな光と熱はその一点に集中し、銀膜と硝子ガラスを真っ赤に溶解させ──。

　ぱうっ、という甲かん高だかい音とともに外界へと放たれた。

　地上から《それ》を見上げたファナティオは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしながら、天てん穿せん剣けんの武装完全支配術が生み出す光線の何千倍の威力だろうと考えた。

　彼女以外の衛えい士しや騎士は、ただ単純に、ソルスの神威だと畏い怖ふした。

　直径五メルはあろうかという純白の光の柱が、天から地へと超高速で降り注ぎ、亜人部隊の中央に突き立った。そのまま峡谷の奥へと、撫なでるように向きを変え──。

　幾千の鐘かねが共鳴するような轟ごう音おんとともに、熱と光の波が峡谷の幅いっぱいに膨ふくれ上がった。直後、それは果ての山脈の稜りよう線せんまでも届くような火柱となって屹きつ立りつし、夜空を赤く染めた。
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　ほとんど手の届きそうな距離に出現した、とてつもない規模の爆ばく発はつを、ディー・アイ・エルは自分の作戦が生み出したものと考えてほくそ笑んだ。

　しかし直後、峡谷から噴ふき出し、四輪馬車目掛けて押し寄せてきた熱波がその笑みを搔かき消した。

　熱く灼やけた風が運んできたもの。それは亜人部隊と、ディーが手塩にかけて育てた暗黒術師たちの断だん末まつ魔まの叫び声だった。

　立ち尽くすディーに、傍かたわらの伝令術師が掠かすれ声ごえで告げた。

「……原因不明の空間暗黒力枯こ渇かつ現象により、我が方の《広域焼却弾》術式は不発……直後、敵陣より放たれた未詳の大規模攻こう撃げきにより、亜人部隊の九割、オーガ弩ど弓きゆう兵へいの七割、更に暗黒術師隊の……三割以上が壊かい滅めつした模様です……」

「原因不明の枯渇……だと!?」

　ディーは、ようやく湧わき上がってきた怒りに身を震わせながら叫んだ。

「原因は明らかだ！　あの馬ば鹿かでかい術式が、峡谷の空間暗黒力を根こそぎ吸い取ったのだ!!しかし……有り得ん、あれほどの術はこの私にも……それこそ、死んだ最高司祭にしか行使できないはず!!　ならば、何者の仕し業わざだというのだ!?」

　怒ど鳴なり散らしてみたものの、もちろん答えは返ってこない。

　この局面をどう打開したものか──それ以前に、皇帝ベクタになんと報告すればいいのか。暗黒界きっての知恵者と言われたディー・アイ・エルは、ただ荒い呼吸を繰くり返し続けた。
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　桁けた外はずれに巨大な術式を発動させた反動と、それが生み出した惨さん劇げきに打ちのめされ、アリスは金きん木もく犀せいの剣を鞘さやに戻すや雨アマ縁ヨリの背中にくたりと崩くずれ落ちた。

　飛竜は主あるじの体を優しく受け止めると、緩ゆるやかな螺ら旋せんを描いて人界守備軍の最前線に降下した。

　真っ先に駆かけ寄ってきたのは、副騎き士し長ちようファナティオだった。両腕を伸ばし、竜から滑すべり落ちかけたアリスを受け止める。

「……見事な術式、そして心シン意イだったわ、アリス」

　感かん極きわまったような声になんとか瞼まぶたを持ち上げると、いまだ赤熱する峡谷の底を、狂乱の体ていで逃走していく敵生存兵の影かげが見えた。死体はほとんど確認できない。最初の光線によって瞬しゆん時じに蒸発してしまったか、その後の爆ばく発はつで跡形もなく四散したのか。

　あまりにも無慈悲な破は壊かいを、誇る気持ちには到底なれなかった。

　しかしすぐに、周囲の衛えい士したちから津波のような歓かん声せいが湧わき起こった。それはやがて一つにまとまり、何度も繰くり返される勝かち鬨どきへと変わる。

　整合騎士団と公こう理り教きよう会かいを称たたえる唱和を聞きながら、アリスは詰めていた息をようやく吐き、ファナティオに支えられていた体を起こした。副騎士長が、労いたわるような微ほほ笑えみを浮かべて深く頷うなずく。

「敵は撤てつ退たいしたわ。あなたが導みちびいた勝利よ」

　その言葉に同じく微笑で応こたえてから、アリスは表情を改め、言った。

「ファナティオ殿、戦いはまだ終わったわけではありません。いまの術式が新たに発生させた神聖力を敵に再利用されないよう、治ち癒ゆ術じゆつで消費しておかねば」

「そうね……向こうはまだ、主力の暗黒騎士団と拳けん闘とう士し団だんが健在ですものね」

　黒髪の麗れい人じんは頷き、さすがに疲労の色が滲にじむ声を張り上げた。

「よし、動ける者は、負傷者を連れて第二部隊の前まで後退しろ！　修道士隊と、それに衛士でも治癒術の心得のあるものは、空間力が尽きるまで全力で負傷者の治ち療りように当たれ！　敵陣の動きからも眼めを離すなよ！」

　鋭するどい命令が響ひびき渡ると、衛士たちは素早く動き始める。後方では、神聖術の起句が次々に発せられる。

「私は騎士長閣下に報告してくる。この場は任まかせていいか？」

　アリスが頷くと、ファナティオはもういちど微笑んでから小走りに去っていった。周囲に人がいなくなり、最前線にはアリスと雨縁だけが残される。

　副騎士長を見送ったアリスは数歩移動し、愛竜の顎あご裏うらを搔かいてやりながら、優しく囁ささやいた。

「お前も、よく頑張ってくれましたね、雨縁。ひとところに静止し続けるのは疲れたでしょう。寝床に戻って、食べ物をたっぷり貰もらいなさい」

　飛竜は一声嬉うれしそうに啼なくと、翼つばさを羽ばたかせて浮き上がり、最後方の仲間たちのもとへと滑かつ空くうしていった。

　さて、自分も負傷者の救きゆう護ごに当たろう。そう思ってアリスが一歩足を踏ふみ出した、その時。

「…………師よ」

　低く響ひびいた声は、騎き士しエルドリエのものだった。

　ただ一人の弟子をねぎらうべく振り向いたアリスが見たのは、常に洒しや脱だつで小意気だったはずの若者の凄せい惨さんな姿だった。

　右手の剣と左手の鞭むちは、分厚くこびり付いた血で赤黒く染まっている。それだけではない。白銀の鎧よろいも、艶つややかだった藤ふじ色いろの巻き毛も、返り血で酷ひどい有あり様さまだ。いったい、どのような戦い方をすればこんな姿になるのか。

「え……エルドリエ！　怪け我がはないのですか!?」

　息を吞のみながら訊たずねると、騎士はどこか虚うつろな表情で、ゆっくりと首肯した。

「……はい、大きな傷は受けておりませぬ。しかし……いっそ、戦いの中で命を落とすべきでした……」

「何を言っているのです。そなたには、この戦いが終わるまで、衛えい士したちを率ひきいて戦い抜くという使命が……」

「私は、その使命を果たせませんでした」

　ひび割れた声で、若き整合騎士は呟つぶやいた。




　アリスには知り得ぬことだったが、エルドリエは山ゴブリン族の煙幕作戦で防御線突破を許してしまったあと、たっぷり数分間も術式なしで煙幕を晴らそうと無駄な努力を続けてから、ようやく衛士を率いて後方を襲おそったゴブリンを追った。

　しかしその時にはすでに、山ゴブリンの族長コソギは、失敗騎士の烙らく印いんを押されていたはずの整合騎士レンリに討たれていた。名めい誉よ挽ばん回かいの機会をも奪われたエルドリエは冷静さを失い、逃げ惑まどうゴブリン兵を片かた端はしから殺さつ戮りくし──鮮血にそぼ濡ぬれた姿で、師アリスが上空から放った神威の術式を見上げたのだった。

「アリス様の期待を……私は裏切った……」

　霜そう鱗りん鞭べんを腰に戻し、エルドリエは左手で己おのれの顔を摑つかんだ。

「愚おろかな……無様な姿を……生き恥を晒さらして……何が騎士か……！」

　そして、何が『師を守りたい』か。

　あの天変地異にも等しい術式の威力。遠すぎる。何もかも。

　最初から必要なかったのだ。天才騎士である師には、自分のような半はん端ぱ者ものなど。剣技も、術力も、完全支配術にも抜きん出たものを持たず、そのうえゴブリンごときの策にしてやられる愚おろかさをも露ろ呈ていしたのだから。

　このざまで、師の心を……愛を得ようなどと、滑こつ稽けいにも程がある。

「私には……アリス様の弟子を名乗る資格などないのです！」

　血を吐くような激はげしさで、エルドリエは叫んだ。




「そなたは……そなたは、良くやりました！」

　呆ぼう然ぜんとしながらも、アリスはどうにかそれだけを口にした。

　いったいエルドリエに何が起きたのか。前線に多少の混乱はあったようだが、さしたる被害もなく敵を防ぎ続けたではないか。

「……私にも、守備軍にも、そして人界の民たちにもそなたは必要な者です。なぜそのように、自分を責めるのですか」

　できる限り穏おだやかな声でそう言い聞かせたが、エルドリエの眼めに宿る昏くらさは消えなかった。返り血が点々と跳ねる頰ほおを震わせ、騎き士しは聞き取りにくい声で呟つぶやいた。

「必要……。それは、戦力として、ですか。それとも…………」

　言葉は、最後まで言い終えられることはなかった。

　突然、異様な唸うなり声ごえが空気を震わせ、アリスとエルドリエは同時に顔を動かした。

「ふるるるる……」

　威い嚇かくする狼おおかみを思わせる、湿った喉のど声ごえ。アリスは眼を見開き、峡谷の奥の暗がりを凝ぎよう視しした。

　いまだ谷の各所に燻くすぶる炎に照らされて、巨大な影かげがうっそりと立っていた。

　人ではない。奇妙な角度に折れ曲がった下か肢し、異様に細い腰周り、前傾する逞たくましい上体。そこに乗る頭はまさしく狼のものだ。ダークテリトリーの亜人、オーガ族に違いない。

　素早く右手を愛剣の柄つかに掛けたアリスは、しかしすぐに相手が丸腰であることに気付いた。それどころか、体の左半分は酷ひどく焼け焦こげ、薄うすく煙を上げている。白熱光線に灼やかれて重傷を負ったのだ。しかしなぜ、生き残った他の仲間と一緒に撤てつ退たいしなかったのか。

　ちらりと周囲を確認したところ、衛えい士したちは皆後方に下がったままで、この場にいるのは、アリスとエルドリエのみ。オーガの挙動を警けい戒かいしながら、アリスは鋭するどい声で問うた。

「……そなた、もう天命はほとんど残っていないはず。なぜ丸腰でそこに立っているのですか」

　すると亜人は、苦しげな唸り声で答えた。

「……ぐるる……おれは、オーガの長おさ、フルグル…………」

　名乗った口こう吻ふんから長い舌が垂たれ、ハァハァとせわしない呼吸音が響ひびく。

　アリスは柄を握る手に力を込めた。オーガ族の長ということは、暗黒界十侯の一人であり、敵軍最高位の将ではないか。となれば、やはり最後の力で斬きり込みにきたのか。

　しかし、オーガは続けて予想外の言葉を発した。

「おれ、見た。あの、光の術……放ったの、お前。あの力、その姿……お前、《光の巫み女こ》。ぐるる……お前、連れていけば……戦争、終わる。オーガ、草原、帰れる……」

　何を──言っているのか。

　光の巫み女こ？　戦争が終わる……？

　まったく意味は解わからなかったが、しかし、自分がいま重要な情報を得ようとしているのだとアリスは直感した。もっと訊きき出さねばならない。いったい、光の巫女とは何なのか。それをどこに連れていくというのか。

　だが、オーガの言葉が途切れた、その瞬しゆん間かん。

「おのれ……獣けものふぜいが何を言うかッ!!」

　絶叫したのはエルドリエだった。右手の血刀を高々と振りかぶり、一直線にオーガの長おさへと斬りかかる。

　だが、その刃やいばが振り下ろされることはなかった。

　ほとんど瞬間移動のように飛び出したアリスが、右手の指先でエルドリエの剣を挟み込み、全力の斬ざん撃げきを止めたのだ。

「し……師よ、何な故ぜ!?」

　がくんと膝ひざを突きながらそんな声を漏もらす弟子に、しかし言葉を掛ける余裕はなかった。アリスは剣を離すと、立ち尽くしたままのオーガに向けてゆっくりと近づいた。

　間近で見ると、亜人の傷は深手というより既すでに致命傷だった。左腕から胸にかけては真っ黒に炭化し、左の眼球も白く濁にごっている。意識すらも半なかば混こん濁だく状態であるように察せられたが、アリスは慎重に問いを重ねた。

「──いかにも、私こそが光の巫女。さあ、私をどこに連れていくのです。私を求めるのは、誰なのですか」

「……るるるる……」

　オーガの、無事なほうの眼めが鈍するどく光った。長い舌を伝って、血の混じった唾だ液えきが零こぼれる。

「……皇帝……ベクタ、言った。欲しいの、光の巫女だけ。巫女をつかまえ、届けた者の願い、何でも聞く。オーガ……草原帰る……。馬飼って……鳥獲とって……暮らす…………」

　──《皇帝ベクタ》。

　人界の神話にもその名を伝える、暗黒の神。そんなものがダークテリトリーに降こう臨りんしたのか。その神が、《光の巫女》なるものを手に入れるため、戦いくさを起こしたというのか。

　アリスは、得た情報をしっかり頭に刻みつけながらも、目の前の亜人に憐れん憫びんの籠こもった視線を向けた。

　狼おおかみの頭を持つ戦士からは、ゴブリンが放つような生臭い欲望の匂においはまるで漂ただよってこない。ただ命ぜられるまま戦争に加わり、命ぜられるまま弓を引き絞り──しかし、それを放つことさえなく、部族の者はほとんどが死に絶えた。

「……私を恨まないのですか。そなたの民を皆殺しにしたのは、この私です」

　アリスは、無為と知りながらそう問わずにいられなかった。

　オーガの答えは単純だった。

「強い者……強さと同じだけ、背負う。おれも……長おさの役目、背負っている。だから……お前、捕まえて、連れて……いく…………！」

　ぐるるるおおおおっ!!

　突然、オーガの口から凶暴な吼ほえ声ごえが迸ほとばしった。

　逞たくましい右腕が、眼めにもとまらぬ速さでアリスに向かって伸びた。

　チン。

　と短く響ひびいたのは、金きん木もく犀せいの剣の鍔つば鳴なりだった。オーガに倍する速度で抜剣したアリスが、一いつ閃せんさせてから鞘さやに収めたのだ。

　ぴたりと亜人の巨きよ軀くが停とまった。

　アリスが一歩下がると同時に、ゆっくりとオーガはその身を大地に沈ませた。逞しい胸に、一直線の傷きず痕あとが浮かび、そこから最後の天命が淡い光となって零こぼれ出た。

　誇り高い狼ろう頭とうの戦士の骸むくろに、アリスは右手をかざした。ふわりと放散される神聖力を受け止め、幾つかの風ふう素そを生み出す。

「せめてその魂たましいを、草原に飛ばしなさい……」

　アリスが右手を振ると、緑色の光は一陣のつむじ風となって、東の空へと舞まい上がっていった。
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　竜戦車の床に額ひたいを擦こすりつけて平伏しながら、ディーは自分を見下ろす皇帝ベクタの視線に心底恐怖していた。

　皇帝の氷色の瞳ひとみに怒りはない。ひたすら無感情に、ディーの価値を計ろうとしている。己おのれが無能、無用の者であると判断された時、果たして皇帝がどのような処分を下すのか──それを考えただけで骨の髄ずいまで震えがきた。

　やがて、低く滑なめらかな声が、短く問うた。

「ふむ。つまり、お前の策が失敗し、千人の暗黒術師が死んだのは、敵が先んじて空間暗黒力を吸収、消費し尽くしたから……というわけだな？」

「は……はっ！」

　ディーはほんの少し顔を持ち上げ、答えた。

「まさにその通りですわ、陛下。最高司祭なき敵軍に、それほどの術者が残っているという情報は入っておりませんでしたので……」

「暗黒力を補充するすべはないのか？」

　ディーの必死の言い訳を遮さえぎり、皇帝は対応策を求めてきた。しかしそれに対しても、ディーは首を横に振るしかなかった。

「お……恐れながら……敵整せい合ごう騎き士しを殲せん滅めつし得るほどの空間暗黒力が補充されるには、豊かな地力と陽光が必要となりますが、戦場にはどちらも欠けていますわ。オブシディア城の宝物庫になら、暗黒力に転換できる輝石が秘蔵されておりましょうが、回収に向かうにも数日の時間が……」

「なるほど」

　皇帝は軽く頷うなずくと、鋭えい利りな相そう貌ぼうを彼方かなたの峡谷へと向けた。

「……しかし見たところ、この地には草木もなく、またすでに日も沈んでいるようだが。お前は、何を力の源みなもととして大規模術式を実行しようとしたのだ？」

　ディーは恐怖のあまり、暗黒術の開祖であるはずの神ベクタが、ごく基本的な理屈について問うてくる違和感を意識できなかった。己おのれの保身のみを懸けん命めいに追い求める女術師は、ひたすら口を動かした。

「はっ、それは、何と言っても戦場でありますから……亜人ども、また敵兵どのも流した血と尽きた命が、暗黒力となって大気を満たしていたのですわ」

「ふ……む」

　皇帝が仮の玉ぎよく座ざから立ち上がったので、ディーは全身を強こわ張ばらせた。

　こつ、こつ、と黒革の長靴が近づいてくる。内臓を絞られるような恐怖。

　凍りつくディーのすぐ左で立ち止まった皇帝は、毛皮マントの裾すそを夜風になびかせながら、小さく呟つぶやいた。

「血と……命か」
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「光の巫み女こ……？」

　干した果物と木の実を刻んで混ぜた平焼きパンを大きく囓かじり取った騎き士し長ちようベルクーリは、逞たくましい顎あごを動かしながら、不ふ明めい瞭りような声で言った。

　一時的な停戦状態を利用して、守備軍の兵たちには補給部隊から大急ぎで糧食が配布された。負傷者の治ち療りようはあらかた終了し、高位術者でもある整合騎士の活かつ躍やくもあって、瀕ひん死しだった者ですらもすでに起き上がってスープを啜すすっている。

　しかしもちろん、死んだ者たちは戻ってこない。二千人以上いた第一部隊のうち、百五十人近い衛えい士しと、一人の下位騎士が命を落としていた。

　アリスは、折り畳み式のテーブルを挟んで座る騎士長に頷うなずきかけた。

「はい。そのような名前はどんな歴史書にも出てきた記憶はありませんが、しかし敵の司令官がそれを強く求めているのは確かと思われます」

「司令官……闇やみの神ベクタ、か」

　唸うなるベルクーリの前に置かれたコップにシラル水を注ぎながら、副長ファナティオが言葉を発する。

「とても信じられません……神の復活、などと……」

「まぁ、な。しかし、得心のいく部分もある。敵本陣を覆おおう異質な心シン意イを、お前も感じておらんわけではあるまい」

「は……確かに、吸い込まれるような冷気を感じる気もしますが……」

「世界が創つくられて以来、初めて東の大門が崩くずれたんだ。もう何が起きても不思議じゃねえ、と考えるべきかもしれん。だがな……嬢じようちゃんよ」

　力強い眼光がアリスを正面から捉とらえる。

「ダークテリトリーに暗黒神ベクタが降こう臨りんし、そいつが《光の巫女》を求めていて、その巫女が嬢ちゃんのことだと仮定するとして、だ。問題は、それがいまの戦況にどう影えい響きようするか……だぜ」

　そう。

　結局は、そういうことになる。ベクタは巫女を手に入れれば満足するのだとしても、残る闇の種族らは、人界を喰くらい尽くすまでは決して止まるまい。この峡谷を何が何でも死守せねばならないという状況に変わりはない。

　しかし、アリスには、もうひとつだけ脳裏に染み付いて離れない単語があった。

《ワールド・エンド・オールター》。

　半年前の、セントラル・カセドラル最上階での激げき闘とうの後で、キリトが水晶板越しに会話していた《外界の神》が口にしていた言葉だ。

　──ワールド・エンド・オールターを目指せ。

　──東の大門から出て、ずっと南へ。

　そこに行けば、キリトの心を甦よみがえらせることができるかもしれない。しかしどんなに行きたくとも、大門の防ぼう衛えいを放棄するわけにはいかない。

　でも、追ってくるなら。

　光の巫み女こを求めるベクタとその軍が、大門から出たアリス一人を追いかけてくるならば。

　むしろ、敵軍を人界から引き離し、守備軍を増強するための時間を稼かせげるのではないか。

　あまりにもあやふやな《オールター》の話は伏せたまま、アリスは毅き然ぜんとした口調で守備軍の最高指揮官に告げた。

「小お父じ様……いえ、ベルクーリ閣下。私が単身、敵陣を破って、ダークテリトリーの辺境へと向かいます。敵の首しゆ魁かいが《光の巫女》を欲しているのなら、少なからぬ手勢と共に私を追ってくるはず。充分な距離を取って分断したところで、残る敵軍を逆ぎやく撃げき、殲せん滅めつしてください」
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　皇帝ベクタは、一いつ切さいの感情が含まれない、乾いた声で言った。

「ディー・アイ・エル。三千も使えば足りるか？」

「は……？」

　言葉の意味が解わからず、ディーは再び顔を持ち上げた。皇帝の横顔は、いっそ穏おだやかとすら思えるほどに滑なめらかだったが、しかし薄うす青あおい色の瞳ひとみはぞっとするような光を湛たたえて眼下の軍勢を見下ろしていた。

　再び、ベクタの口が動く。

「敵整せい合ごう騎き士しを排除する大規模術式を、再度行使するための暗黒力として──」

　続いた言葉に、さしもの冷酷なディーも、愕がく然ぜんと両りよう眼めを見開いた。

「あのオーク予備兵力の命を、三千も消費すれば足りるのかと訊きいている」

　両脚から這はい登る冷気。深しん甚じんなる恐怖。

　それらは、ディーの頭に染み込む過程で、甘美な陶酔へと変わった。

「……充分でございますわ」

　ディーは、無意識のうちに皇帝のブーツに額ひたいを押し当て、囁ささやいた。

「ええ、充分でございますとも、陛下。残る術師二千名、総力をあげてご覧らんに入れて差し上げますわ……我が暗黒術師ギルド史上最大最強、何者も目にしたことのない恐怖の術式を……」
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　人界、暗黒界問わず、アンダーワールドに住まう者の名前は、使用されている言語と直結する意味を持たない。

　これは、最初の人工フラクトライトを育てた四人のラース技術者たちが、名前というものについて深く考えることなく、いかにもファンタジー的なカタカナの名前を我が子やその孫たちに与えたことに端たんを発する。

　原初の四人が死去ログアウトしてからは、フラクトライトたちは独力で子供を産み、育てていかなければならなかった。そこで真っ先に彼らを途と惑まどわせたのが、確立されないままの命名法だった。

　やむなく、初期の親たちは、自分と似たような、意味を持たない音の組み合わせを子に与えていた。しかし時代が下り、世代交代が進むなか、いつしか名付け方にも法則が生まれ、それはアンダーワールド独自の《命名術》というようなものにまで進化することとなった。

　つまり、アからンまでの文字と、濁だく音おん、半濁音全てに意味を与え、その組み合わせによって子供の未来に願いを込める──というものだ。

　例を挙げれば、ア行の文字は真しん摯しさ。カ行の音は快活さ。サ行は俊敏さ。タ行は健すこやかさ。ナ行はおおらかさ。ラ行は美しさ……等々。たとえば《ユージオ》は、優しく、仕事が早く、正直であるようにという意味になる。《ティーゼ》は、元気で面倒見がよく、武術の才があることを願ってつけられた名前。《ロニエ》は可愛かわいらしく、心が豊かで、真ま面じ目めであるようにという名前だ。

　命名術はダークテリトリーの亜人たちにもほぼ共通している。たとえば《シグロシグ》は、敏びん捷しよう、勇猛、精せい悍かん、また敏捷勇猛たるべし、という欲張りな名前である。例外は繁はん殖しよく力りよくの強いゴブリン族で、彼らは《コソギ》や《シボリ》というふうに動詞の連用形を用いることが多い。また暗黒術師の名家では、命名術を下等な習俗と見なし、古代暗黒語の頭かしら文も字じだけを用いる伝統がある。

　さて──。

　亜人五族を率ひきいる五人の将の、最後の生き残りであるオーク族の長おさ。

　彼は、その名を《リルピリン》と言った。

　リルピリンは、暗黒将軍シャスターをして、暗黒術師の長やゴブリンの長と並んで人界との和平を阻はばむ最大の障害であると言わしめたほどの、人族への強烈なまでの敵意の持ち主として知られている。

　しかし、それは決して生来の性質ではなかった。

　彼は、オークの有力豪族の子として生を受けた時、一族の歴史上もっとも見み目め麗うるわしい赤子だと賞された。与えられた名前は、美しさを表すラ行の音を三つも含んだ、オークとしては稀け有うなものだった。

　リルピリンは、両親の願いどおり、容姿も、そして心根も美しい若者としてまっすぐ育った。武才にも恵まれ、次代の長おさとして誰からも期待され、そしてある日、当時の族長に付き従って、初めてオーク領がある南東の湖沼地帯を出て帝城オブシディアに上った。

　きらびやかな鎧よろいと剣で身を飾り、誇らしく背を反そらして城下町へと入った彼が目にしたのは──ほっそりとした体、艶つややかな髪、そして麗しい目鼻立ちを持つ人族たちだった。

　リルピリンは、天地が砕けるような衝しよう撃げきとともに知った。自分の美しさは、あくまで「オークとしては」という一句が先に付くものであること。そしてオークは、暗黒界で最も醜みにくい種族として嘲ちよう笑しようされていることを。

　でっぷりと丸い腹、短い手足、巨大で平らな鼻、小さく潰つぶれた眼め、垂たれ下がった耳。

　そのような造ぞう作さくを与えられたオークの中で、リルピリンが美しいと称たたえられたのは、顔立ちがわずかばかり人族に近いからという理由だったのだ。

　それを知った時、リルピリンの魂たましいは崩ほう壊かい寸前にまで追い込まれた。精神を保つため、彼はひとつの激げき烈れつな感情にすがるしかなかった。

　つまり、敵意だ。いつか必ず人族を打ち滅ぼし、全員を奴隷化したあげく、二度とオークを醜いと嗤わらえないように一人残らず眼を潰してやる、という凄せい惨さんな決意を秘めたままリルピリンはオークの長となった。

　だから、彼は決して、コソギのように先天的な残ざん虐ぎやく性せいを持っているわけではない。人族への敵意は巨大な劣等感の裏返しであって、一族の者に対しては、変わらず慈悲深い名君だった。




「そ……そではあんまりだ!!」

　皇帝の命令が届いた時、リルピリンは思わず叫んだ。

　オーク族はすでに、第一陣の補助兵力として一千名を出し、悉ことごとく失っている。自分の指揮の届かないところで、ゴブリンやジャイアントどもに命ぜられるまま戦い、死んでいった彼らのことを考えるだけでも胸が潰れそうだというのに、新たに下された指示はあまりにも無慈悲なものだった。

　暗黒術師の攻撃術の礎いしずえとなるために、三千の人柱を拠出せよ。

　戦士としての名めい誉よも、それどころか知性ある者の尊そん厳げんすらも認められない死に様だ。ただの肉──輜し重ちよう部隊が食料として引き連れている毛長牛と何ら変わりないではないか。

「おでだちは、戦うだめにここに来たんだ！　お前だちの失敗を、命で償つぐなってやるだめではない！」

　甲かん高だかい声を振り絞り、リルピリンは抗弁した。

　しかし、腕組みをして立つ暗黒術師総長ディーは、冷たい眼めでオークの長おさを見下ろしながら傲ごう然ぜんと言い放った。

「これは皇帝の勅ちよく令れいである!!」

　ぐ、とオークの長は喉のどを詰まらせた。

　皇帝ベクタの力のほどは、暗黒将軍の叛はん乱らん劇げきの折に嫌いやと言うほど見せつけられている。十侯を遥はるかに超える、圧倒的な強者だ。

　強者には従わねばならない。それが暗黒界に於おける絶対の掟おきて。

　しかし──、しかし。

　リルピリンは立ち尽くしたまま、硬く握った両りよう拳こぶしをぶるぶる震わせた。

　と、背後から、オークにしては滑なめらかな声が掛けられた。

「長よ。皇帝の命には、従わねばなりませぬでしょう」

　はっと振り向くと、そこに立っていたのは、同族にしてはほっそりした体と優美な長い耳を持つ女オークだった。リルピリンの遠とお縁えんにあたる豪族の出で、子供の頃にはよく一緒に遊んだこともある。

　穏おだやかな笑みを口元に滲にじませ、彼女は続けた。

「私と、我が兵三千名、喜んで命を捧げまする。皇帝のだめ……そして、一族のだめに」

「…………」

　リルピリンは言葉を失い、ただ長い牙きばを砕けんばかりに食いしばることしかできなかった。女オークは一歩前に出ると、密ひそやかな声で囁ささやいた。

「リル。私は信じでいます。人族だけではなく、死んだオークの魂たましいも神界に召されるのだと。いづか……まだ、そこで会いましょう」

　お前までもが命を捧げる必要はない、と言いたかった。しかし、三千の兵に理り不ふ尽じんな命令を即座に受け入れさせるには、彼らがある意味では族長よりも崇拝している姫騎き士しである彼女が運命を共にするしかないことも確かだった。

　リルピリンは拳を開くと、姫騎士の手を握り、呻うめくように言った。

「すまない、レン……許しでくれ……すまない……」

　そんな二人を厭いとわしそうに見下ろしながら、ディー・アイ・エルが無慈悲に言い放った。

「五分以内に、三千の兵を峡谷の手前百メル地点に密集陣形で集合させよ。以上だ！」

　身を翻ひるがえし、去っていく暗黒術師を、オークの長は燃え上がらんばかりの両眼で睨にらみ付けた。なぜオークだというだけで、こんな仕打ちを受けなければならないのか。これまで何度も繰くり返してきた問いが再び胸中に渦巻いたが、今度もまた答えは出せなかった。

　整然とした縦じゆう列れつを組み、死地へと行進していく三千の兵たちは、いっそ誇らしげですらあった。だが、彼らを見送る七千の同族からは、すすり泣きと怨えん嗟さの声が低く、深く響ひびいた。

　装そう甲こう猪ししにまたがる姫騎士に率ひきいられた三千のオークは、暗黒騎士団と拳けん闘とう士し団だんの陣のあいだを堂々と抜けていき、峡谷の入り口から少し下がった地点で方陣を組んだ。

　それを待ちかねていたように、先の巨大爆ばく発はつに吞のまれなかった二千の暗黒術師たちが不吉な姿を現し、方陣を取り囲む。

　開始された詠唱は、術式のおぞましさを映してか、ひどく耳みみ障ざわりな不協和音を伴って大気を震わせた。

「あ……ああ…………」

　リルピリンは掠かすれた呻うめき声ごえを放った。突然、オーク兵たちが苦く悶もんするように身を捩よじり、地に崩くずれたのだ。

　のたうつ彼らの体から、白く瞬またたく光の粒が間断なく吸い出されていく。それらは術師どもの手て許もとへ集まると同時に黒く変色し、粘液質にわだかまりながら、次第に奇怪な長虫のような姿へと変へん貌ぼうしていく。

　三千の兵たちの悲ひ鳴めいが、鋭するどく鮮あざやかにリルピリンの耳まで届いた。それに混じって、口々に叫ばれる言葉も。

　オーク万歳。オークに栄光あれ。

　直後、兵たちの体が立て続けに爆はぜ始めた。血と肉片をばら撒まきながらいっそう大量の光を放出し、たちまち術師たちに奪われる。

　いつしかリルピリンは両りよう膝ひざを突き、右みぎ拳こぶしを地に打ち付けていた。溢あふれ出した涙が、大きな鼻の両側を伝い、音を立てて黒い砂じや利りに落ちた。
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　歪ゆがんだ視界の中央で、ひときわ目立つ鎧よろいを着た姫騎き士しの全身から、真紅の花のように鮮血が迸ほとばしった。

「…………レンジュ……！」

　喉のどからその名前を絞り出すと同時に、姫騎士はゆっくりと地面に倒れ、見えなくなった。

　食い縛しばった牙きばが唇を引き裂き、リルピリンの口からも血が滴したたった。

　──人め。

　人め！

　人どもめらが!!

　怒りと怨うらみの絶叫が頭の芯しんで弾はじけるたびに、なぜか右みぎ眼めが強く痛んだ。
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　時を遡さかのぼること十数分。

　人界守備軍本陣では、二分された衛えい士したちが、再会を誓ちかい合って固い握手や抱ほう擁ようを繰くり返していた。

　整合騎士アリスの宣言を受け入れた騎士長ベルクーリが、もう一つの決断を付け加えたのだ。

　それは、囮おとりとなって敵軍を引きつける《光の巫み女こ》ことアリスに、兵の五割を同行させる、というものだった。もちろんアリスは強く反対し、単独行を主張したが、騎き士し長ちようは聞き入れなかった。

　──敵軍はまだまだたっぷり残っている。囮が嬢じようちゃん一人じゃあ、追ってくる敵もそう多くはねぇだろう。充分な数が共に逃げてこそ、分断策も成功するってもんだ。

　そう言われれば、反論はできない。オーガの長おさが口にしただけの曖あい昧まいな情報を根拠に、自分一人が敵全軍をおびき寄せられると主張するのは強引すぎるのも確かだからだ。

　それに、アリスは、雨アマ縁ヨリの背中に自分だけでなくキリトも乗せていくつもりでいた。単身囮となりつつ彼の身を守り続けられるかどうか、一抹の不安がなくもない。部隊が同行してくれるなら、その意味では心強い。

　守備軍の分割を決定したベルクーリは、更に皆を驚おどろかせた。

　総指揮官たる騎士長自身も、囮部隊に加わるというのだ。

　これには、残留部隊の指揮官に命ぜられたファナティオとデュソルバートが大反対した。

「お前らはもう充分働いたじゃねえか。俺にもちったぁ戦わせろよ」

　諭さとすような口調で言うベルクーリに、ファナティオは眦まなじりを吊つり上げて抗弁したものだ。

「私がお傍そばにいなければ、着替えも畳めないような人が何を仰おつしやいますか!!」

　これには、騎士や衛えい士したちの間から、大いに囃はやし立てる声が上がった。ベルクーリは苦笑し、ファナティオの耳みみ許もとに顔を寄せて何ごとか囁ささやき──驚おどろいたことに、副長は俯うつむいて引き下がったのだった。

　デュソルバートのほうは、先刻の戦せん闘とうで矢が尽きてしまったという明快な事実を指摘され、こちらもやむなく受け入れた。現在、最寄りの町に補給隊員が仕入れに向かっているが、一、二時間でどうなるものでもない。

　進む部隊と留とどまる部隊、どちらの兵士たちの顔にも等しく緊きん張ちようと気き遣づかいが満ちていた。実際、どちらがより危険なのかは定かでない。敵軍の何割が囮おとり部隊を追跡し、何割が峡谷攻こう撃げきを続行するかは、神のみぞ──いや、敵軍の総指揮官たる暗黒神ベクタのみが知っているのだ。

　やがて、囮部隊に加わるベルクーリ、アリス、レンリ、シェータの上位騎き士し四人とその飛竜、千人の衛えい士し隊たい、二百人の修道士隊、五十人の補給隊の準備が整った。エルドリエは自分も囮部隊に加わりたいと食い下がったが、アリスに強く諭さとされてしぶしぶ引き下がった。見習い騎士のリネルとフィゼルも散々駄々をこねたが、騎士長に「後を頼む」と言われては、さしもの彼女らも納得するしかなかったようだ。

　物資の輸送用には、四頭立ての高速馬車が八台用意された。その一つに、車くるま椅い子すのキリトと、二人の少女練士も乗っているはずだ。

　アリスは、ティーゼとロニエの同行を許すべきか否いなか大いに迷った。しかしキリトの世話をする者は必要だし、加えて何があったのか、上位騎士のレンリが命に代えても彼女たちを守ると誓ちかったのだ。

　アリスは、正直なところ、騎士レンリのことをあまり記憶に留めていなかった。だが、幼さの残る顔に滲にじむ決意と、両腰に装備された神器《雙そう翼よく刃じん》の凄すごみのある輝きに偽いつわりはないと思えた。

　ベルクーリの騎竜《星ホシ咬ガミ》が重々しく助走を開始すると、衛士たちからは抑えられた歓かん声せいが上がった。

　アリスは、雨アマ縁ヨリの手た綱づなを握って離陸の時を待ちながら、地上で見送るエルドリエにちらりと視線を送った。

　常に饒じよう舌ぜつな弟子が、出撃準備のあいだ、やけに寡か黙もくだったことが気にかかっていた。しかし、何か言葉を掛けようとした寸前、星咬がふわりと離陸し、アリスも慌てて前を向くと雨縁の腹を優しく蹴けった。愛竜は力強い助走を経て浮き上がり、レンリの騎竜《風カゼ縫ヌイ》と、シェータの騎竜《宵ヨイ呼ヨビ》が続く。

　微速で先を行くベルクーリが、振り向いて叫んだ。

「よし、峡谷を出ると同時に、竜の熱線を敵本隊に一いつ斉せい射！　向こうにはもう遠距離攻撃手段はほとんどないはずだが、竜騎士にだけは気をつけろよ！」

　騎士長の指示に、はいっ、と鋭するどく応こたえる。

　すぐ後ろからは、騎馬と徒歩で突進する衛士たちの足音が追いかけてくる。彼らと馬車部隊が峡谷を出て、南──つまり右方向に転進し、充分に離れるまでは四人の上位騎き士しだけで戦場をかき回さねばならない。

　狭く暗い峡谷の前方に、無数の篝かがり火びが見えてくる。

　やはり多い。あれだけ倒したのに、敵にはまだ三万近い兵力が残っているようだ。

　とは言え、その主戦力は暗黒騎士と拳けん闘とう士しであるはず。どちらも近接戦せん闘とうに特化した部隊で、飛竜に騎乗した整合騎士に対する有効な攻こう撃げき方法は持たない。

　────いや。

　これは、何だ。

　風切り音の下から届いてくる、低くうねるような、呪じゆ詛そじみた唱和。

　術式の……多重詠唱!?

　馬ば鹿かな、この一帯にはもう、大規模術式を行使できるほどの神聖力は残っていないはず!!

　アリスは自分の直感を否定しようとした。

　しかし同時に、すぐ前を飛ぶベルクーリが、「奴やつら……何て真ま似ねを!!」と吐き捨てるように叫んだ。
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　ああ。

　なんと、いう、力か!!

　暗黒術師総長ディー・アイ・エルは、両手を天にかざしながら、甘美な法悦に全身をわななかせた。

　これほど濃のう密みつに飽和した空間暗黒力を味わえた術師が、かつて存在しただろうか。

　知性あるものの天命は、この世界で最も優先度の高い、純粋な力の源みなもとである。たとえそれが、卑いやしく醜みにくいオークの命であろうとも。この密度を百年ものの美酒にたとえるならば、陽光や大地から供給される暗黒力などただの水だ。

　先刻の《広域焼却弾》に用いようとしたのは、あくまで戦闘で消費された命の残のこり滓かすである。しかしいまは、三千もの命を、術式によって直接暗黒力に変換しているのだ。

　ディー以下二千名の術師たちが差し出す両手には、黒いもやが凝ぎよう集しゆうして出来上がったような、無数の足を持つ醜しゆう悪あくな長虫が何匹もまとわりついている。

　これらは闇あん素そから生成された《天命喰くらい》の疑似生物だ。どんなに高優先度の剣や鎧よろいだろうと、実体あるものでは防げない。暗黒力の変換効率では火炎攻撃に劣おとるが、これほど豊富な供給源があれば話は別だ。

　貴重な部下を千人も焼き殺してくれた、敵の《光の柱》への意趣返しとしてディーはこの術を選んだ。のたうち回って死んでいくオーク兵の断だん末まつ魔ますら、いまは心ここ地ち好よく耳に響ひびいた。

「よーし……《死し詛そ蟲ちゆう》術、発射用意!!」

　高らかに叫んだディーの両りよう眼めが──。

　何を血迷ったか、峡谷の奥から突とつ撃げきしてくる四騎きの竜騎士を捉とらえた。

　一いつ瞬しゆんの驚おどろきは、すぐさま歓かん喜きへと変わった。このままなら、敵の最大戦力である整合騎士とその飛竜を、まとめて片付けられる。

「焦あせるな!!　充分引き付けろ!!　……まだ……まだだ…………──いまだ、放てぇぇぇッ!!」

　ゾワアアアァァァァッ!!

　怖おぞ気けをふるうような振動音を撒まき散らして、無数の黒い長虫たちは、敵騎士目指して一直線に飛びかかっていった。
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　漆しつ黒こくの大波となって押し寄せてくる敵の攻撃術を視認した瞬間、一般民の衛えい士しのみならず、上位整合騎士までもが数秒にせよ思考を停止させた。

　先にアリスが放った光こう素そ術じゆつを上回るであろう超高優先度の闇あん素そ術じゆつ。物理防御不可能な、直接天命を損耗させる呪じゆ詛そ系遠隔攻撃。

　神聖力の変換効率が低い闇素術を、周囲の空間力が枯こ渇かつし切っている状況下で、どうやってこれほど大規模、高密度に発動できたのか──という謎なぞを看破できたのは、騎士長ベルクーリだけだった。

　しかし彼とても、対応策を即座に指示することまではできなかった。

　あらゆる攻撃術には、その源みなもととなった素因エレメントや、密度、範はん囲い、速度、方向など、多くの属性が存在する。

　ゆえに防御するためには、それら属性を相そう殺さい、あるいは逆利用する必要がある。火炎術なら凍とう素そで打ち消す、追尾術なら囮おとりを撒く、直進術なら高速で回かい避ひするなど、適切な対応を瞬時に選択実行できることが高位術者の条件であると言っていい。

　だが、この場合だけは。

　敵の攻撃が、あまりにも規格外だった。

　闇素を相殺できるのは光素のみ。しかし光素もまた変換効率が低く、とてもあれだけの呪詛を祓はらえるほどの量を生成はできない。ファナティオの記憶解放攻撃ならば間違いなく敵術式を撃うち抜けるが、天てん穿せん剣けんの光はあまりにも細すぎるし、そもそもこの囮部隊に彼女はいない。

「反転!!　急上昇!!」

　ベルクーリは、ただそう叫ぶことしかできなかった。

　四匹の飛竜が、螺ら旋せんを描くように身を翻ひるがえし、まっすぐ峡谷の上空を目指す。

　長虫の群れも、おぞましい羽音とともに向きを転じる。

　しかし。

「──いかん!!」

　ベルクーリは再び叫んだ。

　追ってくる蟲むしたちは、全体の半分にも満たない量だったのだ。残りは全て、地上を走る衛えい士したちと、補給部隊目掛けて直進した。

「…………っ!!」

　鋭するどい呼吸音を漏もらし、騎き士しアリスが騎竜を反転急降下させた。下方を這はい進む暗黒術の先頭めがけて、真っ逆さまに突進していく。

　シャッ!!　と高らかな鞘さや鳴なりとともに金きん木もく犀せいの剣が抜き放たれた。たちまち、刀身が山吹色の輝きを帯びる。

「嬢じようちゃん!!　無理だ、その技では!!」

　ベルクーリは懸けん命めいに愛まな弟で子しを引き留めようとした。

　一対多数の戦せん闘とうならば圧倒的なまでの威力を示す金木犀の剣の武装完全支配術だが、属性はあくまでも剣と同じ金属。実体の薄うすい呪じゆ詛そを斬きることはできない。

　アリスにも、それはいやというほど理解できていた。しかし、衛士たちが襲おそわれるのをただ見ていることなどできようはずもなかった。

　その時。

　五頭目の飛竜が、流星のような勢いで谷の奥から突進してきた。

《滝タキ刳グリ》。

　上位騎士、エルドリエ・シンセシス・サーティワンの騎竜。
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　竜の手た綱づなを握りながら、エルドリエはただひとつの言葉だけを脳裏で繰くり返していた。

　守る。

　師を。アリスを。剣を奉げ、献身を誓ちかった人を、何としても守らなければ。

　だが同時に、まったく同じ音量でその決意を嘲あざわらう声も聞こえた。

　どうやって守るというのだ。お前のような力足らずが。あらゆる能力に於おいて遥はるかに劣おとり、そのくせ師の視線を、気持ちを求めてやまない愚おろか者ものが。

　整合騎士としてはまだまだ若じやく輩はいであるエルドリエの剣を支えてきたのは、ひとえにアリスに尽くさんという強烈な心シン意イだった。それあってこそ彼は上位騎士になれたのだが、ゆえに心が揺らいだときの反動もまた大きかった。

　──自分には、師アリスを守る力も、その傍かたわらに立つ資格もない。

　そう思い詰めた時点で、彼の力は急速に失われつつあったのだ。胸むな騒さわぎを感じて滝タキ刳グリに飛び乗り、囮おとり部隊を追いかけたものの、自分に何ができるのかさえ解わからない。

　かくなるうえは、師とともに、この地で命を散らすもまた良し。

　そんな諦あきらめを抱きながら飛ひ翔しようするエルドリエは、ふと何かを聞いた気がして、視線を地上に降ろした。

　押し寄せる闇やみの術式に気付いて混乱する衛えい士し隊たい。その後部で、同じように列を乱している補給隊の馬車。

　一台の幌ほろを貫つらぬいて、ささやかな青い光がちかちかと瞬またたいた。

　脳裏に、不思議な声が聞こえた。




　──あなたの決意に。

　──守りたいという気持ちに。

　──代価は必要ない、そうでしょう？

　──愛は求めるものじゃない。ただ与え、与え尽くしても、決して枯かれることのないもの。そうでしょう……？




　ああ……。

　私は、何を迷っていたのか。

　力が足りないから。心を独占できないから。だから守れない。

　なんてちっぽけな……。

　アリス様は、人界全てを救おうとしているというのに。




　エルドリエは、右手で滝刳の手た綱づなを強く鳴らし、叫んだ。

「行けッ!!」

　主あるじの意志を感じ取ったかのように、竜が力強く翼つばさを羽ばたかせ、一気に加速した。降下してくる雨アマ縁ヨリとすれ違う瞬間、エルドリエを引き留めようとするアリスの声が聞こえた。しかし速度を緩ゆるめることなく、殺到する長虫の群れ目掛けて急上昇する。

　左手で、腰から白銀の鞭むちを外す。

　神器《霜そう鱗りん鞭べん》は、遥はるかな昔、東帝国の山間部で神蛇と呼ばれた巨大な蛇を源みなもととする武器である。その記憶を解放することで射程を数倍に伸ばし、軌道を自在に変化させられる。

　とはいえ、呪じゆ詛そ系術式に対して、その力はほとんど役に立たない。

　しかしエルドリエは、断固たる確信とともに強く念じた。

　──蛇よ!!

　古いにしえの神蛇よ！

　お前もくちなわの王ならば、あれら如ごとき長虫の群れなど、喰くらい尽くしてみせろッ!!

「リリース・リコレクション!!」

　高らかな声を受けた瞬しゆん間かん、霜そう鱗りん鞭べんが、眩まばゆい銀光を放った。

　輝きの中で、鞭むちが無数に分裂する。何百本もの光条となって、闇やみ色いろの長虫どもに襲おそいかかっていく。

　いつしか光は、輝く蛇たちへと姿を変えていた。エルドリエの左手から放射状に放たれた蛇の群れは、鋭するどい牙きばの煌きらめくあぎとを開け、死の長虫に喰らいついた。

　ぞぶっ！　という音が響ひびき、体を千切られた長虫が闇あん素そに戻って舞まい散る。

　途と端たん、衛えい士したちを襲おうとしていた一群と、上空の飛竜を追っていた一群が、どちらも光の蛇を最優先の敵と認識したかのように向きを変えた。

　蛇たちは、たちまち無数の長虫に纏まとわりつかれる。呪じゆ詛そは蛇の体をさかのぼり、その源みなもとへと殺到していく。

　エルドリエは、この状況で唯一干渉可能な敵術式の属性である《自動追尾属性》を利用し、自分ひとりの身に全ての威力を集中させたのだ。

　────アリス様。
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　微ほほ笑えみ、瞼まぶたを閉じた、次の瞬間。

　騎き士しの全身が、闇に吞のまれた。

　整合騎士エルドリエ・シンセシス・サーティワンの、五千を少し超える天命値が──。

　瞬時に、マイナス五十万へと変化した。

　エルドリエの体が、胸のすぐ下で、爆ばく発はつするように砕けて飛び散った。
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「エルドリエ──────[image: !!!]」

　アリスは絶叫した。

　短くも思い出深い日々を共に過ごした、たった一人の弟子が、肉体の半なかば以上を失って飛竜の背中から滑すべり落ちていく。

　雨アマ縁ヨリを三度反転させたアリスは、消滅していく長虫の残ざん滓しを突っ切って飛び、伸ばした左手でエルドリエの右手を摑つかんだ。引き寄せるとあまりの軽さに息が詰まったが、歯を食い縛しばり、竜を上昇させる。

　主あるじを気き遣づかうように、滝タキ刳グリもすぐ隣となりを追ってきた。併進する竜たちの上で、アリスはもう一度叫んだ。

「エルドリエ!!　眼めを……眼を開けなさい!!　許しません、このようなところで、私を置いていくなど!!」

　胸から下を失ったエルドリエの青白い瞼まぶたが、わずかに震えた。

　うっすらと持ち上がった睫まつ毛げの下で、紫がかった瞳ひとみが、仄ほのかな光を湛たたえてアリスを見た。

「……師、よ……、ご無事で…………」

「ええ……、ええ、無事ですとも、そなたのお陰で!!　言ったでしょう、私にはそなたが必要なのです!!」

　不意に視界が歪ゆがんだ。エルドリエの頰ほおに、次々と水滴が散った。それが己おのれの涙だと意識することもなく、アリスは弟子の体をかき抱いた。

　耳みみ許もとで響ひびく、声にならない声。

「アリス様……あなたは、もっと、ずっと多くの人々に……必要とされております。私は……なんと小さかったのでしょうな……。あなたを……独り占め、しようなどと……」

「そなたが求めるなら何でもあげます!!　だから帰ってきなさい!!　私の弟子なのでしょう!!」

「もう、じゅうぶんに頂きました」

　満ち足りたような囁ささやきとともに、腕のなかのささやかな重みが急速に薄うすれ、遠ざかっていくのをアリスは感じた。

「エルドリエ!!　エルドリエ──!!」

　呼びかける泣き声に、最後の呟つぶやきが、優しく重なった。

「泣かない……で…………。かあさ……ん…………」

　そして、整せい合ごう騎き士しエルドリエ・シンセシス・サーティワン、またの名をエルドリエ・ウールスブルーグの魂たましいは、永遠にアンダーワールドから去った。




　愛する弟子の体が、数秒間にせよ言葉を交かわせたのが奇跡であったかのように、光と化して夜気に溶けていくのをアリスは濡ぬれた瞳ひとみで見守った。

　やがて、鎧よろいの欠片かけらすらも残さずにエルドリエは消滅した。彼の左手に握られていた霜そう鱗りん鞭べんだけが、小さな音を立てて雨アマ縁ヨリの背中に落ちた。並んで飛ぶ滝タキ刳グリが、主あるじの死を悟ってか、悲しげな遠とお吠ぼえを響ひびかせた。

　かすかに漂ただよう薔ば薇らの香りを胸いっぱいに吸い込んでから、アリスは顔を上げた。

　──これは戦いくさだ。

　だから、敵がどのような攻こう撃げきを行おうと、それによってどのような損害を被こうむろうと、それを恨むのは筋違いだ。事実、ほんの数十分前、アリス自身も無慈悲としか言えぬ巨大術式で膨ぼう大だいな敵兵の命を奪っているのだから。

　なればこそ。

　この怒りを。哀かなしみを。更なる力に変えて、更なる殺さつ戮りくをもたらしたとしても──。

「……よもや、覚悟しておらぬとは言うまいな!!」

　金きん木もく犀せいの剣を音高く抜き放ち、アリスは叫んだ。

「雨縁！　滝刳！　全速突撃!!」

　拘束術式によって使役される飛竜は、本来、決められた主以外の者の戦せん闘とう命令は絶対に受け付けない。

　しかし二頭の兄妹きようだい竜は、揃そろって獰どう猛もうな咆ほう哮こうを轟とどろかせると、翼つばさを打ち鳴らして突進を開始した。峡谷の外側、炭色の大地がどこまでも連なるダークテリトリーがたちまち近づく。

　燃えさかる瞋しん恚いに突き動かされながらも、アリスの蒼あおい瞳は、敵本陣の隊形を素早く視認した。

　谷の出口から五百メルほど先の左側に、揃そろいの金属鎧に身を包んだ暗黒騎士団が約五千。

　その右には、逞たくましい体を革帯で締しめ上げた拳けん闘とう士し団だんが同じく五千。これらが敵軍の主力だ。

　後方には、予備兵力と思おぼしきオーク、ゴブリン歩兵と、大規模な輜し重ちよう部隊が展開している。その中に、敵の総大将、暗黒神ベクタもいるはずだ。

　そして最も手前には、暗黒騎士と拳闘士の部隊に挟まれるようにして密集する、黒衣の集団があった。

　あれだ。あれが、先刻の大規模呪じゆ詛そ術じゆつを発動させた暗黒術師たちだ。数は約二千。接近する飛竜に気付いた者から、我先に逃げだそうとしている。

「逃がさん!!」

　低く叫ぶと、アリスは竜たちに命じた。

「奴やつらの後方を狙ねらえ……いまだ、撃うて!!」

　兄妹きようだい竜は即座に首をたわめ、あぎとを大きく開く。口こう腔こうに満ちてくる炎が、白い牙きばを真紅に輝かせる。

　ずばっ、と空気を引き裂いて平行に迅はしった二条の熱線が、後退する暗黒術師たちの行く手に突き刺さった。

　大地を揺るがす爆ばく音おん。吹き上がる火炎。巻き込まれた人ひと影かげが、木の葉のように舞まう。

　炎に退路を塞ふさがれた術師らは、完全に統制を失い、一箇所に寄り集まった。

　アリスは金きん木もく犀せいの剣を高々と掲げた。刀身が、太陽よりも眩まばゆい山吹色の光を放つ。

「──エンハンス・アーマメント！」

　歯切れのいい金属音とともに、剣が幾百もの小片へと分離した。それら一つ一つは、アリスの心シン意イを映して、かつてないほど鋭えい利りに尖とがっていた。
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　馬ば鹿かな。

　有り得ん!!

　暗黒術師総長ディー・アイ・エルは、峡谷から矢の如ごとく突進してくる竜りゆう騎き士しを見上げながら、頭の中で絶叫した。

　三千のオークの命を贄にえとし、二千の術師が詠唱した死し詛そ蟲ちゆう術じゆつは、期待以上の威力を予感させつつ敵軍へと襲おそいかかった。整合騎士どもはもちろん、地上の兵も悉ことごとく食い荒らして余りある優先度だったはずだ。

　なのにどうしたことか、全ての敵の天命を貪むさぼろうとするはずの術式が、たった一人の騎士へと集中し、無む駄だ遣づかい極きわまりない過剰殺さつ戮りくを行っただけで消滅してしまったのだ。

　死詛蟲はより高い天命を持つ生物に吸い寄せられる。つまり意図的に誘ゆう導どうしようと思ったら、人間や飛竜さえも超える、それこそ伝説の魔ま獣じゆう級の疑似生物を瞬しゆん時じに作り出す必要があるが、そんなものを短い術式で生成できるはずがない。この結末は論理的ではない。まったく理屈に合わない。

　──この私が、全世界の叡えい智ちの中心たる暗黒術師ギルド総長ディー・アイ・エルが知らない力など、存在するものか!!

　ディーはぎりぎりと歯は嚙がみしながら、無音の絶叫を迸ほとばしらせた。

　しかし事実として、敵軍はたった一人の犠ぎ牲せいを出しただけで突進を再開し、もう二千人しか残っていない暗黒術師たち目掛けて怒ど濤とうの勢いで襲いかかってくる。

「後退!!　総員後退!!」

　ディーは甲かん高だかい声を張り上げた。

　しかし直後、頭上を二筋の熱線が横切り、ほんの数十メル後方に突き刺さった。

　轟ごう音おんとともに爆ばく炎えんが膨ふくれ上がり、数十人の部下が巻き込まれて悲ひ鳴めいを上げた。ディーが立つ馬車の二階にまで熱波が押し寄せ、自慢の黒髪をちりちりと焦こがした。

「ひっ……」

　悲鳴を上げ、ディーは馬車から転がるように降りた。こんなものに乗っていては、的にしてくれと言うようなものだ。

　部下に紛まぎれて走ろうとしたディーの視界を、眩まばゆい黄金の光が照らした。

　吸い寄せられるように見上げた先で、一頭の飛竜の背に跨またがる整せい合ごう騎き士しの剣が、無数の光へと分離した。

　その光ひとつひとつが、恐ろしいまでの優先度を秘めていることがありありと感じられた。周囲に薄うすく漂ただよう暗黒力から、どのような素因エレメントを生み出そうと防げるものではないことは明らかだった。

　──糞くそッ、畜生ッ、死んでなるものか!!

　──こんな場所で!!　世界の王となるべきこの私が!!

　鬼神の形相で眦まなじりを吊つり上げたディーは、かぎづめのように指を曲げた両手を振りかざし、前を走る二人の術師の背に突き立てた。

　ずぶり、と鋭するどい爪つめが柔肌を裂き、肉を穿うがつ。握り締しめた丸い柱は、術師たちの背骨に他ならない。

「ぎゃあっ……でぃ、ディー様っ……!?」

「なにを……っ!?　お、おやめくださっ……」

　悲鳴を上げつつ懇こん願がんする部下たちの言葉に耳も貸さず、最高位の暗黒術師は、禍まが々まがしい笑みを浮かべながら起句を唱となえた。

　続く式句は、まさしく呪じゆ詛そそのものだった。

　物体形状変化。それも、生きた人間の天命を源みなもととし、その肉体を変容させる呪のろわしい秘術だ。

　ぶじゅる。

　血と肉片を振りまきながら、二つの若く健康な肉体が、不定形の組織へと溶けた。それらは地面にうずくまったディーを隙すき間まなく覆おおい、硬化して、弾力のある生きた防御膜を作り出していく。

　直後、地上を、山吹色の死の嵐あらしが覆おおいつくした。
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　アリスは、耳に届く無数の悲ひ鳴めいを、心を鬼にして遮断した。

　もう二度とあの術は使わせない。術者も、式句もこの地上から抹消する。

　右手に残った、光り輝く柄つかを振り払うたび、その動きに従って鋭えい利りな花弁たちが眼下の敵を薙なぎ払っていく。金属鎧よろいを身につけない暗黒術師たちは、抗あらがうすべもなく体を貫つらぬかれ、倒れていく。

　二千はいたと思われる術師隊の九割以上を殲せん滅めつしたと確信するまで、アリスは記憶解放状態を維持し続けた。剣の天命はかなり損耗しただろうが、惜しむ気持ちはなかった。

　二百人ほどの術師たちが、折り重なる仲間の骸むくろには眼めもくれずに逃げ去っていったが、それまでは追わずにアリスは金きん木もく犀せいの剣を元の姿に戻した。

　視界の左奥、暗黒騎き士し団だん本陣の後方から、十騎ほどの飛竜が飛び立つのが見えたのだ。

　そのまま接近してくるかと思ったが、敵の竜騎士は隊列を組んで滞空しているだけで、距離は詰めてこない。理由はすぐに解わかった。後方から、ベルクーリたちが追いついてきたのだ。

「嬢じようちゃん、無理すんじゃねえ！」

　エルドリエの死を気き遣づかってか、追いつくや否いなやそう声を掛けてくる騎士長に、アリスはどうにか言葉を返した。

「ええ……大丈夫です、小お父じ様。地上部隊の護ご衛えいのほう、よろしくお願いします。私は、囮おとりの役目を果たしてきます」

「おう……だが、あんまり突っ込むなよ！」

　ベルクーリは叫び、敵竜騎士に眼を向けた。アリスは、傍かたわらの滝タキ刳グリに滞空指示を出し、雨アマ縁ヨリを微速で上昇、前進させた。

　暗黒騎士の、拳けん闘とう士しの、オーク、ゴブリンの──そして位置までは摑つかめないが、巨大な気配を持つ何者かの意識が注がれるのをありありと感じる。後方では、ようやく峡谷から出た衛士隊と補給隊が、南へと転進し、全速で離脱していく音が低く轟とどろいている。

　その足音を搔かき消すほどの大声で、アリスは叫んだ。

　心シン意イによって増幅された声は、四方に朗々と響ひびき渡った。

「──我が名はアリス!!　整合騎士アリス・シンセシス・サーティ!!　人界を守護する三神の代行者、《光の巫み女こ》である!!」

　まったくなんの裏付けもない、はったりにも等しい宣言だった。

　しかし直後、敵の全軍が重くどよめいた。アリスを捕らえんとする渇望が、地上から触手のように伸び上がってくる。やはり、敵は人界の蹂じゆう躙りんと同じかそれ以上に、光の巫女なるものを欲しているのだ。

　それが真に自分のことなのか、あるいはただの僭せん称しよう者しやなのか。

　そんなことは、アリスにはどうでもよかった。ただ、敵の半数が自分を追ってきさえすれば。敵をこの地から引き離し、時間を稼かせぐことで、エルドリエが、ダキラが、そして散っていった多くの衛えい士したちが望んだ人界防衛の望みが繫つながるのなら、それでよかったのだ。

「我が前に立つ者は、ことごとく聖なる威光に打ち砕かれると覚悟せよ!!」
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「おお……」

　闇やみの国の皇帝にして暗黒神ベクタ、または魂たましいの狩人かりゆうどガブリエル・ミラーは、玉ぎよく座ざから立ち上がると低い声を漏もらした。

「おお」

　三千ものオークユニットを消費した攻こう撃げきまでもがどうやら失敗したこと、術師ユニットの大半が破は壊かいされたらしいことさえも、ガブリエルに一いつ切さいの動揺を与えなかった。しかしいまこの瞬しゆん間かんだけは、冷え切った魂が確かに震えるのを感じた。

　笑みの形を作った薄うすい唇から、密ひそやかな声が放たれた。

「アリス……。──アリシア……」

　遥はるか彼方かなたの夜空で、ドラゴンの背に立ち、黄金に光り輝く鎧よろいをまとった若い女騎き士しの姿を、ガブリエルの両りよう眼めは詳細に捉とらえていた。

　まっすぐに流れる金髪。抜けるような白い肌。真冬の空のように澄すみ切った蒼あおい瞳ひとみ。

　ガブリエルの意識のなかで、その容姿は、最初に手にかけた少女アリシア・クリンガーマンが美しく成長した姿へと完全に重なった。あの時捕ほ獲かくし損そこねてしまったアリシアの魂が、この仮想世界に再び現れたのだと、ガブリエルには確信できた。

　──今度こそ。

　今度こそは、この手に捕らえねば。あの娘のフラクトライトが保存されたライトキューブを手に入れ、心ゆくまで味わい尽くさねば。

　竜の手た綱づなを引き、南の夜空へと飛び去っていく騎士に青い炎にも似た視線を凝こらしながら、ガブリエルは伝令髑髏スカルに低く、熱く囁ささやきかけた。

「全軍、移動準備。拳けん闘とう士し団だんを先頭に、暗黒騎士団、亜人隊、補給隊の順に隊列を組み、南へ向かえ。あの騎士を、光の巫み女こを無傷で捕らえるのだ。捕らえた部隊の指揮官には、人界全土の支配権を与える」
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　動き出した闇やみの大軍勢が巻き起こす土つち埃ぼこりが、赤い星ばかりが瞬またたくダークテリトリーの夜空を灰色に染め始めた。

　晶しよう素そから生成した簡かん易い望遠鏡を覗のぞいていた騎き士し長ちようベルクーリが、顔を上げて低く唸うなった。

「こりゃあ何と……。暗黒神ベクタとやらは、ずいぶんと嬢じようちゃんにご執しゆう心しんのようだな。全軍で追っかけてくる気らしいぞ」

「喜ぶべき、なのでしょうね。少なくとも無視されるよりは遥はるかにましです」

　緊きん張ちようを生ぬるいシラル水で飲み下しながら、アリスは呟つぶやいた。

　人じん跡せき未み踏とうの──あくまで人界人は、という意味だが──ダークテリトリーの荒野を、峡谷の出口から真南に五キロルほども直進したあたりの小さな丘陵で、守備軍囮おとり部隊は最初の小休止を取っている。

　衛えい士したちの士気は高い。

　一時は全員を絶望の淵ふちに叩たたき落した敵の大規模術式を、一人の整合騎士が身を挺ていして防いだことで、その意気に報むくいるべし！　と全員が決意を新たにしたのだ。

　しかしアリスは、いまだにエルドリエの死を受け入れられないでいる。

　セントラル・カセドラルで共に過ごした時間は決して長くなかったが、彼はお薦すすめのワインやらお菓子やらを見つけてはアリスに味見させたり、気き障ざな冗談を披ひ露ろうしたり、とにかく一日として大人しくしていることはなかった。

　いったいこの若者は、剣技と術を学びに来ているのか、それともただ騒さわぎたいだけなのかと首を捻ひねることもしばしばだった。だが、いまになってようやく解わかった。エルドリエの存在が、いかに自分の心を軽くし、風通しを良くしてくれていたか。

　……そこにある時は、当たり前すぎて存在にすら気付けないのに、なくして初めてその貴とうとさを感じるなんて。

　北西の夜空に鋭するどく連なる果ての山脈を見上げながら、腰の後ろに留めた一巻きの鞭むちにそっと触れる。ユージオの剣を決して手離そうとしないキリトの気持ちが、いまならばよく解る。

　一いつ瞬しゆん瞑めい目もくしたアリスが、再び瞼まぶたを開くのを待っていたかのように、騎士長が言った。

「今後の方針だが……基本的には、囮部隊の整合騎士四人の最後の一人が倒れるまで、ひたすら敵軍を引っ張り、数を削そいでいく、ということでいいんだな？」

　丘陵の北ほく端たんに並んで立つ騎士長に、アリスは深く頷うなずきかけた。

「私はそう考えています。すでに、侵略軍五万のうち半数を殲せん滅めつし、また最も厄やつ介かいと思われた暗黒術師隊もほぼ掃討しました。あとは敵主力たる暗黒騎き士しと拳けん闘とう士しをある程度損耗させ……そして暗黒神ベクタさえ倒せば、残る敵が休戦交渉に乗ってくる可能性は高いと思いますが、いかがでしょう」

「うむ……。問題は、その時敵軍のアタマが誰になってるのか、ということだな。シャスターの小僧さえ健在ならな……」

「やはり、暗黒将軍がすでに……というのは確実ですか、小お父じ様」

「先刻、一いち瞥べつした限りではあの場にはいなかった。シャスターだけでなく、嬢じようちゃんと戦ったこともある、奴やつの弟子の女騎士もいないようだったな……」

　太いため息。ベルクーリが、暗黒将軍とその弟子に、秘ひそかに大きな期待を掛けていたことをアリスは知っている。

　そっと首を振り、最古の騎士は低く呟つぶやいた。

「いまは、シャスターの地位を引き継ついだ暗黒騎士が、志こころざしも受け継いでいることを祈るのみだ。望み薄うすだが……」

「薄いですか」

「うむ。このダークテリトリーに生きる者たちは、禁きん忌き目もく録ろくのような成文法は一いつ切さい持たない。あるのはただ、強者に従うという不文律のみだ。そして……残念ながら、暗黒神ベクタの心シン意イは圧倒的だ……。青二才の騎士なぞでは、とても抵抗できまい……」

　確かに、先刻敵軍を前に名乗りを上げた時、アリスは恐ろしく冷たく、底なしに暗い気配が敵本陣から伸び上がって自分に絡みついてくるのをまざまざと感じた。あんな感覚を味わったのは、整合騎士として目覚めて以来初めてのことだった。最高司祭アドミニストレータの心意を苛か烈れつな雷らい光こうにたとえるならば、あれは漆しつ黒こくの虚無だ。

　思い出しただけで軽く粟あわ立だった二の腕の肌をそっとさすり、アリスは頷うなずいた。

「そうですね……神に逆らおう、などという者がそうそういるとも思えませんし」

　すると、騎士長はふっと短く笑みを漏もらし、アリスの背中をぽんと叩たたいた。

「とは言え、我らが人界には、嬢じようちゃん、キリト、ユージオと三人も現れたわけだしな。この地にも、気骨のある奴らがいることを願おう」

　その時、力強い羽ばたき音が聞こえて、二人は顔を上げた。

　降下してくるのは、騎士レンリの飛竜、風カゼ縫ヌイだ。竜の爪つめが地面を捉とらえるより早く、軽快な身のこなしで飛び降りた少年騎士は、ベルクーリに駆かけ寄ると急せき込むように言葉を発した。

「報告します、騎士長閣下！　この先一キロルほど南下したところに、待ち伏せに利用可能と思われる灌かん木ぼく地帯が広がっています」

「よし、偵察ご苦労。全部隊に移動再開の準備をさせてくれ。……お前さんの飛竜はそろそろ疲れているはずだ、たっぷり餌えさと水をやっておけよ」

「はっ！」

　素早く騎き士し礼れいを行い、走り去っていく小柄な影かげを見送ってから、アリスはふと騎士長の口くち許もとにかすかな笑みが浮かんでいるのに気付いた。

「……小お父じ様？」

　問いかけると、ベルクーリは一いつ瞬しゆん照れたように顎あごをかき、肩をすくめた。

「いやなに……記憶を奪い、天命を停止させて整合騎士を造る《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》なんてのはとても許されるこっちゃないが、しかし、もうああいう若者が騎士団に入ってこないのは残念なことだ、と思ってね」

　アリスは少し考え、同じく微ほほ笑えみながら言った。

「記憶改変、天命凍結を施ほどこさなくては整合騎士にはなれない、なんてことはないと思いますわ、小父様」

　右手でもう一度、霜そう鱗りん鞭べんをそっと撫なでる。

「たとえ私たちがことごとく倒れようとも、魂たましいは……意思はかならず次の誰かに受け継つがれると、私はそう信じます」
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「よおぉし、やっと出番か!!」

　ばしぃっと右みぎ拳こぶしを左ひだり掌てのひらに打ちつけ、拳けん闘とう士しギルドの若き長おさイスカーンは威勢よく叫んだ。

　闘たたかいの熱を間近に感じながら、ただ座して待つのみだった時間のなんと長かったことか。

　亜人部隊を焼き払った恐るべき光の柱も、暗黒術師らが生み出したおぞましい長虫どもも、光の巫み女こを執しつ拗ように求める皇帝ベクタの謎なぞめいた命令すらも、イスカーンの闘とう志しには何ら影えい響きようを及ぼしていない。

　自分の肉体と、それ以外の全て。世界はそのように二分され、そしてイスカーンの興きよう味みは、肉体を鍛きたえ高めること以外にはまったく向けられはしないのだ。彼には、たとえ先に見たような巨大術式の標的となろうとも、拳と気合で全て跳ね返してみせるという断固たる自信があった。

　赤しやく銅どう色に灼やけた逞たくましい裸体に革帯を巻き付け、下した穿ばきとサンダルのみを身につけた拳闘士は、自身が率ひきいる屈強な男女五千人と、その後ろに続く暗黒騎士団を見やった。ほんの五分足らず駆かけ足で移動しただけなのに、拳闘士と騎士連中との間には千メル近い距離が開いてしまっている。

「馬に乗ってるくせに、相変わらず動きが遅いな、騎き士しってのは！」

　毒づくと、すぐ隣となりに控える、イスカーンより頭一つ以上も背の高い巨漢が巌いわおのような口くち許もとに苦笑を浮かべた。

「やむを得ぬでしょう、チャンピオン」

　当代最強の拳けん闘とう士しを示す暗黒語でイスカーンを呼んだ巨漢は、冷静に続ける。

「彼らも馬も、自分と同じほどにも重い防具を身につけているのですから」

「何の役にも立ちゃあしないのにな！」

　言い切ったイスカーンは再び前を向くと、右手の五指を筒状に丸め、それをひょいと右みぎ眼めに当てた。

　炎の色をした虹こう彩さいの中央で、瞳どう孔こうが拡大する。

「オッ、人界の奴やつらも動き始めたぞ。こっちに……じゃないな。まだ逃げる気かよ」

　短い舌打ち。

　五千メルも離れた場所にいる敵の動向を、星明かりだけで正確に見て取ったイスカーンは、少し考えてから言った。

「なあ、ダンパ。皇帝の命令は、追っかけて捕まえろ、だけだったよな」

「そのようですな」

「うっし……」

　右手の親指で鼻筋を擦こすり、にやりと笑う。

「少しつついてみるか。──兎うさぎ隊、前に出ろ!!」

　高く張り上げた声に、即座におうっという剽ひよう悍かんな雄お叫たけびが返った。

　部隊から飛び出して整列したのは、やや細身の──と言っても鞭むちのようにしなやかな筋肉を過不足なく蓄たくわえた百人の闘士たちだった。額ひたいに、揃そろいの白い飾かざり紐ひもを巻いている。

「整合騎士とやらに、軽く挨あい拶さつに行くぞ！　気合入れろよ!!」

　おうっ。

「武ぶ舞ぶ踏とう十七番、開始!!」

　イスカーンは叫ぶと同時に右手を突き上げ、両足を激はげしく踏ふみ鳴らした。

　まったく同じ動作を、側近ダンパと兎隊の百人も、一糸乱れぬ動きで繰くり返す。

　ズン、ザッ、ズンザッ。

　うっ、らっ、うっらっ。

　リズミカルな足踏みと唱和を続けるうち、イスカーンの赤しやく銅どう色の巻き毛には汗の玉が光り、日に灼やけた肌は赤く上気していく。部下たちもまったく同様だ。

　たっぷり一分間の舞踏を終えると、百と二人の闘士たちは、全身から湯気を上げながら動きを止めた。

　いや、それだけではない。暗がりの中で、彼らの肌は、ごくかすかな赤い光を帯びている。

　拳けん闘とう士し。

　それは、肉体の何たるかを数百年にわたって探求し続けてきた一族である。

　剣士も、術師も、最終的には《心シン意イによって対象物に干渉する》ことを極ごく意いと定める。言い換えれば、イマジネーションによる外部事象の書き換え、ということになる。

　しかし拳闘士はその逆──心意によって、己おのれの肉体を強化するのだ。本来的な制約を超え、裸体に鋼鉄を超える防御力を、拳こぶしに岩をも砕く攻こう撃げき力りよくを宿らせる。

　そしてまた、素足で馬を追い抜く脚力も。

「うううううッ、らあああああッ!!」

　高らかな喊かん声せいとともに、イスカーンは地を蹴けって走り始めた。ダンパと百人の闘士も続く。

　彼らの後ろで空気が裂け、大地が震えた。
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「────!?」

　待ち伏せに適した灌かん木ぼく地帯目指して移動を始めた衛えい士し隊たいを追いかけるべく、数歩足を進めたところで、アリスは異様な気配を感じて振り返った。

　何かが来る。

　しかも、速い。

　眼めを凝こらすと、遥はるか地平線をゆっくりと追ってきていたはずの敵軍から、百人ほどの一団が突出し、恐ろしい勢いで距離を詰めてくる。騎き馬ば隊たいの疾走をも超える速度だ。竜騎士か、と一いつ瞬しゆん思ったが、それにしては数が多いしそもそも地上を移動している。

「……ありゃあ、拳闘士だな」

　隣となりで騎士長ベルクーリが唸うなった。

「あれが……」

　その名称を知ってはいたが、実際に目にするのは初めてだった。果ての山脈に出没するのは主にゴブリンやオーク、まれに暗黒騎士といったところで、拳闘士が人界に侵入しようとしたことはこれまでなかったからだ。

　しかし最古の騎士だけあってベルクーリは拳闘士と戦ったことがあるらしく、多少の緊きん張ちようを帯びた声で続けた。

「厄やつ介かいな奴やつらだ。裸の拳こぶしでなら傷を受けるくせに、剣で斬きられることは断固拒否しやがる」

「は……？　拒否……？」

　鋼鉄の刃やいばで身を裂かれることに否いやも応おうもないだろうに、とアリスは思ったが、ベルクーリは軽く肩をすくめて言った。

「戦えば解わかるさ。俺と嬢じようちゃん二人がかりで当たったほうがよさそうだ」

「…………」

　アリスはごくりと喉のどを鳴らした。ベルクーリが、自分一人で足りないと言うからにはよほどの難なん敵てきなのだ。

　しかし、せっかく高まった集中力を、次の騎き士し長ちようの言葉が台無しにした。

「あー、ちなみに……嬢じようちゃんは、脱ぐのは抵抗あるよな、やっぱ？」

「はあ!?」

　思わず両手を体の前で交差させながら、尖とがった声を出す。

「な、何を言い出すのですか！　当たり前です!!」

「違う、そういう意味じゃ……いやそういう意味なんだが……。オレが言いたいのは、奴やつらの拳こぶしに鎧よろいや衣は役に立たないというか、むしろ邪じや魔まというかだな……」

　顎あごをがりがり擦こすりながら要領を得ない言葉を連ねたあげく、騎士長は、まあいいや、と首を振った。

「ともかく、その格好で戦うなら、武装完全支配術の用意をしておけよ」

「は……、はい」

　再び背に緊きん張ちようが伝う。見たところ、接近する敵は百人前後だ。その数に対して金きん木もく犀せいの剣の全力攻こう撃げきが必要と言うからには、やはり容易ならざる相手なのだ。

　しかし、一つ問題があった。

《反射凝ぎよう集しゆう光線》術を発動した時と、暗黒術師を掃討した時に、武装完全支配術を二度にわたって使ってしまったため、金木犀の剣の天命がかなり消耗しているのだ。通常の斬ざん撃げきに用いるなら問題はないが、分離攻撃はあと何分間使えるか心こころ許もとない。

　そしてそれは、騎士長の時じ穿せん剣けんも同じだろう。数百ものミニオンを瞬しゆん時じに落とした凄すさまじい広こう範はん囲い攻撃を、アリスは間近で見ていた。二人の愛剣はともに、少なくとも夜明けまでは鞘さやに収めておくべき状態と言える。

　だが、この数十秒の会話の間にも、敵拳けん闘とう士しの一隊はその逞たくましい肉体の形が見て取れる距離にまで接近している。彼らを、まだ待ち伏せの準備が終わっていない衛えい士し隊たいに接近させるわけにはいかない。

　アリスは、固く唇を引き結んで騎士長に頷うなずきかけると、岩場を北に向かって滑すべり降りようとした。

　しかしその直前、二人の背後から、静かな女性の声が掛けられた。

「私が行きましょう」

　アリスはぎょっとして振り向き、隣となりのベルクーリも目を剝むいた。

　いつの間にかそこに立っていたのは、囮おとり部隊に加わった上位整合騎士四名──ベルクーリ、アリス、レンリに続く最後の一人だった。

　長身瘦そう軀くを、艶つやの薄うすい、地味な灰色の鎧よろいに包んでいる。やはり濃こい灰色の髪は、額ひたいに張り付くようにきっちりと分けられ、首の後ろでひとつに束たばねられている。すっきりと清せい潔けつ感かんのある容よう貌ぼうだが、表情はない。年の頃はアリスと同じ二十前後か。

　名を、シェータ・シンセシス・トゥエルブ。

　腰に帯びる神器は、《黒くろ百ゆ合りの剣》。

　しかし、彼女が剣の銘で呼ばれることはめったになかった。騎き士したちは、たまに彼女を話題にする時は常にもうひとつのあざなで呼んだ。

　すなわち、《無音》。

　アリスがぎょっとしたのは、シェータが単身で敵拳けん闘とう士し隊たいと戦うと言い出したからではない。

　誇張ではなく、初めて聞いたのだ。無音のシェータが発する声を。
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　溝や小川を軽々と飛び越え、ちょっとした岩くらいなら蹴けり砕いて、イスカーンとダンパ、百人の拳闘士たちは猛然たる疾しつ駆くを続けた。

　もうすぐ、悪あく魔まとさえ言われる整合騎士と戦える。その期待が、若き闘士の口くち許もとに、凄すごみのある笑みを滲にじませている。

　正直なところ、この戦いくさに駆かり出されるまで、イスカーンは人界の整合騎士に興きよう味みを抱いたことはなかった。所しよ詮せんは鎧よろいと剣の向こうに隠れているやつらだと蔑さげずんでいたのだ。同じ闇やみの国の人族である暗黒騎士たちの中でも、闘者として敬意を抱けるのは、死んだ暗黒将軍シャスター一人だけだった。

　しかし、待機命令中に瞑めい想そうしながら感じ取った敵整合騎士たちの闘気は、なかなかどうして馬ば鹿かにできないものだった。少なくとも、高級な武器に頼っているだけの連中ではなさそうだと思えた。

　きっと無粋な剣と鎧を砕いてやれば、その下には見事に鍛たん錬れんされた肉体があるに違いない。

　イスカーンはそう期待し、拳こぶしと拳を全力でぶつけ合える予感に闘志を滾たぎららせていた。

　それゆえ。

　数分前まで敵軍が留とどまっていた丘の手前に、ついに一人の敵騎士を見み出いだした時、その立ち姿に拳闘士の長おさは啞あ然ぜんと口を開いた。

　細い。

　見たところ女のようなので、ある程度筋肉が薄うすいのは仕方ないが、それにしても細すぎる。全身くまなく金属鎧で覆おおっていてもなお、イスカーン配下の女拳闘士たちの誰よりも華きや奢しやだ。装甲の下の体には、術師程度の筋肉しかついているまい。腰に下がる長剣までもが、肉を焼くための金かな串ぐし並みに細い。

　右手で部下たちを停止させ、自みずからも土煙を上げて立ち止まったイスカーンは、火炎のように端はしが巻き上がった眉まゆを吊つり上げつつ口を開いた。

「何だよ、てめえは。何してんだ、そこで」

　灰色がかった真まっ直すぐな長髪をかすかに揺らして、女騎き士しは首を傾かしげた。何と答えたものか迷うような──いや、答える必要があるのかと考えているような動作。

　鋭えい利りな小刀でひと息に彫り抜いたような涼しげな目鼻立ちに、一いつ切さいの表情を浮かべることなく女騎士は静かな声を出した。

「私は、あなたを通さないためにここにいます」

　ふはっ、とイスカーンは鼻と口から大量の空気を吐き出し、笑ったものか怒ったものか迷ったすえに軽く肩をすくめた。

「あんたじゃ、ガキ一人通せんぼできねえだろ。それともあれか……騎士のくせに術使いなのか？」

　今度も、じれったいほどの間を置いてから騎士は短く答えた。

「術式は不得手です」

　練り上げた闘とう気きを萎なえさせる敵の態度に苛いら立だちを感じ始めたイスカーンは、

「ああ、いいよもう」

　と吐き捨てるとひとりの部下の名を呼んだ。

「ヨッテ、相手してやれ」

「あいきた!!」

　威勢のいい返事とともに部隊から飛び出してきたのは、やや小柄な女拳闘士だった。小柄と言っても、目方は敵騎士の倍以上あるだろう。逞たくましい筋肉を躍やく動どうさせ、軽やかに足あし踏ぶみをするその顔には、敵とはまったく対照的な荒々しい笑みが浮かんでいる。

「はあっ！」

　女闘士が、五メルも離れたところから空打ちした拳こぶしが風を巻き起こし、女騎士の前髪を揺らした。

　この期ごに及んでも、騎士の細い顔には闘志らしきものはひとかけらも見み出いだせない。代わりに、どこか困惑するような表情で小さく呟つぶやく。

「……ひとり……？」

「そりゃこっちの台詞せりふだよ、このガリガリ！」

　分厚い唇を捲めくり上げて、ヨッテが叫んだ。

「ぶちのめしたら、殺す前に、そのちっちゃな口に干し肉を山ほど詰め込んでやるよ！　いいからさっさと剣を抜きな!!」

　女騎士は、もう何を答えるもの億おつ劫くうと言いたげな表情で、左腰の柄つかを握った。

　しゅらん、と無む造ぞう作さに抜かれた刀身を見て──。

「……なんだそりゃ!?」

　下がって腕組みをしていたイスカーンは、思わず叫んでしまった。

　細い、などというものではない。鞘さやがすでに肉焼き串ぐしのようだったが、抜き放たれた刀身の幅はわずか一セン、子供の小指ほどしかないではないか。しかもどうやら薄うすさは紙一枚ほど、更に色が艶つやのない黒なので、星明かりの下では本当にそこにあるのかどうかも定かでない頼りなさだ。

　ヨッテの顔に、朱色の怒ど気きがみなぎった。

「……ざっけんなっ……」

　両脚で短い武ぶ舞ぶ、というより地じ団だん太だを踏ふんでから、女闘とう士しは一直線に距離を詰めた。

　イスカーンの目から見ても、なかなかの踏み込みだった。拳けん闘とう士しギルドの兎うさぎ隊は、その名に反して、敏びん捷しよう性せいだけでなく鋭するどい牙きばをも持ち合わせた精せい鋭えいなのだ。

　びばっ、と空気を引き裂いて、ヨッテの拳こぶしが撃うち出された。

　顔面を狙ねらったその打突を避よけずに、女騎き士しは極ごく細ぼその剣で防ふせごうとした。

　響ひびいた音は、まるで二つの金属を打ち合わせるような、甲かん高だかいものだった。実際に眩まばゆい橙だいだい色いろの火花までが散った。

　直後。

　くにゃり、と針のような剣があっけなく曲がった。

　イスカーンは唇に薄い笑みを浮かべた。拳闘士の肌は、生なま半なかな剣では裂くことさえできないのだ。

　拳闘士の一族に生まれた子供は、五歳になるとギルドの修練所に叩たたき込まれる。そこで最初に行う訓練は、鋳ちゆう鉄てつのナイフを拳で叩き折ることだ。

　成長するに従って、鋳鉄は鍛たん鉄てつに、ナイフは長剣へと替わっていく。叩き割るだけでなく、生身に振り下ろされもする。その課程で若者たちは、刃物など恐れるに足らないという自負を抱く。我が五体は、刃やいばに対して不可侵なり、と。その確信──すなわち心シン意イが、実際に体を鉄に変えるのだ。

　ギルドの長おさであるイスカーンは現在、眼球で直径二センの鉄針を受け止める。

　一闘士でしかないヨッテはそこまでの心意を鍛きたえてはいないが、それでも兎うさぎ隊の十人組長である彼女の拳が、どんな剣にも負けるはずはないのだ。

　あのような、ぺらぺらで極細な刃となればなおさら。

　大きく撓たわんだ黒い針が、情けない悲ひ鳴めいとともに折れ飛び、女騎士の頰ほおに鉄拳が食い込む様を全ての拳闘士が思い描いた。

　ぴうっ。

　響いたのは、革かわ鞭むちが空気を打つような奇妙な音だった。

　突きを真まっ直すぐ撃ち抜いた姿勢で、ヨッテが静止している。その拳は女騎士の右頰ぎりぎりを掠かすめ、騎士もまた右手を前方に伸ばしている。

　黒い刀身がどうなっているのか、イスカーンの位置からはよく見えなかった。

　──何だよ、あんなでかい的を外すなよ。

　長おさは内心でそう毒づいた。ヨッテの奴やつは、この勝負には勝ったとしても、闘とう技ぎ場じようの三等控え室からやりなおしだ。いくら拳こぶしを硬くしても、敵を殴れないんじゃあ宝の持ち腐れ……。

　ヨッテの握り拳が、中指と薬指の間から、音もなく二つに裂けた。

「な…………」

　仰ぎよう天てんしたイスカーンの眼前で、裂け目は前腕から肘ひじ、二の腕へと続き、肩へと抜けた。

　骨や筋肉から細い血管に至るまで、潰つぶれた部分のまったくない完かん璧ぺきな切断面を露あらわにして、ヨッテの右腕の外半分がどさっと地面に落ちた。霧きりのように細かい鮮血が大量に迸ほとばしったのは、その後だった。

「──っああああああ!?」

　甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げて、ヨッテが右腕を抱えながら地面に転がった。

　右手を戻した女騎き士しの口くち許もとから、小さな吐と息いきが漏もれた。




　セントラル・カセドラルで暮らしていた頃、《無音》のシェータがほとんど口を開かなかったのは、引っ込み思案だからでも、他ひ人と嫌ぎらいだからでもない。

　ただひたすら、他の整合騎士の関心を引かないように──万が一にも訓練だの立ち合いだのを申し込まれることのないように、ひっそりと息を殺していたのだ。

　もし誰かと剣を交えるようなことになれば、たとえ相手が騎士長ベルクーリその人であろうとも、首を落としてしまうかもしれない。そんな恐れを感じているがゆえに、シェータは百年を超えるカセドラルでの暮らしに於おいて無音を貫つらぬいた。喋しやべることがあるのは、顔なじみの世話係と、昇降係の少女くらいのものだった。

　シェータは、四帝国統一大会の優勝を経てシンセサイズされた、生きつ粋すいの剣士だ。

　しかしその年の大会結果は、あらゆる記録から抹消されている。なぜなら、寸止めが最上の美徳とされる大会に於いて、シェータと対戦した全員が斬ざん死しするという血ち生なま臭ぐさい結果になってしまったからだ。

　上位整合騎士シェータ・シンセシス・トゥエルブは、ある意味では、拳けん闘とう士しギルドの長イスカーンとよく似た精神性を持っている。

　イスカーンが殴ることだけを考えているとすれば、シェータは斬きることにしか興きよう味みがない。とは言え、彼女がそれを心から楽しんでいるかというと、まったくそんなことはない。

　斬ってしまうのだ。人だろうと物だろうと、何かと対たい峙じした瞬しゆん間かん、シェータの眼めには断たれるべき切断面がはっきりと見える。そうなるともう、その予感を現実にせずにはいられない。相手が動かない稽けい古こ用の人形なら、彼女は手刀を用いてすら滑なめらかに斬ってしまう。

　シェータは、切断を求めるその性さがを、忌いまわしいものとしてずっと押し殺してきた。

　心の奥深くに秘められた衝しよう動どうを最初に見抜いたのは、最高司祭アドミニストレータだった。

　アドミニストレータは、現在でこそ術師の常識となっている空間神聖力理論を、二百年以上も昔に究きわめようとしていた。

　そんな最高司祭が大いに興味をそそられたのが、ダークテリトリーに於おける《鉄血の時代》を終わらせた最大最後の合戦だった。人界と帝城オブシディアの中間に広がる荒野で闇やみの国の五族が相討った激げき戦せんで、無限にも等しいほど放出されたはずの空間力をアドミニストレータは惜しんだ。

　とは言え、用心深い彼女が自みずからダークテリトリーに赴おもむくわけもなかった。代わりに召喚したのが、騎き士しシェータだったのだ。最高司祭は、その頃にはすでに《無音》のあざなを得ていたシェータに囁ささやきかけた。

　──単身かの地に赴き、合戦跡で何かを探しなさい。できることなら、戦いくさに巻き込まれずに生き残った魔ま獣じゆうの類たぐいを。それが無理なら大型の動物を。最低でも鳥や虫を。とにかく空間力をたっぷり吸い込んだ何かを。

　──もし見つけてきたら、それから神器を造ってあげる。

　──何だろうと斬きれる、最高優先度の剣を……ね？

　シェータはその誘惑に抗あらがえなかった。もとより整合騎士が最高司祭の命令を拒否できるわけもなかったのだが、彼女は飛竜すら使わずに果ての山脈を越え、消けし炭ずみ色の大地に何千キロルも分け入って、ついに血臭漂ただよう合戦跡地に辿たどり着いた。

　五族が死力を尽くして殺し合ったその地に、動くものはなかった。魔獣はおろか、鼠ねずみ一匹、烏からす一羽すら生き残れなかったのだ。

　しかしシェータは諦あきらめなかった。何でも斬れる剣、という言葉は彼女の心を捕らえ、決して離そうとしなかった。

　三日三晩の探索行のすえ──。

　ついに見み出いだしたのが、風に頼りなく揺れる、たった一輪の黒くろ百ゆ合りだった。

　その小さな花が、広大な戦場で唯一生き残った、空間リソース吸収力を持つオブジェクトだったのだ。

　最高司祭アドミニストレータは、シェータが持ち帰った花から極ごく細ぼその刀身を持つ剣を生成し、《黒百合の剣》という銘とともに下か賜しした。

　一年後、シェータは挑いどまれた立ち合いで整合騎士を斬り殺し、自ら望んで長い眠りにつくこととなった。




　女拳けん闘とう士しの拳こぶしを斬った時、自分の唇から漏もれたものが、悲ひ嘆たんのため息だったのか、それとも陶酔の吐と息いきだったのかシェータには解わからなかった。

　それを言うなら、十数分前、無音の誓ちかいを破って騎士長にこの場の防ぼう衛えい役やくを志願した理由もよく解わからない。いやそもそも、半年前のカセドラルで、守備軍への参加を募つのる呼びかけに手を挙げた動機が何だったのかすらも自覚できていない。

　他の騎き士したちのように、人界を守りたいから？

　それとも、ただ斬きりたいから？

　あるいは──斬ってほしいからなのだろうか？

　でも、もう、どうでもいいことだ。事ここに至ってしまえば、剣を止めることはできない。せめて、消える命が少しでも少ないことを祈るのみ。

　シェータはゆるりと顔を上げ、凍りついたようになっている拳けん闘とう士したちを見やった。

　一いつ切さいの躊躇ためらいも恐れもなく、漆しつ黒こくの極ごく細ぼそ剣けんを握った灰色の騎士は、百人の敵集団へと真正面から斬り込んだ。




　　　＊＊＊




「……凄すさまじい戦いぶりですね」

　アリスの掠かすれた声に、騎士長ベルクーリも低い唸うなりで応じた。

「うむ……。ここだけの話だがな、半年前にあの娘をディープ・フリーズから覚醒させた時、オレぁ多少ビビってたよ」

「私は、まったく知りませんでした。シェータ殿が、あれほどまでの技を身につけていたなんて……」

　眼下の低地で、約百人の敵拳闘士と、整合騎士シェータの闘たたかいが繰くり広げられている。正確には、一方的な切断と呼ぶべきものだろう。刀身の形すらも定かでない微細な剣が、ぴゅん、と鳴るたびに周囲の敵の腕や脚が呆あつ気けなく切り離され、地面に落ちる。

　感かん嘆たんしながらも、しかしアリスは、シェータの細い背中が漂ただよわせる何かにかすかな気がかりを覚えていた。

　シェータの殺気がまるで届いてこない。それどころか、敵意のかけらすら感じられない。

　ならば、なぜ彼女は、ああまでも激はげしく戦えるのか。

「考えるな。百何十年も見続けてきたオレにも、あの娘のことは解らんのだ。何一つ」

　呟つぶやくように言い、騎士長は身を翻ひるがえした。

「ここは任まかせて大丈夫だろう。やがて敵の本隊も追いついてくるはずだ、オレたちはそっちへの迎げい撃げき準備を整えなきゃならん」

「……はい」

　頷うなずき、眼下の戦いから視線を外すと、アリスは後を追った。




　　　＊＊＊




　丘を下り始めたベルクーリとアリスから、約一キロル南。

　黒ずんだ砂じや利りばかりの荒地がようやく途切れ、奇妙な形の灌かん木ぼくが生い茂る一帯に、囮おとり部隊の本隊がその姿を紛まぎれ込ませていた。

　構成は、衛えい士しが千、修道士が二百、補給隊が五十。この数で、五千の敵拳けん闘とう士し団だんを迎え撃うたねばならない。

　整せい合ごう騎き士しレンリは、二十の部隊に分けた衛士と修道士を、樹じゆ木もくの陰に隠すように待機させていた。林を貫つらぬいて延びる一本だけの細い道には、補給隊の馬車の轍わだちが真新しく刻まれている。これを追う敵を、なるべく深く長く引き込んだところで、左右から挟きよう撃げきする作戦だ。

　拳闘士に剣での攻こう撃げきが効ききづらいことは、レンリもすでに騎士長から聞いていた。同時に、彼らの弱点も。

　拳闘士は、神聖術への防御が不得手なのだ。

　北側の、コケすら生えていない荒地には高位術式を使えるだけの空間神聖力は存在しないが、この灌木地帯ならばいくらか空気が濃こい。茂みに隠れた修道士たちが、誘い込まれた敵軍を神聖術で一いつ斉せい攻撃し、衛士隊に守られながら南へ退たい避ひ。混乱する敵を、空から五匹の飛竜が熱線で焼き払う。

　迅じん速そくな後退を念頭に置いて、補給隊の馬車八台は灌木地帯の最南部に配置している。前線から離せば離すほど安全だ、とレンリは判断したのだ。

　闇やみに紛まぎれた敵が、直接補給隊を襲おそう可能性はほぼないだろう、と彼は考えていた。

　しかし、レンリが待ち伏せの準備に腐心しているまさにその瞬しゆん間かん、念のため馬車の護ご衛えいにつけた五名の衛士たちが、声も出せずにひっそりと絶命しつつあった。




　光こう沢たくのない真っ黒な金属鎧よろいに全身を包み、悪あく魔まめいた角つのの生えた兜かぶとまで被かぶりながらも、一いつ切さい音を立てずに移動するひとつの影かげがあった。

　進む先では、人界守備軍の若い衛士が一人、せわしなく左右に視線を走らせている。しかし背後にだけは眼めを向けようとしない。そちらは他の衛士が警けい戒かいしているはずだからだ。

　影は、衛士の死角を衝ついて、滑すべるように接近していく。腰には立派な長剣が下がっているが、それを抜くこともなく、右手に握った小型の短剣だけをゆらりと持ち上げる。

　黒い蛇のように左腕が伸び、衛士の口と鼻を塞ふさいだ。

　同時に右手が閃ひらめき、剝むき出しの喉のどを一直線に搔かき切る。

　完全な静寂のうちに天命を全損し、ぐったりと力を失った衛士の体を、黒い影はすぐ近くの茂みの下に押し込んだ。

　顔を覆おおう黒い布の下から、ごく密ひそやかな声が漏もれる。

「ファイブ、ダウーン」

　くっく、と喉のどが鳴る。

　古代神聖語、ではない。

　影かげの正体は、現在アンダーワールドにたった三人しか存在しない現実世界人のひとりであり、皇帝ベクタことガブリエル・ミラーの副官でもあるヴァサゴ・カザルスだった。

　約一時間前。ダークテリトリー軍最後方の大型竜車で何本目かの赤ワインをラッパ飲みしていたヴァサゴは、暗黒術師の大規模術式があえなく不発に終わるのを見て、ついガブリエルに進言めいた言葉を投げかけた。

「ヘイ、兄ブ弟ロ。そろそろ連中に任まかせっぱなしじゃなくて、ちっと動いてみたほうがよくねぇか？」

　すると、ガブリエルはちらりとヴァサゴに眼めを向け、金色の眉まゆ毛げを持ち上げて答えた。

「なら、まずはお前が動いてこい」

　続いた指示は、人界軍が守る峡谷への侵入ではなく、戦場から遥はるか南に離れた何もない地点への移動だった。

　ガブリエルは、敵軍がまるでＳＦ映画のようなレーザー攻こう撃げきで亜人部隊を殲せん滅めつさせた時点で、敵の一部がダークテリトリー側へと抜けてくることを予想したのだ。

　しかし、なぜ北でなく南へ進むと言い切れるのかと疑問に思ったヴァサゴは、ガブリエルの「そっちのほうが広いからな」という答えを聞いて、内心おいおいと思わずにいられなかった。しかし実際こうして敵が来てしまったのだから、降参して一働きするしかない。

　人界のユニットがどんなに高性能でも、補給物資を全て失えば足が止まるだろう。ヴァサゴは、この世界にダイブして初めての暇つぶしキリング・タイムを継続するべく、暗い林の奥に視線を凝こらした。

　すぐに、枝葉でカムフラージュされた複数の馬車を発見する。

　覆ふく面めんの下でちろりと唇を舐なめ、暗殺者は移動を再開した。

　と、馬車の一台に動きがあった。ぴたりと脚を止め、樹きの幹に貼はり付く。

　幌ほろから顔を出したのは、暗黒界人にはない白い肌に焦こげ茶ちや色いろの髪の、まだ若い女だった。何かを感じたのか、緊きん張ちようした表情で周囲を見回している。

　ヴァサゴが動かずにいると、やがて少女は慎重な動作で地面に降り、馬車の内側に何ごとか囁ささやきかけてから、ゆっくり移動を始めた。

　まるでハイスクールの制服のような灰色の服の上にわずかばかりの防具を身につけた少女は、まっすぐにヴァサゴの潜ひそむ場所へと向かってくる。

　ぴゅう、と口笛を吹きたくなるのを我慢して、暗殺者は右手の血に濡ぬれた短剣を握り直した。




　　　＊＊＊




「──調子にいいいッ……」

　手塩に掛けた闘とう士したちがばたばたと倒れていく光景を間近で見せつけられたイスカーンは、我に返ると同時に怒ど号ごうを発した。

「乗んなこらあああああッ!!」

　地面にひび割れができるほどの勢いで踏ふみ込み、猛然と突進する。

　固く握り締しめた右みぎ拳こぶしに、燃え盛る憤ふん激げきが実体化したかのような炎が宿った。

　その拳を、灰色の整せい合ごう騎き士しの首くび許もとめがけて真まっ直すぐに撃うち出す。零こぼれた火花が空中に眩まばゆい軌跡を描く。

　ちょうど右手の剣を振り抜いた直後だった騎士は、金属の籠こ手てに包まれた左手でイスカーンの拳を受けようとした。

　──俺の拳の前に……鎧よろいなんざ紙細工だッ!!

　断固たる心シン意イに満ちた一いち撃げきが、女騎士の掌てのひらに衝しよう突とつし、大量の火花を放射状に撒まき散らした。

　直後、爆ばく発はつめいた炸さく裂れつ音おんとともに灰色の籠手が砕け散り、腕から肩までを覆おおう装甲も粉々に割れて弾はじけ飛んだ。

　剝むき出しになった騎士の左腕の、滑なめらかに白い肌に無数の切り傷が走り、鮮血が霧きりとなって舞まった。しかし、驚おどろいたことに、骨が砕ける感覚は伝わってこなかった。

　それでも激はげしい痛みを感じているはずだが、女騎士は小さく眉まゆを顰しかめただけで、イスカーンの右手首を左手で摑つかみつつ右手の極ごく細ぼそ剣けんを閃ひらめかせた。

　きぃぃぃん！　という甲かん高だかい金属音が響ひびき、拳けん闘とう士しの肘ひじあたりから再び火花が散った。

　あらゆる刃やいばに対して不可侵、という自負こそが拳闘士の力の源みなもとだ。その確信を得るために、彼らは体にわずかな革帯しかまとわず、肌を晒さらしているのだ。防具に頼った時点で、拳闘士の心意は弱まってしまうのである。

　ゆえにイスカーンも、自分の右腕を切断しようとした黒い刃を、意志力だけで弾き返そうとした。

　しかし。

　肌に食い込んでくるひんやりとした冷たさは、これまで彼が生身で受けたどんな刃とも異なるものだった。

　この極細、極ごく薄うすの剣もまた、単なる鋼はがねではなく意志の現れだ。勝利ではなく、ただただ切断のみを貪欲に欲している。

　それを直感したイスカーンは、反射的に左の拳を繰くり出していた。

　ボッ、と空気を揺らして、一いつ瞬しゆん前まで騎士がいた空間を拳けん撃げきが突き抜けた。

　恐るべき身軽さだが、完全に外したわけではなく、灰色の胸当てをわずかに掠かすめた。大きく飛びのいた騎き士しの胸当てがひび割れ、籠こ手てと同様に砕ける。

　だが、イスカーンも無傷ではなかった。

　刃やいばがほんの一秒足らず接触した右みぎ肘ひじの内側に、ごく薄うすい切り傷ができている。その中央に、小さな血の珠たまがじんわりと滲にじみ出す。たった一滴──されど一滴。

　血を舌で舐なめとり、若き拳けん闘とう士しは獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「……女、てめぇ、見かけと中身はずいぶん違うな」

　それを聞いた灰色の女騎士は、見当違いな言葉を返した。

「……私のほうが、年上なのに……」

「はぁ？　そりゃそうだろうよ。整せい合ごう騎き士しってのは、何十年も歳としを取らねぇバケモンなんだろ？なら、婆さんって呼んだほうがいいのかよ」

「…………」

　女騎士の涼しげな目め許もとが、ぴくりと震えた。しかしすぐにもとの無表情に戻ると、

「……許します。あなた、すごく硬いから。斬きれそうなとこ、ほとんど見つからない」

「ちっ……何を言ってやがる」

　調子外れな騎士の態度に、戦意がわずかながら殺そがれるのを感じてイスカーンは舌打ちした。しかし、周囲に倒れる拳闘士たちの姿を見たとたん、怒りが甦よみがえる。

　極ごく細ぼその刃に腕や脚を切断され、低く呻うめいている男女の数は二十を超えるだろう。許し難がたいのは、女騎士が仲間を傷つけたことではなく、恐らく殺さないよう手加減したことだ。怪け我が人にんの中に、首を飛ばされた者は一人もいない。騎士の技ぎ倆りようと剣の切れ味なら、そうしようと思えばできたはずなのに。

「……俺たちを、訓練用の木で偶く人形みたいな扱いしやがって。許さねえ……何がなんでもブチのめす!!」

　ざん、ざっ、ざん!!

　素早い武ぶ舞ぶ踏とうに、まだ戦える闘士たちが追つい随ずいする。足あし踏ぶみに、高らかな鬨ときの声こえが重なる。

　うっ、らっ、うららっ。うっ、らっ、うららっ。

　大地を踏み、大気を震わせるたび、拳闘士たちの心シン意イが高まっていく。赤しやく銅どう色の肌から汗が飛び散り、それは火の粉へと変化して輝く。

　整合騎士は動かなかった。まるで、イスカーンが限界まで昂たかぶるのを待つように。

　──上等だ。

　舞踏を止めた拳闘王の、赤金色の巻き毛は炎を宿して逆立ち、左右の腕からは渦巻くような光が噴ふき上がっていた。

　対たい峙じする女騎士は、あくまで静かだった。右手に握られた漆しつ黒こくの極細剣は、霜しものような冷気をしんしんと放っている。

「いっ……くぞ、女ああああァァァァッ!!」

　ごうと空気を灼やきながら、イスカーンは一直線に距離を詰めた。

　女騎き士しが、右手の剣を無む造ぞう作さに振りかぶる。

　ぴぅっ。

　黒い細線が、イスカーンの左肩に触れる寸前──。

　間合いで勝まさるはずの剣よりも早く、拳けん闘とう士しの一いち撃げきが騎士の左脚に届いた。拳こぶしではなく蹴けりだ。地面から低く跳ね上がった右足のつま先が、灰色の脛すね当あてを直撃する。

　騎士は、驚きよう異い的てきな反応で剣を止め、腰を沈ませたので転倒するには至らなかったが、左脚を守る装甲は一いつ瞬しゆんで砕けた。腰周りを覆おおっていたスカートも引き千切られ、鍛きたえられてはいるがほっそりした脚が露あらわになる。

「拳闘士の技が、拳撃だけだと思うなよ!!」

　にやりと笑い、イスカーンは左脚で上段蹴りを繰くり出した。

　女騎士の手首が返り、剣で蹴りを受け止めようとする。

　脛と刃やいばが激げき突とつした瞬間、轟ごう音おんとともに大量の火花が迸ほとばしった。拳闘士の長おさは、鍛え上げた脛に鋭えい利りな痛みを感じながら脚を引き戻し、すかさず右拳を撃うち出した。

　紅ぐ蓮れんの炎をまとった一撃は、騎士の胸当てを見事に捉とらえた。

　ががあぁぁん！　と派手な爆ばく発はつが発生し、両者は大きく弾はじき飛ばされる。イスカーンは空中で後ろに一回転し、地面に降り立つ。

　途と端たん、左脚に再び痛みが走り、ちらりと視線を走らせる。

　鋼鉄の杭くいすらへし折る脛に、鮮あざやかな刀傷が一直線に刻まれている。たちまち真っ赤な血が溢あふれ出し、黒い地面に滴したたる。

　フン、かすり傷だと鼻を鳴らし、敵の様子を確かめる。

　女騎士は今度も踏み留とどまったようだが、左手を胸に当てて小さく咳せき込んでいる。損傷していた胸当ては拳の直撃で完全に砕け散り、上半身には右腕の籠こ手てと、胸周りに灰色の布が残るのみ。下半身もまた、引き裂かれたスカートと、右脚の装甲だけが健在だ。

　人界人特有の雪色の肌が、闇やみの底でも艶つややかに光るさまを見てもういちど鼻を鳴らし、イスカーンはうそぶいた。

「なかなか闘士らしいナリになってきたじゃねえか。だが、筋肉がまるで足りねえな。もっと喰くって鍛きたえろ、女」

　周囲の拳闘士たちがいっせいに囃はやし立てるが、騎士は表情を変えずに左肩に垂たれ下がる布切れを千切って捨てると、ぴゅんっと右手の剣を振った。

「……あなたこそ、いま、ちょっと柔らかくなった」

「……ンだと、てめぇ」

　鼻筋に皺しわを寄せ、犬歯を剝むき出す。

　威い嚇かくの表情を作りながらも、イスカーンは自分の呼吸がわずかに浅くなるのを感じた。

　たかだか手足の肌を見たくらいで、闘とう気きが弱まるなどということがあるはずがない。一族の女たちは日ごろあれよりずっと肌を露ろ出しゆつしているし、そんなものを見て動揺するのは修練所に入りたてのガキだけだ。

　世界には、固めた拳げん骨こつでぶちのめすべき相手しかいない。

　たとえそれが、風にも折れそうなほど細く、眩まぶしいほど白い肌をした、異国の女だとしても。

「もうタダじゃおかねえ……見せてやるぜ、俺様の全力ってやつをよ」

　狼おおかみのような唸うなり声ごえを上げてから、イスカーンは女騎き士しに人差し指を突きつけ、叫んだ。

「だから、てめぇも全力で来い!!　いつまでも眠たそうなツラしてんじゃねえ!!」

　すると、騎士は再び困ったような顔になり、左手でしばらく頰ほおや眉み間けんを触ってから、ほんの少しだけ眉まゆの角度をきつくして言った。

「上等じゃねーか……です」

「…………おお、上等だぜ」

　この間に吞のまれるから、どうでもいいことを考えてしまうのだ。

　イスカーンはいっぱいに息を吸い、腹に力を溜ためて、ぐっと腰を落とした。

　左ひだり拳こぶしは腰に、右拳は相手に向けて構え、音を立てて空気を吐き出す。荒々しい呼吸を繰くり返すたび、大きく開いた両足が大地の力を吸い取って赤い光を宿し、その熱は体を巡って拳へと集まっていく。

　赤く燃え盛る炎が、やがて黄色く輝き、更に青みを帯びた白へと変わる。

　いまやイスカーンの右拳は、大気さえも焦こがすほどの超高熱を蓄たくわえて、きん、きんと鋭するどい音を放っている。

　対する女騎士は半身に構えると、五指を揃そろえた左手をまっすぐ前に突き出し、右手の極ごく細ぼそ剣けんはまっすぐ後ろに伸ばした。一直線になった両腕は、まるで限界まで撓たわめられた投石器のような力感を放っている。

　すでに自分の体が頭から下腹まで真っ二つになってしまったかの如ごとき緊きん張ちよう感かんに、イスカーンはニヤリと笑った。

　──こんな奴やつは初めてだ。まったく燃えさせてくれる。

　動いたのは、双方同時だった。

　騎士の剣が、漆しつ黒こくの半月を。

　闘士の拳が、青白い流星を作り出す。双方が激げき突とつした瞬しゆん間かん、超高密度の衝しよう撃げき波はが発生し、地面を砕きながら周囲に広がった。取り囲む拳闘士たちが、ひとたまりもなく真後ろに押し倒される。

　剣と拳は、針先ほどの一点で接触しつつ激はげしく鬩せめぎ合った。限界を超えて圧縮された力が光の柱となって荒れ狂い、夜空に噴ふき上がった。




　シェータの技量をもってすれば、このような馬ば鹿か正直な力比べをせずとも、敵を倒すことは可能な局面だった。

　若い拳けん闘とう士しの心シン意イは上位騎き士しなみの強度で、それには少し驚おどろかされたが、彼はありったけの心意を右みぎ拳こぶしだけに集中させて飛び込んできたので、他の部分は実に柔らかそうにシェータには見えたのだ。一直線の拳けん撃げきを回かい避ひし、ひと息に首を落とすことさえできそうだった。

　だがシェータはそうせず、敢あえて敵の青白く輝く拳を迎え撃うった。意識してのことではない。体が、剣がそれを求めたのだ。

　自身の選択を、意外だとシェータは感じた。自分が、騎士の誇りだの、高こう潔けつさだのといった精神性とは無む縁えんな存在だということは百年も前に自覚している。斬きりたいから斬る。望むのはただそれだけ。

　その衝しよう動どうは、殺したいから殺す、と同義だったはずだ。果ての山脈の警けい護ご任務に就ついている間だけは、シェータは自分を解放できた。容赦なく首を刎はね、命を奪った暗黒騎き士しやゴブリンは数知れない。

　己おのれの性せい癖へきを忌いまわしいものとして押し隠し、《無音》と呼ばれて生きてきた自分が、なぜこの戦いに限っては殺すことを選択しなかったのか、シェータにはまったく不思議だった。

　でも、もう、考えるのも煩わずらわしい。

　いまこの瞬しゆん間かんに存在するのは、自分と、黒くろ百ゆ合りの剣と、目の前の拳だけ。

　──なんて硬いんだろう。斬れるかな。

　──楽しい。
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　敵騎士の、小ぶりで色の薄うすい唇に、微かすかな笑みが浮かぶのをイスカーンは見た。

　それが、自分を──あるいはこの闘たたかいを嘲ちよう弄ろうするものでないことは、もう理解できた。

　なぜなら、己の唇にも、まったく同質の笑いが刻まれているからだ。

　──なんだよ、なよっちいナリしてるくせに、お上品な人界人のくせに、てめえも同種じゃねえか。

　ぴしっ、というささやかな衝撃が、拳の内側で響ひびいた。

　敵の黒い刃やいばが欠ける音ではなく、自分の拳の骨にひびが入った音だとイスカーンは察した。

　──だめか。これでも押し負けるか。

　──しかし、まあ、しゃあねえ。

　拳が斬られれば、黒く細い刃はそのまま体をも真っ二つにするだろう。そう直感しながらも、イスカーンに恐怖はなかった。これほどの敵と相見あいまみえる機会は、恐らくもう二度とあるまい。ならば、まあ、悪い死にざまではない。

　そう考え、瞼まぶたを閉じようとした、その瞬間。

　拳にかかる圧力がわずかに薄れた。

　極限まで集中していた圧力が一気に解放され、イスカーンと騎き士しを木の葉のように吹き飛ばした。敵の心シン意イが乱れた理由はすぐに解わかった。二人の間に、巨大な人ひと影かげが割って入ろうとしたからだ。

　同じように地面に倒れた大男に、イスカーンは尻しり餅もちをついたまま吼ほえた。

「ダンパ!!　てめぇ……何しやがんだ!!」

「時間切れです、チャンピオン」

　体を起こした副官は、普段は糸のように細い両りよう眼めを少しばかり見開きながら言った。逞たくましい右腕を持ち上げ、北を指し示す。

　イスカーンがそちらに眼を向けると、いつの間にか拳けん闘とう士し団だんの本隊と、その後ろの暗黒騎士団が目視できる距離にまで接近していた。確かに、集団戦が始まるというのに長おさが私闘に明け暮れている場合ではない。のだが──。

　激はげしく舌打ちしながら視線を戻すと、巻き上がる土つち埃ぼこりの向こうで、ほぼ全ての防具と衣服を失った敵騎士が、しかしそれを気にする様子もなく細い剣を鞘さやに収めようとしていた。

「女！　これで勝ったつもりじゃねえだろうな!!」

　少し前に斬ざん死しを覚悟したことも忘れ、若い拳闘士は叫んだ。

　灰色の髪を揺らし、騎士はちらりとイスカーンを見ると、言葉を探すように短く首を傾かしげてから言った。

「その、女、っていうの……やめてほしい」

「あのな……だいたい、てめぇこの状況でどうやって逃げるつもり……」

　その時、強烈な突風が南から吹き寄せてきて、騎き士しを取り囲もうとしていた数十人の闘とう士したちがいっせいに顔を背そむけた。

　思わず瞬まばたきしたイスカーンの視界に、高々と左手を差し伸べる騎士と、急降下してくる巨大な怪物の姿が映った。灰色の鱗うろこを星明かりに煌きらめかせるそれは、飛竜だ。

　騎士が脚に手を掛けると、飛竜はふわりと空へ舞まい上がった。

　このやろう、と歯は嚙がみした拳けん闘とう王おうは、我知らず叫んでいた。

「てめぇ……逃げる前に名乗っていきやがれ!!」

　翼つばさが激はげしく打ち鳴らされる音に混じって、かすかな声が降ってきた。

「……逃げるわけじゃない。私は……シェータ・シンセシス・トゥエルブ」

　たちまち夜よ闇やみに紛まぎれて遠ざかる飛竜の影かげを、イスカーンはダンパに手を引かれて立ち上がりながら見送り、もう一度舌打ちした。

　許されるならば、あの強敵との再戦は、一年間の修練の後にしたい。自分にもまだまだ鍛きたえる余地があることが解わかったからだ。

　しかし、戦場でそんなわがままが通らないことが理解できるくらいには、イスカーンも子供ではなかった。

　拳闘士団の本体と合流したら、暗黒騎士とも協力し、敵本隊を蹂じゆう躙りんせねばならない。あの女と再び拳こぶしを交える機会があるかどうかすら定かではないのだ。

《光の巫み女こ》とやらをこの手で捕まえれば──。

　一いつ瞬しゆん、そんなことを考えた自分に、イスカーンは三度目の舌打ちを見み舞まった。

　──何を馬ば鹿かなことを。褒ほう美びとして、あの女騎士の助命を皇帝に願う？　部族の者全員から、気が触れたと思われるだろうさ。

　踵きびすを返し、イスカーンは左脚の傷を手当てさせるために、薬くすり壺つぼを持つ部下に合図した。
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　そうだ。

　そのまま、まっすぐこっちに来い。

　潜伏からの奇襲アンブツシユの醍だい醐ご味みを、舌の上でキャンディのように転がしながらヴァサゴは念じた。

　隠蔽ハイデイングは完かん璧ぺきだ。金属鎧よろいのマイナス補正など物ともせず、灌かん木ぼくの作り出す暗がりに溶け込んでいる。

　黒髪の少女は用心深く周囲を警けい戒かいしているが、その視線はヴァサゴの潜ひそむ茂みをただ通り過ぎるのみ。あと七メートル……五メートル……。

　──いいね。実にいいね、この感じ。まったく久しぶりだ。

　三メートルの距離まで近づいてきた少女が、不意に右へ向きを変え、ヴァサゴが隠してきた死体のほうへ進み始めた。

　もう少し引き寄せたかったが、まあ、大した差じゃない。

　ヴァサゴはまったくの無音で暗がりから滑すべり出て、左手を伸ばしながら少女の背中に迫った。口を塞ふさぎ、驚きよう愕がくに縮こまる喉のどを、鋭えい利りな短剣で一気に切り裂く──

　その予感があまりにもリアルだったために、ヴァサゴは、目の前にきらりと光った刃やいばに即座に対応できなかった。

「……うおっ！」

　慌てて飛び退のくと同時に、剣先が顎あご下したの露ろ出しゆつした肌を掠かすめる。

　まったくこちらに気付いていないはずだった少女が、背中を向けたまま左腰の剣を滑なめらかに抜き打ったのだ。実に見事な一いち撃げき。あと少し踏ふみ込んでいたら、喉のどを裂かれていた。

　振り向き、両手で剣を構え直す少女の藍あい色いろの瞳ひとみに、恐怖と敵意はあれど驚おどろきの色がないことを見てとり、ヴァサゴはハイディングがとっくに見破られていたことをしぶしぶ認めた。

　短剣を右手でくるくる回しながら、口を開く。

「ヘイ、ベイビー」

　そこで、この世界では英語が通じないことを思い出し、ネイティブと遜そん色しよくない発音の日本語に切り替える。

「お嬢じようさん。なんで解わかった？」

　少女は、油断なく剣を構えながら、硬い声で答えた。

「……眼めだけに頼るな、全体を感じろって先せん輩ぱいが教えてくれたから」

「せ、先輩だぁ……？」

　瞬まばたきしながらも、ヴァサゴは遠い記憶が刺し激げきされるのを感じていた。その台詞せりふ、ずっと昔に聞いたような……。

　しかし、思考がどこかに辿たどり着く前に、少女がすうっと息を吸い、物もの凄すごい大声で叫んだ。

「敵てき襲しゆう!!　敵襲──!!」

　ちっと舌打ちし、短剣を右腰に収める。

　仕方ない、遊びもここまでか。

　ヴァサゴは、大きく左手を上げると、同じく叫んだ。

「お前ら……仕事だ!!」

　今度こそ、少女が驚きよう愕がくに眼めを見開いた。

　ヴァサゴの背後、数十メートル離れた茂みから、ざざざ……と次々に身体からだを起こしたのは、暗黒騎き士し団だんから引き抜いてきた軽装の偵察兵三十人。

　少女の警けい告こくに反応して馬車から飛び降りた二人目の少女も、北側から駆かけつけてきた十名ほどの衛えい士したちも、一様に凍りついた。
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「な……後ろに敵が!?　数十人規模!?」

　整合騎士レンリは、補給部隊からの急報が信じられずに叫び返した。

　まずい──まずい！

　馬車が襲おそわれ、物資を焼かれでもしたら全軍が動けなくなる。それに、後方にはあの三人もいるのだ。絶対に守ると誓ちかった少女練士二人と、一人の若者が。

　救援を百、いや二百は送らなければ。しかし、いま本隊を動かせば、北から接近しつつある敵部隊に待ち伏せを気け取どられるかもしれない。そうなったらもう、数で遥はるかに優まさる敵に、ひとたまりもなく殲せん滅めつされてしまう。

　いや、すでに奇き襲しゆう計画は露ろ見けんしていると考えるべきなのか？　ならば全軍を南に動かして、再度の機会を待つか？

　即座に結論が出せず、立ち尽くすレンリの耳に、太い声が届いた。

「まさか、俺たちの南進を見抜いて、ここに兵を伏せさせてたとはな……」

　一キロル北の丘から戻ってきた騎士長ベルクーリとアリスだった。レンリからすれば雲の上の存在とも思える二人だが、その顔にももう余裕はない。ことにアリスは、すぐにも補給部隊のところへ飛んでいきそうだ。

　ベルクーリの肩越しに北を見やると、丘陵地帯の向こうに、接近しつつある大軍が巻き上げる土煙がうっすらと見て取れる。

　騎士長は一いつ瞬しゆん瞑めい目もくすると、すぐに青灰色の両眼をかっと見開いて指示した。

「レンリ、本隊を後退させろ。嬢じようちゃん、すぐに補給隊の救援に向かえ。北からの敵はオレが食い止める」

「止めると言っても……小お父じ様、敵の拳けん闘とう士し団だんは五千を超えます！　それに、彼らに剣は効きかないと……」

「まあ、何とかするさ。早く行け!!　最後の一兵までも費ついやして敵軍を削り切ると決めたのは、嬢ちゃん……いやアリス、お前だろう!!」

　ベルクーリは、それだけ言うとくるりと北を向いた。

　節くれ立った右手が、左腰の時じ穿せん剣けんをゆっくりと抜き放つ。

　年経た刀身の色いろ褪あせた輝きを見れば、剣に残された天命が僅わずかであるのは明らかだった。
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　立て続けに三度、火花が闇やみに弾はじけた。

　焦こげ茶ちや色いろの髪の少女は、ヴァサゴの斬ざん撃げきを初見で全て弾いてみせた。

　しかもヴァサゴは連続剣技を使ったのだ。だから、三撃目で少女の手から弾かれた剣が近くの幹に突き立った時、暗殺者は思わず称賛の口笛を鳴らした。

　なおも健けな気げに拳こぶしを構えようとする黒髪の少女を、足払いで地面に転がす。背中を思い切り打ち付けた少女が、苦しそうな息を漏もらす。

「ロニエ────!!」

　新たに馬車から現れた赤毛の少女が、悲ひ鳴めいにも似た声を上げながら駆かけ寄ってくる。

　ヴァサゴは右手の剣の切きっ先さきを、ロニエという名らしい少女の喉のど元もとにあてがい、赤毛の少女の動きを牽けん制せいした。すくんだように、細い足の動きが止まった。

「くっ……くっく」

　覆ふく面めんの下で、抑えられない含み笑いが零こぼれた。

　──これだよ、この感じ。

　人の命を、絆きずなを剣先で弄もてあそぶこの愉ゆ悦えつ。これだからプレイヤー・キルはやめられない。

「……殺しゃしないよ、そこで大人しく見てればな」

　赤毛の少女にそう囁ささやいておいて、ロニエという少女の上に屈かがみ込む。

　背後からは、血に飢えた三十人の兵士たちがひたひたと近づいてくる。

　ロニエの大きな瞳ひとみに、恐怖と屈くつ辱じよくの涙が滲にじむ。漲みなぎっていた決意が、絶望へとすり替わる──。

　…………？

　不意に、ロニエの瞳の焦点が、ヴァサゴの顔から逸それて空へと向かった。

　濡ぬれた虹こう彩さいに、何かが反射している。

　──光。

　降り注ぐ、乳白色の光の粒子。ふわり、ふわりと雪のように舞まい降りてくる。

　ヴァサゴは、奇妙な戦せん慄りつを背中に感じながら、ゆっくりと顔を持ち上げた。

　漆しつ黒こくの夜空。血の色の星々。

　それらを背景に浮かぶ、小さな──それでいて凄すさまじく巨大な存在感を放つシルエット。

　──人。女だ。

　真珠でできているかのように輝くブレストプレート。籠こ手てとブーツも同色。

　長めのスカートは、無数の細布が縫ぬい合わされ、まるで翼つばさのようにはためいている。夜風になびく長い髪は、艶つややかな栗色──。

「ステイシア……さま」

　地面で、ロニエが呟つぶやいた。

　その声は、ヴァサゴの耳には届かなかった。星空からゆっくり舞まい降りてくる女の、小さな顔がちらりと垣かい間ま見みえた瞬しゆん間かん、暗殺者は吸い寄せられるように立ち上がっていた。

　拘こう束そくから解放されたロニエが赤毛の少女のところまで後あと退ずさっていったが、それを眼めで追いすらしなかった。

　空に浮く人ひと影かげが、右手を前に伸ばした。

　しなやかな五本の指を、ふわりと横に振り払う。

　ラ──────────。

　まるで、幾千もの天使が同時に唱和したかのような、重厚な和音が世界を揺るがした。

　人影の指先から、オーロラのような光のカーテンが放たれて、ヴァサゴの背後へと降り注ぐ。

　地じ響ひびき。そして、悲ひ鳴めい。

　振り向いたヴァサゴが見たのは、大地に口を開けた底なしの峡谷と、そこに吞のみ込まれていく三十人の手下たちの姿だった。

　ぽかんと眼を見開いたまま、視線を空に戻す。

　女は、再び右手を持ち上げながら振り返ると、今度は北の空へと振り動かした。

　再び、天使の歌声。

　先刻の数十倍もの規模で降り注いだオーロラが、その下の地面にいかなる現象をもたらしたのかはもう想像の埒らち外がいだった。

　最後に、空に浮く女は、真下のヴァサゴを見下ろした。

　右手の人差し指が、ぽんと一度宙を弾はじく。

　ラ────────。

　虹にじ色いろの光がヴァサゴを包んだ。

　足あし許もとの地面が消えた。

　ひとたまりもなく無限の暗くら闇やみへと落下しながら、ヴァサゴは両手を真上へ突き出し、小さな人影を摑つかもうとした。

「マジかよ……おい、マジかよ」

　口から震える声が漏もれた。

　あの顔。

　あの髪。

　あの気配。

「ありゃあ…………ＫｏＢの《閃せん光こう》じゃねえか」
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　騎き士し長ちようベルクーリは、愛剣を右手にぶら下げたまま、ただ立ち尽くした。

　目の前に、幅百メルはあろうかという巨大な地割れが口を開けている。左右はどちらも見渡す限り続き、深さは推測することもできない。縁ふちからは断続的に石片が剝はがれ落ちていくが、どれほど耳を澄すまそうと、それらが底にぶつかる音は聞こえない。

　この大地の裂け目は、数十秒前にはまったく存在していなかった。

　天空から、壮そう麗れいな和音とともに七色の光が降り注ぎ、それが触れた途と端たんに地面が割れたのだ。

　千人、いや一万人の神聖術師を投じようとも──あるいは最高司祭アドミニストレータその人であろうとも、とうていこれほどの天変地異は引き起こせまい。

　神威だ。神の御み業わざだ。

　暗黒神ベクタに続いて、新たな神が地上に降こう臨りんしたのだ。

　ベルクーリは畏い怖ふとともにそう考えたが、しかしすぐにその考えを否定した。

　巨大な地割れの向こう岸には、行く手を遮さえぎられた五千人の拳けん闘とう士したちが、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいる。

　万物に天命を与え、それを滅する権限を持つ神が人界守備軍に味方すると決めたのならば、拳闘士団の真下の地面を引き裂いて容赦なく地の底に墜おとしていただろう。しかし地割れは、全速で疾しつ駆くしていた彼ら全員が安全に停止できるだけの余裕を取って生じた。

　騎士長はそこに、多くの命を消し去ることへの躊躇ためらいを感じた。

　つまりこれは、人の意思が作り出したものだ。
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　──早く。

　──早く、地上へ。キリトくんのところへ。

　スーパーアカウント01、《創世神ステイシア》としてアンダーワールドにログインした結ゆう城き明あ日す奈なは、初ログイン時のみに許される微速落下機能に身を任まかせながらひたすらに愛する人の名を念じた。

　海洋研究用自走メガフロート《オーシャン・タートル》が正体不明の武装集団に占拠されてから、現実世界ではすでに一時間近くが経過している。

「私が行きます」と菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうたちに宣言したアスナは、ソウル・トランスレーター五号機を使ってフルダイブした。出現座標は、比ひ嘉がタケルが特定してくれたキリトの現在位置の真上のはずだ。だから、舞まい降りる先に、愛する人が間違いなく待っている。

　狂おしいほどの思し慕ぼを感じると同時に、針で突き刺されるような痛みがアスナの頭を貫つらぬいた。思わず顔を歪ゆがめ、苦痛に耐たえる。

　ステイシア・アカウントに付与された管理者権限、《無制限地形操そう作さ》の使用に伴う副作用は事前に警けい告こくを受けていた。フィールドという膨ぼう大だいな量のニーモニック・データが、アスナの使っているＳＴＬと、アンダーワールドの全データが格納されたメイン・ビジュアライザーの間を瞬しゆん時じに往復する過程で、フラクトライトに過大な負荷が発生するのだ。

　ラースのチーフ・エンジニアである比嘉からは、無む闇やみと地形操作を行わないように──もし頭痛を感じた時はすぐ操作を中止するように、と強く言われている。

　しかしアスナは、出現座標のほぼ真下に、千人ほどの《人界人》と、南北から接近する膨ぼう大だいな《暗黒界人》の存在を認識するや、躊躇ためらいなく地形操作のコマンドを唱となえていた。

　北から接近する大集団は、その手前に長大な谷を刻むことで進行を止めた。しかしキリトがいるであろう場所に肉にく薄はくしていた約三十人は、地面ごと消し去るしかなかった。

　彼らは全員、本物の魂たましいを持つ人間だったのだ。キリトがどうにかして守ろうと、この世界で二年半ものあいだ苦く闘とうし続けた、真のボトムアップＡＩたち。

　あるいは、死にゆく彼らの恐怖と怨おん念ねんがＳＴＬを逆流し、鋭するどい痛みをもたらしているのかもしれない。

　しかしアスナは強く一度眼めを瞑つむってから、勢いよく見開いて刹せつ那なの迷いを打ち消した。

　自分の中の優先順位は、もう何年も前に決定している。

　キリト──桐きりヶが谷や和かず人とのためなら、どんな罪も犯す。どんな罰だって受け入れる。

　永遠とも思えた数十秒の降下がついに終わり、パールホワイトのブーツのつま先が黒い地面を捉とらえた。

　奇妙に捻ねじくれた灌かん木ぼくが密生する林の中だ。夜空に月はなく、不吉な赤い星明かりだけが淡く降り注いでいる。

　ようやく薄うすれ始めた頭痛を、何度か頭を振って追い出すと、アスナはまっすぐ背を伸ばした。すぐ近くには、騎き士しのような全身鎧よろいを着た暗黒界人を落とした穴が、黒々と口を開けている。このままにしていては危険だが、すぐには地形操そう作さを使えそうにない。

　馬のいななきが近くで聞こえ、そちらに視線を向けると、茂みに隠れるように大型の馬車が何台も停とまっているのに気付く。

　──どこ……？　どこにいるの、キリトくん？

　焦しよう燥そうのあまり、愛する人の名前を叫ぼうとした時、背後から震える声が掛けられた。

「ステイシア……さま……？」

　振り向くと、そこには学校の制服のような灰色のジャンパースカートを着た二人の少女たちが寄り添って立っていた。

　不思議な顔立ちだ。日本人とも、西洋人とも言えない。肌は滑なめらかなクリーム色、髪は右の娘が紅葉もみじのような赤、左の娘がコーヒーのような焦こげ茶ちや。

　そして、二人のベルトに下がるのは、よく使い込まれた長剣──。

　赤毛の少女が、小さく開いた唇から、再び声を漏もらした。

「あなたは……神様、ですか……？」

　完かん璧ぺきな日本語。しかし、ほんの少しだけ異国風のイントネーションが含まれている。そこにアスナは、アンダーワールドが独自に歩んできた三百年という歴史を、まざまざと感じ取った。

　──菊きく岡おかさん。比ひ嘉がさん。なんてものを創つくったの。

　──あなたたちラースにとっては、単なるシミュレーションだったのかもしれないけれど。この世界と、そこで暮らす人たちは、間違いなく生きている。

「……いえ……ごめんなさい。わたしは神様じゃないわ」

　アスナは、ゆっくりかぶりを振りながらそう答えた。

　焦げ茶の髪の少女が、胸元できゅっと両手を握り、でも、でも、と呟つぶやく。

「あなたは、奇跡を起こして、私を助けてくれました。みんなを、恐ろしい闇やみの国の兵士から助けてくれたんです……。衛えい士しさんたちや、修道士さんたち……それに、キリト先せん輩ぱいも」

　その名前を聞いた途と端たん、胸を貫つらぬいた疼うずきのあまりの鋭するどさに、アスナは喘あえいだ。

　ふらつきかけた体を立て直し、何度か唇を動かしてから、ようやく囁ささやき声ごえを絞り出す。

「わたしは……わたしはただ、その人に会いにきただけなの。キリトくんに……。お願い……どこにいるの？　会わせて……キリトくんのところに、連れていって」

　滲にじみそうになる涙を必死に堪こらえながら、アスナは懇こん願がんした。少女たちは、啞あ然ぜんとしたように眼めを見開いたが、やがて顔を見合わせ、同時に頷うなずいた。

「……はい。こちら、です」

　距離を取って見守る、揃そろいの鎧よろいを着た剣士たちの輪のなかを、少女二人に導みちびかれてアスナは歩いた。

　連れて行かれたのは、一台の馬車の後部だった。分厚いカンバス地の幌ほろが垂たれ下がり、中は見えない。

「キリト先せん輩ぱいは、ここに……」

　赤毛の少女の言葉が終わるのを待たず、アスナは両手で幌を開いて馬車の荷台に飛び乗った。よろめくように、奥へと進む。

　天井からぶら下がる小さなランタンが、積み上げられた木箱や樽たるを控えめに照らしている。それらの間を縫ぬって、奥へ、奥へ。

　ふわりと、懐なつかしい匂におい。お日様のような。森と草原を渡る風のような。

　薄うす暗ぐらさに馴なれたアスナの眼めを、銀色の反射光が射た。

　光の源みなもとは、金属フレームと木材を組み合わせた車くるま椅い子す。

　その座面に、影かげのようにひっそりと身を沈める、黒衣の姿があった。

「………………っ」

　圧倒的な感情の大おお嵐あらしに翻ほん弄ろうされ、アスナは立ち尽くした。あれこれ思い描いていた、再会の言葉は喉のどに詰まって出てこない。

　現実世界では、オーシャン・タートルのＳＴＬ四号機に横たわっている、誰よりも愛する人の魂たましいの姿がそこにあった。

　傷つき、損そこなわれ、それでも確かに息づく命が。

　きっと、デスゲームＳＡＯから解放されても目覚めることはなかったアスナと所ところ沢ざわの病院で再会した時、キリトもまったく同じ痛みを、苦しみを感じ、そして決意したに違いない。

　──今度はわたしが。必ず、どんな代価を払おうとも、絶対に助けるから。

　詰めていた息をそっと吐き出しながら、アスナは囁ささやいた。

「…………キリトくん」

　痛々しいほどに瘦やせ細った体からは、右腕が失われていた。白黒二本の剣を抱える左腕が、アスナの声が響ひびいた途と端たん、ぴくりと動いた。

　俯うつむけられたままの顔と、虚うつろな瞳ひとみにも、細さざ波なみのような震えが走る。

「ぁ…………」

　ひび割れ、掠かすれた声が、乾いた唇から零こぼれた。

「ぁ……あー……あぁ…………」

　かたかた、と車椅子が小さく振動した。左腕が激はげしく強こわ張ばり、首筋に腱けんが浮き上がった。

　俯けられたままの頰ほおに、すうっと二筋の涙が流れ、胸に抱いた鞘さやに滴したたった。

「キリトくん……いいよ、もういいよ!!」
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　アスナは叫び、跪ひざまずくと、愛する人の体を優しく、強く抱き締しめた。自分の両眼からも、熱い雫しずくがとめどなく溢あふれるのを感じた。

　再会したその瞬しゆん間かん、キリトの魂たましいが癒いやされ、意識が戻る──。

　そんな奇跡を、期待していなかったと言えば噓うそになる。

　しかし、キリトのフラクトライトに加えられた損傷は、そんな生なま易やさしいものではないことをアスナは認識していた。キリトは、フラクトライト中の《主体》すなわちセルフ・イメージを破は壊かいされてしまったのだ。それが何らかの手段で再構築されない限り、外部からどんな情報の入力があろうとも、正常な出力を返すことはできない。

　脳裏に、比ひ嘉がの言葉が蘇よみがえる。

　──どうやら彼には何人かの協力者、もちろん人工フラクトライトのですが……つまり仲間がいたようです。教会との戦いでその仲間はほとんど死亡し、その結果、こちらへの回線を開くことに成功した時、彼は激はげしく自分を責めていた。言い換えれば、自分で自分のフラクトライトを攻こう撃げきしていたのです。

　巨大すぎる喪失感と悔恨、そして絶望が、キリトの心に深い穴を開けてしまったのだ。

　──でも、たとえその穴が無限の虚無であろうとも、わたしが埋めてみせる。わたし一人でできなければ、心を繫つないだ沢たく山さんの人たちの力を借りて。愛で満たせない喪失なんて、あるはずがない。

　アスナは、改めて強い決意が自分のなかに満ちるのを意識した。これ以上、キリトにはひとかけらの哀かなしみだって感じさせない。

　──キリトくんが愛し、生きたこの世界は、わたしが守る。謎なぞの襲しゆう撃げき者しやたちから……そしてラースからも。

　最後にもう一度、強くキリトを抱ほう擁ようしてから、アスナは立ち上がった。

　振り向き、涙ぐみながら見守っている二人の少女たちに微ほほ笑えみかける。

「ありがとう。あなたたちが、キリトくんを守ってくれたのね」

　ゆっくり頷うつむいた焦こげ茶ちやの髪の少女が、震える声で問いを返した。

「あの……あなたは……？　ステイシア様でないなら、どなたなんですか……？」

「わたしの名前はアスナ。あなたたちと同じ人間よ。キリトくんと同じように、《外の世界》から来たの……同じ目的を果たすために」
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「こりゃあ何とも……たまげたとしか言えませんなぁ」

　大型竜車二階デッキの先せん端たんに立ち、前方に突如出現した巨大な地割れを見下ろしていたガブリエルの耳に、どこかのんびりとした声が届いた。

　視線を向けると、デッキの隅すみに設もうけられた昇降ハッチから、恰かつ幅ぷくのいい中年男が顔を出したところだった。確かレンギルという名の、商工ギルドの頭領だ。幅広の袖そでを体の前で合わせ、深々と一礼する。

　いまや残り少なくなってしまった将軍ユニットの一人だが、この男自身には大した戦せん闘とう力りよくはないらしい。何の用だ、という意味を込めてガブリエルが片かた眉まゆを動かすと、レンギルは両手を顔の前に掲げたままちらりと左右に視線を走らせた。デッキにヴァサゴの姿がないことに気付いたはずだが、それに関しては何も言わず、改めて一礼する。

「陛下。間もなく月が昇りますれば……即時の御命令がございませぬようでしたら、兵たちに食事と休息のお許しを頂きたくまかり越しました」

「ふむ」

　ガブリエルは、黒々と口を開けるクレヴァスに向き直った。

　あの地割れが、東西どこまで続いているのかを確認させるために放った偵察兵からはいまだ報告がない。つまり、一マイルや二マイルではきかないということだ。さりとて、土木作業で埋め立てられる深さではないこともひと目見れば解わかる。

　また、敵軍の行動を予測して戦場の南に潜ひそませたヴァサゴとその手勢も、この調子では何もできずに全滅した可能性が高い。もっともヴァサゴに関しては、こちら側で死んでも現実世界で目覚めるだけなのだが。

　この状況は航空ユニットの使いどころであるはずだが、暗黒騎き士し団だんの飛竜とやらは、たった十頭しかいないらしい。二万の歩兵を運ぶのに、何往復させればいいのか見当もつかない。

　魔ま法ほうならば何とかなるのかと、わずかに生き残った暗黒術師に検討させたが、あの規模の谷に大軍が渡れるほどの強度がある橋を架けるのはほぼ不可能という返事だった。総長ディー・アイ・エル級の術者が、再び多数のオークを生いけ贄にえに用いればあるいは、ということだったが、彼女は敵騎士の反はん撃げきにより骸むくろも残さず戦死したとの報が届いている。

　──野心に満ち満ちていたわりには、呆あつ気けなく退場したものだ。

　ガブリエルは一いつ瞬しゆんそのような感慨を抱いたが、所しよ詮せんはＡＩユニットがひとつ消えただけだ、とすぐに意識からディーの存在を消し去った。

　つまるところ──。

　あの巨大な地割れは、この世界の《ゲームバランス》から逸いつ脱だつした代しろ物ものだ、ということだ。ダークテリトリー側のユニットに修復不可能な破は壊かいを、ヒューマンエンパイア側のＡＩが実現できる道理はない。

　ならば、あれは現実世界からの干渉だ。アッパー・シャフトに立てこもっているラースのスタッフが、ガブリエルと同じようにスーパーアカウントでログインしてきたに違いない。

　目的もまた同じだろう。《アリス》を回収し、システム・コンソールを用いてこの世界からイジェクトさせる。

　厄やつ介かいな局面になったのは確かだが、そうと解ればまだ対処のしようはある。

　むしろ、面おも白しろくなってきた、とすら言えよう。

　ガブリエルは、ごく微かすかな笑みを薄うすい唇の端はしに浮かべ、すぐに消し去った。レンギルに向き直り、言う。

「よかろう。今日はこの場所で野営する。兵にはたっぷり食わせておけ、明日は忙しくなるからな」

「はっ。陛下の御厚情、まことに痛み入ります」

　再び深々と平伏し、商人の長おさはいそいそと姿を消した。
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「キリト先せん輩ぱいと……同じ、世界？」

　紅色と藍あい色いろの瞳ひとみを見開き、少女たちは声を揃そろえて呟つぶやいた。

「そ、それは……神界のことなのですか？　創世三神や……素因エレメントを司つかさどる神様たちや、天使たちが暮らしている天上の国……？」

「違うわ」

　アスナは慌てて首を振った。

「確かに、この国の外側にある世界だけど、決して神様の国じゃない。だって……ほら、このキリトが、神様だの天使だのだなんて思える？」

　すると、少女たちは車くるま椅い子すに眼めを向け、ぱちくりと瞬まばたきしてから、揃って小さく笑みを漏もらした。すぐに慌てた様子で表情を正し、こくこくと頷うなずく。

「は、はい……。確かに、毎日学院を抜け出しては買い食いしに行く神様なんていない……と思いますけど……」

　赤毛の少女の言葉に、今度はアスナが唇を綻ほころばせた。まったく、この世界でまでそんなことしてたのね、と呆あきれるやら嬉うれしいやらで、またしても目め頭がしらが熱くなりかける。

　どうにかそれを抑え、ね？　と微ほほ笑えみかけると、今度は焦こげ茶ちやの髪の少女がおずおずと口を開いた。

「なら……その、外側の世界というのは、いったいどういう場所なのですか……？」

　アスナは少し考え、答えた。

「それは……ごめんなさい、ひと言では言い表せないわ。この場の指揮を執とっている人たちにも同時に説明したいから、案内してもらえる？」

「は、はい、解わかりました。こちらへどうぞ」

　真剣な面おも持もちで頷き、少女たちは馬車の出入り口へと向かった。二人を追いかけようとしたアスナは、一いつ瞬しゆん足を止めてキリトを見た。

　俯うつむいたままの顔には、乾きかけた涙の跡が見てとれる。

　──だいじょうぶ。もう大丈夫だからね、キリトくん。あとはわたしに任まかせてね……。

　心の中でそう囁ささやきかけ、ようやく力の抜けた左手をそっと握ってから、アスナは身を翻ひるがえした。木箱の間を通り抜け、幌ほろを持ち上げて荷台から飛び降りる。

　白いブーツが、地面に触れた、その瞬間。

　金色の輝きが、正面から飛んできた。

　剣光。

　そう認識する前に、アスナは反射的に動いていた。右手が閃ひらめき、左腰に装備されたレイピアを全速で抜き放つ。

　きゃりいいん！　と高く澄すんだ音が、夜の森を貫つらぬいた。

　どうにか何者かの斬ざん撃げきを弾はじいたが、あまりの衝しよう撃げきに右手が肘ひじまで痺しびれた。なんという重い剣か。

　飛び散った大量の火花が白く焼きついたままの視界に、息もつかせぬ次撃の光が見えた。

　ただブロックするだけでは押し切られる。

　瞬しゆん時じにそう判断し、迫り来る刃やいばへと細剣を連続して突き込む。

　三撃目で、どうにか刃が止まった。鍔つば迫ぜり合あいに移行しながら、アスナはようやく襲しゆう撃げき者しやの姿を確認した。

　途と端たん、息を吞のむ。

　とてつもなく美しい女性剣士が、雪のように白い肌に血の色を滾たぎらせてアスナを睨にらんでいた。サファイア・ブルーの瞳ひとみには、強烈な怒りが滾っている。

　黄金を溶かしたかのようなロングヘアが、剣圧を受けてたなびく。重厚なデザインの鎧よろいと、右手に握られた流りゆう麗れいな長剣もまた、深く透き通る山吹色。

　少し離れた場所で、眼めを丸くして立ち尽くす少女たちが、ようやく細い悲ひ鳴めいを上げた。

「き……騎き士し様、おやめください!!」

「この方は敵ではありません、アリス様!!」

　────《アリス》！

　その名前を聞き、アスナは新たな驚きよう愕がくに見み舞まわれた。

　それでは、この凄せい絶ぜつなまでの美び貌ぼうを持ち巨岩のように重い剣を振るう剣士こそが、世界初の真正ボトムアップ型ＡＩ、高適応性人工知能《Ａ．Ｌ．Ｉ．Ｃ．Ｅ．》なのか。プロジェクト・アリシゼーションの目的そのものであり、ラースと襲撃者たちの双方が追い求める、一連の事件の核心。

　しかし、なぜそのアリスが、こうも敵意を燃やして攻撃してくるのか。

　懸けん命めいに黄金の刃を押し戻しながら、真意を問い質ただそうとしたその時、アリスの桜色の唇から、名手の奏かなでるヴァイオリンのようにあでやかな声が鋭するどく放たれた。

「きさま、何者だ!!　なぜキリトに近づいた!!」

　その台詞せりふを聞いた途端。

　アスナの中で、ありとあらゆる事情を脇わきに押しやる、一つの感情が音を立てて弾けた。

　具体的には、ものすごくカチーンと来た。

　反射的に返した言葉は、相手の敵意に水ではなく油をぶっかけるに等しいものだった。

「なぜって……キリトくんは、わたしのだからよ!!」

「なにを言うかっ、狼ろう藉ぜき者ものが!!」

　アリスが、真珠色の歯をきりりと軋きしませる。

　直後、火花を振り撒まきながら、二本の剣が離れた。

　ふわりと飛びのいた黄金の剣士は、靴底が地面を捉とらえるや、再び猛烈な上段斬ぎりを撃うち込んできた。しかし、アスナも今度は気後れすることなく、体に浸しみ込んだ連続技を放っていた。

　夜の森で、巨大な弦月と無数の流星が激げき突とつし、眩まばゆい光を散らした。

　肘ひじから肩まで届く衝しよう撃げきに、アスナは改めて舌を巻いた。正直、剣の腕ではいささか劣おとることを認めなければならない。互角に撃ち合えているのは、ステイシア・アカウントに付与されたいわゆる《ＧＭ装備》であるレイピア──固有名《ラディアント・ライト》がアリスの黄金の長剣よりも高優先度だからだ。

　二人は再び鍔つば迫ぜり合あいに移行し、動きが止まった。

　その静寂を、のんびりとした男の声が破った。

「うーむ、こりゃあ実に何とも、見事な眺めだな。咲き誇る麗うるわしき花二輪、いや絶景絶景」

　同時に、それまで誰もいなかったはずの空間から、ぬうっと二本の逞たくましい腕が伸びてきた。ごつごつした指が、アリスとアスナの剣の腹をひょいと摘つまむ。

「──っ!?」

　まるで万力に挟まれたかの如ごとく、レイピアが動かなくなる。腕は、啞あ然ぜんとするアスナとアリスを剣ごと軽々と吊つり上げ、大きく引き離して着地させる。

　見ると、隣となりに立っているのは、大柄な四十過ぎの男だった。

　和風の着物に似た装しよう束ぞくの上から、最低限の防具を身につけている。帯に差し込まれた鋼はがね色いろの長剣にも、袖そで口ぐちから伸びる腕にも無数の古傷が走り、豪傑という形容がこれ以上似つかわしい人物もいないと思える。

　その男が現れた途と端たんに、何歳か幼くなってしまったかのような雰囲気のアリスが、膨ふくれ顔がおで抗議した。

「なぜ邪じや魔まをするのですか小お父じ様！　この者は、恐らく敵の間かん者じや……」

「ではない、と思うぞ。早々に戦死するところだったオレを命拾いさせてくれたのは、こちらのお嬢じようさんなんだからな。君らもそうだろ？」

　最後のひと言は、相変わらず眼めを見開いている二人の少女たちに向けられたものだった。

　二人は、恐る恐るというふうに頷うなずき、交互にか細い声を発した。

「は……はい、騎き士し長ちよう閣下。その方は、私たちを助けてくれたのです」

「腕の一振りで、敵の大部隊を奈な落らくに落として……まさしく、神の御み業わざでした」

　騎士長と呼ばれた男は、アスナが地形操そう作さして作り出した大峡谷の方向にちらりと目をやると、アリスの肩にぽんと右手を乗せた。

「オレも見たのさ。天から七色の光が降り注いて、大地が幅百メルも裂けた。さしもの拳けん闘とう士し連中も、飛び越えられずに泡を食ってたよ。ひと息に蹂じゆう躙りんされるところだったオレたちを、このお嬢さんが救ってくれたのは間違いない事実だ」

「………………」

　右手に抜き身の黄金剣を下げたまま、アリスが胡う散さん臭くさそうな目つきでじろりとアスナを睨ねめつける。

「……ならば、小お父じ様は、この者が敵の間かん者じやでも、神画に描かれた装しよう束ぞくを真ま似ねた不心得者でもなく、本物のステイシア神だなどと仰おつしやるおつもりですか」

　アスナは、黙もくしたまま軽く唇を嚙かんだ。ここで、人界軍の総責任者らしい騎き士し長ちように、神様だと認定されでもしたらまた厄やつ介かいなことになる。

　しかし幸い、騎士長は口くち許もとをにやりと緩ゆるめると、いいやとかぶりを振った。

「そうは思わん。もしこのお嬢じようさんが本物の神サマなら、最高司祭よりおっかないはずだろ？　たとえば、いきなり斬きりかかってきた乱暴者なぞ、容赦なく地の底に突き落とすくらいには、な」

　これにはアリスも反論できないようだった。尚なおも敵意の消えない瞳ひとみでアスナに火花の出そうな一ひと睨にらみを浴びせてから、長剣を鞘さやの鯉こい口ぐちにあてがい、シャキン！　と一気に落とし込む。

　実のところ、アスナにも大いに言いたいことはあった。要約すれば、えっらそーに、あなたキリト君のなんなのよ、ということだが深呼吸でどうにか抑え込む。

　アスナの任務。それはアリスをアンダーワールドの最さい南なん端たんにある《果ての祭壇ワールド・エンド・オールター》まで導みちびき、彼女のフラクトライトが保存されているライトキューブを集ク合ラ構ス造タ体ーから物理的に排出することだ。

　つまり、この少しばかり相性の悪そうな女性を説得し、人界軍から離脱させる必要がある。ここで喧けん嘩かしている場合ではまったくない。

　同じようにレイピアを鞘に収めると、アスナは騎士長に向き直り、口を開いた。

「はい……あなたが仰るとおり、私は神などではありません。皆さんとまったく同じ人間です。ただ、あなたがたの置かれた状況については、幾らかの知識を持っています。なぜなら私は、この世界の外側から来たからです」

「外側……ね」

　騎士長は、薄うすくヒゲの浮いた顎あごをざらりと擦こすりながら、太い笑みを浮かべた。

　対照的に、アリスのほうは、鋭するどく空気を吸い込んでから叫んだ。

「外の世界……!?　キリトのやってきた場所から、お前も来たというの!?」

　これにはアスナも驚おどろいた。つまりキリトは、アンダーワールドの成り立ちに関してある程度アリスに話していたのだろうか。

　フラクトライト加速ＦＬＡ機能の倍率を考こう慮りよすれば、キリトはすでにこの世界で三年近い年月を過ごしている計算になる。いったい、そのうちどれくらいの時間をこの金髪の剣士と共有したのだろう、とつい考えてしまう。

　アリスのほうも同系統の思考に辿たどりついたらしく、再びアスナに一歩詰め寄ろうとしたが、騎き士し長ちようの腕がそれを制した。

「ここから先は、他の騎士や衛えい士し長ちようたちにも聞いてもらったほうがいいだろう。茶でも飲みながら話そうや。敵軍も今夜はもう動けまい」

「……そう、ですね」

　眉まゆのあたりに険を含ませたまま、アリスも頷うなずいた。

「よし、そうと決まれば……そこのお嬢じようさんたち、熱い茶と、オレには火酒を用意してくれないか。君たちも一緒に話を聞くといい」

　騎士長にそう言われた制服の少女たちは、はいっ！　と叫びながら敬礼した。

　アスナは、馬車から離れる前にもういちどキリトに会いたいと思ったが、身動きひとつする前にアリスの鋭するどい言葉が飛んできた。

「言っておきますが、今後、私の許可なくその馬車には立ち入らないように。キリトの安全を確保するのは私の責務ですから」

　むかっ。

　と頭をもたげる感情を、どうにか寝かしつける。

「……あなたこそ、わたしのキリトくんを呼び捨てにするのやめなさいよね……」

「何か言いましたか!?」

「……いいえ、なにも」

　ふん、と同時に顔を逸そらし、アスナとアリスは騎士長の背中を追った。




　その場に残された二人の少女──ティーゼとロニエは、同時にふうっと息を吐いた。

「なんだか……凄すごいことになってきちゃったね」

　呟つぶやいたティーゼは、気合を入れ直すように両手を打ち合わせ、いつもの元気な声を出した。

「さ、急いでお湯沸かさなきゃ！　火酒の壺つぼはあっちの馬車よね……行こ、ロニエ！」

　走り出す親友を追いかける直前に、ロニエがぽそっと口にした言葉を聞いた者は誰もいなかった。

「……私の先せん輩ぱい、なんだもん……」










　　　５




　ぱちぱちと音を立てて燃える焚たき火びを、お茶のカップ片手にアスナはじっと見詰めた。

　なんとリアルな炎だろうか。

　ＳＡＯやＡＬＯで繰くり返し見てきた、グラフィックエンジンによって描画されるエフェクトの炎とは根本的に次元が異なる。生乾きの薪まきが爆はぜるたびに飛び散る火の粉の輝き、煙の焦こげ臭さ、顔や手の皮ひ膚ふをじんわりと温める輻ふく射しや熱ねつまでが、現実以上の現実感を備そなえてアスナの五感を刺し激げきする。

　焚き火だけではない。用意してくれた折り畳み椅い子すの座面の、固い感触。使い込まれた木製のカップの滑なめらかな手触り。心をほっとさせてくれるお茶の香り。周囲の木々が、夜風を受けてざわざわと葉を震わせる乾いた音。

　アンダーワールドにログインしてからいままで、こんなふうに世界を味わう暇ひまなどまったくなかった。改めて感覚を総動員させると、ＳＴＬが生み出す《ニーモニック・ビジュアル》の凄すさまじいクオリティに圧倒されざるを得ない。

　これでは、ここが仮想世界なのだと知らされずにログインしたキリトは、それを確認するのに大変な苦労をしたことだろう。何と言ってもこの世界には、いわゆるＮＰＣは一人たりとも存在しないのだから。

　アスナは、揺れる炎から視線を外し、森に開けた円形の草地に集つどう人々を順じゆん繰ぐりに眺めた。すでに、簡かん単たんな紹介だけは受けている。

　すぐ左にどっかと座り、古めかしい酒さか瓶びんを独り占めしているのは整せい合ごう騎き士し団だんの長ベルクーリ。その向こうには、黄金の鎧よろいをまとう整合騎士アリス。焚き火のオレンジ色に照らされ、深みを増した金髪の美しさには、同性ながらため息が出そうになる。

　アリスの左には、どこか所在なさそうな十五、六の少年剣士。やはり彼も、この世界で最高位の《クラス》である整合騎士らしい。名前はレンリ。

　更に視線を動かすと、影かげのようにひっそりと座る細身の女性騎士が目に入る。真新しい鎧が体に合わないのか、しきりに革帯を引っ張ったり緩ゆるめたりしている様子はあたかもＶＲＭＭＯの初心者だが、シェータという名で紹介された時に一いつ瞬しゆんアスナと視線を合わせた切れ長の眼めには、得も言われぬ迫力があった。

　彼女の左側、アスナから見て焚き火を挟んだ向こう正面からは、衛えい士し長ちようというクラスの者たちが十名ばかり肩を並べている。ほとんどが剛ごう毅きな面つら構がまえの、いかにも古ふる強つわ者ものといった雰囲気を持つ男たちで、女性はたった一人しかいない。

　そして、アスナのすぐ右に、先ほどの制服の少女たちが肩をすぼめてちょこんと座っている。赤毛の子がティーゼ、焦げ茶の髪の子がロニエ、二人は、何とキリトが半年前まで在ざい籍せきしていた学校の後こう輩はいなのだそうだ。

　十数名の剣士たちをひととおり見渡して、アスナはひとつの感慨を深く嚙かみ締しめた。

　彼らは、まさしく、本物の人間だ。

　その容姿や仕草、漂ただよわせる雰囲気まで、作り物めいたところはまるで見み出いだせない。この中で、《与えられた規則に絶対逆らえない》という人工フラクトライトの限界を突破したのがアリスただ一人である、という予備知識が疑わしくなってくるほどだ。

　キリトが、魂たましいを傷つけてまで彼ら全員を守ろうとしたことも、いまならば理解できる。

　その志こころざしを、受け継つがねばならない。

　アスナは強くそう決意しながら、大きく息を吸い、言葉を発した。

「皆さん、はじめまして。私の名前はアスナ。この世界の外側からやってきました」




　旅立ったのはほんの八日前なのに、すでに懐なつかしく感じるほどに遠ざかってしまった辺境の村ルーリッドでの短い暮らしの中で、アリスはよくキリトの車くるま椅い子すを押して近くの牧場を見に行った。

　頑丈な木製の囲いの中で、沢たく山さんのふわふわした羊たちが大人しく草を食はみ、その間を子羊が元気に駆かけ回っていた。

　アリスは、何て幸せそうなのだろう、と思ったものだ。柵さくの外のことなど何も心配することなく、閉ざされ、守られた世界で安らかな日々を送っている。

　よもや──。

　この世界に暮らす自分たちも、本質的にはまったく同じ存在であろうとは。

　アスナと名乗る異界の少女は、焚たき火びを囲んで座る整せい合ごう騎き士しと衛えい士し長ちように、天地が割れ砕けんばかりの衝しよう撃げきを与えた。騎士長ベルクーリだけはいつもの飄ひよう々ひようとした表情を崩くずさなかったが、それでも内心大いに思うところはあっただろう。

　アスナは、人界と暗黒界を合わせた世界全体を、アンダーワールドという神聖語で呼んだ。そして、その外側──地勢的にではなく、観念的な外部──に、リアルワールドなる異世界が広がっているのだと言った。

　当然ながら、それは神界のことではないのか、という疑問が衛士たちから発せられた。

　来訪者は答えた。リアルワールドに暮らしているのも、感情と欲望、そして有限なる天命を持つ人間なのだ、と。

　そしていま、リアルワールドのごく限られた場所で、二つの勢力がアンダーワールドの支配権をかけて争っているのだという。

　アスナはその一方の使者であるらしい。目的は、アンダーワールドを守ること。

　そしてアスナと敵対する勢力の目的は、アンダーワールドからたったひとりの人間を回収し、しかる後に世界全てを破は壊かいして無に帰すこと──。

　それを聞いた衛えい士し長ちようたちは、不安そうにざわめいた。

　動揺を鎮しずめたのは、ベルクーリの言葉だった。

　同じことだろう、と三百年を生きた豪傑は断じた。人界の外にはダークテリトリーがあって、そこじゃあ何万もの大軍勢が侵攻の時を手ぐすね引いて待ってたって事実を、これまで真剣に考えてきた奴やつなんざオレも含めてろくにいなかったんだ。今更、その外側にもうひとつ世界が増えたくれえ、どうってことねぇだろ。

　いかにも乱暴な論だが、騎き士し長ちようの頼もしい声で言い切られると、そんなものかと思えてくる。一同が落ち着くと、ベルクーリはアスナに向かって、敵対する勢力とやらが欲しがっている、たったひとりとは誰なのかと問うた。

　異邦人の明るい茶色の瞳ひとみが、ベルクーリから外れて、まっすぐにアリスを見た。

　数秒かけてその視線の意味を理解したアリスは、思わず自分の顔を指さしてしまった。

「……わ……私……？」

　レンリやティーゼ、ロニエのみならずシェータまでが驚おどろきの表情を浮かべる。しかし今度も、ベルクーリだけが得心したように頷うなずく。

「なるほど……それがつまり、《光の巫み女こ》か……」

　アスナはその言葉に聞き覚えがなかったようで、騎士長に向けた両りよう眼めを瞬しばたたかせたが、すぐにアリスに視線を戻して言った。

「もう、あまり時間はありません。アンダーワールドの消滅を防ふせぐには、アリスさんがわたしと一緒にリアルワールドに移動するしかないんです。もうアリスさんが存在しないと知れば、敵はこの世界への干渉を止めるはず……」

「じょ……冗談ではありません!!」

　アリスは夢中で叫んだ。椅い子すを蹴けって立ち上がり、右手を胸当てにバシッと当てて、声こわ高だかにまくし立てる。

「逃げる!?　私が!?　この世界とそこに暮らす人々、それにこの守備軍の仲間たちを見捨てて、リアルワールドとやらに!?　有り得ません、私は整合騎士です！　人界を守ることが、最大にして唯一の使命なのです!!」

　すると、今度はアスナが勢いよく立った。白シラ金カネ樫ガシの実を思わせる茶色の髪を大きく揺らし、銀製の鈴を鳴らすような声で鋭するどく反はん駁ばくしてくる。

「なら、尚なおのことだわ！　もし敵……暗黒界人ではなく、リアルワールドから来る強奪者たちがあなたを捕らえてしまえば、この世界に暮らす人々や……それだけじゃない、大地も、空も、何もかもが消滅させられてしまうのよ！　敵はもう、いつここを襲おそってきてもおかしくないの！」

「おっと、その点については情報が古いな、アスナさん」

　悠ゆう揚よう迫らぬ声を挟んだのは、騎士長ベルクーリだ。

「どうやら、もう来てるぜ。お前さんの敵とやらは」

「えっ……」

　絶句するアスナを焦じらすように、火酒をぐいっと呷あおってから騎き士し長ちようは続けた。

「これで合点がいったってもんだ。光の巫み女こ……そしてそれを求める暗黒神ベクタ。いま敵軍を指揮してるベクタ神とやらも、間違いなくあんたと同じ、リアルワールドから来た人間だろうな」

「暗黒……神」

　焚たき火びに照らされていても解わかるほどに顔を青ざめさせたアスナは、神聖語混じりの呟つぶやき声ごえを漏もらした。

「なんてこと……ダークテリトリー側のスーパーアカウントは、ロックされてなかったんだわ……」

「あの……ちょ、ちょっといいですか」

　生まれた静寂を縫ぬうように、少年騎士レンリがおずおずと手を挙げた。

　全員の視線が集まったのを意識してか、若者はか細い声で疑問を口にした。

「そもそも、光の巫女って、具体的には何なんですか？　その、リアル……ワールドの強奪者たちは、いったいどうしてアリス殿をそんなに欲しがるんです？」

　その質問に答えたのは、アスナでもベルクーリでもなく、この場でも《無音》を貫つらぬくと思われていた灰色の騎士シェータだった。

「右みぎ眼めの封印を、破ったから」

　一いつ瞬しゆん憤いきどおりを忘れるほど驚おどろいたアリスは、思わず右眼の下に手をやりながら訊たずねる。

「そ……それを知っているのですか、シェータ殿!?　なぜ……!?」

「考えると、右眼が痛くなる。世界で一番硬いもの……破は壊かい不能のセントラル・カセドラル、丸ごと斬きり倒したら……楽しいだろうな、って」

「………………」

　騎士や衛えい士し一同の微妙な沈ちん黙もくを、ベルクーリの咳せき払ばらいが破った。

「あー、この場にも、秘ひそかに覚えがある者はほかにもいるんじゃねえか？　最高司祭の権威や公こう理り教きよう会かいの支配体制にわずかなりとも疑いを抱くと、右の目ン玉に赤い光がちらついて、同時に頭の芯しんまで突き刺すみてぇな痛みに襲おそわれる現象だ。普通は、あまりの激げき痛つうに考えを保っていられなくなる。しかし、それでも不敬な思考を続けると痛みは際限なく強まり、右の視界が赤く染まって……しまいにゃぁ……」

「右眼そのものが、あとかたもなく吹き飛びます」

　アリスは、あの恐るべき一瞬を鮮明に思い出しながら呟つぶやいた。

　一同の顔に、濃のう淡たんはあれど等しく畏い怖ふの色が浮かぶ。

「では……アリス殿は…………」

　畏おそれをはらんだレンリの声に、ゆっくり頷うなずいて、アリスは続けた。

「私は、元老長チュデルキン、そして最高司祭アドミニストレータ様と戦いました。その決意を得るために、一時右みぎ眼めを失いました」

「あ、あの…………」

　レンリよりも更にか細い声で発言機会を求めたのは、これまで話を聞いているだけだった、補給部隊の少女練士ティーゼだった。

「ユージオ先せん輩ぱいも……。私とロニエを守るために剣を抜いてくださった時、右眼から、血が……」

　さもありなん、とアリスは頷うなずいた。一般民でありながら幾多の激げき闘とうを乗り越え、ベルクーリをも退しりぞけ、アドミニストレータ相手に見事な心シン意イの輝きを見せたあの若者なら、右眼の封印くらい乗り越えただろう。

　そうだ、そういえばカセドラル最上階での戦いの最中、アドミニストレータがアリスを見て、右眼の封印について何かを言っていた。確か、コードハチ、ナナ……。

　しかし、アリスが最高司祭の言葉を思い出すより早く、ベルクーリが顎あごを擦こすりながら唸うなり声ごえを発した。

「ううーむ……。つまり、アスナ嬢じようちゃんの言う敵とやらは、右眼の封印を自力で突破した者を欲しがっているというわけか。アスナさん、ちょいと訊きくが、あんたたちリアルワールド人にも同じ封印があるのかい？」

「…………いえ」

　わずかな逡しゆん巡じゆんを経て、茶色の髪が横に揺れた。

「わたしには、そういう経験はありません。恐らく、法や命令に従うことを絶対的に強制されているか否いなか、という一点だけがリアルワールド人とアンダーワールド人の差異なのだと思います」

「ならば、つまりアリス嬢ちゃんは、いまや完全にあんたらと同じ存在ってわけだな？　だが、となると妙じゃないか？　ベクタは、同じものをなぜそんなに欲しがるんだ。リアルワールドにも人間はわんさと住んでるんだろうに」

「それは…………」

　再び、先ほどよりも強い迷いの色を滲にじませてアスナは口くち籠ごもった。

　しかしアリスは、記憶を堰せき止めていた棘とげが抜けた瞬しゆん間かん、大きく叫んでアスナの言葉を遮さえぎってしまった。

「そうよ！　コードハチナナイチ！」

　両手を握り締しめ、急せき込むように続ける。

「最高司祭は、右眼の封印のことをそう呼んでいたわ。《あの者》が施ほどこしたコード８７１って。その時は意味が解わからなかったけど……これも、古代神聖語じゃなくて、リアルワールドの言葉じゃないの!?」

「コード……８７、１……？」

　呆あつ気けに取られたように呟つぶやいたアスナが、訝いぶかしむように強く眉まゆを寄せた。

「……封印は、向こうの……ラースの人間が……？　そんなの……目的を邪じや魔まするだけなのに……」

　椅い子すに腰掛け、しばし考え込む様子だったアスナの顔が──。

　突然、深しん甚じんな驚きよう愕がくに彩いろどられた。薄うす紅べに色いろの唇がわななき、掠かすれ声ごえが絞り出される。

　発せられた言葉の意味は、しかしアリスには解わからなかった。

「…………いけない……ラースのスタッフに、内通者がいるんだわ……！　隔かく壁へきの、こっち側に……！」




　アスナは激はげしく動揺した。

　命令への盲従、という人工フラクトライト唯一の瑕か疵しを取り除くために、比ひ嘉がたちラースの技術者は多大な努力を重ねてきた。

　なぜなら現状の人工フラクトライトは、与えられた命令を論理や倫理によって検証できないということになるからだ。彼らをＡＩとして戦せん闘とう兵器に搭とう載さいした場合、命令系統のハッキング等により、味方に対する攻こう撃げきや民間人の無差別殺傷が指示されれば、それは再確認なしに実行されてしまう。欧米の軍隊で規定されている、いわゆる抗命義務を果たせないのだ。

　ゆえにラースは、その限界を突破し得る真の人工知能を生み出すために、アンダーワールドで数百年に及ぶシミュレーションを続けてきた。

　しかし、実験の成功を妨さまたげることが目的としか思えない右みぎ眼めの封印こと《コード８７１》が、ラースに所属する何者かによってひそかに施ほどこされていたとするならば。

　その妨害工作は恐らく、いまオーシャン・タートルを占拠している襲しゆう撃げき者しやたちの指示によるものだろう。狙ねらいは、襲撃作戦の準備が整うまで、実験の成功を遅らせることか。

　そして内通者は、いまもオーシャン・タートルのアッパーシャフトを自由に移動している。入ろうと思えば、他のスタッフの目を盗んで、アスナとキリトが無防備に横たわる第二ＳＴＬ室にすら侵入できるのだ。

　肌を撫なでる怖おぞ気けを堪こらえながら、アスナはさらに考えた。

　この情報を、可及的速すみやかに比嘉か菊きく岡おか、あるいは神こう代じろ博士はかせに伝える必要がある。しかし、システムコンソールから遠く離れた座標にログインしてしまった以上、アスナから彼らを呼び出す手段はない。

　たった一つだけ、いま使用しているステイシア・アバターのＨＰをゼロにする──つまり死亡するという方法があるにはあるが、その場合はもう、このスーパーアカウントではログインできない。システムの管理者権限操そう作さがロックされている以上、アカウントデータのリセットも不可能だからだ。

　襲しゆう撃げき者しやたちが、暗黒神ベクタというステイシアと同レベルのアカウントを利用している以上、一般民相当のステータスでは対抗できまい。アリスを守り、無事にログアウトさせるためには、このアカウントが必要なのだ。

　──どうする。どちらを優先すれば。

　ここまでを瞬しゆん時じに思考したアスナは、いちど深呼吸してから意思を決定した。

　いまはアンダーワールド内部を優先する。この世界は、現実世界比で一千倍という超高速で駆く動どうしているのだ。向こう側で内通者が再び動き出すまでに、いくばくかの時間的余裕はあるはずだ。

　そのあいだに、何としても敵の指揮するダークテリトリー軍からアリスを守り抜き、現実世界へとイジェクトさせる。もしそれに失敗し、アリスが敵の手に落ちたら、連中は真正ＡＩを独占するために残るライトキューブ群を容赦なく破は壊かいし尽くすだろう。キリトが命を賭かけて守ろうとした、このアンダーワールドを。




　　　＊＊＊




　この時、結ゆう城き明あ日す奈なが下した判断は、現在彼女が得られる情報に照らせばまったく正しいものだった。

　しかし彼女も、そしてオーシャン・タートルの比ひ嘉がタケルや菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうすらも、ひとつの重大な事実に気付いていなかった。

　ＦＬＡ倍率は、ガブリエル・ミラーとヴァサゴ・カザルスがログインした直後から、徐々に引き下げられていたのだ。操そう作さしたのは襲しゆう撃げきチームの技術工作員クリッターであり、命じたのは隊長ガブリエルだった。

　二十数時間後には、護ご衛えいのイージス艦かん《ながと》から武装した自衛隊員が突入してくる、という状況にある襲撃チームが、まさか加速倍率を下げて自みずからの首を絞めるなどとは、ラースの人間にはまったく予想できなかった。

　ましてや、倍率ダウンの狙ねらいに到っては、まったく想像の埒らち外がいだったのだ。

　だが──。

　現時点で、たった一人だけがガブリエルの意図を看破していた。

　明日奈が持ち込んだ携帯端末を通して独自に情報を収集していた、世界最高レベルのトップダウン型人工知能である《彼女》は、ある目的を秘めてネットワーク空間を飛ひ翔しようし始めた。




　　　＊＊＊




「どうか、したの？」

　いつの間にか敬語でなくなっているアリスの問いかけに、アスナははっと顔を上げ、かぶりを振った。

「いいえ……大丈夫。ごめんなさい、話の腰を折って」

「折られてはいないわ。あなたの答えを待ってるんだから」

　アリスが、相変わらずつんけんした口調で問い質ただしてくる。

「どうなの？　コード８７１、って言葉に思い当たることはないの？」

「あるわ。これから説明するところよ」

　アリスが相手だと、つい尖とがり気味な声を出してしまう自分が、アスナには不思議だった。

　アスナは、誰かとけんかをした記憶がほとんどない。友達のリズベットやシリカ、リーファ、シノンたちとはいつも楽しく遊んでいるし、学校でもクラスの皆とは仲良くやっている。

　アリスの前に、こんなふうにやりあった相手は誰だろう、と記憶を辿たどったアスナは、思わずぷっと噴ふき出しそうになった。その相手は間違いなくキリトだ。

　アインクラッド第一層の迷宮区で出会い、なぜかコンビを組んでデスゲームを攻略することになった日々のあいだ、アスナは何度となくキリトを睨にらみ、怒ど鳴なりつけ、時には軽めに手を出したりした。それが、いつしか恋心を抱くようになっていたのだから、人間の気持ちとは不思議なものだ。

　となれば、このアリスとも、いずれ仲良くなる時が来るのだろうか。

　──それはなかなか薄うすい可能性ね。

　そう思いながら、アスナは口を開いた。




「……アリスさんの言う、コード８７１という右みぎ眼めの封印を仕掛けたのは、リアルワールドの人間……敵に与くみする者です」

「ふうむ……。そのコードとやらを、右眼を吹っ飛ばす以外に解除する方法はないのかい？」

　ベルクーリの問いに、異界の少女は申し訳なさそうにかぶりを振った。

「すみません、わたしには解わかりません……。けれどたぶん、アンダーワールド内部から解除できるものではないと思います」

　アスナの澄すんだ声を聞きながら、アリスは、いったいどうしてこんなに苛いら々いらするんだろうと考えた。

　初めの印象が最悪だったのは確かだ。何の断りもなく、キリトに近づかれていい気分がするわけがない。傷ついたキリトを、この半年間守り、世話してきたのは自分なのだから。

　しかしあのアスナという娘は、キリトと同じリアルワールドからやってきた。言動からして、その世界でキリトと何らかの関係があったのは間違いない。となれば、はるばる異世界にまで追いかけてきたのだし、ひと目遭あうくらいの権利はあるのかもしれない。

　それがこの苛いら々いらの原因なのだろうか。キリトを守る義務と責任があるのはこの私だけだ、と思ってきたのに、突然新たな関係者が現れたからか。

　あるいは、アスナの恐るべき剣技への対抗心だろうか？

　あれほどの速さの連続技を見るのは初めてだった。速度だけなら、副騎き士し長ちようファナティオも問題にならない。連続技、というよりまるで同時に複数の突きが放たれたようにすら感じた。もし剣がわずかでも弾はじかれていれば、切り返しは向こうのほうが速かっただろう。同年代、同性の剣士にここまで戦せん慄りつさせられたことはない。

　もしくは──。

　アスナが、こうして見ているだけで、ため息が出そうになるくらい美しいからか。

　優美という言葉がこれ以上似合う者はいないだろうと思われる異国風の顔立ち。白い肌には染み一つなく、樫かしの実の色をした長い髪が柔らかに揺れるさまは、極ごく上じようの絹を束たばねたかのようだ。衛えい士し長ちようたちの顔に、賛さん嘆たんの色が浮かんでいるのは気のせいではあるまい。彼らは、アスナがステイシア神だと名乗ったところで、疑いもなく信じただろう。

　知りたい。

　リアルワールドとか、敵とかよりも、アスナ個人について。キリトとの関係について。

　いつしか自分がぼんやり思考を彷徨さまよわせていたことに気付き、アリスは慌てて耳を澄すませた。アスナは騎士長に向けて話し続けている。

「……敵は、アンダーワールドにおいて封印を破る者……彼らの言葉を借りれば《光の巫み女こ》が現れ、彼ら以外の勢力の手に落ちることを恐れたのです。なぜなら、光の巫女は、リアルワールドにおいてとてつもなく貴重な存在となり得るからです」

「そいつが解わからんのだよなぁ」

　騎士長ベルクーリが、火酒の壺つぼをちゃぷちゃぷ揺らしながら唸うなった。

「光の巫女、つまりアリス嬢じようちゃんは、リアルワールド人と同等の存在ってわけだろ？　さっきも訊きいたが、同じものになぜそれほど固こ執しつするんだ？　敵にせよアスナさんの陣営にせよ、いったい、アリス嬢ちゃんを外の世界に連れ出して、何をさせるつもりなんだい？」

「それは……」

　アスナは、言葉に詰まったかのように唇を嚙かんだ。

　長い睫まつ毛げが伏せられ、声の調子が沈む。

「…………ごめんなさい、いまは言えません。なぜならわたしは、アリスさんに、自分の眼めでリアルワールドを見て判断してほしいのです。向こう側は、決して神様の国でも、理想郷でもない。それどころか、この世界と比べればずっと醜みにくく、汚れています。アリスさんを欲しがる人たちの動機もそう。いまここでそれを説明すれば、アリスさんはリアルワールドを、そこに暮らす人間たちを許せないと思うでしょう。でも、そんな部分ばっかりじゃないんです。この世界を守りたい、皆さんと仲良くしたいって思う人も、たくさんいます。そう……キリト君のように」

　どこか必死な響ひびきのある言葉を、アリスは黙だまって聞いた。

　そして、自分でも驚おどろいたことに、ゆっくりと頷うなずいた。

「……いいわよ。いまはこれ以上訊きかないわ」

　軽く両手を広げ、肩をすくめる。

「どうあれ、私はしたくない事をするつもりなんてないしね。それ以前に、リアルワールドに行くって決めたわけでもない。外の世界を見てみたい気はするけど、それは目の前の敵を……暗黒神ベクタ率ひきいる侵略軍を打ち破って、ダークテリトリーとのあいだに和平が成立してからのことよ」

　すると、また強硬に反論してくるかと思ったアスナは、こちらも短い沈ちん黙もくを経てゆっくりと首肯した。

「……ええ。ダークテリトリー軍を指揮している暗黒神ベクタがリアルワールド人だと解わかった以上、私とアリスさんが単独でこの部隊を離れるのは危険かもしれない。敵も、それくらいは予想してくるでしょうから。私も……皆さんと一緒に戦います。ベクタの相手は、私に任まかせてください」

　途と端たん、おおっという歓かん声せいが衛えい士し長ちようたちから上がった。

　彼らにとってアスナは、本人がどう言おうとステイシア神と大して変わらぬ存在なのだろう。何より、大地を引き裂くほどの超高位術式を使えるのなら、残る二万の敵軍が二十万でも恐れる必要はないのかもしれない。

　同じことを騎き士し長ちようも考えたらしく、腕組みをしながらアスナに訊たずねた。

「ま、リアルワールド絡みの事情はおいおい、ということにしとくか。話を戻すが……アスナさんは、あの地面をばかっと割る奴やつを、無制限に使えるのかい？」

「……残念ながら、ご期待には沿えないかもしれません」

　アスナは、無念そうな面おも持もちでかぶりを振った。

「あの力は、意識に巨大な負荷をかけるようなのです。苦しさだけならいくらでも耐たえますが、あまり乱発すると、意識を保ほ護ごするためにこの世界から強制的に離脱させられてしまう可能性があります。そうなっては、わたしはもう戻ってこられなくなる。たぶん、大規模な地形操そう作さを行えるのは、あと一度か二度でしょう……」

　期待が大きかっただけに、焚たき火びを囲む衛士長たちの顔に失望の色が広がった。それを感じたアリスは、思わず大きな声を出していた。

「私たちの人界を守るのに、異世界人の力ばかりあてにしてどうするの！　もう、充分に助けてもらったじゃないの。今度は、私たち騎き士しと衛えい士しが、異界人にその力を見せる番だわ！」

　激はげしい身振りで力説してしまったが、アスナが少し驚おどろいたような顔を向けてくるので、途と端たんに気恥ずかしくなる。

　口を閉じたアリスに代わって真っ先に発言したのは、この場では最年少であろう騎士レンリだった。

「そう……そうですよ！　アスナさんは神様じゃない、僕らと同じ人間だって聞いたばっかりでしょう！　なら、僕らだって、同じくらい戦えるはずじゃないですか！」

　両腰の神器に両手をあてがいながら力説する少年騎士の視線が、アスナから離れてその右みぎ隣どなりの赤毛の少女に向けられるのを見て、アリスはおやおやと内心微ほほ笑えんだ。

　次いで、《無音》のシェータまでもが、ぼそりと言葉を発した。

「私も……また、あの拳けん闘とう士しと戦いたい」

　顔を見合わせていた衛士長たちが、威勢を取り戻すのにそう時間はかからなかった。

　そうとも、やってやろう、俺たちが守るんだ──という意気軒けん昂こうな叫び声に、いつのまにか草地の周囲に集つどっていた多くの衛士たちが一いつ斉せいに唱和した。大勢の意志に同調したのか、焚たき火びの炎が一ひと際きわ激しく燃え上がり、夜空を赤く焦こがした。
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　これで、よかったのだろうか。

　与えられた天幕の中で、真珠色のブレスト・プレートを外しながら、アスナは考えた。

　現実世界の比ひ嘉がや菊きく岡おかは、アスナが一刻も早くアリスをシステムコンソールまで導みちびき、サブコントロール室にイジェクトすることを願っているだろう。

　しかしその後はどうなる。菊岡らにしてみれば、アリスのフラクトライトさえ回収できれば、あとはそれを構造解析し、無人兵器搭とう載さい用ようＡＩの開発に移行するだけだ。残る十万以上の人工フラクトライトを内包するライトキューブ・クラスターを、膨ぼう大だいな電力を消費しつつ維持するメリットなど彼らにはない。

　仮にアリス一人を助けられても、他のアンダーワールド人が全て消去されてしまえば、目覚めてからそれを知ったキリトはどう思うだろうか。それ以前に、本当に彼のフラクトライトを回復させることができるのだろうか……。

　だめだ、弱気になってはいけない。せっかくこうして再会できたのだから、できる限り彼と触れ合い、言葉を掛け、回復のきっかけを探さねばならない。比嘉も言っていたではないか。かくなる上は、アンダーワールドに於おいて、何らかの奇跡がキリトを癒いやすことに期待するしかない──と。

　いますぐに、彼が休んでいる天幕に忍び込み、抱きしめ、語りかけたい。許されるのなら、アンダーワールドにいる間じゅうずっとそうしていたい。キリトを置き去りにして、遥はるか南のコンソールを目指すなんて、絶対にいやだ。

　──せめて、この一夜だけでも……。

　そう心を決めたアスナは、全ての金属装備を外して軽快なチュニックとスカート姿になると、天幕の出入り口近くまで移動して耳を澄すませた。

　騎き士し長ちようが用意してくれた小型天幕には、散々辞退したのに、警けい備びの衛えい士しがひとり付けられてしまった。ステイシア神の護ご衛えいをするというので張り切った若者は、居眠りする様子もなく、律りち儀ぎに天幕のそばをひたすら周回している。

　その足音が、ざくざくと下生えを踏ふみしめながら入り口を通り過ぎ、真後ろに差しかかったあたりで、アスナは素早く天幕を出た。無音の跳ちよう躍やくを三度繰くり返し、十メートルほど離れた大木の裏に潜もぐり込む。

　そっと後ろを窺うかがうと、若い衛士はまったく気付いた様子もなく天幕の後ろから現れ、周回を継続した。ごめんなさいね、と内心で謝あやまり、アスナは木こ立だちの奥を目指した。

　大規模な戦せん闘とうの疲れから人界軍の兵士たちは皆早々に眠り込んだようで、わずかな見張りを除いて、起きている者の気配はない。見張りの意識も森の外に向いていて、アスナは見つかることなく補給部隊の天幕が並ぶエリアに忍び込むことができた。

　瞼まぶたを閉じ、意識を研とぎ澄ませる。

　スーパーアカウントの能力なのか、あるいは単なる直感か、愛する人の居場所はすぐに感じられた。

　そちらへ向けて数歩移動しかけたアスナは、視界の右みぎ端はしできらりと瞬またたいた金色の光に気付き、動きを止めた。

　げー、と思いつつ恐る恐るそちらを見る。

　天幕のポールに背中を預け、腕組みをして立つ人ひと影かげがあった。アスナのチュニックと同じ生成りのワンピースに、毛糸のショールを羽は織おっている。夜風に揺れる長い金髪。じろりと睨にらむ瞳ひとみは深いブルー。

「……来ると思ったわ」

　一歩踏み出しながら、騎士アリスがふん、と小さく鼻を鳴らした。




　自分と背丈がほぼ同じ、年齢も大差ないであろう相手を思い切り睨みつけつつ、アリスは準備していた言葉を投げつけようとした。

　──近づくな、と言ったでしょう。大人しく自分の天幕に戻りなさい。

　しかし、胸に吸い込んだ空気は、なかなか喉のどから出ていこうとしない。異界人アスナの瞳に、あからさますぎる心情を見み出いだしてしまったからだ。

　深い思し慕ぼ。それゆえの苦悩と、それゆえの決意。

　ふうっ、と長い息だけを吐きながら、アリスは自分に言い聞かせた。

　──譲じよう歩ほするわけじゃない。キリトを守る責務を、最も強く負う者が私であるという事実は変わらない。なぜならキリトは、私とともに戦い、ともに傷つき、私の目の前で力尽きて倒れたのだから。

　だから、これはあくまで、キリトを回復させるための努力の一いつ環かんに過ぎない。

「……取引よ」

　アリスが発した短い言葉を聞いて、アスナがぱちくりと瞬まばたきをした。

「キリトには会わせてあげる。私が知る限りのことも教える。だからあなたも、あなたが知っている、キリトに関する全てを私に教えなさい」

　刹せつ那なの驚おどろき顔がおをすぐに収め、アスナは唇にどこか自信たっぷりな微笑を浮かべる。

「いいでしょう。でも、すごく長くなるわよ。一晩じゃ終わらないかも」

　まったく気に入らない、と認識を新たにしつつも、アリスは訊たずねた。

「あなたがキリトと一緒にいた期間は？」

　するとアスナは、薄うすい茶色の瞳ひとみを夜空に向け、両手の指を折る仕草をしながら答えた。

「えーと……相棒として戦ったのが二年間。そのあと、お付き合いが一年半。その間に二週間、一緒に暮らしてたわ」

　──お付き合い、というのは恋人同士だったという意味だろうか。いやまさか……しかし、一緒に暮らすというのはよほどの……。

　少しばかり動揺してしまったものの、アリスはここで負けてなるものか、と胸を張りながら言い返した。

「私は、肩を並べて戦ったのが丸一晩。そのあと、一つ屋根の下で半年間、付きっ切りで世話をしたわ」

　今度はアスナがやや仰のけ反ぞった。だがすぐに姿勢を戻し、ふうんそう、などと呟つぶやく。

　両者は、まるで真剣での立ち合いでもしているかの如ごとく闘とう気きを漲みなぎらせ、しばし睨にらみ合った。夜気がびりびりと震え、二人の間に舞まい落ちた運の悪い木の葉が、ピシ、ピシと音を立てて弾はじける。

　整せい合ごう騎き士しと創世神の鬩せめぎ合あいを、果敢にも中止させたのは──か細い少女の声だった。

「あのぉ……」

　アリスは、驚いて声のしたほうに視線を向けた。アスナもまったく同じ行動を取る。

　焦こげ茶ちやの髪にゆったりした帽子をかぶり、灰色の寝巻きを着た補給部隊の少女練士ロニエが、天幕と天幕の隙すき間まに立っていた。両手を胸の前で握り締しめながら、再び口を開く。

「あの、わ、私は、二ヶ月くらいキリト先せん輩ぱいのお部屋を掃除して、あと剣技とかも教えてもらいましたし、跳はね鹿じか亭ていの蜂はち蜜みつパイも何度かご馳ち走そうしていただきました！　お二人と比べると、期間はだいぶ短いですけど……その、私も、情報交換を……」

　何度か瞬まばたきしてから、アリスは再びアスナと視線を合わせた。同時に口くち許もとに浮かんだのは、溜め息にも似た微苦笑だった。

「いいわよ。あなたもお仲間ってわけね、ロニエさん」

　アリスが頷うなずきかけると、小柄な練士はほっとしたように笑顔を浮かべ、天幕の陰から出てきた。なかなか大した度胸ね、とつい感心してしまう。

　しかし──何たることか、乱入者はそれで終わりではなかった。

　ロニエが現れた場所とは別の物陰から、新たな声が発せられたのだ。

「その情報交換、私も加えて貰もらえないだろうか」

　口調は男っぽいが、声こわ音ねは涼やかなメゾソプラノ。月明かりの下に音もなく姿を現したのは、かなり背の高い女性だった。きりっと整った容よう貌ぼうを見た途と端たん、アスナは小さく声を漏もらしていた。

「……あなたは、さっきの……」

　間違いない。先刻の会議に同席していた女性衛えい士し長ちようだ。

　茶色の髪を長いポニーテールに結ゆった女性は、軽く頷うなずいて名乗った。

「ノーランガルス帝国騎き士し団だん所属、ソルティリーナ・セルルトと申します。戦いが終わるまでは……と思っていましたが、私もキリトとは浅からぬ縁えんがあるゆえ、我慢しきれず参上した次第です」

　ふうっ、と再び溜ため息いきをついたのはアリスだ。肩をすくめ、長身の衛えい士し長ちように問いかける。

「……あなたの縁はどんな具合なの、セルルト衛士長？」

「よろしければ《リーナ》とお呼び下さい、騎き士し殿」

　こほんと咳せき払ばらいしてから、ソルティリーナは自分の手札を晒さらした。

「ノーランガルス帝立修剣学院にて、キリトは傍そば付づき修剣士として一年間にわたり私の身の回りの世話をしてくれました。また私も、彼にはいささかの剣技を伝えることができたと思っております」

「………………」

　予想外に強力なカードを切られ、三人はしばし黙だまり込む。
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　アスナはアリスと視線を交わしてから、同時にやれやれとかぶりを振り、頷うなずいた。

「それなら、あなたもたっぷり情報を持っていそうね、リーナさん。どうぞ、ご一緒しましょ」

　微妙な空気を漂ただよわせつつ、四人は足音を殺して移動し、アリスを先頭にとある小型天幕へと潜もぐり込んだ。敷しき革がわに二枚並べられた携帯寝具の片方は空で、もう一方には黒髪の若者が瞼まぶたを閉じて横たわっている。毛布の端はしから覗のぞくのは、二本の長剣の柄つかだ。

　それを見たアスナの唇に、どこか懐なつかしそうな感傷が滲にじむのを、アリスは見逃さなかった。

「……どうかした？」

　訊きくと、敵意を一いつ瞬しゆんで忘れ去ってしまったかのような無む垢くな笑顔を見せ、異世界の剣士は答えた。

「《二刀流》のキリト。この人、向こうでそう呼ばれてたの」

「……へえ……」

　そう言えばキリトは、アドミニストレータとの決戦に於おいて、自分の黒い長剣とユージオの白い長剣を両手に握り、自在に操あやつってみせた。あれは即そつ興きようの技ではなかったらしい。

　アリスは、眠るキリトの隣となりに敷かれた寝具の上にすとんと腰を下ろすと、三人にも座るよう手振りで示しながら言った。

「じゃ、まずはその話から聞きましょうか」




　荒野の夜はしんしんと更ふけていき、紫色の月だけが静かに地上を照らした。

　人界守備軍の衛士たちも、底無しの峡谷を挟んで野営するダークテリトリー軍の暗黒騎士や拳けん闘とう士したちも、深い眠りについた。

　総力戦を目前に控えた夜の片かた隅すみで、たった一つの天幕の明かりだけが、なかなか消えようとしなかった。時折、麻布の内側からひそやかな笑い声が響ひびいたが、それを聞いているのは梢こずえに止まる一羽の梟ふくろうだけだった。

　やがてランタンの油も燃え尽き、話し疲れた少女四人は、キリトの隣となりで寄り添うようにして眠りに落ちた。

　少しして、遠く離れた人界の央都セントリアで、午前零時を告げる鐘かねの音が穏おだやかに響ひびいた。しかしもちろんその音は、ダークテリトリーの野営地にまでは届かなかった。

　同時に──。

　ごくささやかな《時間的振動》とでも言うべき感覚が、アンダーワールドの全住民に訪れた。それは、ＦＬＡ倍率が一倍まで低下したことに起因するものだったが、起きていても気付けた者はほとんどいなかった。

　アンダーワールド人界暦、三八〇年十一の月八日、午前零時。

　現実世界の日本標準時、二〇二六年七月七日、午前零時。

　この瞬しゆん間かん、二つの世界の時間は、完全に同期した。
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　──死を予感したことはある？

　不意に、耳みみ許もとでそんな声が響いた気がして、整せい合ごう騎き士しベルクーリ・シンセシス・ワンは瞼まぶたを持ち上げた。

　不吉な色の朝焼けが、薄うす暗ぐらい天幕の中にも忍び込もうとしている。空気は氷のように冷え、深く吸い込むとちくちくと肺を刺す。

　午前四時二十分、とベルクーリは感じた。かつては大時計の針であった神器・時じ穿せん剣けんと精神を同調させているベルクーリには、現在時刻を正確に察知するという特技がある。もう十分もしたら、伝令兵に全軍起床の角つの笛ぶえを吹かせねばならない。

　太い両腕を頭の後ろに回すと、年経た剣士は眠りを破ったひと言を脳裏に甦よみがえらせた。

　死を予感したことはあるか。

　そう訊たずねた甘い声は、彼の唯一の上位者、最高司祭アドミニストレータのものだ。

　いつ頃の記憶なのかはすでに定かではない。百年前か、百五十年前か。魂たましいの崩ほう壊かいを防ぐために、不要な情報を消去する処置を施ほどこされてきたベルクーリにとって、遠い記憶は時系列どおりに整理できるものではなくなっている。

　しかし、当時の情景は鮮あざやかに思い出せた。

　無限に繰くり返される日々に──それは自みずから望んだものであるはずなのだが──少々倦うむこともあったのか、アドミニストレータは、たまに自身に次ぐ長命者であるベルクーリを最上階に呼び出し、酒の相手をさせた。

　銀髪の支配者は、極ごく薄うすの絹だけを羽は織おった裸体を深紅の長なが椅い子すに横たえ、しどけない仕草でワインの杯さかずきを弄もてあそびながらその問いを口にした。

　床の上に胡坐あぐらをかき、チーズをひと囓かじりしたところだったベルクーリは、顎あごを動かしながらはてと首を捻ひねった。

　支配者の気まぐれにも慣れていたので、ご機き嫌げん取りを考えるでもなく、思いついたことをそのまま口にした。

　──死の予感、ですか。まだヒヨッコだった頃、先代だか先々代の暗黒将軍に軽く捻られた時は、さすがに危ないかと思いましたがね。

　すると最高司祭はくすっと笑い、水晶の杯を軽く持ち上げてみせた。

　──でも、そいつの首はずいぶん前に取ってきたじゃない？　確か、そのへんに転がってる宝石のどれかに転換したような気もするわ。それ以降は、もうないの？

　──うーむ、ちょいと思い出せませんな。しかし、なぜ急にそんなことを？　猊げい下かには無む縁えんの感覚でしょうに。

　問い返すと、悠久の時を生きる少女は、長い脚を組み替えながら再び微ほほ笑えんだ。

　──ふふふ、解わかってないわね、ベルクーリ。毎日よ……私は毎日、死を感じてる。朝、目を醒さますたびに……ううん、夢の中ですらも。なぜなら、私はまだ全てを支配していないから。まだ生きている敵がいるから。そして、未来のいずれかの時点に於おいて、新たな敵が発生する可能性が常にあるから。

　──それはそれは。最高司祭というのも、なかなか大変な仕事ですな。




　その会話から百数十年後、人界を遥はるかに離れたダークテリトリーの森の片かた隅すみで、ベルクーリはにやりと不敵に笑った。

　──いま、ようやくアンタの言葉の意味が解った気がするよ。

　死を予感することは、自みずから死の可能性を追い求めることの裏返しだ。

　納得のいく終着点を、自分に相応ふさわしい死に様を、全力で足あ搔がいても抗あらがえない強力な敵を……結局は、アンタも求めていたのかな。

　いまのオレのように。

　この瞬しゆん間かん、間近に迫る死を、ありありと予感しているこのオレのように……。

　アドミニストレータ亡きいま、世界で最長命の人間となった騎き士し長ちようベルクーリは、寝床から一息に起き上がると逞たくましい体に白を基調とした着物を羽織った。帯を締しめ、履はき物ものを突っかけ、左腰に愛剣を差す。

　出入り口の垂たれ布ぬのを持ち上げて早朝の冷気の中に踏ふみ出すと、全軍起床の指示を伝えるべく、伝令兵の天幕目指してベルクーリは歩き始めた。
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　ほぼ同時刻。

　二キロル北に離れたダークテリトリー軍の野営地から、地平線を微かすかに染める曙しよ光こうを頼りに十頭の飛竜が飛び立った。

　その背に跨またがる暗黒騎き士したちの腕には、それぞれ一巻きの荒あら縄なわが抱えられている。縄の片かた端はしは、すでに峡谷の縁ふちに打ち込まれた木もつ杭くいに固定されている。

　騎乗者の腕から縄を引き出しながら、竜たちは幅百メルの谷を飛び越え、南岸に着地した。飛び降りた騎士たちは、剣の代わりに大きな槌つちを握ると、慣れない手つきで新たな杭を地面に打ち込み始めた。

　皇帝ベクタが新たに下した命令は、以下のようなものだった。

　拳けん闘とう士し団だんと暗黒騎士団は、峡谷に張られた十本の縄を伝って向こう岸へ渡るべし。

　敵の妨害が予想されるが、無視して綱渡りを強行するべし。

　落下した者の救助は行わない。

　糧食その他の物資は運ばない。

　つまるところそれは、多数の犠ぎ牲せい者しやを織おり込み、しかも補給はないという無慈悲極きわまる決死作戦だった。拳けん闘とう士し団だんの長おさイスカーン、そしてシャスターの後を継ついだ若い暗黒騎き士し団だんの長は、やるかたない憤ふん懣まんを覚えて歯を食い縛しばった。

　しかし、絶対強者たる皇帝に逆らうという選択肢は、彼らにはなかった。

　せめて敵軍が気付かないうちに綱渡りを完了したい、という長たちの願いも空むなしく、夜通しダークテリトリー軍を警けい戒かいしていた人界守備軍の偵察兵が、一キロル南の丘を全速力で駆かけ下り始めた。
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　堅焼きパン二枚の間にチーズと干し肉、干し果物を挟んだ素朴な朝食を食べながら、アスナは寝ぼけ頭で考えていた。

　……時間が一千倍に加速されてるってことは、現実世界の人たちがご飯を一回食べるあいだに、わたしは千回食べるってことよね。まさか、そのぶん太る、なんてことはないだろうけど……。

　ちらりと視線を前に向けると、同じように瞼まぶたの重そうな整せい合ごう騎き士しアリスと衛えい士し長ちようソルティリーナが、サンドイッチを口に運んでいる。ワンピースの布地越しにも、二人の体がしなやかに引き締しまり、無駄な肉などまったく付いていないことが解わかる。

　果たしてこの世界には、生活習慣病のたぐいは存在するのだろうか。それとも体型は、生まれた時点で付与される固定パラメータなのか。あるいは──人の外見は全て、精神のありようを映す鏡に過ぎないのか。

　傍かたわらでは、上体を起こしたキリトに、ロニエがサンドイッチを少しずつ千切って食べさせている。アリスいわく、天命の維持には足りる量の食事はさせてきたそうだが、しかしキリトの体がみるみる瘦やせ細っていくのはどうしようもなかったらしい。

　まるでこの世界から消え去ってしまいたい、と彼自身が望んでいるかのように。

「……今朝は少し、顔色がいいですね、キリト先せん輩ぱい」

　不意に、アスナの心を読んだかのようにロニエが呟つぶやいた。

「それに、ごはんもしっかり食べてくれるし」

「もしかしたら、美女四人の添い寝が効きいたのかもね」

　アリスの言葉に、思わず複雑な笑いを浮かべる。

　昨夜は結局、横たわるキリトの隣となりで、深夜まで話し込んでしまった。四人が溜ため込んだキリトの思い出を披ひ露ろうし合うには、それでもぜんぜん時間が足りなかったのだが、睡すい魔まに負けてその場で眠りに落ちてしまったのだ。

　角つの笛ぶえの音に叩たたき起こされ、ロニエが運んできてくれた朝食を口にしながら、アスナは改めて愛する人に思念で囁ささやきかける。

　──キリトくんは、どこにいても変わらないね。誰にでも優しくて、だからたくさんのものを背負って、自分を傷つける。

　──でも、今度ばかりは無茶だよ。たった一人で世界をまるごと背負おうだなんて。少しはわたしや、他の人たちにも頼ってよね。だってみんな、キミのことが大好きなんだから。

　──もちろん、一番はわたしだけど。

　アスナは、強い決意が胸中に満ちるのを感じた。キリトが目覚めた時、笑顔でこう告げるのだ。大丈夫、何もかもうまくいったよ。キミが守りたかったものは、わたしとみんなでちゃんと守ったよ、と。

　アスナの意思は、その場の三人にも伝わったようだった。アリスとロニエ、ソルティリーナも、眠気の抜けたまなざしをアスナに向け、ぐっと力強く頷うなずいた。

　敵てき襲しゆうを告げる角笛の、切迫した旋律が野営地に響ひびき渡ったのは、その直後だった。




　パンの切きれ端はしを咥くわえたまま自分の天幕に駆かけ戻ったアリスは、手早く鎧よろいを身につけ、金きん木もく犀せいの剣を摑つかんで再び外に飛び出した。

　同じように武装を終えたアスナと合流し、ロニエとティーゼに「キリトを頼むわね！」と声を掛けてから、野営地の北を目指す。

　黒い森が切れるあたりには、すでに帯剣したベルクーリの姿があった。

　偵察兵から報告を受けていた騎き士し長ちようは、駆かけつけたアリス、アスナと、数秒遅れて到着したレンリ、シェータの姿を確認するや、厳きびしい表情で唸うなった。

「なるほど、敵側のリアルワールド人の遣やり口くちは相当なモンだな。皇帝ベクタが、思い切った手に出たようだ」

　続いた言葉に、アリスも思わず唇を嚙かんだ。

　敵軍は、岸から岸へと渡した十本の荒あら縄なわを橋代わりに、幅百メルの峡谷の横断を強行しているらしい。落下すれば、もちろん命はない。強きよう靱じんな体力と精神力がなければ、とてもできない芸当だ。そのような作戦を兵に強しいるとは、皇帝ベクタも余裕を失っているのか──あるいは、兵の命など紙かみ屑くずほどにしか思っていないのか。

　とは言え、仮に三分の一が谷底に落ちたとしても、敵の主力はまだ七千近くも残る計算だ。一千の人界軍で正面から当たっても勝ち目はない。

　当初の作戦である、森に潜せん伏ぷくしての術式攻こう撃げきも、こう明るくなっては不可能だ。ならば更に南進し、再度不意打ちの機を待つべきか。

　アリスの迷いを断ち切ったのは、騎士長ベルクーリのひと言だった。

「こいつは戦争だ」

　ぼそりとそう言い放った古いにしえの豪傑は、薄うす青あおい両りよう眼めに苛か烈れつな光を浮かべながら続けた。

「異界人のアスナさんはともかく、オレたちが暗黒界軍に情けをかけてる場合じゃねえ。この機は……活いかさねばならん」

「機……と？」

　意表をつかれ、鸚おう鵡む返がえしに問うたアリスに、ベルクーリは鋭するどい眼光で応じた。

「そうだとも。……騎き士しレンリよ」

　突然名前を呼ばれ、若い整合騎士がさっと背筋を伸ばす。

「は……はいっ！」

「お前さんの神器、《雙そう翼よく刃じん》の最大射程はどれくらいだ？」

「はい、通常時で三十メル、武装完全支配術を使えば七十……いや百メルは」

「よし。では……これから我ら四騎士で、渡溝中の敵を攻こう撃げきする。オレとアリス、シェータはレンリの護ご衛えいに専念。レンリは、神器で敵軍の張った綱を片かたっ端ぱしから切れ」

　アリスは小さく息を吞のんだ。

　敵も横断用の綱は必死で守るだろうが、仮にその根元に人垣を築きずかれたとしても、曲線軌道で飛ひ翔しようする投刃ならば敵頭上を超えて綱への直接攻撃が可能だ。言葉どおりに、容赦の欠片かけらもない対応策。

　しかし、弱冠十五歳の少年騎士は、その幼い顔に固い決意を漲みなぎらせ、右みぎ拳こぶしを左胸に当てた。

「了解しました！」

　隣となりで、無音の騎士シェータも低く呟つぶやく。

「大丈夫。私が、守る」

　そして、ベルクーリの指示には含まれていなかったアスナまでもが一歩前に出た。

「わたしも行きます。護衛は多いほうがいいでしょう」

　アリスは一いつ瞬しゆん瞑めい目もくし、胸中で呟いた。

　今更この私に──大規模術式で一万の亜人たちを焼き払い、また完全支配術で二千の暗黒術師を殺さつ戮りくした私に、高こう潔けつな戦いを求める資格などあるはずがない。

　いまはただ、死力を尽くして戦うのみ。

「──急ぎましょう」

　四人に頷うなずきかけ、アリスは視線を北の丘へと向けた。血のように赤い曙しよ光こうが、すでに稜りよう線せんを黒々と浮き上がらせていた。
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　急げ。

　急げ、急げ！

　両の拳こぶしを握り締しめ、拳けん闘とう士し団長イスカーンは胸の裡うちで繰くり返しそう叫んだ。

　広大な峡谷に張り渡された十本の荒あら縄なわを、拳闘士と暗黒騎き士したちが五本ずつ分け合って渡り始めている。

　両手両脚を綱に絡め、ぶら下がって進もうとするのだが、綱渡りの訓練などしたことのない兵たちの動きはぎこちない。せめて全員分の命綱を用意し、配布する時間があればよかったのだが、皇帝はその猶ゆう予よを与えてくれなかった。

　その上、自分が真っ先に渡りたい、というイスカーンの希望もあっさり退しりぞけられてしまった。昨夜、命令を拡大解釈してわずかな手勢とともに先行したことへの戒いましめらしい。貴様らは余の命令にただ従えばよい、という皇帝の氷のような声が耳じ朶だに染み付いている。

　イスカーンが歯は嚙がみをしつつ見守る先で、最も進みの早い部下がようやく綱の中ほどにまで達した。

　赤しやく銅どう色いろの肌は早朝の冷気に晒さらされて湯気を上げ、滴したたる汗の輝きがこの距離からでも見て取れる。やはり相当の荒行なのだ。

　その時だった。

　巨大な谷間を、ひときわ強い突風が吹き抜けた。

　びょおおおっ！　と綱が鳴り、左右に大きく揺れる。

「あっ……！」

　イスカーンは思わず声を上げた。数人の拳闘士が、汗で濡ぬれた掌てのひらを綱から滑すべらせたのだ。

　谷間に反はん響きようする、吼ほえるような叫び声。

　あれは断じて悲ひ鳴めいではない、と若き長おさは歯嚙みしながら念じた。戦場ではなく、曲芸の真ま似ね事ごとをさせられたあげくに命を落とすことへの、無念の咆ほう哮こうなのだ。

　突風の一吹きで、十名を超える拳闘士と暗黒騎士が、底無しの暗くら闇やみへと落下していった。

　しかし、すぐ後に続く者たちは、果敢に綱渡りを続けた。こちら側の根元では、約三メルの間隔を開けて、次々と新たな兵が綱に取り付いていく。

　無情にも、突風は断続的に吹き寄せ、その度たびに命が失われた。いつしか、イスカーンの握にぎり拳からは、炎にも似た赤い光が零こぼれつつあった。

　──犬死にだ。

　いや、それ以下だ。弔とむらうべき骸むくろすらも残らないのだから。

　しかもその理由が、暗黒界五族の悲願である人界侵攻ではなく、光の巫み女こなどという代しろ物ものを皇帝が欲しがっているからとなれば、故郷に残る部族の者たちにどう詫わびていいのかも解わからない。

　──急げ、急いでくれ。これ以上の邪じや魔まが入る前に全員渡り終えてくれ。

　若き族長の願いが伝わったのか、あるいは綱渡りに慣れたせいか。速度を上げた先頭の兵らがようやく向こう岸に到着した。五秒ほど遅れて、次の者も大地に足を下ろす。

　この調子だと、十本の綱を一万の兵が渡り終えるのに、一時間以上は楽に掛かる計算になる。そんな長時間、敵がこの作戦に気付かないなどということが有り得るとは思えない。

　しかし、いまだけは万に一つの幸運を祈るしかなかった。

　恐ろしいほどの速度で太陽が東の空から昇り、黒い大地を赤く照らし出していく。

　対して、渡り終えた兵たちの数は、じれったいほどゆっくりとしか増えていかない。多くの落下者を出しながら、五十が百となり、二百となり、ようやく三百を超えた時。

　谷の向こう岸、黒々と連なる丘の稜りよう線せんに、五頭の騎き馬ばが姿を現した。

　イスカーンの超視力を以もつてしても、その背に乗る敵兵の姿までは識別できなかった。

　──たった五……偵察兵か。ならば、敵が態勢を整えるまでに、まだ少しの猶ゆう予よはあるか。

　その判断、あるいは希望は、一いつ瞬しゆんで打ち砕かれた。

　五騎は、峡谷目掛けて一直線に丘を駆かけ下り始めたのだ。翻ひるがえるマント、煌きらめく甲かつ冑ちゆう、そして何よりも全員から陽かげ炎ろうのように立ち上る強烈な剣気を、イスカーンは否いや応おうなく感じた。

　──整合騎士！　しかも、五人!!

「敵てき襲しゆうだ!!　守れ!!　綱を死守しろぉ──ッ!!」

　対岸まで声が届くかどうかも定かでなかったが、イスカーンは叫ばずにいられなかった。

　命令が聞こえたか、すでに渡溝を終えた三百強の兵たちの半数が、綱を留める丸まる太た杭ぐいの根元で円陣を組む。残りはその前に並び、迎げい撃げき態勢を取る。

　飛ひ翔しようするが如ごとき速度で、丘から峡谷までの千メルを駆け抜けた敵騎士たちは、同時に馬から飛び降りると一丸となって右みぎ端はしの綱へと突進した。

　先頭を走るのは、ゆったりとした異国の衣装をまとう偉い丈じよう夫ふ。その右に、黄金の鎧よろいを輝かせる女騎士。左には、昨夜イスカーンと戦ったシェータという名の女騎士の姿が見える。

　三人に囲まれて小柄な騎士が一人と、さらにその後ろにもう一人いるようだが、詳細は確認できない。

　上半身から汗の珠たまを飛び散らせながら、数十人の拳けん闘とう士したちが五人の騎士を包み込むように突進した。

「ウラアァァ────ッ!!」

　猛たけ々だけしい喊かん声せいとともに、拳こぶしが、足が、騎士らに降り注ぐ。

　ちか、ちかちか、と剣光が立て続けに瞬またたいた。

　大量の鮮血が、逆向きの滝となって空へと噴ふき上がった。その下で、闘士たちの腕が、脚が、そして首が呆あつ気けなく体から切り離されるのが見えた。

　直後。

　三騎士の背後から、銀色の輝きが、光の帯を引きながら高々と舞まい上がった。

　それは、赤い朝焼けの中、弧を描いて拳闘士たちの頭を飛び越え──いまも大量の兵たちが取り付いている、右みぎ端はしの縄なわへと──。

「やめろおおおぉぉぉ──ッ!!」

　イスカーンの鋭えい敏びんな耳は、自身の絶叫に紛まぎれることなく、ぶつっ、というかすかな切断音を聞き分けた。

　中央で切断された荒縄は、張力の反動で、大蛇のように宙をうねった。

　ひとたまりもなく振り落とされ、谷底へと落ちていく数十人の闘とう士したち。

　その光景を、見開いた両りよう眼めに焼き付けながら、イスカーンは我知らず口走っていた。

「これが……これが、戦いくさかよ。こんなものが、闘たたかいと呼べるのか」

　背後に付き従う副官ダンパも、いまばかりは何も言えないようだった。

　軽かる業わざ師しの真ま似ね事ごとをさせられたあげく、敵の前に立つことすら叶かなわずに、地割れに吞のみ込まれていく部族の民たち。彼らは断じて、こんな死に方をするために長く辛つらい修練に耐たえてきたのではない。

　故郷で彼らの帰りを待ちわびる、老いた親や幼い子供らに何と伝えればいいのだ。敵の刃やいばに雄々しく立ち向かい、誉ほまれある散りざまを得たのではなく、鍛きたえた拳こぶしを振るう機会も与えられぬまま地の底に消えたなどと、どうして言えよう。

　立ち尽くすイスカーンの耳に、闘士たちの無念の絶叫が幾いく重えにもこだました。

　──必ず、仇かたきは取ってやる。だから許せ。許してくれ。

　ひたすらにそう念じたものの、しかし何者を仇と定めればいいのか、イスカーンには即座に判断できなかった。

　十倍もの軍勢を前に、敵の整せい合ごう騎き士したちも必死なのだ。こちらの兵が全員谷を渡り、整列し終えるまで待っていてくれ、などと頼めるはずもない。むしろ、時じ宜ぎを逃さず対応するために、たった五人で斬きり込んできたその胆力は見事ですらある。

　ならば、いったい誰が。

　何者が、闘士たちの犬死にの責を負うべきなのか。

　こうしてただ、阿あ呆ほうのように両手を握って立っていることしかできない長おさか。

　それとも──。

　不意に、右眼の奥に鋭するどい痛みを感じ、イスカーンは息を詰めた。

　視界に血の色の光が繰くり返し脈打ち、その向こうで、二本目の綱が切断されて宙に舞まった。
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　敷ふ設せつさせた十本のロープのうち、三本までもがたちまちのうちに切断される様子を、ガブリエル・ミラーは自軍後方で頰ほお杖づえをつきながら眺めた。

　やはり、ＡＩの性能では、人界側のユニットのほうがやや優秀なようだ。いや、状況対応力だけを見るなら段違いというべきか。昨夜の第一次会戦も含め、ダークテリトリー軍の作戦を瞬しゆん時じに見抜き、手痛いカウンターを決めてくる様は、とてもＣＰＵ相手のシミュレーション・ゲームとは思えない。

　そのゲームの結果、ガブリエルは早くも自軍ユニットの七割を損耗しているのだが、しかし彼にいまだ焦あせりはなかった。

　百の単位で失われていく主力ユニットを目視しながら、ガブリエルはただ待っていたのだ。《その時》が来るのを。




　この時点で、オーシャン・タートルのメインコントロール・ルームに陣取るクリッターは、ＦＬＡ倍率を一倍、つまり現実時間と同期させる作業を終えていた。長い時間をかけたのは、倍率変化の衝しよう撃げきを最小まで和やわらげることで、アンダーワールドにログインしているラース側の人員に気付かれないようにするためだ。

　並行して彼は、衛えい星せい回線を通じて、とあるＵＲＬをアメリカの大手ゲーム・コミュニティに投下した。リンク先は、クリッターが手早く作成したティザーサイトだった。

　サイトには刺し激げき的てきなフォントが並び、飛び散る鮮血のエフェクトとともに、次のような内容を告知していた。

　新規ＶＲＭＭＯタイトルの時限ベータテストを開催。

　史上初、殺さつ戮りく特化型ＰｖＰゲーム誕生。

　完全人間型アバター使用。レーティングなし。倫理コードなし。

　それらの惹じやつ句くを読んだゲーマーたちは、このインディースタジオは何という命知らずか、と呆あきれつつも大いに喜んだ。

　二〇二六年七月現在、テロ対策の一環としてＶＲＭＭＯゲームの法規制が進むアメリカでは、たとえザ・シード・パッケージを用いたインディーゲームであろうとも、業界団体によるレーティング審しん査さを受け、倫理コードを適用していなければ、運営が難むずかしい状況となっている。

　ことに残ざん虐ぎやく表現は厳きびしく規制され、どうしても《手足が千切れ飛ぶ》的な演出をしたければ、《インセクサイト》のようにアバターを昆虫型にするなどの対応が必要だった。いまや規制はＶＲＭＭＯ発祥国である日本よりも厳しく、全米のプレイヤーはフラストレーションを募つのらせていた。そこに突如現れたのが、謎なぞのベータテスト告知だったのだ。

　ＵＲＬはあらゆるＳＮＳを介して拡散し、クライアントが恐ろしい勢いでダウンロードされ、コピーされ、再アップロードされた。たった四時間で、クリッターの作成したクライアント・プログラムを導どう入にゆうしたアミュスフィアは、実に三万台を突破した。

　ガブリエルが、貴重な時間を消費してまでも仕掛けた最大の策。

　それは、全米のＶＲＭＭＯプレイヤーに、ダークテリトリーの暗黒騎き士しアカウントを与えたうえで、自みずからの戦力としてアンダーワールドにダイブさせるというものだった。

　そのような荒あら業わざが可能であるとは、ラースを率ひきいる菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうも、アンダーワールドを設計した比ひ嘉がタケルも、まったく考えもしなかった。

　しかしアンダーワールドは、下位のサーバーレベルではあくまでザ・シード規格に適合したＶＲＭＭＯゲームに過ぎないのだ。ニーモニック・ビジュアルではなく、既存のポリゴン表現による仮想世界としてならば──そして時間加速さえ行われていなければ、アミュスフィアを使ってログインすることも、オブジェクトに触れることも、あるいは他のキャラクターを殺すこともできるのである。

　その相手が、現実世界人か、それともアンダーワールド人なのかは関係ない。
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　ガブリエルとクリッターの秘策は、完全にラース側を出し抜いていた。

　また、たとえ気付いたところで、メインコントロール・ルームを占拠されていては衛えい星せい回線の遮断は不可能だった。

　しかし、クリッターが問題のＵＲＬを含むパケットを外部に送信した時点で、それを察知した者がたった一人だけいた。

　トップダウン型人工知能のユイである。結ゆう城き明あ日す奈なの持ち込んだ携帯端末から、オーシャン・タートル内の状況をモニターしていたユイはクリッター作のティザーサイトにアクセスし、ガブリエルの狙ねらいを正確に推測してのけた。

　急いでラース側に状況を警けい告こくしようとしたのだが、サブコントロール・ルームは物理的に封ふう鎖さされていて、明日奈の船室に置きっぱなしにされた端末のアラームをどれだけ鳴らそうと、とても聞こえるものではなかった。

　やむなくユイは、遥はるか太平洋を隔へだてた日本へと知覚を引き戻し、幾つかの携帯端末を同時にコールした。
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　現実世界では高校二年生、仮想世界では凄すご腕うでの狙そ撃げき手しゆである朝あさ田だ詩し乃のは、携帯端末の着信音が意識に届くや、ベッドからがばっと跳ね起きた。

　ベッドサイドの時計は、午前三時を示している。そんな時間に起こされたにもかかわらず、眠気は完全に飛んでしまっている。その理由は、鳴り響ひびいたメロディが桐きりヶが谷や和かず人との端末からの着信を示すものだったからだ。

　まさか。意識不明のうえに、行ゆく方え不明になったままのキリトからコールが。

　混乱しながら端末に押し当てた耳に飛び込んできたのは、幼い少女の切迫した声だった。

『シノンさん、ユイです！』

「え……ゆ、ユイちゃん？」

　キリトとアスナの《娘》である人工知能ユイのことはもちろん知っている。ほんの一週間前、彼の行方を明あ日す奈なたちと話し合ったとき、ユイの情報処理能力と感情表現の高度さに感かん嘆たんしたばかりだ。

　しかし、よもや直接電話をかけてくるとは予想できず、詩乃は言葉を失った。耳に、かすかに電子的な響きのある甘い声が、立て続けに流れ込んでくる。

『説明は後からします。いますぐ外出の準備をして、お家うちを出てタクシーに乗ってください。行き先の住所と最速到着経路は端末に送ります。運賃はシノンさんの電子マネー・アカウントに入金しておきます』

　直後、ちゃりーんというサウンドが響ひびき、詩乃の端末にオンラインで振り込みがあったことを知らせた。それでようやく、これは夢でも悪戯いたずらでもないのだと悟る。

「た……タクシー？　どこへ……？」

　言われるままに立ち上がり、パジャマのズボンから脚を引き抜きながら、詩乃はいまだ驚おどろきの醒さめやらない頭でそう訊たずねた。しかし、続くユイの言葉が、氷水のように詩乃の意識を完全に覚醒させた。

『急いでください。パパとママが危険なのです!!』
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「き……危険!?　お兄ちゃんとアスナさんが!?」

　現実世界では高二の剣道部員、仮想世界では風妖精族シルフの魔ま法ほう剣士、そして桐きりヶが谷や和かず人との妹でもある桐ヶ谷直すぐ葉はは、片手でジーンズのボタンを留めながら聞き返した。

『リーファさん、あまり大声を出すと、翠みどりおばさまが起きてしまいます』

　端末から流れ出すユイの冷静な声に、慌てて口をつぐむ。

「そ……そうだね。ていうか……こんな時間にこっそり抜け出すなんて初めてだよ……」

『いまからおばさまに事情を説明し、外出許可を求める時間的余裕は残念ながらありません。ホームサーバーに、部活の朝練があるので早く登校するというメッセージを吹き込んでおけば大丈夫でしょう』

「わ……解わかった。すごいなあ、ユイちゃん策士だねえ」

　いたく感心しながら着替えを終えると、直すぐ葉はは足音を忍ばせて階段を降り、玄関の戸に手をかけた。年代物の日本家屋とは言え、夜間はセキュリティがばっちり働いているはずなのだが、警けい報ほうはユイが切ったらしい。

　和かず人とが行ゆく方え不明となって以来、毎日早く帰ってきてくれる母親に内緒で外出することに罪の意識を感じたが、直葉は心の中で手を合わせて家を出た。

　──ごめんなさい、お母さん。お兄ちゃんは、きっと私が助け出すからね。

　住宅街を抜けて大通りに出た途と端たん、タクシーが目の前に停車した。ユイがオンライン配車を申しん請せいしていたのだろう。直葉の年齢にやや訝いぶかしげな顔をする運転手に、親しん戚せきが急病なんですと言い訳し、端末を覗のぞき込む。

「ええと……東京の港区までお願いします」

　六ろつ本ぽん木ぎ、とまでは言わないほうがいいような気がした。
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　比ひ嘉がタケルは、囓かじりかけのエナジーバーが口から膝ひざの上に落ちた途と端たん、はっと眼めを開いた。

　何度か瞬まばたきを繰くり返してから、スマートウォッチを眺める。日本標準時ＪＳＴで午前四時少し前。視線を横に動かすと、サブコントロール・ルームに詰めるスタッフたちの、疲れ果てた顔が見えた。

　神こう代じろ凛りん子こ博士はかせは、コンソールの椅い子すの一つに腰掛けて、こくりこくりと頭を揺らしている。菊きく岡おか二等陸佐ですら、寝てはいないまでも、メインモニタに向けられた黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの下の眼にはいつもの鋭するどさはない。

　あとは技術系のスタッフ四人が、壁かべ際ぎわに敷しかれたマットレスの上に屍しかばねのように転がっているだけだ。自じ衛えい官かんの警けい備び要員たちには情報漏ろう洩えい者しやが含まれている可能性が排除できないので、菊岡が全員をサブコントロールの一層下にある耐圧隔かく壁へきの警戒に当たらせている。

　正体不明の武装グループの襲しゆう撃げきを受けてから、早くも──あるいはようやく十四時間が経過したことになる。

　オーシャン・タートルを護ご衛えいするはずだったイージス艦かん《ながと》に突入命令が出るまで、あと十時間。この状況下では、絶望的なまでに長い。時間が加速されているアンダーワールドにおいてをや、である。

　結ゆう城き明あ日す奈ながスーパーアカウント01を用いてログインしてからも、もう十時間が経過している。ＦＬＡ倍率は通常上限の一千倍なので、内部では一万時間──実に一年以上もの月日が過ぎ去った計算になる。なのに、いまだにアリス確保の任務が成功したとも失敗したとも連絡がない。

「ワールド・エンド・オールターって、そんなに人界から遠かったっけなあ……」

　もごもご呟つぶやきながら、ラースのロゴマークと酷こく似じするアンダーワールド全図を思い描こうとした、その時。

　コンソールに設置された受話器が、びびび、びびびと耳みみ障ざわりな音で喚わめき立てて、比ひ嘉がは飛び上がりそうになった。

「き……菊きくさん、デンワ」

　下のフロアで何かあったのか、と思いつつ隣となりに声を掛ける。

　同じようにびくっと上体を反そらしたアロハシャツ姿の指揮官は、爪つま先さきから下げ駄たを落としながら受話器に飛びついた。

「サブコントロール、菊きく岡おかだ！」

　少々掠かすれてはいるが、びんと強く響ひびく応答に、やや間を開けてスピーカから流れたのは。

　階下で警戒任務に就つく中なか西にし一尉ではなく、途と惑まどいをたっぷり含んだ若い男の声だった。

『え、えーとそちら、ラース本社のＳＴＬ開発本部……ですよね？　私、ラース六ろつ本ぽん木ぎ支部の平ひら木きと申しますが……』

「は？　ろ、ろっぽんぎ？」

　菊きく岡おかにしては珍しく、完全に意表を衝つかれたかのような間の抜けた声だったが、しかし比ひ嘉がも同じくらい驚おどろいた。

　なぜこんな時間に六本木支部が連絡してくるのだ。あそこのスタッフは、ラースが国防予算によって運営されている偽ぎ装そうベンチャー企業であることも、その《本社》が日本本土ではなく遥はるか南洋を漂ただようオーシャン・タートルに存在することも、プロジェクト・アリシゼーションという名称すらも知らされていない。

　そしてもちろん、ラースが現在、謎なぞの敵の攻こう撃げきに晒さらされていることも。六本木支部はＳＴＬ技術の研究、開発のみを行う分所に過ぎないのだ。

　そう……ＳＴＬ……。

　不意に、何かに気付く予兆のようなものが比嘉の脳裏を掠めたが、それを捕まえる前に菊岡が大きく咳せき払ばらいした。

「あ、ああ、はい。ＳＴＬ開発本部の菊岡ですが」

『あ、どうもどうも！　以前一度お眼めにかかりました。ご無ぶ沙さ汰たしております、六本木の開発主任の平木ですぅー』

　──そんなカイシャインみたいな挨あい拶さつはいいから早く本題を言え!!

　と比ひ嘉がは胸中で叫んだし、菊きく岡おかもまったく同じ顔をしていたが、出した声はなかなかの偽ぎ装そう社員っぷりだった。

「あっはい、どうもお疲れ様です平ひら木き主任。こんな時間まで残業ですか？」

『いやぁ、それがちょっと、吞のんでるうちに終電逃がしちゃってー。会社の場所が悪いんですよー六ろつ本ぽん木ぎとか。あ、上にはオフレコでこれー、うふふ』

　──お前がいま話してるのが上だよ！　ザ・てっぺんだよ！　いいから用件を言えよ!!

　という比嘉の念が通じたか、平木はそれ以上無駄口を叩たたかず、口調を改めた。

『あーっと、それでですねえ……ちょっと問題、というか……妙な話なんですけどね。ここにいま、外部のヒトがアポなしで突然来まして……』

「外部？　取引先ですか？」

『いえ、まったく無関係の……ていうか、どう見ても女子高生なんですよ、しかも二人……』

「はぁ!?」

　再び菊岡、比嘉と、更にいつの間にか眼めを醒さましていた神こう代じろ博士はかせも素すっ頓とん狂きような声を出す。

「じょ……じょし、こうせい、ですか？」

『ええ。いやもちろん追い返そうとしたんですよ、この会社、守秘関連すごい厳きびしいですから。でも……そのコたちの言ってることが、どうにも……』

　要領を得ない平木の言葉に、比嘉は我慢しきれず立ち上がり、コンソールに両手をついた。菊岡のほうは、見上げた忍耐力を発揮し、穏おだやかに問い返した。

「で、いったい何を言われたんです？」

『えーとですね。いますぐラース本部の菊岡誠せい二じ郎ろうって人に連絡して、こう言えと。アンダーワールドの、ＦＬＡ倍率を即刻確認するように、と……』

「な……なにいいぃ!?」

　再び、異口同音に驚きよう愕がくの叫び声が迸ほとばしった。

　なぜ外部の女子高生がそんな単語を知っているのだ。アリシゼーション計画の全ぜん貌ぼうを熟じゆく知ちしていなければ、絶対に出てこない台詞せりふではないか。

　口をぽかんと開けて菊岡と顔を見交わした比嘉は、半なかば自動操そう縦じゆうでコンソールに向き直り、キーボードに指を走らせた。

　暗いモニタに、現在の時間加速倍率が浮き上がる。

　×１・００。

「げっ……等倍!?　いつからだ!?」

　喘あえぐ比嘉から視線を外し、菊岡が急せき込むように受話器に向けて叫んだ。

「な……名前！　その女の子たちは名乗りましたか!?」

『あっ、はい。それが、これもふざけた話っていうか……どう考えても本名じゃないんです。えっとですね、《シノン》と《リーファ》だって菊きく岡おかさんに伝えてくれって言うんですよね。顔は完全に日本人なんですけどねえー』

　ガコッ。

　という乾いた響ひびきは、菊岡がもう片方の下げ駄たも床に落とした音だった。
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　ラース六ろつ本ぽん木ぎ支部が入るビルのオートロックが開き、朝あさ田だ詩し乃のと桐きりヶが谷や直すぐ葉はが小走りに中に入るのを携帯端末越しに確認すると、人工知能ユイはささやかな安あん堵ど表現を行った。

　具体的には、ほっと小さくため息をつき、演算能力の大半を並行している別タスクへと振り分ける。

　ユイは、こちらの目的の達成には多大な困こん難なんが伴うと推測していた。なぜなら、ユイ独りでは絶対に遂すい行こう不可能なことだからだ。

　しかし同時に、これに失敗すれば、愛するキリトとアスナが大きな危険に晒さらされるであろうことも確かだった。

　詩乃の携帯端末から知覚を引き戻し、ユイはそのつぶらな瞳ひとみで、目の前に並んで座る四人の妖よう精せいたちを見回した。

　ＶＲＭＭＯ─ＲＰＧ《アルヴヘイム・オンライン》内、新生アインクラッド第22層に存在するキリトとアスナのプレイヤーホームのリビングルームにユイたちはいる。

　ナビゲーション・ピクシー姿となって空中に浮くユイの前で、ソファにちょこんと腰掛けるのは、三角形の耳と小さな牙きば、長い尻尾しつぽを持つ猫妖精族ケツトシーのシリカ。

　隣となりに、メタリックピンクの髪をふんわり膨ふくらませた、鍛冶妖精族レプラコーンのリズベット。

　離れたテーブルに寄り掛かるのは、赤く逆立つ髪に派手なバンダナを巻いた火妖精族サラマンダー、クラインだ。更にその隣で腕組みをして立つ巨漢が、土妖精族ノームのエギル。

　彼らはいずれもＳＡＯ生還者サバイバーと通称される、デスゲーム《ソードアート・オンライン》を生き抜いた歴戦のＶＲＭＭＯプレイヤーであり、またキリトとアスナの無二の親友たちでもある。ユイの連絡を受け、深夜にもかかわらずＡＬＯにログインしてくれた彼らは、ちょうど状況の説明を聞き終わったところだった。

　額ひたいに巻いたバンダナ越しにがりがりと頭を搔かきながら、クラインが持ち前の飄ひよう々ひようとした声に最大限の深刻さを滲にじませて呻うめいた。

「ったくよぉ……あんにゃろう、まぁた一人でとんでもねえことに巻き込まれやがって……。自じ衛えい隊たいが作った仮想世界と、そこに生まれたマジモンの人工知能アリスだぁ？　そんなのもう、ゲームの領域超えまくってるだろうが」

「その人工知能っていうのは、ゲームのＮＰＣとかじゃなくて、あたしたち人間と同じ存在……ってことなの？」

　リズベットが発した質問に、ユイは大きく頷うなずいた。

「ええ、そのとおりです。私のような既存のＡＩとは構造原理から完全に異なる、本物の魂たましいなのです。ラース内部では《人工フラクトライト》と呼ばれていますが」

「それを、戦せん闘とう機きに乗せて戦争させようだなんて……」

　ユイと、膝ひざで丸くなる小竜ピナを順に見たシリカが眉まゆをひそめて呟つぶやく。

「ラースとしてはその技術を当面、国内国外向けのデモンストレーションとして用いる意図のようですが……現在オーシャンタートルを占拠している襲しゆう撃げき者しやたちは、もっと具体的な用途を想定していると私は推測します」

　ユイの言葉に、クラインが大きく両手を広げる。

「いったい何者なんだよ、その襲撃者っつうのは？」

「高い確率で、米軍か米情報機関が関与しています」

「べ……べーぐん!?　ってアメリカ軍!?」

　仰のけ反ぞるリズベットに、ユイはこくりと首肯してみせた。

「もしアリスが米軍の手に落ちれば、遠くない未来に無人機搭とう載さい用ようＡＩとして実戦配備される日が確実に来るでしょう。パパもママも、それだけはなんとしても阻止したいと思うはずです。なぜなら……なぜなら……」

[image: ]

　不意に、自分の感情模倣プログラムが予期せざる反応を見せたことに、ユイは途と惑まどった。

　頰ほおを、ぽろり、ぽろりと大粒の水滴が転がり落ちていく。

　涙。

　──私、泣いている。でも、いったいなんで……。

　その疑問すらも、衝つき上げるような未知の感覚に押し流され、ユイは胸の前で小さな両手を握り締しめながら言葉を続けた。

「なぜならアリスは、ＳＡＯから始まった全てのＶＲＭＭＯワールドと、そこに生きた多くの人々の存在の証あかしであり、費ついやされた膨ぼう大だいな時間的、物質的、精神的リソースの結実だからです。私は確信します。ザ・シード・パッケージが生み出されたそもそもの目的が、アリスの誕生に他ならないと」

　四人は、無言で耳を傾けている。止とめ処どなく涙を零こぼしながら、ユイは語り続ける。

「……連結された無数の世界で、たくさんの人たちが笑い、泣き、哀かなしみ、愛した……それら魂たましいの輝きがフィードバックされたからこそ、アンダーワールドに新たな人類が生まれたのです。パパや、ママや、リーファさん、クラインさん、リズベットさん、シリカさん、エギルさん、シノンさん……そのほか多くの人々の心が編み上げた大きな揺りかごから、アリスは生まれてきたのです！」

　ユイが口を閉じても、誰ひとりとして言葉を発しようとはしなかった。

　眼前の人間たちの意識で発生しているであろう思考や感情を知るすべは、ユイにはなかった。情報集積体でしかないトップダウン型ＡＩが、本物の感情を持たず、本当の意味では理解できない存在であることを、誰よりも知っているのはユイだったからだ。

　そう。キリトやアスナ、そしてその愛する人たちを助けたいというこの強い衝しよう動どうですらも、メンタルヘルス・カウンセリング・プログラムとして誰かに書き込まれたソースコードに由来するものでしかないのだ。

　そんな自分が口にする言葉が、人間たちの心にどれほど届き得るものだろうか──とユイはこの会合を開始する前から強く危き惧ぐしていた。

　だから、突然リズベットの瞳ひとみに透明な涙が盛り上がり、音もなく頰ほおを流れるのを見て、ユイは驚おどろきを覚えた。

「うん……そうだよね。繫つなががってるんだ、ぜんぶ。時間も、人も、心も……大きな川みたいに」

　シリカも、両りよう眼めを潤うるませながら立ち上がり、両手でユイをそっと包み込んだ。

「大丈夫だよ、ユイちゃん。キリトさんも、アスナさんも、私たちが助けに行くから。絶対に助けてみせるから……だから、泣かないで」

「おうとも。水臭ぇぞユイッペ、俺らがキリトを見捨てるわきゃねぇだろうが」

　額ひたいのバンダナを目ま深ぶかに引き下げ、クラインが湿った声で追つい随ずいした。エギルも深く頷うなずき、重々しい声で宣言した。

「あいつにはでっかい借りがあるからな。ここらで少しは返しておかんとな」

「……皆さん……」

　シリカに抱かれたまま、ユイはそう言うのが精一杯だった。

　発生原因の解わからない涙があとからあとから溢あふれ、止まろうとしないからだ。

　──時間がないのに。語るべきことがまだまだあるのに。

　行動優先度からすれば、いまは冷静に情報を伝えなければいけない時だ。私の感情模倣回路は壊こわれてしまったのだろうか。

　しかしユイは、圧倒的な優先度を持つひとつのコードに支配されるまま、しゃくりあげながら同じ言葉を繰くり返すことしかできなかった。

「……ありがとう、ございます……ありがとうございます、皆さん……」




　数分後、ようやく涙を止めることに成功したユイは、現在の状況と、今後発生するであろう事象の予測を四人に告げた。

　状況とは、キリトとアスナがいるオーシャン・タートルを占拠した襲しゆう撃げき者しやたちが、ティザーサイトをでっち上げて、プレイヤーを募つのろうとしていること。予測とは、そのサイトに誘ゆう導どうされたプレイヤーたちが、大挙してアンダーワールドに出現するであろうこと。

　眉み間けんに深い谷を刻み、クラインが唸うなった。

「アメリカからダイブしてくるＶＲＭＭＯプレイヤーが、最低でも三万、多けりゃ十万か……。そいつらにとっては、キリトとアスナが参加してる人界軍ってのは、ＰｖＰのマトでしかねぇ、って訳かよ」

「いっそ、アメリカのＶＲＭＭＯ系サイトに、こっちも書き込みをしたらどうなの？　実験のこととか、襲撃のこととか暴ばく露ろして、偽ぎ装そうベータテストに参加しないでください、って頼めば……」

　リズベットの率直なアイデアに、ユイは小さくかぶりを振った。

「ことの真相は、日米の軍事機密争奪戦なのです。下へ手たにそれを匂におわせると、むしろ逆効果になりかねません」

「相手は本物の人間だから、殺さないで……って書くのも、じゃあ、藪やぶ蛇へびですよね……」

　シリカがしゅんとした顔で呟つぶやく。

　重い沈ちん黙もくを、すぐにクラインの威勢のいい声が破った。

「へっ、なら、同じ手を使やぁいいってこった！　ネトゲ廃人の数ならＵＳに負けやしねえぞ。こっちもベータテストの告知サイトを作って、その……ラースの連中に対等のアカを用意してもらえば、三万人や四万人、すぐに集めてみせるぜ！」

「だが、厄やつ介かいな問題がひとつあるぞ」

　エギルが、丸太のような両腕を組みながら冷静な声を出す。

「ンだよ、問題って」

「時差だ。日本はいま午前四時半、つまりいちばん接続数が減る時間帯だ。対してアメリカは、ロスが昼の十二時半、ニューヨークが午後三時半。アクティブプレイヤーの数じゃ、向こうのほうが多いぞ」

「うぬぬ…………」

　初めてそれに気付いたような顔で、クラインが唸うなった。

　すでにまったく同じことを懸け念ねんしていたユイは、大きく頷うなずくと言った。

「エギルさんの仰おつしやるとおりです。そもそものＶＲＭＭＯプレイヤー人口の差に、時間帯の問題、更に告知も大きく出遅れていることを加味すると、私たちが日本で集められる人数は一万にも遠く及ばないでしょう。つまり、敵側と同レベルのアカウントを使用するのでは、対抗できる可能性は非常に低いと言わざるを得ません」

「でも、アスナが使った神様アカウントってもうないんでしょ？　だからってキリトみたいに、イチからレベル上げしてる時間なんかあるわけないし……やっぱり、使えるアカウントのうち、いちばん強いやつで頑張るしかないんじゃ……」

　硬い表情でそう呟つぶやくリズベットを、ユイはじっと見詰めた。

「いいえ……アカウントは存在します。敵側の使用するデフォルトアカウントより、レベルも装備も遥はるかに強力なものが」

「えっ……ど、どこに？」

「皆さんはもう、それを持っています。いまこの瞬しゆん間かん、ログインに使用している、まさにそのアカウントです」

　ぽかんとした顔になる四人に向けて、ユイは己おのれの使命の核心を告げるために口を開いた。

　彼らに、とてつもなく巨大な代だい償しようを──文字どおりその半身を捧げることを求めようとしているという認識はあった。

　しかし同時に、この人たちならば必ず受け入れてくれると、ユイは強く信じた。

「──コンバートです！　皆さんが、そして他の多くのＶＲＭＭＯプレイヤーたちが、あまたのザ・シード世界で鍛きたえ上げたキャラクターを、アンダーワールドにコンバートするのです！」
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　　　あとがき




　一年ぶりのお届けになってしまいましたが、ソードアート・オンライン本編シリーズ16巻、『アリシゼーション・エクスプローディング』をお読みくださりありがとうございました。

　セントラル・カセドラルでの戦いが終わり、いよいよ物語は人界から全アンダーワールドへ広がっていく……というところで長くお待たせしてしまって本当に申し訳ありません。この巻ではようやくアスナも戦場に降り立ち、またお馴な染じみのメンバーも参戦してくる気配ですので、ここからはペースを戻しつつアリシゼーション編の最後まで走り抜けられれば、と思っております。前巻から引き続き守られっぱなしのキリト氏も、次巻では大復活してくれるのではないかなーという予感がします！

『エクスプローディング』というサブタイトルは、作中でいろいろ爆ばく発はつしているのでつけてみました。最初の頃は『ビギニング』とか『ターニング』とか短かったんですが最近長くなるいっぽうですので、次はちょっと引き締しめたいです。少し内容にも触れておきますと、この巻の前半は『アンダーワールド大戦』なる章題のとおり、色々なキャラクターが入り乱れて戦う戦記ものっぽいテイストになっております。なので文章も、これまでの単一視点の三人称から少し離れて、いわゆる神視点三人称で書いてみました。視点キャラクターが知り得ない情報がどんどん出てくるので途と惑まどわれた方もおられるかもしれませんがお許しください！

　作者の近況も何か書こうと思ったんですが相変わらず起伏のない暮らしでトピックが何もありません……。ここ数年、ＭＭＯＲＰＧをまともにプレイできていないので何か触ってみたいんですがままならない日々なので、せめてＰＳ４で出ているオープンワールド系の海外ＲＰＧをちょっとプレイしてみたんですがなんだかもう凄すごいのひと言ですね。マップ広すぎ＆自由度ありすぎで、道草しまくってるうちに本筋のクエストで何が起きてるのか忘れる有あり様さまでした。この手のゲームがＨＭＤとモーションコントローラでプレイできるようになったらもう帰ってこないな！　と確信するいっぽうで、いつかＳＡＯもそんなゲームになったらいいなーと夢が広がったりもしたので、バンダイナムコエンターテインメントの二ふた見みプロデューサーに「ぜひアンダーワールド丸ごと冒険できるやつを！」とお願いしたら遠い目で微ほほ笑えんでおられました。




　ここで恒例の謝しや辞じをば。ヒロイン・アスナさんの最新形態であるステイシアバージョンに、最強に美し可愛かわいいデザインを与えてくださったイラストのａｂｅｃさん（シェータやレンリ、ゴブリン族長ズも素晴らしかったです！）、編集長さんなのに深夜まで私のゲラにつきあってくださった担当の三み木きさん、ありがとうございました！　また次巻でお会いしましょう！





二〇一五年六月某日　　　川かわ原はら 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド19　─暗黒星雲の引力─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

フランス・パリで開催されたJapan Expo2015に参加してきました。ちょうど何十年に一度という熱波が来ていて猛烈に暑かったですがとても楽しかったです！　あとパンとチーズが超おいしかったので↓の近影もレベルアップです！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





ソードアート・オンライン16




アリシゼーション・エクスプローディング








川かわ原はら 礫れき





発　行　　　　2015年12月1日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2015 REKI KAWAHARA





※2016年5月17日発行の電撃文庫『ソードアート・オンライン16 アリシゼーション・エクスプローディング』5版に基づき制作








[image: ]



item/image/cover.jpg
A
(=Y

/‘I?X7 /E7 — =






item/image/p231.jpg





item/image/p336-p337.jpg





item/image/p117.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/dengeki-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p030.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/gaiji-001.png





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編













item/image/p140.jpg





item/image/p179.jpg





item/image/k002.jpg
Fﬁ—“BW 8. %ﬁmﬁl

[PYRBOMWEE
ENEY Dy






item/image/k001.jpg
=1

N

a 3





item/image/k004.jpg
o
Y %

w

P 4

B € P | F
[
AV
v
13
ad

/|

A V '
WA
5. BBEECLT
BEMITINELL

T&féi::

e $7%2 ¥ SERE (AN $7% P 3

BRI § éd =4 X
S/






item/image/k003.jpg
Ay i W
' [EIRZDIEVBHEET

R @'

=

[BARETEPSIC.
BERIBICHSE
~ [BARTERA.
iéﬁéﬁ;’#bmﬁ“—/ E%LE—»T&E&TM
— .
l
[AEGHSHN| | /" \
l\uq ‘ 9‘ O
r:wu/axm.--,‘-,--- :
PTIFIh. 5P

'A%ﬁlﬂﬁﬁ i





item/image/k005.jpg
& [ LF=7TIMI—>

g
L AN
l\ o
raei 0ot Beens
“ = ]
0 <) waWE
\! =, INRUT
Pt T1—t
R
Q/r,\ \m\ “ A\ i
. /E\Yy 9
Q J) © 9
. s x ST v bk
FU R ot & Fq
(TR RAKAR) N =) TPET 17,
e _ BRAE
t = < d TA—TFA -
AT ik BEEE+

ZHRY SPHT

o1—%

Loy
51 )vis—h

HAETEHB  AIHE— B

1S Rb/ FifEth

KT =)=V KE>ER





item/image/photo.jpg





item/image/p091.jpg





item/image/p251.jpg





item/image/p293.jpg





item/image/p166.jpg





item/image/p009.jpg
[Chi3.TF—LTHOTH
HUTI3E]

—[V=FP—b-F0310]T0I 57— - FREE

S\WORD ARI ONIiNE

Alicizarion exploding

REKi KAWAhARA
AbEC

bEE-pEE

Ifl





item/image/p328.jpg





